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[image: 数字で救う! 弱小国家 5　勝利する者を描け。ただし敵は自軍より精鋭と大軍であるものとする。]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














◯序章　大きくなるものを求めよ









　カチ、カチ、カチ──時計の針のような音が響いていた。でも実のところ、それは時計の音じゃない。金属球がぶつかり合う音。

　ニュートンのゆりかご。あたしにこれをプレゼントした閣下はそう言っていた。

　棒に糸で吊つるされた５つの金属球が、隙間無く一列に並んでいる。右端の球を持ち上げて落とすと、残りの４つにぶつかって跳ね返されずにぴたりと止まる。そして一列になった金属球のうち、直接ぶつかってない左端の球だけが持ち上がる。

　エネルギー保存の法則が、見た目でわかる面白いインテリア。そういう説明をしてくれた。

　５つのうち２つを持ち上げれば、落ちた時に跳ねるのも２つになる。３つなら３つ。

　つまり、最初に持ち上げた数と同じ数の──同じ重さのぶんだけが動く。それより多くは動かない。

「むーん……」

　あたしは重い本を持ち上げて構えた。ずっしりしてる。うん。

　立ったまま本を胸の位置で構え、ゆりかごを見つめる。

　うん、たしかに球でもいいかな。仮に半球の体積と仮定すれば──

「ツナちゃん？」

　いきなりすぐ後ろで声が響いた。

「閣下っ!?」

　慌てて振り返る。ズドン、という手応えがした。

「ぐおあっ!!?!」

「わああごめんなさい──!!」

　お腹なかを押さえてうずくまる閣下。胸の前で構えていた重い本の角が、回転したあたしの勢いを乗せてめり込んじゃったのだ。

　閣下は、混乱した顔であたしを見る。

「な、なにしてるのか聞きたかっただけだよ……？」

「わざとじゃないってばー！」

「そ、そうか……。事故か。まあ、こういう事故には慣れてるからな。大丈夫だよ……」

　あたしが思わず放り捨てた本を拾って、汗の浮いた顔で笑みを作る閣下。

「ごめんね。ちょっと考え込んでたから……」

「まあ、集中すると声が届かなくなるのはよくあることだよ。で、なにしてたんだ？　筋トレか？」

　あたしと同じように本を構えて上げ下げする閣下。

「そういうのじゃない」

「じゃあどういうのなんだ？」

「べ、べつに大したことじゃないもん」

「人の腹に本をぶつけるのは大したことだぞ」

　閣下が苦笑しながら言う。それはあたしが悪いけれど。

　……むー、仕方ないかな。話しちゃおう。

「実はね」

「ああ」

　あたしは渋々ながら、白状した。

「おっぱいの重さを考えてたの」

　そういうことです、はい。

　閣下が目を瞠みはり、瞑つむる。そしてまた瞼まぶたを開いた時、閣下は思慮深い賢者のような眼まな差ざしをしてた。

「そうか……なかなか深い思索だね……」

　望遠鏡のように遠くへ焦点を飛ばした天国まで見通しそうな目で、閣下はあたしを見た。

　あたしを通してなにか深しん淵えんへと触れようとするようなその顔つきは──正直うさんくさい。

「どうしてそんなことを？　いや、責めてるわけじゃない。とても……とても良いいことだと思っているよ？　安心してくれ」

「それ聞いて逆に不安だけどっ!?」

　頭痛くなりそう。

「大したことじゃないの。ただ、あたしも閣下と同じ目に遭っただけ」

「同じ目に、って？」

　首を傾かしげる閣下。あたしは答えるしかない。

「ちょっとした衝突事故。あのね、あたしが書類仕事してた時のことなんだけど。ソアラ様が机の横に立って分からないところ教えてくれてたの」

「うん、それで？」

「で、ソアラ様がちょっと向こうに振り返ったの。そしたら──積んでた本におっぱいが当たって、本が落ちてインク壺つぼに命中してあたしの手元にばしゃーってなったの」

「あっははははは!!」

　お腹なかを抱えて笑う閣下。ムカつく。

「で、閣下のお腹なかにぶつかったのがその時におっぱいが押しのけた本なの。こんな重い本を押しのけるってどういう重さなの？　って考えてた」

　あたしがそこに重さを感じたことは無いのに。

「ふははは、なるほど。なるほどな」

　閣下は笑いながら得心したらしい。机に腰かけて、あたしを見る。

「それで？　どこまでいったんだ？」

　あたしは答える。

「おっぱいは液体として扱う」




「おっぱいは液体として扱う」




　なるほど。とか言いながら一言一句くり返す閣下。それはなんなのなの。

「……流動学という学問がある」

　閣下は腕組みしてそう言った。

「『容器に合わせて変形するもの』を流動体すなわち液体として扱う学問だ。その定義によれば『猫は液体である』という問題が、かつてフランスの研究者に証明された……」

「なにしてるのその人なんでそんなことしたの」

「であれば『おっぱいは液体である』もまた正しいか……たしかに、あれほど変形するなら猫にも負けない。さすがだな、ツナちゃん」

　あたしが言える筋合いじゃなかったかも。

「その手つきやめてよ閣下」

　虚こ空くうでなにかを持ち上げるような手ぶりをやめさせる。

「で、どうなった？」

「やっぱり下着に収めた状態で考えるのが一番簡単なのよね。容器に入れて球の形をしたおっぱいの体積を求めることにする。それだと球の公式が使えるから──」

　あたしは紙に公式を書き出す。
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「とりあえず目の前の形に合わせるとして、半球の体積はこうよね」

「まずは実際的でシンプルな式で考えるわけだな」

　数学は細かいと言われることがある。でも、実際には細かい差異を捨てて、共通したシンプルなモデルに落とし込むことの方が多い。

「あとは、この体積に比重をかければおっぱいの重さがわかるってわけ。つまりおっぱいだけの重さは、下着という容器に入れた形でわかるの」

「体の大きさを除外して計算するなら、おっぱいの大きさとされるバストトップより下着の容積を考えるべき、か。良いい考えだ」

「で、体積が分かればあとは比重よね」

　それが問題。──と、つぶやいたあたしに。

「いいや、それなら簡単だ。０・９でいいよ」

　閣下がさも当たり前のことみたいに素早く答えた。

「えっ？」

「おっぱいを構成するのは９割が脂肪組織で１割が乳腺。乳腺のことはまあ１割程度だし多少の違いは誤差みたいなものと割り切って、脂肪の比重だけで考える。そして、脂肪組織の比重はおよそ0.9[image: ]/[image: ]。だから、おっぱいの重さは体積に０・９をかけるだけでいい」

「……なんでそんなことしってるの？」

「うん？　だって『おっぱいは風ふ呂ろで浮く』って言われたら、浮力を計算してみたくなるのは普通だろ？」

「──ぜったいちがうとおもう」

　たまに閣下のことがわかんない。

「そうかな……。いやまあ、そこはいいだろ。いま役に立ってるし」

「んー……そうだね。ま、いっか」

　これで数式が分かるもんね。

「えーっとつまり、半球の体積に０・９をかけたものが片乳の重さで──」

「『片乳』とか乱暴な言い方しないでくれよソアラのおっぱいが発端なのに」

「うわうざい」

「うざいとか言うなよう！」

　すごくどうでもいいこだわりを発揮されてる気がするのはあたしだけ？

「おっぱいひとつ分の質量を求める式はこうなるね」
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「ｒをおっぱいの半径として、この式で求めれば重さが分かるってわけね」

「そうだな。たしかＡカップだとアンダーとトップの差が10センチ前後と言われてるから、半径だと５センチで計算して２３５グラムほどか……両方合わせて４７０グラム程度。鶏胸肉くらいだな」

「鶏と比べるのはさすがに悲しすぎないかな!?」

　あたしは思わず胸を抱えて叫んだ。閣下が振り返って『あっ』みたいな顔をする。

「──いやその、決してツナちゃんを鶏レベルと言いたかったわけじゃないよ？」

「くらえ疑似おっぱい！」

「ぐあっ──！」

　あたしは重々しい本を思い切り閣下に投げつけた。

「おっぱいと言うには硬い……！」

　顔で本を受け止めた閣下が、鼻を押さえてうめく。あたしはその足下にどすんと落ちた本を見て、ふと思う。

「……大きさが少し変わるだけで、こんなに重くなるなんて。この数式を見ないとびっくりよね」

「普通は実物見たほうがびっくりだけどな……」

　閣下が目を逸そらしながら言う。

　あたしは、改めて数式を見て驚きよう愕がくを抱く。

「だってこれ、直径10センチが11センチに増えるだけで体積が１・６倍にもなる。直径の変化量は１割なのに体積は６割も増えてる」

「そういうもんだよ。物の大きさが２倍になった時には、その体積は８倍になってるんだ」

　あたしはその言葉に、数式の中の〝ｒ〟に着目する。

「おっぱいが１センチ増える時、体積は３乗倍も増しているから……？」

「そのとおりだ、ツナちゃん。だから最初にツナちゃんが言ったとおりだ。『おっぱいを液体として扱う』、すなわちおっぱいの大きさを容積で考えた方が実感として正しくなってくる」

　閣下はまだちょっと赤い鼻のまま、あたしを見つめて言った。

「なんと２倍の体積を持つおっぱいでも、直径はほんの数センチしか変わらない。直径10センチの半球の、２倍の体積を持つのは12・６センチ程度。だが人間の目はきっちり認識する。その大きさの違いをな。Ａカップの２倍の重さを持つのはＤカップに相当すると、センチではなく本能で理解する……！」

「本能で……」

「たとえば水だ。５００ミリリットルきっちり入るコップがあるとして、その倍の１０００ミリリットルの容器を見た時に『２倍くらいある』と感じるんだ。ちゃんとね。ここで最初にツナちゃんが言ったことに戻るんだ」

　閣下は息を吸って、言った。




「つまり──数字にすると、おっぱいは液体である」













　あたしはうなずいて、答えた。

[image: ]

「ぜったいまちがってると思う」

「大きさを求める数式を立てる時、おっぱいは液体として扱う方が実感に寄り添うには推奨される。っていうことだよ」

「じゃあそう言おうよ」

「長いじゃん」

　にやりと笑いながら言う閣下の顔を見て、あたしも思わず噴き出した。そして思う。

「あーあ、すっごい無駄な時間過ごした」

「でも楽しんだだろ？」

「まーね。そうかも」

　あたしは口元に浮かぶ笑みを隠さずに答えた。閣下は肩をすくめる。

「ま、ツナちゃんもいずれ大きく──おっぱいの話じゃなくてな、普通に成長的な意味で大きくなったらの話だ。いずれ大きくなったら、無駄なことだって良いい思い出になる」

「そうかなぁ。こんな話が？」

「僕は育ての親のお祖じ父いちゃんと、もっと無駄話しとけば良かったって思ってる。そういうもんさ」

　ぽん、と頭に手を置かれる。

　あたしは頭を撫なでる手のひらを受うけ容いれて、

「そういうこと言うには早くない？」

「ツナちゃんと話してるとなんだかね。お祖じ父いちゃんはこういう気持ちだったのかなって考えるのさ」

　苦笑いして、閣下は手を離した。

「なにかがきっかけで手が離れちゃうかもしれないしなぁ。たとえば、ドグとか」

「ドグ？　なんでドグが出てくるの？」

　不思議なことを言い出した閣下。首を傾かしげるあたしを見て、閣下は腕組みして悩ましげな顔をする。

「うーん……まだ早いかな……」

「なんなの？」

「ま、べつになんでもないさ」

　首を横に振って曖昧に笑う閣下。

「僕だって、べつに手を離したいわけじゃないしな」

「なんなのよう。うーん、ドグ？　ドグね。ドグはねー……たまーにだけど、閣下と似た顔になるよね」

　あたしの言葉に、閣下が意外そうに眉を上げる。

「へえ？　どんな顔？」

「レオおじ様が『昔はこんなじゃなかったんだぜィ』って前置きした話をし始める時。ふたりとも顔に『またか』って書いてあるよ」

　ふたりしておんなじような顔するから、ふたりともレオおじ様の子どもみたいに見えちゃう。

　くふふ、とあたしが笑うと閣下はわしりと頭を摑つかんできた。

「うるさいな」

「きゃーっ」

　髪がくしゃくしゃにされる。その温かい手から逃げながら、あたしは笑った。










　閣下の言うとおり──そんな〝無駄な時間〟が、もっと欲しくなるとも知らずにいられたら。

　それはきっと、どんなに幸せだったんだろう。













◯第一章　戦術的勝利の価値を解け









　少し前まで、皇帝とはせいぜいが司会進行役という程度の意味だった。

　マイセンブルク帝国には２００とも３００とも言われるほど細かく分かたれた領地があり、それぞれに統治者がいた。それほど多くの領主がいるにも拘かかわらずほとんどが自身を自ら王と定めており、彼らの思惑はしばしば衝突し利害は対立した。

　一方でまた領主同士の協力関係は不可欠だった。諸外国からの圧力は、協力無くして防ぐことはできなかったからだ。利害の一致が生む協働は不調和が初めから約束されていて、仮にでも場を仕切る役が必要とされた。

　マイセンブルク帝国の皇帝とは、バラバラのままでいるために必要なまとめ役。皇帝になる資格を持つ力ある君侯たち──選帝侯らの中から時勢に沿った権門が皇帝として推挙され、その役割を担になうものだった。

　しかし、いまやそれは変容しつつある。

「北の蛮族共が、神意を汚そうとしておる」

　その男の立場を考えれば、およそ似つかわしくない質素な長ちよう衣いを着た老夫だった。聖職者のように黒染めされた布地に、わずかな刺し繡しゆうも金ではなく銀糸で施されている。唯一のそれらしい装飾品は、仔こ羊ひつじを模かたどった金の首飾り。彼の祖が創設した金羊毛騎士団の勲章だけだった。

「神聖なる主の御心を邪よこしまに染まった悪あしき教えによって妨げ、衆しゆ生じようから天意を遠ざけようという邪悪な行い。万死に値する罪深き所業である……！」

　彼は常に並々ならぬ威圧感に包まれ、重々しい舌ぜつ鋒ぽうと眼光を持っていた。信仰に裏打ちされた絶対的な誇りを備えているからだ。

　マイセンブルク帝国が皇帝・ガブリエル。複数国にも及ぶ領地を持つ大公であり、広く世界の辺土にまで触手を伸ばすヴァルブルガ家の頭首でもある。その権門が持つ資力と血統は当世において選帝侯たちの中でも頭抜けたもので、皇帝に選ばれたのは当然ですらあった。

　であるにも拘かかわらず、豪ごう奢しやな服や華美な拵こしらえをしないのは、ひとえに『清貧』の誓願を守っているからだ。

　彼は強大な力だけではなく強烈な意志もまた兼ね備え、矍かく鑠しやくとした身振り手振りで存分にその熱を振りまいていた。煮えたぎる意志を象かたどるかのように太い眉を吊つり上あげ、重々しく言葉を響かせる。

「邪教に身を浸すくらいならば、悪魔に魅入られた方がまだ救いの道が残されているというもの。だが天意を偽る背教者共は、蝗いなごが如ごとき勢いで我らが地を貪食し肥大しておる。神聖なる我が兵は試練に見舞われた。──故に、汝なんじが意気を汲くもう」

　謁見の間で壇上に立つガブリエル皇帝。居並ぶ家臣達の前で発するその言葉には、誤りも撤回も許されない。その重責を受け止めるがごとくかっと目を見開いて、彼は告げた。

「ワルター・フォン・グラフディール公爵。主は卿けいに我が権能の一端を担になう責務を与え給たもうた。皇帝の名において命ずる。〈同盟アライアンス〉の邪教徒共に天意を示すのだ！」

　遂ついに発された決定的な宣言に、皇帝の前で傅かしずいていた一人の男が顔を上げる。

「承りました。お任せください、皇帝陛下」

　四〇を超えているとは思えない、潑はつ剌らつとした男だ。

　後ろ向きに撫なでつけた髪は一筋も白いものを含まず、立ち上がる所作も淀よどみなく力強い。

　彼を見る諸侯らの視線は、しかし皇帝に指名されたにしては奇異なものだった。

　畏敬や好意を孕はらんだものは見当たらず、ほとんどが疑念と好奇に彩いろどられている。

　だが、そんな雰囲気もどこ吹く風といった様子で、彼は──ワルター・フォン・グラフディールは飄ひよう々ひようと一礼した。

「皇帝陛下直属の神聖なる兵士を率いること、真まことに僥ぎよう倖こうであります。陛下の怒りを必ずや辺土の異教徒共の頭上へと叩たたきつけて見せましょう。なにしろ──」

　四角四面に整えられていたグラフディール公爵の声に、少しばかり稚気が混ぜられた。

　行儀良く顔を伏せて、だが、弾んだ声音で彼は告げた。

「──『きっちり届ける』。それが、私のモットーでしてね！」




　　　　◯




　発端となったのは、ひとりの皇帝だった。

　マイセンブルク帝国で、皇帝としてヴァルブルガ家のガブリエルが選ばれたこと。そして、彼が異端者への弾圧を公言するのみならず実行したこと。それが始まりになった。皇帝はヴァルブルガ家の資力と、皇帝としての権威をもって福音派を迫害し改宗を迫る。

　皇帝にとっては意外なことに、福音派教徒達にとっては当然に反発が起きた。

　帝国各地で伝統派教徒による福音派教徒への襲撃と略奪が行われ、報復として福音派教徒による伝統派教会への攻撃が頻発。

　それらは領主によって鎮圧されたものの、鎮圧された集団は領主の宗派によって異なっていることもしばしばだった。となれば、事は自警団同士の衝突に留まらず、反乱に膨れ上がる。

　そうして問題は雪だるま式に大きくなり、国際的な問題にまで発展するほどになった。

　福音派を擁護する国家は強大な皇帝への対抗策として、福音派教徒の庇ひ護ごを掲げる同盟を組んだ。それが通称〈同盟アライアンス〉。ワルテリナ帝国を盟主として、エイルンラント王国、オルデンボー王国、ベネルクス連合王国、そして北の小国ファヴェールが主幹となる。

　しかし〈同盟アライアンス〉に対抗するように、ガブリエル皇帝もまた伝統派の志を共にする国を集結させる。ヴァルブルガ家由来の縁を持つ他国や、熱心な伝統派教徒の王を勧誘し伝統派誓合連盟会を結成。通称を〈誓リ連ー会グ〉として、国家の協働を取り付けた。

　ところで、こう考えることもできる。

　福音派教徒の反乱が起きる地域とはつまり〈同盟アライアンス〉諸国にとって、付け入る隙と統治者のすげ替えを望む民が両方揃そろっている地域である。

　実際に、ある領邦において民の反乱で指導者が交代してしまう。そんな事件が起きた。皇帝は武力でその指導者と反乱勢力を放逐したものの、それは福音派の権力者にとって武力さえ皇帝を上回れば統治は容易たやすい。そう思わせることになる。

　最初に腰を上げたのは、血気盛んな王に率いられるオルデンボー王国だった。〈同盟アライアンス〉に呼びかけて援助を得ると共に、帝国への侵攻を企図する。

　隣国であり旧敵でもあるファヴェール王国にも、戦争参加は要求された。ファヴェール王国はしかし、同時期に〈誓リ連ー会グ〉加盟国であるピエルフシュ共和国と独力で戦う道を選ぶ。同盟軍には参陣しないものの、戦争には巻き込まれてしまう形となった。

〈同盟アライアンス〉と〈誓リ連ー会グ〉はこうして開戦。──それが、一年前に始まった戦争である。

　各国の援助と協働で６万の大軍を率いて帝国へ進軍したオルデンボー王国は、予定どおりにマイセンブルク帝国の港を制圧しそのまま南下。兵隊の勢いと予算の許す限り、そして皇帝が屈しない限り、支配を広げていく予定だった。

　一方、単独でピエルフシュ共和国へと侵攻したファヴェール王国は、共和国でも二番目に大きな港ジムシェクを急襲し制圧。沿岸部と西方の大部分へと勢力を伸ばした。さらに、共和国で最大の港ペリルを海上封鎖する。

　そのまま〈同盟アライアンス〉にとって全てが思うとおりになっていれば、次の年はさらなる躍進の年になっただろう。

　──しかし、そうはならなかった。
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　広い平野がある。

　いまそこに、三つの色があった。

　ひとつは緑。長い冬を越えて春を迎えた大地が、その生命力をいかんなく発揮して野草を繁茂させている。

　次に黒。数千人もの人間が集まり、群れを成してひしめいている。少しばかり遠くから見れば、その人波は蠢うごめく黒い塊のようだった。

　最後は──輝き。鎧よろい兜かぶとや槍やりの穂先に反射する陽光。銃砲、大砲から噴き出す炎と煙。目を刺すような煌きらめきが絶え間なくそこかしこで生まれていた。

　戦場、である。

　昨年に行われたファヴェール王国によるピエルフシュ共和国侵攻という戦争は、両軍共に動けなくなる冬を休戦という形で迎えた。

　共和国へと侵攻したファヴェール軍は、１００隻を超える艦隊や数万におよぶ兵隊を動員した。その資金は主に手形払い。つまり借金で購あがなった。

　幸いにも勝利を得たファヴェール王国だが、借金には期限がある。支配した土地からの収入や債券の発行、様々な財務整理に追われることになった。

　一方のピエルフシュ共和国も急襲から態勢を立て直すのに時間を必要とした。議会がファヴェールへの反撃に予算を承認し、南方での戦争と北岸での戦争を両立するには将も兵も再編に時間がかかる。

　かくして、両国ともに必要とした休戦協定は速やかに締結され、つかの間の息継ぎじみた銃火を交えない冬を越すことになった。

　で、あれば。当然ながら、春は激戦となる。

　橋きよう頭とう堡ほを固めたファヴェール王国軍に対して、ピエルフシュ共和国軍はいよいよもって本腰を入れて北岸から排除にかかる。

　分散した兵力で広く速く侵攻していた昨年とは違い、要所を押さえるための決戦が行われる。

　ピエルフシュ共和国最大の港であるペリルを海上封鎖するファヴェール王国は、陸からも包囲するために兵を動かした。

　対する共和国軍は、主力とする重装騎兵ハサリアの格闘能力を生かすべく動く。野戦によってファヴェール軍を攻撃し、包囲を阻止すると同時に奪われた領地の奪回を目指した。

　そうして両軍はシンプルな目的のもと会敵する。

　つまり、敵軍の撃退である。

　雪解けもそこそこのうちに、〈自由王〉の麾き下か共和国軍８千が動員され捲けん土ど重ちよう来らいを図った。うちハサリア騎兵は４千ほど。

　対して、ファヴェールは占領した要塞にほど近い平野にて１万の軍を集結させて対たい峙じした。

　かくして平野に集結した両軍は、明確な目的の下に明確な殺意をぶつけ合う。春風の運ぶ草いきれは火薬と油と血の臭いで上塗りされ、不快な刺激臭のするそれへ変貌した。

　そんな光景を見渡す、軍勢の最さい奥おう。馬上でしかめ面つらをする青年がいた。

　ナオキ・セリザワ・ロートリンデ。──ファヴェール王国の総大将は、いかにも不機嫌そうに戦場を見つめていた。










「うーん、結局戦わなかったな……」

　思わず、そんなことをつぶやいてしまう。

「はァ!?」

　瞬間、僕のことを信じられないほど見開いた目でツナちゃんが凝視してきた。

「閣下！　戦ってるってば！　いま！」

　砲撃音に負けないような声をキンキン上げて叫んでくる。必死に指差しているその先では、今まさに人がひしめき合って銃火を交えていた。

「いやいや、わかってる。わかってるよ」

　苦笑いしつつ答えると、トゥーナは僕を睨にらんでくる。

「ごまかされないんだからね！　なんか別のこと考えてたでしょ。いま！　みんな！　戦ってるのに！」

「悪かったよ」

　首をすくめて平謝りする。たしかに、良くなかったかもしれない。

　僕は──ナオキ・セリザワ・ロートリンデという人物は、今や数千人の兵士達から命を預かる宰相閣下なのだから。

　現代日本から異世界に来て、北ほつ方ぽうの王国ファヴェールで王女と共に戦争を乗り越えた。それがもう６年くらい前のことだ。そのまま流れで女王陛下の夫になり、可か愛わいい子供が二人もできた。子供の母親は違うけども、仲良し姉弟としてうまくやってくれている。

　ファヴェールだとまだ雪が残ってる時期だ。風邪とかひかなきゃいいけど。

「お仕事だよ閣下。お仕事ー!!」

　考えてることが脇道にそれたのを察したのか、ツナちゃんが再び僕に呼びかけてくる。

「はいはい。わかってるよ」

　捲けん土ど重ちよう来らいを賭けた戦いに、共和国軍はいかにも士気旺盛だ。

「──と、言いたいところだけど。やっぱり南方の戦線が厳しいみたいだな。ハサリアはともかく、銃兵はたぶん雇われたばかりの傭よう兵へいだ。数も練度もうちの国民兵が上だ」

　銃兵たちが鉛弾と共に放つ白煙を見れば、その発射間隔も分かる。ファヴェール軍の銃兵は共和国軍の二倍は早く次弾を撃ち放つ。訓練どおりなら、一度に撃つ人数も倍だ。

　敵の傭よう兵へい達は、少し前進して一射するとすぐに退いていく。算を乱して、というほどではないにせよ及び腰なのは間違いなかった。

「そうなの？」

　ツナちゃんは隣で小首を傾かしげている。僕はつい微ほほ笑えましくなりながらその頭を帽子ごとぽすぽすと撫なでる。

　トゥーナ・クリス・キルナ。辺境の村で拾った天才数学少女。実の子ではないにせよ、僕にとっては歳としの離れた妹のような可か愛わいい存在だ。

「そうだよ。ほら見てみろ、ファヴェール側の中央はほとんど乱れてない。隊列に動揺が無いのは敵の弾が全然当たってないからだ」

「へえー」

　首を伸ばして遠くに目を凝らすツナちゃん。

「だからたぶん、両翼の騎兵隊同士の戦いになる」

「ふんふん。ロウヨクね」

「両翼だよ」

「うん……そうだね……」

　僕の訂正に王室衣装局嘱託監理官は難しい顔をする。それから、くるりと目を一回りさせた。

「……両翼ってどっち？　あっち？」

　相変わらずこういうの覚えてくれないなー。

　なぜか変な方を向いているツナちゃんの頭を摑つかんで、真っ正面に向けてあげる。

「どこもなにも。ここだ」

「……ここ？」

　騎兵がひしめく僕らの正面。まさにここのことだ。

「翼側っていうのは、ようするに全体の両脇だ。左翼が中央挟んで反対側、右翼がここ」

「敵が攻めてくるのはここなの!?　だ、ダメだよ閣下！　危ないよ!?」

　途端にあわあわとうろたえる少女に、微苦笑しながら答えた。

「危なくなりそうだったらトゥーナは後ろに下げるから」

「あたしじゃないよ！　閣下がだよ！」

「それはいまさらだ」

「いまさらでもだよ！」

「そんなこと言われても、中央は固いんだ。人に任せても変わらない。激しい戦いになるところを近くで見ておかないといけないのは、当たり前だろ」

　無線どころか電話すら無いので、指揮官の声が届く範囲は狭い。中級士官をたくさん育成しても、最後には指揮官クラスが戦闘の決定打となる行動を決める。遠く離れていては敵軍の動きに呼応することも難しいので、前のめりにならざるをえないのだ。

「それはそうかもだけどー……大丈夫なの？」

「さてね。かれこれ３時間は撃ち合いしてるから……ヤバイ局面が来るなら、もうすぐ──」

　轟ごう音おんと、砂さ塵じんを巻き上げる熱波が大地を揺らした。動揺する馬の嘶いななきがそこかしこで上がる。敵の砲がこちらに集中して撃ち込まれ、爆風が運んできたいがらっぽい火薬の臭いに、鼻び腔くうに刺されたような感覚が奔はしる。

　人馬のどよめきと俄にわかに走り回る伝令の叫び声が、急速に高まる緊張を示していた。

「閣下！　なんでいつも嫌なことだけはぴったり当てるの!?」

　両耳を手で押さえながら叫ぶツナちゃんに、僕は眉をひそめて答えた。

「──あと１時間以内には来るかも、って言おうとしたんだ」

　人を凶運持ちみたいに言うのはやめていただきたい。

「報告です、閣下！　敵軍はハサリアを前に出してきました！」

　走り込んできた伝令士官が叫ぶのに、僕は頷うなずいてみせる。

「伝令だ。第二戦隊は敵の猛攻を受け止めて、押し返す。前進射撃の準備をさせろ」

「了解！」

　中央や左翼にいる将校と第二戦隊の士官へ、伝令が一斉に走り出す。軍隊というのは戦闘部隊だけでも巨大な組織だ。隣の数百人がどんな状況にあるのか、なにをするつもりなのか報告を受けなくてはまるで分からないこともよくある。

　敵軍が押し出してきたというのなら、こちらはまず受け止める。そして、本格的な攻撃を受けきれた時には──返す刀は強く、そして深く刺さるはずだ。

「さて、正念場だ。オードッグ大尉達に連絡してくれ。独立猟騎兵大隊の出番だ」

　その指示を聞いて反応したのは二人。ひとりは伝令で、もうひとりはツナちゃんだ。ここからでは子細には分からない前線に目を凝らしながら、ぽつりとつぶやく。

「ドグ、大丈夫かな……」

　その様はいかにも青年の身を案じる乙女のそれだ。これが大げさなケズテルド伯爵なら『おお、神よ！』とでも叫んでるだろう。

　実は僕も叫びたい。あんなに小さくて僕の肩に飛びついてた女の子が、自分を想おもう男を心配するこの姿を目まの当あたりにする複雑な気分。

　そう、なにを隠そうオードッグという青年は、トゥーナのことを憎からず──って古いな。まあつまり彼はツナちゃんに好意を寄せているのだ。

　なので保護者兼養育者の僕としては、それとなくこう訊たずねる義務がある。

「……心配か？」

　まったく自然に言えたのではなかろうか。けしてこれは野次馬根性ではない。ではないんだ。

　果たして被保護者の少女は、くるりと振り返って頷うなずいた。

「うん。ドグ、ちゃんとハルくんと仲良くできるかなぁって。なんだか相性悪いっぽいのよね、あの二人。独立部隊の補給はあたしの管轄なんだから、ちゃんとしてもらわないとだから」

　王室衣装局嘱託監理官のトゥーナが、厄介ごとが起きたときの僕がやるみたいなしかめ面つらを浮かべて言った。

「……そうかー」

　そう。ドグは好意を寄せているが、ツナちゃんは恋とか何味どこ吹く風って感じである。申し訳ないことに。

「……シワになるからその顔はやめとけ」

「んにぃー」

　とりあえず眉間に寄っていた眉を指で伸ばして、奇妙な鳴き声をあげるトゥーナのしかめ面つらをほぐしておいた。

　僕にできるのはこれくらいだ。

　死ぬなよ、若者。この鈍感はまだなにも気付いてくれてないぞ。──なんて念じながら、オードッグのいる辺りへと視線を飛ばすのだった。先せん鋒ぽう部隊の大隊長を務めてるので、あっちの方だ。
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「なんか不愉快だな」

　こめかみに痛むような痒かゆみみたいなものが奔はしって、母親から継いだ金髪にボリボリ爪を立てる。ところで、親おや父じの頭髪事情が子供にもやってくるって噂うわさは本当なんだろうか。

「は？　大隊長殿、どうかされましたか」

　大隊長殿。つまりそれは俺のことだ。オードッグ・メイザー大隊長。……まだしっくりこねえな。

「なんでもねえよ。敵の動向に気をつけろ」

「了解しました」

　部下に命令を下してから、俺はため息を吐ついた。

　ファヴェール王室麾き下か独立猟騎兵第一大隊。この部隊を編成するにあたって、何な故ぜか宰相は俺を隊長に任命した。それも、大隊長として箔はくをつけるために昇進を辞令してまでだ。

　小隊長として数十人の隊長だった俺が、一年足らずで十倍以上の部下を扱うことになる。最初はそれにビビったが、編成の内訳を聞くうちに俺はなにをさせられるか理解した。

「『装備も編成も普通の部隊と違う新造兵科だから若い方がいいかなって』じゃねえんだよ……！　そんな実験部隊に実戦までやらせるかよ……！」

　マトモな兵隊なら、新しいモノを嫌う。

　当たり前だ。長い間使われてきたものってのは、すでに他が失敗した中で生き残ったものだ。戦場での失敗ってのは、つまり死ぬかもしれないようなことが起きたってことだ。

　新造部隊は装備も人員も他の部隊とは少し違う。新型の銃や編成を試験させられる。そりゃ若い奴やつしかやらねえよ。ベテランほど断りたくなるんだよ当たり前だろ！

　チクショウめ。チクショウめが。あの宰相閣下め。昇進と王室直属部隊っていう聞こえの良いい条件と一緒に、面倒ごとをどんどん押しつけてきやがる。

「あの人に付き合ってたら命がいくつあっても足りねえ……！」

「大隊長殿、敵が迫っておりますがよろしいでしょうか」

　苦笑いを浮かべながら、レジー曹長が訊たずねてくる。元親おや父じの隊にいた曹長で、親おや父じや俺との付き合いも古い。自分が一いつ端ぱしの士官として振る舞えるのは、親子ほども歳としの離れた男が下士官兵として手助けしてくれるからだ。

　そんな第二の父とも言えるようなレジー曹長は、俺の硬く引き締めた顔が内心で憤ふん懣まんをぶちまけてるのを見透かしてるみたいな目で見ていた。

　奥歯を嚙かんで歯ぎしりを我慢してから、答える。

「よろしいもなにも無いだろ。宰相閣下からは攻撃の許可が出てる。相手はあのハサリアどもだ。見ろ、あの隊列。自信たっぷりだ。騎兵同士の戦いで負けるわけがねえって感じだろ」

「昨年はファヴェールが勝ちましたが」

「３倍の兵力でな。その前は６倍揃そろえて負けてんのを憶おぼえてねえ奴やつは、とっくに死んじまってるってこった」

　いまの陣形は両翼に騎兵を据えたマトモなぶつかり合いだ。中央突破が得意な共和国だが、去年それをやって弾幕射撃で痛い目を見てる。だったら負けない部分──つまり、騎兵から崩そうってのはまったく真っ当なやり方だ。

　レジー曹長が望遠鏡を片目に当ててハサリアどもを見ると、感心したような息を吐く。

「たしかに。迫力がありますな大隊長殿。ハサリア共を真正面から見た兵は、その後は夢であれが悪魔の軍団に見えるそうで」

「奴やつらを正面から見たってことは、その後に地獄を見るって意味だろ」

「でしょうな」

　正面突破。蹂じゆう躙りん。それが共和国重装騎兵ハサリアだ。

　新造部隊の猟騎兵大隊とはまったく正反対だ。伝統に裏打ちされた強さがあり、強さを支える経験と自信がある。槍やりにかけた赤と白の旗バナーは、追い立てられた敵兵には炎のように見えるなんて逸話まである。

　伝統、経験、逸話、全部持ってるとはな。羨ましいねチクショウめ。俺たち新造部隊には絶対持てないもんばっかりだ。

「ふん、だったら俺たちは悪魔の群れに突っ込むわけだ。楽しいじゃねえか」

「……まったく、ゴツいことを考えますねえ。大隊長殿」

　奴やつらは自分の強さに誇りがあるし、その誇りが勝利を導くと信じてる。

　だが、悔しいが俺にも信じちまってるものがある。こっちの強さを支えるものはな、

「俺が考えたわけじゃない。さて、猟騎兵第一大隊、戦闘準備だ。エアハルドに後れを取るなよ」

「了解しました。大隊長殿」

　──マトモじゃない宰相と天才監理官だぜ。
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「ムウウ、なぜ中央突破ができぬと申すか。我が国の伝統はそれが勝利の道となっているはずぞ」

「恐れながら王陛下、軍議でも申しましたとおり昨年の戦いでは敵の陣容を破れず苦汁をなめる結果となっております。此こ度たびは〈自由王〉直々のお出でましの儀にあれば、瑕か疵しは認められませぬ。ここは奴やつ儕ばらの脆ぜい弱じやくな陣から切り開いていくのが正道となりますれば」

「ムウ……然さ様ようか……」

　天幕の中で座す老王が、不満げに唸うなる。長い顎あご髭ひげを手繰っては、胸の前で忙せわしなくいじり回している。

　彼こそが〈自由王〉と呼ばれるピエルフシュ共和国の王。ピグムンドゥス三世だった。

　彼の周りにはたくさんの臣下が並んでいる。しかし、王に答えるのはその場で唯一人の将校だけであった。

「先ほどはああ申したが……本当は儂わしは中央突破が良いいのだがの……華麗にの……ダメかの……」

　少し、間が生まれた。

　沈黙を挟んだのちに、将校は答える。

「……陛下、すでにご裁可を頂戴して兵はもう動いております。今からでは、たとえ成功しても華麗とはなりませぬ」

「然さ様ようか。……良いい。今は異教徒共を確実に追いやることが肝要ぞ」

「御意に」

　安あん堵どの息を密ひそやかに放出して、将校は顔を伏せた。〈自由王〉は満足げに髭ひげをしごき頷うなずく。

「儂わしも先の検分において、この眼めであの貧弱な騎兵共を見ておる。甲かつ冑ちゆうも揃そろえられず、馬は小さく、槍やりすら持っておらなんだ。斯か様ような牧童が如ごとき者共など、我らが精兵にかかれば稲穂を刈るも同然に突き破れるに相違ない」

　実際、共和国軍からすればファヴェールの騎兵は貧相もいいところだった。無残、とすら言える。北方の瘦せた地で小さい馬しか育てられず、兵も甲かつ冑ちゆうを着ていない者が半数以上もいる始末。羽根飾りの兜かぶとや色とりどりの毛もう氈せんで飾られたハサリアに見目も備えも劣っていた。

　あのような騎兵擬もどきにハサリアが負けることなど、天地が引っくり返ろうともありえない。そう思わない共和国人はいないだろう。

〈自由王〉はおもむろに立ち上がった。

「どれ、儂わしが直々に後衛へ赴くとしようぞ。我らが勝利を、この目にするためにのう！」

「御意に」

　家臣達が合わせて腰を上げて〈自由王〉の後に続く。

　将校もまた、ただ頷うなずいてそれに付き従った。薄暗い天幕からようやく外に出て、騎乗して翼側へと場所を移しにかかる。

　全員の一番後ろで誰も見ていないことを確認してから、将校は疲れたため息をそっと吐いた。そして、誰にも聞かれないように気をつけて口の中だけで言う。

「……あの〝英雄〟なら、今ごろとうに先頭にいた」

　それなら、自分も同道する誉れに恵まれたに違いない。彼自身、ファヴェールにしてやられたハサリアの一員だ。昨年は前線を走りながら生き延びた強運の持ち主でもある。同胞の仇かたきを討ちたかった。

　己の運命を嘆きながら、将校は定めに付き従うしかなかった。

「ムハハハ、奴やつ儕ばらを見よ！　もはや馬さえおらぬぞ！」

「は──？」

　王のあげた笑い声に、将校は慌てて前に進み出た。望遠鏡を構える。

　今まさに突撃を開始するため前進するハサリア騎兵達の正面で、ファヴェールの騎兵は──馬を下りていた。

　それを見たとき、彼の背筋に気持ちの悪い悪お寒かんが走っていた。それは以前にファヴェールと戦ったとき以来に味わう──恐怖だった。
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　俺は、大隊長として腹の底から号令を発した。

「中隊、打ち方用ぉお意ぃ！」

「打ち方用意！」「打ちぃ方よぉい！」

　第一大隊の猟騎兵たちが、一斉に馬を下りて駆け出していく。訓練されたとおり素早く、横隊銃列を騎兵部隊の両脇に展開し、射撃姿勢を構えた。

　新式の石打式銃を持つ銃兵達は、いずれも選えりすぐりだ。新型銃はまだ数こそ少ないが、ファヴェール国内で製造された新兵器。古い銃より軽くできていて、構えるのに支ささえ杖づえを必要としない。そしてなにより、持って走るのも前のより楽だ。

　それに目をつけたナオキ宰相は思ったそうだ。『騎兵同士で戦うと勝てないなら、騎兵も銃兵にしちゃえばいいんじゃないか』と。

　そして考案された猟騎兵とは、要するに馬に乗った銃兵隊だ。

　火縄という扱いの難しい火種や重くかさばる支ささえ杖づえなどを廃した新式銃ひとつを携えた、鎧よろいも着ない乗馬兵。騎兵隊と共に行動し、いざ戦闘になれば下馬して銃兵として戦う。

　これら猟騎兵の支援に加えて、突撃騎兵にも改革を施している。騎兵突撃に際して先頭の一いち番ばん槍やりたちが持つのはまず二挺の短銃。騎銃射撃で一発カマしてから、抜剣突撃だ。

　要するに猟騎兵とは──火力で戦う突撃騎兵だ。

　そう、俺たちはあくまで突撃用の兵科だ。突撃を得意とするハサリア共の槍やり先さきに、自分から飛び込んで行くってワケだ。

「胸甲騎兵隊、抜剣！　接敵前進用意！」「接敵前進用意！」「接敵前進よおい！」

　戦闘前によく研いだ騎兵用の長サー剣ベルを抜いて肩で固定すると、肌の内側で血の流れが勢いを増すのを感じた。

　鞘さや走ばしりの音高く、騎兵隊列で白はく刃じんが抜き身となって解き放たれる。

「大隊長殿、全隊戦闘準備完成しました」

　レジー曹長からの報告に、俺は振り向かずに頷うなずきで答えた。

　そして目の前、炎のような旗を結んだ槍やり衾ぶすまがじりじりと近づいてくるのを目にする。

　ハサリア騎兵が前進してきている。あの穂先がこちらを向いたとき、地獄が開かれるんだろう。こちらか、あちらか。──どちらにせよ、特等席で見届けることになる。

　待ち構えるこちらを見て敵の最前列は少し槍やりを揺らした。動揺してるらしい。そりゃそうだ。騎兵の横にいきなり銃兵隊が現れたんだ。

　しかし、それも一瞬。

　いまさら突撃態勢を変えられるはずもない。前が止まれば後ろで玉突きが起きるだけだ。やがて大量の重装騎兵が奏かなでる地鳴りのような蹄てい鉄てつを打ち下ろす足音が、ぞろぞろと耳に入りこんでくる。

　喉がカラカラに渇く。まばたきもできない目がじりっと痛んだ。

　そして、敵の長い槍やり先さきが、火矢が天から地へと降り注ぐようにぐんっと傾いて──こちらを向いた。

「「「────────!!!!!!!!」」」

　雄お叫たけびと、馬ば蹄ていの地鳴りと、砲撃が、重奏音となって鼓膜を叩たたくなか、俺は、

「打てェ────!!」

　地獄の開幕を叫んでいた。
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「王陛下！　て、敵の騎兵が突撃してきます！　すでに８つの軍旗が敵の手に落ちました！」

　その報しらせを受けた〈自由王〉は、皺しわ塗まみれの面頰を引ひき攣つらせて伝令に叫び返した。

「な、なにを言うのだ貴様！　そのようなことが起きるなど、ありえぬ！」

「そ、そう言われましても……！」

　苦鳴と絶叫が飛び交う前線は、もはや後詰めにまで動揺が伝わる有あり様さまであった。

　先駆けのハサリアを迎えたのはよく知れた長槍パイクでも騎ラ兵ン槍スでもない、陣容からは想像しなかった銃火であった。

「こ、これは……奴やつら、あらゆる部隊に火砲を備えております！」

「そのような報しらせは聞いておらぬぞ！　お、おのれファヴェール軍め！　よもやそのような卑劣な奸かん策さくを弄するとは、いかにも邪教の儕ともがらじゃ！　万死に値する！」

「陛下、ご采配を！　このままでは我が方は……」

「ええい、早うなんとかせぬか！　我が兵らの蕪ぶ雑ざつな様を見よ！　嘆かわしい！」

「へ、陛下……」

　怒りを露あらわにする老王に、伝令は狼狽うろたえるしかない。将校が思わず大だい音おん声じようを張り上げた。

「王陛下！　もはやそのような段にはありませぬ！　部隊を収めて陣を退ひかねば、我ら潰乱しかねませぬ！」

「ム、なぬ？　いやしかし、まだひと当たりしたばかりじゃ」

「あの窮境が尋常にお見えでありましょうか陛下！　いますぐ余力のある部隊を選抜して救援させ、全軍総掛かりで綻びを繕いつつ退しりぞかねばなりませぬ！」

　それを聞いた〈自由王〉は、顎あご髭ひげを数回両手で絞りつつ考えを巡らせてから、言った。

「いやしかし、それでは……敗走のようではないか」

「敗北すると言っているのです、陛下」

「な、なんだとお!?」

　今更に目を剝むいて愕がく然ぜんとする国王の様子に、将校こそが悲鳴を上げたい気分であった。

　それでも、彼は我慢に我慢を重ねて王を説き伏せにかかる。

「敵の勢いは熾し烈れつ。今にも軍列を突き抜けて我が方の全軍を押し包みかねませぬ。王陛下、ご英断を。たとえこの戦には敗れども──」

　彼我の数において三倍の敵を打ち破るはずのハサリアが、敵の騎兵に圧倒されるという埒らち外がいの異様。馬と人が肉を穿うがたれ、切り裂かれては地に落ちていく地獄絵図。その悲鳴と敵の喊かん声せいが雲まで揺らさんと轟とどろく。

　そんな地獄絵図を見てもなお、彼の脳裏には戦いの前に浮かんだひと言がまだ否定されていなかった。

「──いずれ卑劣なファヴェールめらを、北の海へ追い落としてやりましょう」

　あの英雄ならば、と……夢想する自分を止められずにいるのだ。
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「ご報告です、宰相閣下！　我が軍の右翼部隊が敵の猛攻を受け止め、攻撃に成功しました！　すでに敵の先せん鋒ぽう部隊は潰乱したとのこと！」

　よほど急いで走ってきたらしい。馬の体と自分の顔中を汗みずくにした伝令が、頰を赤くさせて報告を叫んだ。

　それはほとんど勝利を告げるも同然だ。僕は宰相らしい鷹おう揚ような態度で少し笑顔を浮かべて受け取り、彼に答えた。

「報告ご苦労。きみは少し体を休めるように」

「はっ、感謝致します！」

　ひとつ頷うなずいてから、別の伝令に告げる。

「右翼の部隊を押し出せ。敵の崩れたところを突け。ただし追撃は慎重にしろ。さあ、あと一押しだ！」

「了解！」

　意気揚々と命令を受け取って走り去る伝令たちを見送って、戦場を再びよく見る。徐々にだが敵は引き、味方は押している。

　つまりは、勝利へと趨すう勢せいが傾き始めているのだ。

　そして僕は、腕組みして空を見上げた。

　うーん……

「閣下」

　と、そんな僕の袖を引っ張る感触がある。

「んー、なんだ？」

　呼びかけてきたツナちゃんに振り向くと、眉間にぴとりと手を当てられた。

「シワになるよー」

「……はいはい」

　小さい指に揉もみ解ほぐされてしまったので、額から力を抜く。

　トゥーナは手を引っ込めて首を傾かしげた。

「不満なの？　ドグたちは勝ったって言ってたのに」

「んーとだな……」

　ストレートなツナちゃんの疑問にどう答えるべきかと悩む。

　と、

「よゥ大将、あとツナ嬢ちゃん。どーも、パッとしねえ感じに終わりそうだなァ」

「あ、レオおじ様」

　馬で走ってきたおっさんが、大雑把に要約しながら手を振ってきた。少し髪が薄くて口くち髭ひげを生やした見た目はとてもうさんくさいおっさんだが、傭よう兵へい稼か業ぎようを長年に亘わたって切り盛りしていて腕は確かだ。ただ、ファヴェールの爵位を叙されても、うさんくさい見た目は変わらない。

「奴やつこさん共、さすが戦い慣れてやがる。引ひき際ぎわが早いゼ。こりゃ敵を食えんなァせいぜい猟犬共くらいだな。運の良いい野郎だ」

「おっさん、自分の連隊は大丈夫か？」

　僕を大将なんて呼んでるレオン・メイザー騎士爵。だが、彼に任せた連隊と傭よう兵へい隊の規模から言えば、おっさんも将軍と呼ばれておかしくない程度の司令官だ。

「へッ、俺くらいになったら、手柄を若わけェのに譲ってやらねえとなァ。いつでも武勇伝を独り占めしてたんじゃ部下が干上がっちまうってもんだぜ」

「敵の退却が堅いし兵力差も無いから、追撃戦が地味になりそうでめんどくさかったんだろ」

「マ、それもあるかもな」

「わるいおとなのお話を聞かせないで。あたしの教育に悪いわ」

　トゥーナが半目で耳を塞いだ。

「だったらまず悪党に育てられてちゃァダメだぜ嬢ちゃん」

「でもお小遣いも科学論文誌もくれるの」

「はッ。いいねェ、悪い女に育ってるじゃねェか。育てた奴やつの顔が見たいゼ。おおっとここにいた。こいつァ大悪党だ！」

「二人とも、僕のこと悪の首領に仕立てるのやめるように」

　まあそれはともかく。

「敵軍の退却が早すぎる。勝ちは勝ちだが、敵軍の被害はまだ少ないだろこれ。まったく、めんどくさいことになったもんだ」

　ピエルフシュ共和国軍は崩れた翼側を支えるために陣形を乱しつつも、装備を放り出したりはせずにある程度撃ち返しながら退却をしている。つまり、総軍崩壊とはいかない。戦争継続を諦めるほどの大打撃には至らないだろう。

　とはいえここで無理して追撃すれば、勝者と敗者が逆転しかねない。ハサリアの強さは攻勢にあり、こちらの強さは防御にある。追撃戦や運動戦は向こうが得意なのだ。

　もっとも、これはファヴェール軍がなにかをしくじったわけではない。

「なーんか、勇猛な将軍が何人もいて野戦元帥が束ねる軍のやり方じゃないんだよな……。粘り強さが無いんだよ。まるでバカ正直な指し手が一発の手違いで勝負を諦めたというか、巻き返すだけの深さを持ってないというか」

　ピエルフシュ共和国軍の動きに『なにがなんでも』という気迫や策術が見られない。当然のように激突し、真正面から戦い、そして形勢不利と退しりぞいていく。負けを半ば予想していたようですらある。

「閣下は苦戦したかったってこと？」

　トゥーナがとても素直な感想を言ってくる。僕は首を横に振った。

「そうじゃなくて……敵軍がこの戦いを『まずは緒戦』としか思ってないのが気に入らないのさ。ここら一帯を明け渡した後も奪還の為ために戦う気でいる。一年前に侵攻したジムシェクとその一帯を奪い合うだけの、本来ファヴェールが想定していた戦争とはかけ離れてきた」

　そぞろに退却していく敵と押し出していく味方を見守る。

「一年前なら、この１万の共和国軍は僕たちへの決定打として運用されてたんじゃないかって思うんだよ。それなら、もっと必死に来たはずだ。そして、そこで勝てたら戦争はその時で終わってた。だけどそうはならなかった。つまり──」

　ため息を吐ついて、結論を口にする。

「──この戦争は、長くなる」

　あれさえ無けりゃな……あのクソ野郎め。

　そんな苦々しい思いと共に吐き出した言葉に、トゥーナが指を立てる。

「分かった！　冬の間ずっとぶつくさ言ってた皇帝軍のこと考えてるでしょ閣下！」

「…………」

「おっと図星だったなこりゃァ」

「やった」

　ニヤニヤするおっさんと嬉うれしそうなトゥーナに、僕は苦虫を口いっぱいに頰張ったような顔をする人はこんな気分に違いないと確信しながら二人を睨にらみつけた。

　とはいえ、長くやれる顔じゃない。特に、兵隊達が喜んでいる時は。

「……ま、勝ちは勝ちだ。負けるよりは良いい。僕たちは仕事をした。しかも、まだまだ仕事はある。あとは……ソアラがもうひとつの厄介ごとをどうしてるか。そっちに期待しよう」

　肩をすくめて、気分を切り替えることにした。

「アー……なァ大将。ちょっといいか？」

「あ？」

　どこからか走ってきた兵に耳打ちされたおっさんが、珍しく苦笑いしながら僕に呼びかけてくる。

「どうやら猟犬二頭で揉もめ事ごとが起きたらしいぜ」

　猟犬。──独立猟騎兵大隊のことだろう。二頭ってことは、

「第一と第二の両方で？　どうしたんだ？」

　僕が念のためにそう訊たずねると、おっさんは頷うなずき、

「どうやらだ。追撃戦の最中に、嚙かみつき合ったらしい」

　両手を銃の形にして、ぶつかり合わせた。

「────マジかよ」

　僕は思わず天を仰ぐ。

　独立猟騎兵大隊は２つある。第一大隊と第二大隊だ。おっさんは他の兵隊に分からないように言っているが──その２つの大隊が、銃撃戦したらしい。味方同士で。

「仕事はまだまだある。ってェことだなァ」

　肩をすくめるおっさん。そして、青い顔してあわあわしているツナちゃんが銃火鳴り響く前線へと目を向ける。

　敵軍と共に遠ざかりつつあるそちらへ、僕らは馬を向けるしかなかった。
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「誰ぞ、策を出せ。奴やつ儕ばらを海の果てまで叩たたき出だす策をじゃ。あの者共めらに、これ以上儂わしら共和国の土を踏み荒らされるなど、悍おぞましい……！」

　戦場からの逃走で少し乱れた格好をしながらも、〈自由王〉が気丈に声を張り上げた。老人が金切り声で叫べば否いやが応おうでも聞く者の耳を打つが、胸を打たれる者はひとりもいない。

　敗走中である。

　先せん鋒ぽうが押し返されたことで共和国の陣形はあちこちで綻びが生まれ、全軍は慌てて後ろへ向けて駆け出している。しかし貴族の子息だけで作られたハサリア部隊が殿しんがりを支えることに努め、どうにか全軍崩壊とまでは至らず撤退している。

　それでも、敗戦には相違無かった。国王を含む首脳陣は先駆けて馬を走らせたのち、撤退してくる友軍の姿を肩で息をしながら見つめていた。まるで葬式のように重苦しく押し黙る臣下たちに向けて、老王がぎらりと目を眇すがめる。

「……無いのか？　無いものなのか？　打つ手はあらなんだか？」

　沈痛な静寂に空むなしく響く〈自由王〉の呼びかけに、応える者はいない。

　と、思われたが、

「……王陛下」

　唯一、ずっと国王の諫いさめ役をしていた将校だけが声を上げた。家臣達の中から歩み出て国王に一礼する。

「おお、おお、あるか。良し、早う申せ」

　ようやくの応答に老ろう爺やがふんぞり返って言うと、将校は痛ましい顔で告げる。

「恐れながら申し上げますと、助けを請こうべきです。この陣幕にいる我らは敗れました。兵の損害は少なくとも……いや、損害の少ない今だからこそご英断を願いまする！　他の野戦元帥に、助力を得られねば北の雌め獅じ子しが持つ牙は止めること能あたいませぬ！」

「むう……！」「貴様、陛下の差配に不満か……!?」「そのようなことは……」

　その発言に動揺した臣下たちがざわめく。

「莫ば迦かを申すなこの凡愚め！　神の祝福は儂わしにこそある！　助力を請こうことなど戦いの前に胸に浮かんでおるわ！　すでにここから最も近い公主殿に助勢を求めた。だが、異教徒共らを怖おそれて兵を出さぬ。だからこそ、緒戦で勝たねばならなかったというになんたる体たらくか」

「王陛下、苦境にあって助けをもたらせるのは真の勇者のみ。であれば……何なに卒とぞ、南方へ軍使をお遣やりください」

「南方？　何な故ぜじゃ」

「……そちらにこそ、真の勇者がいるからです。虜囚の辱はずかしめを受けてもなお戦いを続ける、あの御方こそこの窮地を憚はばからない雄志の持ち主なれば！」

〈自由王〉は目を見開き、飛び上がらんばかりの勢いで立ち上がった。

「まさか、あの者のことを言っておるのか!?」

「あの御方以上の勇者がおりますでしょうか！　自らも馬術に長じ、戦では至妙なる采配を振るい、そして今や聖者の使徒として兵に慕われておりまする！」

「しかし……あの者の師に、儂わしは……」

「王陛下との間に、蟠わだかまりがありますことは承知しております。しかし、あの御方は危急の時に紛ふん擾じようの種を芽吹かせるような輩やからではありませぬ！」

　将校の強い説得に、老王は視線をさ迷わせる。

「ムウウ……真まことか？」

「真まことにございます」

「ムウウウ……！」

　唸うなる〈自由王〉と、根気強く返事を待つ将校。家臣団は固唾をのんで王の結論を見守っていた。

　やがて老王は、何度も不安そうに後ろを振り返りながら撤退してくる兵を目に留とめた。そして、不満げに顔を険しくしてその名を口にする。

「ヴァツワフ・ジェヴスキー。名将の継承者か……」
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　陽が暮れるまであと少し。普段ならもう夜に備えて人通りがまばらになるであろう大通りに、その町の人口をも超える人波ができていた。

　凱がい旋せんしたファヴェール王国軍である。

　ピエルフシュ共和国軍を撃退したファヴェール軍は、敵の追撃を早々に切り上げて近くの町まで急いで歩を進めた。兵隊達は温かい食事と寝床の為ために急行軍も厭いとわず歩き、町に入れば陽気な歌すらあちらこちらで合唱している。

　負けた兵隊は荒っぽくなるが、勝った兵隊は酒と武勇伝の聞き役さえいれば機嫌を良くするし、上官にも素直になる。しかも、金払いが良いい。町民たちにも歓迎されて、兵隊達は町中で勝利の酒に酔いしれていた。

　そんな狂騒響き渡る町中で、ただ一カ所。とても冷たく重苦しい空気が充満する部屋があった。町の中で最も大きく頑丈な建物、つまりは町役場にある一室である。

　そこにいるのはファヴェール軍の現最高司令官、ナオキ宰相。腹心の傭よう兵へい騎士レオン。そして、若い二人の大隊長だ。

　片方はレオンの息子であり、輜し重ちよう隊の護衛武官として付き合いも長いオードッグ。

　そしてもう片方は独立猟騎兵第二大隊隊長、エアハルド・ウルリヒという青年だ。ツナちゃんによれば『ハルくん』である。

　ハルくんは西方の地方貴族出身で、王室陸軍の士官を志望して来た変わり者の青年だ。なにが変わり者かと言えば、軍閥でないにも拘かかわらず王室直属の部隊へ配属を望んで来たこと。

　普通、人脈が無い地方貴族が軍人をやるなら、自分の権力が大きい地方連隊の運営を望むのが主流だ。地元民との縁はどんな貴族でも太いし、出身地が同じなら統率も楽だ。にも拘かかわらず、後ろ盾の無い王室直属の部隊を望んだ。

　しかも本人は、これといって特に戦を好んでいるようにも見えなかった。血の気の多い性格でもなく、体たい軀くを持て余した巨漢であるでもなく、士官学校の成績は並程度で目立ったところも無い。

　そんな彼であったが、ひとつ美点があった。命令にいちいち疑問を挟まないことだ。教わったことは素直に学ぶ。先祖伝来の話や薫くん陶とうという俄にわか知識や、先入観が無かった。おかげで、新方式に移行しつつあるファヴェール軍の教範を「あれと違う」などと言い出さずに受け止める。

　そんな性質から、最初は連絡士官として輜し重ちよう隊に配属されていた。そのまま目立たずにやっていれば、王室衣装局の将校でいただろう。
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　しかしそこで、エアハルドの運命を大きく変える事件が起きる。

　伝令として戦場を走り回るエアハルドはある日、砲兵隊への命令を女王より受け取って走っていた。しかしその日は、少しだけ異変が起きた。伝令が到着するよりも早く、敵軍が後衛を押し出して状況が変わってしまったのだ。

　ただの伝令なら、受け取った伝令をそのまま伝えれば良かった。だが、エアハルドは砲兵陣地から戦況の変化を見抜いた。そして、伝令の内容を変更してしまった。──本来なら、ありえないことだ。

　その戦闘が終わった時、女王ソアラは伝令士官を呼び出した。自分の命令とは異なる攻撃が行われたことを、女王は見過ごさなかったからだ。エアハルドは平ひれ伏ふして謝罪を述べ、攻撃目標を勝手に変更したことを認めた。

　沙汰を待つ青年士官に、女王陛下はこう伝えた。

『ありがとうございます。今日のめざましい勝利は、砲撃部隊の素早い対応が功を奏して得た勝利です。ただ──あなたは伝令よりも、指揮官の帽子を被かぶるべきですね』

　こうして、エアハルドは配置換えされた。連絡将校ではなく砲兵指揮官として戦闘部隊を率いることとなり、先年の共和国侵攻でもよく働いた。若々しい才能に目をつけたどこかの偉い人に、独立猟騎兵大隊の隊長へと任命される。

　──という、なかなか際きわ立だった来歴を持っているのだが、

「はい、宰相閣下。発端は部下同士の誤認。誤射であります。猟兵が敵の突撃長槍コピアを振り回す騎兵が近づいて来るのを確認し、発砲しました。戦場は煙が充満していて視界も悪く、唯一見えたのが赤白の旗を結んだ槍やりと馬。致し方ないことだったかと愚考するものであります」

　僕の目の前で床に正座させられて弁明しているのは、なんか普通の真面目な新米将校にしか見えない。気難しげな目つきの、むしろ文官寄りの体格をした新品将校って感じである。世の中不思議なことだらけだ。

「ざッけンじゃねえぞこのひょろ長が！」

　いまにも喧けん嘩かがおっ始ぱじまりそうな怒声が上がる。並んで床に座らされていたドグが、隣のエアハルドに嚙かみつくように怒鳴りつけたのだ。

「そのどてッ腹に穴が開いても同じことが言えるか確かめて──ぐごっ!?」

「すまねェ、大将。続けてくだせェ」

　床にめり込むんじゃないかって勢いでオードッグを殴って黙らせたおっさんが、僕に頭を下げる。

「で、さっきオードッグ大尉が言ったように、第一大隊も敵だと思って撃ち返して、それからようやくお互い味方って気付いたけど殺す気かって揉もめて、揉もめ事ごとが喧けん嘩かになって隊長同士がいがみ合いした、か……」

　オードッグの部隊は騎兵を突撃させて敵の足並みを乱し、追撃の戦果を拡張しようとしていた。武器を捨てて逃げる敵を挑発しようと、突撃長槍コピアを鹵ろ獲かくした兵士がいた。そして、特徴的なその武器を持つ騎兵を味方の猟騎兵が打ちかけてしまったそうだ。

　黒色火薬の銃は、撃つと凄すさまじい煙を吐き出す。数百人で撃てば濃霧の中に突っ込んだも同然の視界不良に陥る。その煙が今回の事故の遠因にもなったのだろう。まあ、ありうる話だ。

「か、閣下。よろしいでしょうか」

　殴られた痛みを堪こらえながら、ドグが言う。おっさんが即座に拳を握ったが、僕は目配せして殴るのを止めた。甘いねェ、とでも言いたげな傭よう兵へい騎士の顔は無視する。

「いいよ」

「敵兵の追撃は騎兵が肝要です。それがコイツは──いや、エアハルド大尉は部隊を躍進させず、それどころか味方が戻ってくるような側背に猟騎兵を送り込むなんて、追撃だってのに指揮官がヘニャチ──あ、いや、被害を怖おそれて前進しなかったのが問題じゃねえかと」

「ふむ」

　ドグの主張を聞くと、隣でも手が上がった。

「閣下、私からもよろしいでしょうか」

「うん」

「命令では追撃に際して『慎重に』となっていたはず。敵の退却に乱れが少ないのであれば、擾じよう乱らんを狙った突撃を警戒して当然です。であるのに、騎兵と銃兵が離れきってしまうほど突出を許すような隊の風紀に問題があると愚考します」

「ほう」

　意外と負けず嫌い。うん、ここはちょっとそれっぽいな。

「それと」

「？」

「自分はヘニャチンではありません。──づあっ！　な、なぜ!?」

　おっさんが真面目馬鹿の方も殴った。

「棹さお比べは娼しよう婦ふにすンだな、小僧」

　両方の言い分は聞いたので、僕は立ち上がる。

「……独立猟騎兵大隊は僕の発案と王室麾き下か直属で動かしてる。それは分かってるよな」

「はい、宰相閣下」「もちろんです、宰相閣下」

　若者が姿勢を正して僕に返事する。僕は彼らの方を向かずに窓の外で戦勝を喜び歌う兵士達を見下ろしつつ、続けた。

「幸い、一人も死者が出てないしただの誤射だ。馬鹿騒ぎしてる兵士達が尾ひれ背びれに翼までくっつけていろんなホラ話をする。その話題のひとつにはなるが、それだけだろ」

　ただのミス。ただの間違いだ。起きただけなら問題無い。だが、

「──公式に、訴状が来て軍法会議するようなことにならなけりゃな」

「ぐ、軍法──」「会議──」

　大隊長共が蚊の鳴くような声でおうむ返しにしてくる。勢いを失ったその声音は、どうやら深刻さが喉を詰まらせたと見た。

　やれやれだ。

　問題が大きくなりかけたのは、隊長同士が兵を叱らず相手の不始末を主張したせいだ。

「ただの馬鹿話で済んだものをだな、ボス犬同士が争ったら手下も引っ込んじゃいけないと思っちゃうだろ。そういうことにならないように、お前らは〝個人的に〟上官に怒られてる。つまり僕に、怒られてるんだ。意味分かるか？」

「「えっと……？」」

　首を傾かしげる青年ふたりの様子に、僕はため息を吐ついておっさんに目配せする。

「やっぱ分かってないか。──教えてやれ」

「口答えしてンじゃねえぞこのバカ共が!!」

　傭よう兵へい騎士の鉄拳が、二人の青年を諸共に叩たたき伏ふせた。

「そういう意味だよ。……昇進は許したけどな、揉もめ事ごとまで許した覚えは無いぞ」

　ぶん殴られて床に転がるふたりを、おっさんが荒々しく足蹴にした。

「なに寝てやがンだこのクソッタレの青二才共！　テメエらの口がクソしねえように締まりを良くしてやる！　床腕押立して準備！」

「「はい、大佐殿！」」

「さっさと始めろ愚図ども！」

「「はい大佐殿！　いち！　にい！　さん！　し──」」

　僕だって忙しいのに、こんな面倒ごとを起こさないでほしい。正式に白黒つけるには微妙な話だ。騎兵で攪かく乱らんして歩兵を追いつかせるのか、敵の反撃を気をつけて万全の態勢を保って追撃するのか。もう〝場合によるケースバイケース〟しか言えないじゃん。解決にどれだけ面倒があるか。

　他の隊が萎縮しても困るし、とりあえず失敗した指揮官を非公式に叱りつけて終わりにするのが一番だという結論に達した。

「大佐、あとは任せる」

「了解でさァ、大将」

　うちのが悪かったな、とでも言いたげに眉を上げるおっさん。僕は肩をすくめて呼吸を返す。これも仕事のうちだ。

「ちんたらやるな！　タマ落としたかお嬢様共！」

「「はい大佐殿！」」

　まあ、程良くボロボロになったくらいで部隊のところに帰してもらえるだろうと思う。

　特別指導室と化したその部屋を出る。

　と、

「閣下」

「おっと、ツナちゃん」

　扉のすぐ横でトゥーナが出待ちしていた。

「どうしたんだ？」

「えーっと……専任監理官として、ちょっと責任感じてたり……あ！　あたしも鍛える？」

　その場で仮想の腕立てをする監理官15歳。ふよふよと何も無い空間を押したり引いたりしている。

　ツナちゃんは装備が特殊な独立猟騎兵大隊の補給を担当していて、あのふたりとも親交を深めていた。そんな担当官に僕は、部隊の様子を逐一教えてくれとも言い置いてある。しかも初めての専任案件。本人の言うとおり、責任を感じるのもまあ分かる。

　とはいえ、

「年下の女の子に責任取られたら死にたくなると思うから、やめておいてやってくれ」

　僕はそこまで鬼じゃない。

「そうなの？」

「そうなの。さて、明日からもまたすぐ移動だ。今日はとりあえずぱっと勝ちを祝って、それで忘れよう」

　トゥーナの頭をぽふんと撫なでてから背中を押して、とても口に出せない下品な罵倒が轟とどろく部屋から一緒に遠ざかる。

「忘れるの？」

「ま、敵が降伏してくれるような痛手を与えてないからね。戦争は続くよ。あのふたりも、この戦の間に大隊長らしくなってくれればいい。どっちも能力はある。それは分かってるんだ」

　法に則のつとらない温情措置をするということは、僕が汚名を被かぶらざるをえない。子飼いに甘いとか隠蔽体質とか。まあそれくらいなら、ライアス公爵にど突かれたりはしないのでいいだろう。

「僕らが北岸に戻る頃には、ソアラも〈同盟アライアンス〉の首脳会議を終わらせて合流できるだろ。……早く会いたいよ」

「お嫁さんとらぶらぶだね、閣下」

　にかっと笑うツナちゃん。僕は遠くにいる女王陛下のことを想おもうのだった。

「……ファヴェール以外の戦場がどうなってるかも知りたいし」

「それは言われたらがっかりしちゃうからね？」

　ぐっさり釘くぎを刺してくるトゥーナ。分かってるよ？

「そうだな。まずはちゃんと労いたわってあげないと。なにせ……負けた味方と話し合いだ。きっとソアラは、散々な目に遭ってる」

　僕らの女王陛下。ソアラ・エステル・ロートリンデ。ファヴェール王家の正統な後継者にして、氷の国に生まれた一粒の宝石じみた美しい女王。僕にとっては異世界に来てからずっと難局を共にしたパートナーであり──結婚の誓いを立てた幼妻だ。
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「つまり〈同盟アライアンス〉の各国は、〈誓リ連ー会グ〉から手痛い反撃をもらったわけですね」

　わたしの立場から──ファヴェール王国の女王という立場からすれば、なんとも散々な会議としか言いようがありませんでした。

〈同盟アライアンス〉と〈誓リ連ー会グ〉による戦争。その経過報告と今後の動向を各国で協議する。そのような目的で各国の大使と会議を設けたわたしが得たのは、重い疲労感だけでした。

「どの国の方も、外交官だけあってお話が巧みである方ばかりでしたね。もっとも、ここ１年のことで満足な話しぶりができる方はいませんでしたけれど」

　昨年に〈同盟アライアンス〉と〈誓リ連ー会グ〉は開戦し、ふたつの戦場が生まれました。ひとつはオルデンボー王国率いる同盟軍６万の主軍が行う、マイセンブルク帝国への侵攻作戦。もうひとつはファヴェール王国によるピエルフシュ共和国への侵攻作戦。

　どちらも勝算のある戦いでした。

　しかし沿岸の奇襲と急襲をくり返して共和国軍を打ち負かし歓喜に沸いていたファヴェール王国へ、凶報がもたらされます。

　それは『同盟軍、敗北す』というおよそ思いも寄らないものでした。

　６万の大軍を擁する〈同盟アライアンス〉の軍隊、すなわちオルデンボー王国を筆頭とする帝国侵攻部隊が皇帝軍に打ち負かされていました。

〈誓リ連ー会グ〉の反撃はそれだけに留まりません。主戦場で勝利したことで、皇帝軍には集めた兵士を次の戦場へ送る余裕ができました。多方面からヴァルブルガ家を攻撃していた各国の戦線に、皇帝軍側から反撃が行われます。

　ファヴェールを除く全ての国が、それぞれの戦場で苦戦を強いられていました。大使たちは明るい展望を語り聞かせてくれましたが、

「誰もが同じことを言ってくださいました。『勝利さえすれば』と。とても楽観的な意見でしたね。『では、敗北した場合は？』。わたしがそう訊たずねても、第二の案を語ってくれる方はいませんでした」

　共和国の北岸は、いまやファヴェールの支配領域となっています。旧ふるい貿易商人たちの同業者組合ギルドが運営する、自由都市群。その中でも栄えた街で、わたしは大使らを迎えました。しかし、その価値があったのか疑問です。

「本来ならわたしも南に下って軍の指揮を執らねばならないところを、わざわざここで大使たちにお会いしました。なのにこのような会議をされて、正直なところがっかりです。ですから──」

　わたしは対面に座る大使に目を向けて、告げます。

「──あれと同じようなお話を聞かせないでくださいね、オディロン伯爵」

　そんな要求に、言われたワルテリナ帝国の大使である伯爵は、剽ひようげた笑みを浮かべました。

「ロートリンデ女王陛下、そのような手厳しい表現をされては、他国の大使が、えー、立場からして。頷うなずき難にくいお言葉なのでは、ないですかな？　ま、先手を打ったのは我ら〈同盟アライアンス〉で、後手の〈誓リ連ー会グ〉が打った受け手は、えー、見事、とは私ワタクシも思います」

　ワルテリナ流の迂う遠えんな同意の表現の方こそ、わたしは頭が痛くなると思います。

「意見が一致しているようで結構です。では、ご用件をどうぞお話しください」

　オディロン伯爵は、会議が終わってからの会談を申し込みされました。つまり公に議題として上げたくはない用件ということです。

　こちらとしてはそれだけで嫌な予感しかしないものですが、伯爵は相変わらず人好きのする笑顔を浮かべて崩しません。

「お疲れのところを、申し訳ありません。では手早く用件に、えー、入らせていただきます、はい。実はですな……オルデンボー王国から、仲介を頼まれまして」

「またオルデンボーですか……」

　隣国の名前が出てきたことで、予感が当たったことを察します。

　基本的に、隣接した土地というのは融合しひとつになることが好ましいのです。大きい領地ほど大きい力が持てます。つまり隣国という存在は『隣り合うほど近い土地にいる敵対した者』ということです。

　そんな国と同盟を結ぶのは、お互いに目的と利益があってこそ。ですが、昨年は同盟軍の主権を譲らないままファヴェール軍を傘さん下かにしようと策を弄してきました。味方であっても、その上に〝油断ならない〟とつけておかなくてはいけません。

「あちらは、今度はどのようなお願いをしているのですか？」

　わたしが訊たずねると、伯爵はひげを撫なでつけてからそっと窺うかがうように切り出しました。

「ええ、はい。実はオルデンボー王国の〈血船王〉がですねぇ、ファヴェール王国の協力をお願いしたいと。えー、つまり……援軍を、期待していらっしゃるんだそうですな、はい」

「気が乗りません」

「ああそんな！」

　反射的なわたしの答えに、オディロン伯爵が大げさな身振りで動揺を表します。なぜか劇場でお芝居を観みているかのような気分になる所作でした。

「女王陛下、そのようにご無体なことを仰おつしやられる時は、心の準備くらいはさせてくださると、はい、ありがたいのですが。前置きも無く、雷光が如ごとき速さで私ワタクシめの面目が腰折れしてしまいますれば……」

「面めん子つが立たない、と仰おつしやりたいのはわかりました。ですが、昨年のオルデンボー王国がどのような失態を演じたのかを考えてください」

　オルデンボーが犯した失策は、まさに援軍を扱いかねて引き起こされた事態でした。

　マイセンブルク帝国に侵攻するためにかき集められた同盟軍６万。オルデンボー王国が発起人となった同盟軍は、当然のようにオルデンボー王国の〈血船王〉が主導することになっていました。

　そして当然のように、現場レベルでは決裂してしまったそうです。

　軍勢は３つに分かれて進軍し、ひとつの街を目指して３方向から包囲する形で侵攻作戦を図りました。しかし、それぞれに問題を起こして進軍が遅れます。動きが鈍い分散した同盟軍は、分かれた軍を分かれた先でひとつずつ撃破されるという最悪の惨状を晒さらしてしまいました。

「たしかに、あれは上策と言うには方向性が違うという、えー、意見が多いようです。戦が始まるより前に、女王陛下のご賢察を拝聴する機会に恵まれた私ワタクシには、まるでこの結果を見通していたかのよう、とすら、まあ、考えてしまいますねぇ」

　常に笑みを含んだかのような伯爵の調子は変わりません。わたしが彼の提案に否定的なことを指摘してすら、むしろ困難が増して喜んでいるかのようです。

　昨年にファヴェールは、同盟軍への出兵を求められていました。その要請に対して、わたしとナオキさんはお互いに拒否する為ための密謀をしたほどです。連帯感を保てない協働は身内同士に争いの火種を抱え、必ず破綻する運命にあると見ていたからです。

　口ひげを撫なでるオディロン伯爵の讃さん辞じは、その見立てが正しかったことへのものでした。

「貴国には大局を見る目があるようですねぇ。それも目の数がひとつと、えー、限らないようで。私ワタクシの国にもそんな人材は、多いと言うのが難しいところです、はい。まったく羨ましいもので」

「一等国家として外洋にすら覇権を広げたワルテリナ帝国が、そのような目を持つ人材に困っているはずがありません」

「私ワタクシが覚えていないだけで、そうなのかもしれませんねぇ。しかし、今回はファヴェールこそが、大局観をお示しあそばれたと、えー、語られるかと、いうところでは？」

　そんなお世辞の言葉に、わたしは首を横に振ります。

「いいえ、伯爵。この事態は、わたしたちの想定でも下から３番目です。どの目に訊たずねても同じことを言うと思います。『こんなに悪くなるのは想像以上だった』。つまり、わたしたちファヴェールの目は、少々楽観的だったという証あかしです」

「それはそれは。……ちなみに、先々の心構えとしてお聞かせ頂ければ恐縮ですが、２番と１番はどのくらい悪いものですかな？」

「２番は『ファヴェール軍と同盟軍が両方とも敗退すること』です」

「ほう？　それよりも悪いことがあるとは、とてもとても興味をそそりますなぁ。それでは、えー、待望の１番は？」

「わたしがお答えするばかりで退屈ではないですか？　ここはひとつ、当ててみてください」

「ふぅむ、それは面白い。両軍ともに敗北するより悪いこととは、そうですなぁ……口にするのも憚はばかられますが、王の誰かが、えー、身み罷まかられることですかな？」

「それは〝敗北〟の中に含まれていますので、少し違います。考えてみてください。貴方あなたにとって、両軍とも敗北するより悪いことはありませんか？」

「お待ちください。そうですなぁ……いや……」

　しばらく考え込んでから、オディロン伯爵は笑って両手を挙げました。

「参りました。降参です。どうか、正解をご教示いただけると、えー、ありがたく存じます」

　わたしはもったいぶるのをやめて、お答えします。

「最も悪い事態は『ファヴェール軍が敗退し、同盟軍が勝利すること』です」

「はっは！　これはなるほど！」

　伯爵は額を叩たたいて大きく笑いました。わたしも、微ほほ笑えみを返します。

「つまりこういうことです。〈同盟アライアンス〉全体から見た利得と、ファヴェールの利得は異なってしまいます。そして──オディロン伯爵の目は〈同盟アライアンス〉の視点になっているようですね」

　棘とげのあることを真面目な顔で言うと、攻撃しているように見えますから。

「これはこれは。一本取られたと、そう言って差し支えないこともない成り行きに、えー、なってしまいました、かな。たしかに、ファヴェールの利益を考える目さえあれば〝正解〟を当てて、胸を張れたとも、思えますなぁ。くぅー、悔しい」

　ぎゅっと目を瞑つぶって悔しい顔をするオディロン伯爵ですが、その姿さえ切り取って額縁に納まればお手本のような『悔しい顔』でした。

　まったく、こんなにも手間をかけたのに、

「──しかし、しかし女王陛下。〈同盟アライアンス〉は曲がりなりにも同盟であることは、えー、事実と、いうことです。そして陛下、貴国の選択が〈同盟アライアンス〉の利を高めることは自他共に、共に、認められている。それは確かと、言えるようですなぁ。私ワタクシは、恐悦の至りに存じまする」

　オディロン伯爵は持ち込んだ提案についての売り込みについては、自信を崩しませんでした。

「ワルテリナとしては、〈同盟アライアンス〉の盟主という役が、えー、あるのですな。全体を見る目であらねば、それは務まらないかと、いうところでして。私ワタクシも心苦しいと、毎夜寝酒が必要になるほど心苦しいとは、思っております。……が、ですねぇ」

　悲しげな所作で首を振り、ワルテリナ帝国の外交官はわたしに改めて向き直りました。

「オルデンボー王国への増援は、何卒ご了承を頂かなければなりません。その為ための大使、その為ための仲介役ですのでねぇ」

「それをすれば、ファヴェールの戦は停滞してしまいます。それでも、ですか？　〈同盟アライアンス〉の各国にも負担になりますよ。共和国の穀物が輸出されなくなって、すでに麦の相場は上昇しています。ファヴェールの戦争が長引けば、それだけ麦の流通量が少なくなってしまいます」

　ピエルフシュ共和国という相手に戦争をしている時にファヴェールがよそに援軍を送れば、共和国への侵攻軍が弱体化してしまいます。土地を確保したとはいえ、攻め手を十分に持てないとなれば防戦になります。ファヴェールの目的は進略です。敵に相応の痛手を与えねばならない時に、攻撃を十分に行えないのでは話になりません。

　そして忘れてはならないのは、共和国は肥沃な穀倉地帯であり主要な輸出品として食糧を産出しているということです。ですが貿易は昨年から止まっていました。ファヴェール王国が港と海を封鎖しているからです。

　敵の経済を攻撃する。それは戦争である以上、当然の行いでした。ですが、一大産地からの供給が断たれた食糧の価格は徐々に値上がりしています。それは戦争をしている各国にとっても、手痛い出費となっているはずです。

　ファヴェール王国が危険を冒しても野戦での迎撃を企図したのは、戦争を早く終わらせたいというわたしの願いの表れでもありました。

　しかし、

「それでも……です、な」

　伯爵はあくまで首を縦に振りました。ファヴェールの戦争を長引かせてでも、〈同盟アライアンス〉の為ために兵を割けという要求です。

「つまり──ワルテリナ帝国は加盟国にとって不利でも〈同盟アライアンス〉を保つ為ために動いている、ということですね？」

「そう言わなくなくも、ないところかと。本国ではそう考えて、えー、いましょうかな、と」

「……よくわかりました」

　ワルテリナ帝国は〈同盟アライアンス〉の味方であって、ファヴェールの味方ではない。そう再確認させられます。

「しかし、女王陛下。これは貴国の為ためでもあるのですよ。それが証拠に、ひとつ耳寄りな情報を差し上げようかなと、えー、用意してきまして」

　伯爵のその言葉に、少し嫌な予感がします。

「どのような情報ですか？」

　大使は身を乗り出して懐ふところから折り畳んだ紙を取り出します。それを指で叩たたきながら、潜めた声で言いました。

「──皇帝軍の向かう先は、海です」

「…………まったく」

　ため息を吐つきたい気分です。

　それはわたしたちファヴェールにとって看過できないことでした。そして、ナオキさんにとっては、去年からずっと気にかけていた問題に直面させられる事態でした。

　このあとすぐにナオキさんと合流する段取りになっていますが──戦闘の勝敗に拘かかわらず、頭の痛い話し合いになると思います。




　　　　◯




　どこん、と手て遊すさび代わりに研いでいたナイフがテーブルに投げつけられた。

「援軍要請だと？　冗談じゃねえや！　ファヴェールうちはピエルフシュこつちで戦争をおっ始ぱじめたばっかりだぞ。帝国に援軍なんて送ってたら、この戦争が止まっちまう。ペリルみてえなバカでかい港を落とすにゃあな、人も金もいくらあっても足りねえんだ。無視しちまえ！」

　胴間声で怒りを露あらわにする老将は、ケズテルド伯爵だ。ファヴェール王国の重鎮にして、古ふる強つわ者ものとして知られた武家貴族の生き残りである。

「気持ちは分かるよ、ケズテルド伯爵。でもこれは隣国オルデンボーからというより〈同盟アライアンス〉からの要請だ。オルデンボーが完敗すれば、その余勢を駆って〈同盟アライアンス〉の他の戦場に皇帝軍が来るのは明白だ。なら、今のうちに防波堤を作るのは悪くない。……たとえ、損をしてでもね」

　ライアス公爵が、ハンサムな顔に難しい表情を乗せて諭している。女王の従兄にしてファヴェール軍総司令官。若い頃から戦を経験し、士官学校に留学した才人でもある。

「なに言ってやがるライアス公。オルデンボーやつらとどれだけ因縁があると思ってやがる！　去年だって奴やつらァオレたちが戦をする前に『失敗しても助けてやらねえ』って言ってやがった。こっちが同じこと言ってやって、なにが悪わりぃ？」

　伯爵はここ１年、占領地域を駆けずり回って地域の安定に努めてくれた。その甲か斐いあってジムシェクなどの占領地は反乱も無い。しかし、それもこの戦争で後背に憂い無く武力を振るう為ための仕事だ。それが無む碍げにされようとしているのだから、伯爵の怒りも当然と言えた。

「皇帝軍はファヴェールに宣戦布告済みだ。その矛先がいきなりファヴェールを向いた時に、隣国オルデンボーとうちフアヴエールが敵対していたら、挟み撃ちしようと持ちかけても同じ理屈で断られるかもしれない」

　自分自身、納得はいっていないだろう顔で公爵は言う。海軍との調整や、西方所領との地縁を繫つなぐ顔役はほぼ公爵の役回りだった。しかし、ライアス公爵は本国の家族をこそ第一に考える。こういう時に安全策へ傾くのは真っ先に彼である。

「その時ゃオレたちが皇帝の犬共ぶっ飛ばしてやりゃいいだけだろうがよ！」

「共和国侵攻で、すでに国庫への負担は甚じん大だいだ。戦場が国内になったらどれだけ困難になるかわからないわけじゃないでしょう！」

「じゃあオルデンボーに送る援軍にいくらかかるんだ、ああ!?　あんな奴やつらがオレたちに耳揃そろえて金返すと思ってんのか！」

「だから損してでもって言ってるでしょう！　俺だって全部に納得してるわけじゃない！」

「おふたりとも、喉が渇きませんか？」

　だんだんと白熱するふたりの言い争いに、するりと割り込む声があった。鼻び腔こうをくすぐる香ばしい匂いと共に現れたのは、晴天で仰ぎ見る銀ぎん嶺れいのように目ま映ばゆい輝きの髪を持つ北の女王。

「ソアラ女王陛下」「従妹殿」

　ふたりが仕える国の女主人であるソアラだった。

　その後ろからすいっと出てくるメイド服を着た金髪の侍女が、銀の盆に湯気が立ち上る陶磁器を載せてにこやかに言う。

「宰相式コーヒーが入りましてございます。皆さん、いったんご休憩なさってはいかがでしょうか？　この風変わりな香気に浸るのも、一興かと存じます」

　気付けば目を引かれる美貌に朗らかな笑みを湛たたえる宮廷女官長、テレンティア。このふたりが揃そろった時に逆らえる人間は、ファヴェール王国にはふたりしかいない。へそを曲げた時のロートリンデ王家の子供たちだけである。

　当然ながら、この部屋にふたりの子供と呼べる年齢の人間はいなかった。

「……まあ、いったん落ち着こうか」

「そうするか」

　テーブルに置かれたカップを見て、ライアス公とケズテルド伯は肩をすくめて椅子に腰を下ろした。

　目の前を黒いスカートが横切って、サイドテーブルにカップを置きながら金髪の美女が至近距離で覗のぞきこんでくる。

「御主人様も、どうぞ」

　これまでずっと、伯爵と公爵の激しいやり取りを前にソファに寝転んでいたのが宰相たる僕である。役立たず極まるポジショニングだが、テレンティアは輝くような笑顔を見せてくれていた。

「……ありがとう、テレンティア。今日のコーヒーはうまく淹いれられたか？」

　僕がそう訊たずねると、メイドがくすりと稚気を含んだ笑いをこぼす。僕が寝転んだソファにすとんと腰を下ろして、こちらのお腹なかをお尻で押してスペースを主張してきた。仕方ないので体を起こして座り直すことにする。

　これでようやく、それぞれ西方占領地、沿岸自由都市群、そして最前線へと分かれていたファヴェール王国首脳部が揃そろったというわけだ。

　集まったのは沿岸で程良い大きさの自由都市にある公館。前線にも本国にも行ける中間点である。これから、全員で今後の動向を決めなければならない。

　のであるが、

「ふふ、御主人様は援軍要請より、珈コー琲ヒーのお味が気になるご様子でございますね？」

「あー、そういうわけじゃないけど……」

　カップを手に取って苦みを味わうと、行軍疲れの体に沁しみた。

　ちなみに〝宰相式〟とは大仰な呼ばれ方だが、ただのドリップコーヒーだ。というのもこの時代、豆を粗く砕いて鍋の中で煮詰めて飲むという乱暴な〝コーヒー〟はちょっと変わった薬扱いをされていた。それを臼で粉状にして布で漉こしながらお湯を注いだものをコーヒーとして味わうのは、風変わりな僕の趣味と思われている。

　ただし、ザラついた豆屑くずが浮かぶ薬湯よりも澄んだ味わいがあるこのやり方は、慣れればたまになら味わう価値があると認められたらしい。馴な染じんだ人には受うけ容いれられつつあった。はちみつや山や羊ぎ乳とかで苦みをだいぶ誤魔化して飲むこともできるし。

　ともあれ、薬物カフエインを摂取したおかげで意見表明をする気持ちが湧いてきた。

「黙ってたのは、ふたりとも正しいことを言ってたからだよ。僕らは自由な裁量と権益を求めて選択肢を選んできた。だが〈同盟アライアンス〉がバランスを取るために要請したことを拒めば、ファヴェールが同じ憂うき目めに遭った時に救いの手が伸ばされなくなるかもしれない」

　どちらもイエスだ。僕らはそれを了解しなければならない。

「おうおうおう宰相閣下よう、忘れちゃいねえか？　今のファヴェールにゃあ国民軍がいるんだ。こうやって外国に攻め込んでるなあほんの一部だ。何万と育てた兵隊共は、９割がた防衛軍だって言ってたろよ。あいつらにも仕事させてやりゃいいじゃねえか」

　ケズテルド伯爵がはちみつをドバッとコーヒーに注つぎ足たしつつ、勇ましく主張してくる。それにはソアラが首を横に振った。

「〝敵の柵に馬を繫つなげるほうが、我々の柵に繫つなげるよりずっと良いい〟というのが帝国で流行している言葉だそうです。そして、わたしもこれには同意見です」

「そりゃぁ、どういう意味ですか？」

　老将が首を傾かしげると、ソアラは物もの憂うげな顔で答える。

「繫つながれた場所で糧りよう秣まつを食い尽くす馬は敵の土地に繫つなぐべきだ、という表現です。もっと簡単に言えば〝戦争は敵国で行え〟という訓示ですね。戦乱が長く続き、傭よう兵へいは増えすぎました。土地を食い尽くし病気をばら撒まく兵隊が、もはや一昔前と比べても多くなりすぎたのです」

　同盟軍の主軍だけでも６万もの大軍で、迎え撃つ皇帝軍は４万もの大軍だった。両軍合わせて10万の兵が帝国を闊かつ歩ぽしていたことになり、どちらが勝っても兵隊の食った麦がいきなり生えてくるわけではない。

　戦場にされた土地は勝敗に関係無く必ず疲弊する。自領での戦争は願い下げというのが、すべての国で共通の本音だ。

　ライアス公がパシンと手を打つ。

「敵にファヴェールの土を踏ませたくないなら、やっぱり要請に応えるしかないだろ。決まりだ。俺たちは援軍を送る。その代わりに、なにか権益や援助を引き出す。その方法を考えたほうがいいだろう。──共和国を、後回しにしてもだ」

　その発言はまったく正しいところだった。

「──ですが、それでは御主人様が黙っている理由には不足している気が致しますわ」

　革張りのロングソファで隣に座るテレンティアが、肩を寄せて僕を下から覗のぞきこんでくる。

「なんだって？」

「損をする選択を消して、利益が高い方を選ぶ。それだけでいいなら、御主人様は要請が来る前からそれを予見して準備していたはず。そうではありませんか？」

　僕を見透かすようなその目つきは、頭の中にある意デイ思シジ決ヨン定・ツ木リーまで覗のぞきこまれているような気分だった。
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「意デイ思シジ決ヨン定・ツ木リーを使った逆戻り推量っていうのがあってね。交渉のときにいろんなパターンを考えるのにはとっても使えるの。閣下にとってはね」

　カリカリと線を引きながら、あたしはそう言った。

「へえー、そうか」

　対面に座るドグが、ぶすっとした顔で気のない返事をしてくる。

「…………」

　その横には、ドグと真反対に目を向けたままじっと動かないハルくんがいる。

　独立猟騎兵大隊の隊長、オードッグとエアハルドが揃そろい踏ぶみ。いや揃そろえたのあたしだけど、こんなに緊迫するって思わなかったわ。ちょっと失敗。せっかく大隊の補給担当として職権濫用したのに。

「ふ、ふたりはどう思う？　今度の戦場どこだろーって」

「さあな」「命令に従うまでです」

　場を和ませようと思って、ふたりに戦争の話題を振ってみたけどあんまり賑にぎわってくれない。どうしよう。ソアラ様も閣下も詳しく語ってくれるのに。

　もしかして、あたしの家族……おかしい？

「もー。なんでふたりとも仲良くできないかなぁ……」

　あたしが頭を痛めつつ言うと、ドグがぐりんとあたしに顔を向けた。

「大隊の補給と運用の相談したいから昼飯を一緒に、って言われて来たンだ。……コイツと一緒とは聞いてねえっすよ。監理官」

　険しい目であたしを見てくる。むう。

「騙だましたわけじゃないよー？　言い忘れただけ。ほんとほんと」

「自分も同じことを言われてのこのこやって来たのです、監理官殿。こんな男と食卓を共にするとは聞いていないですね」

　横目でジロリとドグを見ながら言うハルくん。うわあ。

　ドグが頰を引ひき攣つらせて振り返った。

「ああン？　テメエそりゃどういう意味だコラ。監理官とふたりが良かったってか」

「そこまでは言いません。が、粗暴さだけが売りの男と相席は勘弁です。嫌な思い出があるのでね」

「テメエ！」

「事実だ！」

「ふたりとも！　喧けん嘩かしたらまた訓練だよ！」

　あたしの叫びに、額を突き合わせようとした大隊長たちがぴたりと止まった。渋々ながら座り直して、ふいっと横を向く。ふりだしに戻る。お尻に根っこが生えたみたい。

　ハルくんが来るまでは、ドグなんて何度ももぞもぞ座り直すから『椅子の調子悪い？』『大丈夫だ！　ここに座る。座るぞ！　俺のケツは硬いから！』なんてやり取りしてたのに。来た途端にこれだもん。

　やっぱり専任補給官としてあたしがなんとか仲を取り持ってあげないと！　だって猟騎兵は、閣下の肝いりなんだから！

　温めてあった宰相式コーヒーを自分のコップに注いで、ミルクと蜂蜜をたっぷり入れてから飲む。うん、甘い。おいしい。

「わかった。いいよ。ふたりが話さなくてもあたしが話すもん。あたしはね、次の戦場では皇帝軍と戦うと思うの」

「皇帝軍？」「帝国と？」

　ふたりがあたしの方を向いた。よしよし、やっぱり気になるよね。自分が命のやり取りする相手だもん。

「そ。〈同盟アライアンス〉とファヴェール王国は、いわば抱き合わせの提案で妥協する関係だったの。マイセンブルク帝国とピエルフシュ共和国っていう〈誓リ連ー会グ〉加盟国に対して、どっちを攻めたいかっていう話でね」

　と、ハルくんが首を傾かしげた。

「そんなもの、妥協もなにもない。〈同盟アライアンス〉は盟約を結んだ味方ではないですか」

「あ、あー、うん。ソウダネ……」

　味方と敵。きっぱり陣営が分かれてるとたしかにそう言えるんだけどー！

　うむむ、難しい。っていうかそんなにシンプルに言われると、なんで味方同士で争ってるんだろって逆に考えちゃう。

「俺とテメエは味方だが、今すぐひょろい方を消してえだろうが」

「それ！　ってそんなこと言っちゃダメ！」

　思わずドグを褒めてから慌てて打ち消した。共感してくれる言い方が思いつかなかったからつい。

「……意外です。こんな突進莫ば迦かに説得されるとは」

　でもハルくんは納得した。

　わあ、和解の兆きざし。

「自分にとって屈辱です」

「這はいつくばって負けを認めろや」

　わあ、前言撤回。

　でも睨にらみ合あうだけでお互い黙ってるよりはいいよね？　よね？　この方向でがんばろ。

　負けず嫌いだからふたりだけだと脅すだけだけど、第三勢力がいれば結果的にでも協力してくれることがある。うーん、閣下みたいな手口だけど手段を選んでられない。

「いーい？　〈同盟アライアンス〉は〈誓リ連ー会グ〉の中でも皇帝、つまり帝国を重要視してた。けど、ファヴェール王国は皇帝に対しての出兵はもう過剰だと思ってた。これは『〈同盟アライアンス〉が利益を高めるための提案を通そうとしてて、ファヴェール王国が肥大化した軍を分散しようとした』って構図になるの」

　そこで、ハルくんが身を乗り出した。

「そのようなことを自分らのような若造に話してもよろしいのですか？　王室の秘密では？」

「秘密にはしてないよ。調べて考えればすぐ分かるけど、それをやる人がいないだけ」

「文句ばっかり言ってんじゃねェよ。俺ァ聞くぞ。いずれ親おや父じの跡を継ぐなら、どんな戦争が起きンのか先読みできて損は無ェ。邪魔すンならさっさと消えろ」

　ドグが言うと、ハルくんがじろっとにらみ返した。

「興味が無いわけじゃありません。確認しただけです」

「そうだね。それ大事だもんね」

　神経質な言い方につい笑っちゃう。閣下みたい。

　ハルくんはあたしを驚いたような目で見てから、咳せき払ばらいをして姿勢を正した。

「いえ……秘密でないなら構いません。続きをお願いします」

「じゃ、話を戻すね。〈同盟アライアンス〉は『帝国を攻める』、王国は『共和国を攻める』っていう案がそれぞれあったの。自分の提案だけが通った方がポイントが高い。でも、相手には提案を却下する権利がある。だけど、両方を提案することもできる」

〈同盟アライアンス〉としては、帝国に注力して皇帝への圧力を高めるだけ高めたかった。だから『帝国を攻める』って提案が単独で成立してほしかった。共和国にファヴェールが行くとその圧力は分散してしまうと考えてた。

　王国にとっては『共和国を攻める』という案は、自国の貿易圏の独占ができて嬉うれしい。帝国へ侵攻をかけるより、共和国への戦を支援する程度にしてほしかった。それなら、共和国との戦いは休戦を挟まず続いてもっと戦果を挙げられたはず。

　でもお互いに相手のためだけに動くと、時間がかかりすぎてしまうと思った。だから両方同時に戦争を進めてしまう、という状態に落ち着いた。

「お互いが十分に戦略的な場合は、こういう成り行きを導くのは簡単なの。交渉するより前に利得さえ調えてあげればいいから、あとは相手に自分の用意した利得を分かりやすく開示するだけ。利得表と意デイ思シジ決ヨン定・ツ木リーがあれば、逆戻り推量で一目瞭然な形にできるから」




【図解①参照】
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「ファヴェールがどうしても動きを止めたいなら、戦になにも出さないっていう強硬策くらいしか残ってなかった。〈同盟アライアンス〉にとってそれは後で咎とがめられるけど、今は戦力が減りすぎる。だから帝国と共和国の抱き合わせで提案を通したの」

　ここまでは公的な話。実際はファヴェールに来たワルテリナ帝国とオルデンボー王国の大使に向かって、閣下とソアラ様が大戦争を吹っかけるって豪語したなんて言えない。〈同盟アライアンス〉の各国で協議する前に。

「だけど、状況は変わっちゃった。ファヴェールは勝って、〈同盟アライアンス〉主軍は負けちゃった。こうなるとファヴェール王国は、単独でも戦い続けられる。極論で言ったら〈同盟アライアンス〉の事情を考えなくてもいい。ファヴェール王国には選択肢が増えたの。──だからまずいのよね」

　ガタン、と椅子が揺れる音がした。発信源はハルくん。

「えっ？」

「オウ、それだけはテメエと一緒だ」

　ドグが面白そうなものを見る目をしてる。──なにかな？

　あたしはコーヒーを飲んでちょっと渇いた喉を潤した。頑張って説明しよう。
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「ファヴェールには選択肢が増えた。だからまずい。個人が単独でする選択で、自由度が増して悪くなることはあまり無いから、盲点なんだけどね」

　僕はコーヒーを飲み干して、立ち上がった。

「たとえば去年と同じように〈同盟アライアンス〉がファヴェールの参戦を求めた時に、抱き合わせで提案してきたとする。だけどファヴェールには共和国での勝ちがすでにある。得にならない提案だけを拒否してもいい。すると、今度は〈同盟アライアンス〉が強硬策に出てしまう」




【図解②参照】
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「この結果が、戦争を停滞させるという判断に繫つながってしまうのさ。このままファヴェールが勝ちを重ねて、完全に〈同盟アライアンス〉の影響を無視するようになった時のことを考えるとね」

「〈同盟アライアンス〉を無視ってのは、なんだ？」

　ケズテルド伯爵が訊たずねてきたことには、ソアラが答えた。

「たとえばファヴェール王国が皇帝と単独講和を成立させ、〈同盟アライアンス〉と〈誓リ連ー会グ〉の戦いをよそに商売に専念するなどですね。ファヴェールの輸出品は鉄と銅、そして近年では銃や砲も増えています」

「成長産業だ」

「特に、戦時下では」

　僕があえて言わなかったことを、テレンティアが補足してきた。ま、事実ではある。

「そして、だ。昨年にファヴェールが勝利した瞬間に、こんな力関係になってしまうのは予想できた。……予想したように、行動した奴やつさえいる」

「そんな方がいるのでしょうか？」

　首を傾かしげたテレンティアの問いに、苦々しく思いつつそいつの名前を脳裏に映す。

「皇帝軍の司令官、ワルター・フォン・グラフディール公爵」

　だが、口に出したのは僕ではなかった。手を温めるようにカップを持ったまま静かに座しているソアラである。

「地方の小貴族出身で、近年急速に領地を集めて公爵にまで昇り詰めた人物です。ガブリエル皇帝がオルデンボーの大軍に領邦領主たちへ助けを求め、誰もが口を閉ざす中でただひとりだけ声を上げ軍を集めた傑物」

「公爵に詳しいな？」

　意外に思って僕が言うと、ソアラはおかしげに笑った。

「いいえ、詳しいのはわたしではありません。ナオキさんが仔し細さいに調べ上げて、難しい顔で話してくださっていたからです。──ずっと気にかかっていたんですよね？　グラフディール公爵が」

「いや、別にずっとじゃない」

「そうですか？　昨年には宣戦布告された後から、休戦前にも休戦中にも今年の侵攻前にもずっとグラフディール公爵の話をされていましたよ」

「そんなに？」

「はい」

「なんだか……僕より僕に詳しいな？」

　ソアラはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「妻ですから」

「ソアラには逆らわないようにしとく」

　両手を上げて降参の意を表明する。

「尻に敷かれてるじゃないか」

　義理の従兄がからかってくると、女王が唇を尖とがらせた。

「からかわないでください、ライアス公」

「夫婦仲に口を挟まれますと、領地の管理をしている奥様とお子様が悲しまれますよ。先月に領地のお仕事を増やされた際に、奥様の手助けをしたのは衣装局でございますが……」

「悪かったよ！　家族には告げ口しないでくれ！」

　妻と愛人の反撃で義理の親族は鎮圧された。なんだかんだで幼育院を経由した横の繫つながりは王室の武器にされている気がする。内輪向けだけども。

　ともあれ、気にしてたことは認めるしかないらしい。

「……ワルター・フォン・グラフディール。６万の同盟軍が負けることになったのには、この男が大きな働きをした。それだけじゃない。僕らが共和国に痛打を与えたタイミングで、さも救援に向かうかのように宣戦布告してきた。僕らの天敵だよ」

「ほおう？　〝天敵〟たぁ、珍しいことを言うじゃねえか宰相。いつもはよ、敵軍でも商売敵くらいにしか言わねえのに」

　ケズテルド伯爵が眉を上げた。僕は肩をすくめる。

「腹が立つからさ。グラフディールは宣戦布告をしてきた。だが、そのあと攻めてこなかった。だけど共和国は援軍を期待できるとなった途端に、防御を固くした。ファヴェール軍はそれ以上攻められなかった。──つまり奴やつは、手間をかけずにファヴェールを苦しめたことになる」

　それがまったく気に食わない、と思わず愚痴る。あちらは一兵たりともファヴェールにけしかけることなく、こちらの戦場に戦略的な影響を及ぼしている。

「そいつは──名誉が無ねえな。戦わなくても有利ならいいって野郎か」

　伯爵がそう指摘する。

「まさにそのとおりだ。相手が攻めてくるならやりようはあった。でも手を出してこないなら反撃すらできない。敵と味方だけを働かせて、自分は指一本動かさなかった」

「……あ？　それが嫌ってことか？」

「まともな攻め方じゃないんだ。ムカついてくるだろ」

「そう、かもな……」

　なんだか眉を困った形にするケズテルド伯爵。なんだその顔。生まれたばかりの赤ちゃんを抱かせた時みたいな顔つきだ。

「あいつについては他にも気になるところはある」

　一度口にしてみたら、まだ言いたいことはあった。

「兵隊の集め方が特殊すぎる。徴募の費用と指揮権は自分が負うところとしながら、その宿営地と給料は皇帝の領地から接収する権利を要求した。だから奴やつが率いるのは〝皇帝軍〟なんだ。〝公爵軍〟じゃなくてね。奴やつは給料と略奪ではなく、公費徴収という形で兵隊を集めてる」

「……国民兵のように、でございますか？」

　テレンティアがまばたきをして言う。僕は首を横に振った。

「いや、あいつが徴収するのは皇帝の領地からだ。ファヴェールでやってる国民連隊みたいに、領地運営はしてない」

「いえ、あの……かつて、モスコヴィヤ帝国で短期で集成できる大軍の徴募と運用の方法として、御主人様が裏工作されていたものと似ているような気がいたしまして……」

　言われて、なるほどと思う。西方戦線を終戦させるために、兵隊自身を徴税吏として運用できる手法を裏からこっそり回して国民兵を作りだしたことがあった。

「それだ。あいつは戦禍で荒れた土地では、貧農の若者がいくらでもゴロついてることに気付いたんだよ。兵士を集めるのは簡単で、あとはそれを食わせる方法さえあればいい。あいつは〝皇帝の兵士〟という大義名分でそれを叶かなえた。若者をそそのかす悪どい野郎だ」

「つまり──国家が窮乏していようともそれすら利用する思想が、お嫌い、なのですか？」

「発想が奇人のそれだ。扱いづらいしウザい。なにするかわからないだろ」

「そう、でございますね……」

　テレンティアは目を伏せてカップを傾けた。苦いお湯を言葉ごと飲み込んでいるかのような顔つきで、珈コー琲ヒーを飲んでいる。そんなに嫌いじゃなかったはずなんだけど。

　なんなんだいったい？

　ともあれ、嫌いな奴やつのことを話していたら頭に血が上ってきた。こめかみを指で揉もんで、不快感を打ち消そうと努力する。

「理由はよく分からないけどムカムカするんだ。ワルター・フォン・グラフディールって奴やつのやりようは。……極めつけは、奴やつが次に向かう先だ」

　言うと、ソアラが手を上げた。

「あ、それでしたらオディロン伯爵から伝言を預かっています。皇帝軍が次に向かう先は──」

「海だろ」

　女王の言葉を遮って、僕は告げた。ソアラの大粒の瞳が、きょとんと丸くなる。

「知っていらしたのですか？」

「いいや。でも、僕らを迎え入れた海運ギルド同業者組合連合から聞いたんだよ。皇帝の名前で、軍艦８隻が注文されてるってね。つまり──海軍を作るつもりだ。それもよりによって、外洋でも南の海でもない。僕らの縄張りである、ファルド海の港でだ」

　ファルド海沿岸に広く勢力を伸ばしている商人の連合会は、海運商の同業組合に端を発する勢力だ。商人らが運営する自立性の高い貿易港は自由都市を名乗り、商売を共にする彼らは同盟を組んで互助会とした。

　その自由都市群が、〈誓リ連ー会グ〉によって自治を脅おびやかされている。清貧と多大な喜捨を求める伝統派の信条と、商売繁はん盛じようと万金を追い求めてこそとする商人たちとは相性が悪い。金かね儲もうけを肯定する福音派に改宗する者は多かった。

　そんな自由都市にとって、財産と信教を奪おうとする〈誓リ連ー会グ〉は脅威以外の何物でもない。かつてほどの絶大な権勢を持たない自由都市は、ついに自治を差し出してでも庇ひ護ごを求める。ピエルフシュ共和国相手に勝利を飾ったファヴェールに、共和国沿岸の自由都市が門戸を開いたのは当然とも言えた。

　そして、自由都市は共和国の沿岸だけではない。商人連合会の中心都市のひとつであるセビュルーは、マイセンブルク帝国にとってはファルド海に繫つながる唯一の港湾都市でもある。港湾都市にとっては、造船業もまた収入源のひとつだ。

「蛇の道は蛇ってやつだね。商人たちは軍船の注文をいち早く察知して教えてくれたよ。グラフディールは、帝国海軍を創設して僕らの貿易圏に干渉するつもりだ。これを放置すれば、共和国を降くだしたところで貿易圏の独占ができない」

　それはつまり、

「──共和国ここで勝利しても、意味が無くなる」

　ピエルフシュ共和国相手に行っているのは、間違いなくファヴェール史上でも最大の作戦だ。その目的は、穀倉の確保と貿易圏の独占にある。

　ベネルクス連合がファルド海で使う輸送船は、船足が速くて操船に必要な人手も少ない。おかげで輸送コストも格安だ。ただし、武装はほぼ皆無だ。

　そんな輸送船が貿易の柱になっているところへ、帝国海軍が略奪行為を働くようになればどうなるか。簡単な話だ。海上保険や戦闘用の艤ぎ装そうや戦闘員や輸出品の積載量など、総じて輸送コストというものに値上げを要求される。

「今このとき皇帝軍が好き放題にするのを看過すれば、将来は帝国海軍を撃滅する必要に駆られることになる。だから実のところ、状況は思ってるより悪い。それもこれも、グラフディールって奴やつのせいなんだ。つまり結論は、こういうことだ」

　胸の中に蟠わだかまる不快感を吐き出す。

「奴は僕らを襲わずしてすでに攻撃してる。未来のファヴェールをね」

「ってことは、なにか？　宰相から見ればオルデンボーに援軍を送るどころの話じゃなくて……すでに防衛戦をしてる状況だって言いたいのか!?」

　ライアス公が驚いた顔で言ってくる。

「まさしくそのとおり。しかもだ、去年からずっと向こうに先手を許してる。僕らが援軍を送るのも予想してるんじゃないかと思う。──ほんとにイラつく野郎だ」

「あー、じゃあなにか？　実際にはやってない戦争で何度も戦ってるから、嫌ってるってことなのか？」

「ちがう。実際に僕らは損をさせられてる。だから嫌いなんだ」

「それは……えーと、想定外だからか？」

「ちょっと違う。想定はしてた。でも、なにか嫌なものを感じるんだよ」

「なにか嫌なもの、なぁ。うーむ……」

　腕組みして僕を見つめながら黙りこくるライアス公。なんだ？　どういう目つきだこれ？

「あ、分かりましたよナオキさん」

　ぽふん、と両手を叩たたいてソアラが言った。

「ナオキさんはきっと──」




　　　　◯




「つまりね、閣下は未来のファヴェールを敵から守ろうとしてるの」

　テーブルにお昼ご飯を広げながら、あたしは言う。

　お勉強の時間はそろそろ終わり。虚こ空くうに視線が飛び始めてるドグと、目頭を押さえて考え込んでいるハルくん。ふたりとも、もうよく分からないって顔をしてる。

「閣下はずっとこの公爵を気にしてたからね。たぶん、すっごく嫌ってる。逆戻り推量で先を読むのはシンプルだけど、二手先くらいで〝賛成〟と〝拒否〟の二択でも結果は倍になるでしょ。先を読んで動こうと思ったら、想定する結果は指数関数的に増えちゃう」

　紙や筆記用具をまとめて仕舞って、卓布を敷いてから食器を並べていく。ふと、ハルくんが立ち上がった。

「お手伝いします」

「ありがと。向こうの水差し持ってきて」

　ドグが慌てて立ち上がった。

「あ、俺も──」

「いいよ。そんなにいろいろあるわけじゃないから」

　短い金髪にがりがり爪を立てながら、大隊長は居心地悪そうに座りこむ。そんなに気にしなくてもいいのに。

「その……結局、ナオキ宰相閣下はその公爵がやることが気に食わねえ、ってことなのか？」

「というより……んー……」

　あたしは手にしたお皿をひらひら振って、言うべきかどうか迷った。

　ここからはあたしの個人的な感想っていうか予想っていうか……デリケートな話題で直観だ。まあでも、ふたりは直接の部下だし。ううん、部下だからちょっとまずいかな。どうしよ。

「……今から言うのは秘密なんだけど」

「王室の？」

「ううん、あたしの」

「任せてくれ。絶対に誰にも言わねえ。命に代えても」

　ドグが気合いの入った顔で言ってくれるけど、

「うーん、そこまで重大じゃないけどね。みんなに広めたりはしないでほしいかな」

「もちろん。いったいなんだ？」

　腕組みして、あたしは言う。

「閣下はきっと──」




　　　　◯




「ナオキさんはきっと、その人がナオキさんと同じことをしているから、嫌いなんですよ」

　邪気を交えない朗らかな微ほほ笑えみで、ソアラはそんなことを言った。

「な──んだ、って……？」




　　　　◯




「閣下はきっと、自分に似てる人が嫌いなんだよね」

　あたしは、なんとなく声を潜めながらドグにその考えを口にした。

「……そんなのが、秘密なのか？」

「だって閣下が聞いたら、きっと不機嫌になっちゃう」




　　　　◯




「不ふ憫びんな子ですね、ソアラ様……」

　テレンティアが言った。

「かわいそがらないでくださいっ」

　咄とつ嗟さにそう反はん駁ばくしてから、ソアラはぱちくりと目をまたたかせた。

「へ？　なんでですか？」

「今夜はおひとりで寝ることになるからですわ」

「ええっ？　そ、そんなことはありませんよね、ナオキさん？」

　混乱しているソアラに、僕は言った。

「そうだな……。ちょっと、今日はテレンティアに悩みを相談したいかな……」

「な、なんでですかっ!?」

　明日までに考えといてください。

「とはいえ、だ。海に来るのが確定したのなら、やることはある。幸い、ソアラがワルテリナの大使から色好い返事をもらってることだし」

「え？　そうなのか、従妹殿？　相談も無しになにか取引でも？」

　ライアス公が呆あつ気けにとられた顔で振り向くと、ソアラはまだちょっと納得できてない顔で僕を見ながらも首を横に振った。

「いいえ、ライアス卿きよう。おそらくナオキさんは、これから交渉する提案にとって都合の良いい返事をしてくれたと言っているのです」

「はあ？」

「分かりやすく言えば──」

　テレンティアが、指を立てて注目を集める。にっこり笑って言った。

「──オディロン大使は口を滑らせたということ、でございますね」










「ヘッ、気付いて無かったって方がオドロキだぜ。攻めなくても有利になるなら名誉の戦いなんてやらねェ。そいつァ大将と同じ手口だろォが。同族嫌悪だ」

「言うなよ、おっさん。僕も野郎の悪口をぺらぺら喋しやべったのを後悔してるところだ」

「俺が自分の口を後悔するってか？」

「僕がするかもしれない。おっさんの発言で」

「じゃあ黙る理由は無ねェな」

「クソ中年め……」

　数日後。僕は港にある建物の中で仕事をしていた。船への積み込み作業が今日のファヴェール軍の仕事だからだ。この世界、緊急な連絡が欲しいときにいちばん困るのは距離だ。時間の節約をするなら偉い奴やつが前に行くしかない。戦場と同じである。

「ンで、敵の手口に乗っちまうのは分かってるのに、援軍には向かうんだな」

　２つの椅子を尻置きと足置きにそれぞれ使うおっさんが、そう言った。

「こっちが向かうってより、向こうが寄ってきてるのさ。帝国が海を目指すなら、ファヴェールとは必ず利権を争う。今は卓上ゲームでの定跡手みたいなもんだ。あっちの攻めに必ず有効な手をこっちは打つ。向こうは織り込み済みの被害を負う」

「……ふン、織り込み済みの、か。兵士にとっちゃァ、クソみてえな話だな」

「分かってるさ。でもどうしようもない」

「ま、兵士は死ぬまでが仕事だ。最近の傭よう兵へい共は、楽ばっかりしようとしやがるからな。命を売り買いすンのが傭よう兵へいってもんだ。手前テメエの命も賭けずに敵を殺して畑を荒らしてたら、農民共に寝首を搔かかれるぜ」

「若者の苦労を喜ぶとは、あんたも順調にトシ取ってるな」

「10年後だぜ、大将。アンタが今の言葉を後悔すンのはな」

「その時に10歳老ふけてるのは僕だけじゃないだろ？　もう10年先延ばしにするさ」

「クソッタレめ」

　おっさんの発言は王族への侮辱に値するので捕縛して罪を問うのも面白そうだったが、僕はもっと穏健な方法にしておいた。肩をすくめて聞こえなかったふりだ。

　ドンドン、と扉が叩たたかれる。

「宰相閣下！　ご報告です！」

　扉の向こうから声が響く。僕はペンを置いて答えた。

「どうぞ」

「失礼します」

　入ってきて敬礼したのは、オードッグだった。

「……宰相閣下に、ご伝言を預かってきました」

「ありがとう、ドグ」「ご苦労ゥ」

　一瞬、父親の方に視線を飛ばしたものの、そちらには触れずに持っていた紙筒を恭うやうやしく差し出してきた。

　受け取って検あらためれば、封ふう蠟ろうには王家の印章が使われている。

「ソアラからだな。ワルテリナと最後の会談が終わった。オルデンボーの説得は内密には確定したとさ。予定どおり、僕らは援軍に向かえばいいらしい。──これで万事解決、だな」

　僕が胸を撫なで下おろすと、ドグが首を傾かしげる。

「なんだ、大尉？」

「はい、いいえ閣下。なんでもありません」

　なにも無いところを見上げて返事をするドグの様子に、おっさんが息子の見えないところで笑いを嚙かみ殺ころしていた。

「……それでいいよ。僕がきみに王家の旗を預けたのは、内うち輪わ揉もめしてもらうためじゃない。それがわかってくれれば十分だ」

　従順な態度を取ってくれるのは好ましい。ただし、僕はこの点に関して欲張りっていう自覚はあるんだが、ただ素直なだけでも困るんだ。

「でも今は人の命が懸かってない。ドグくん、なにか気になることでもあるか？　遠慮無く聞いてくれ」

「……ありがとうございます。あー、キルナ監理官によれば、船の積つみ荷には兵隊より食糧や弾薬の方が多いって聞いてやす」

「そうだね」

「帝国に行くなら、もっと兵隊が要るんじゃねェかな、と思いやして」

「ああ、それなら簡単。帝国には行かないからだよ」

「んン？」

　僕の答えに、ドグが顔を歪ゆがめる。『不可解』って表情筋で書いてある。

「良いい顔するね。自分なりの予想があったわけだ」

「いや、トゥーナさんに教わっただけでそこまで大したことは……。選択肢が増えると、逆にマズいとかナントカで。俺はてっきり帝国に行くもんだと」

「そこまで分かってれば十分だよ。要するに、共和国戦線も進まず帝国戦線も防戦という状態に陥ることに落ち着いてたわけだ。この前まではね」

「はあ……」

　曖昧に頷うなずくドグ。簡単に言えばオルデンボーが再起の態勢を整える間、〈同盟アライアンス〉すべての戦線が停滞してしまう。ファヴェールは時間稼ぎの為ために兵を割かねばならない。そういう流れだった。

「その見返りを大国とオルデンボーから引き出しても、プラマイゼロ。むしろ少し赤字になっただろう。……まあでも、僕は無意味な戦いってやつが嫌いでね。どんな戦いでも、失われる人命と金は一緒だ。僕は、負けると分かってる戦いはしない」

「だったら、勝てるくらい兵隊を送らないといけねぇんじゃ……」

　ドグがそんなことを言うので、僕は首を横に振って答えた。

「それで負けたら悲惨だろ。だから──戦う前から負けてやることにした」

「なんっ……!?」「まーた、意味わかンねェこと言い出したぜ」

　メイザー親子がそれぞれ変な顔をする。

「まさか、諦めるんすか!?」

　勢いよく質問をぶつけてくる息子の方。

「それこそ、まさかだよ。ファヴェールがこれから向かうのはね、帝国じゃなくて海なのさ」

「海？」

「この町と同じ自由都市のひとつ、シュテアラルリンク。ペリルを挟んで東の方にある。そこは帝国にとって、海への正面口だ。ファヴェール軍はそこを防衛拠点にする」

「いや、でも戦場は帝国の内陸なんじゃねえんすか。そんなとこ守っても、俺たちは浮いた駒になっちまうんじゃ」

「ドグの言うとおりだな。今の戦況じゃそうなる。だからこそ、皇帝軍に勝ちを譲るのさ」

「……ど、どういう意味っすか？」

　ふむ、と少し説明の為ために整理する。

「つまりだ。帝国内陸部でオルデンボーは覇権を争ってる。帝国軍は海に行きたい。仮に今すぐオルデンボーが負けたら、必ず港海に来るだろ。だからオルデンボーには帝国内陸部で占領した地域すべてを諦めてもらって、さっさと撤退してもらう──実質負けてもらうわけだ」

「いやしかし閣下、オルデンボーの王といや血の気の多い〈血船王〉じゃないすか。そんなことできるんすか？」

「説得はワルテリナ帝国の力を借りた。だってオディロン大使が言ってくれたからね。『〈同盟アライアンス〉に有利なことの為ためなら、盟主として加盟国に負担を強いることも辞さない』と。──僕らが〈同盟アライアンス〉の有利を作る為ために大きな負担を請け負えば、ワルテリナだって仕事してくれるのさ」

「そりゃ、あの大国に言われりゃオルデンボーも耳を貸すかもしれませんが……」

　ドグが眉根を寄せて言うと、その父親が鼻で笑った。

「はン、甘あめェな。言われただけでホイホイ動くンなら、王なんてやってねェだろヨ。こっちの〝負担〟ってやつが、よっぽど〈同盟アライアンス〉にうまい話に見えるようなヤツだぜ。だろ？」

　僕に向けて意地の悪い笑いをするおっさんに、顔をしかめる。

「ちゃんとうまい話さ。〝見える〟とか言うなよ。……シュテアラルリンクの港とファヴェールで、相互扶助の条約を結んだのさ。その時に、ファヴェールは都市と〈同盟アライアンス〉にとって有利な条件を提供した」

「その条件ってやつァ、なンだ？」

　腕組みして、答える。

「『ファヴェール王国は今後30年に亘わたってシュテアラルリンクを防衛し、帝国への橋きよう頭とう堡ほとして利用する』──それだけだよ」

「30年!?　そんなに長くするんすか!?」

　ドグが目を見開いて驚いてくれる。うーん、素直な反応でなんだか嬉うれしいな。

「それがファヴェール側の〈同盟アライアンス〉に対する譲歩なんだよ。選択肢に自由度が増えてしまって、〈同盟アライアンス〉がファヴェールに有利なことを言ってくれなくなった。だったら、あえて自由度を減らす。──ファヴェールは帝国と単独講和なんてしないっていうシグナルを作ったのさ」

　30年間の防衛条約だ。帝国との戦争が終わるまで、ファヴェールが〈同盟アライアンス〉から足抜けしたり一国だけのうのうと戦争に参加しないなんてことはできない。

　なにしろ、マイセンブルク帝国が繁栄しようと思うなら海運の掌握は絶対に外せないからだ。

〈同盟アライアンス〉の諸国が戦わなくなれば、自然と沿岸の制圧にかかる。その時にファヴェールは必ずシュテアラルリンクという要所の防衛をすることになる。〈同盟アライアンス〉と一いち蓮れん托たく生しようの覚悟をしていると、世に知らしめたということだ。

「そんなことしちまって、いいんすか……？」

「いいに決まってるさ。そっちの方が利得が高いんだから。──痛てっ。なんだよ？」

　僕が言うと、なんか豆が飛んできた。おっさんが投げつけてきたのだ。

「人の息ガ子キに堂々と変なこと吹き込むンじゃねェよ、大将。いいかドグ、簡単にマネしようとすンなよ。フツーは自分の手札は多い方がいンだからなァ。逃げ道を自分で塞ぐなンざ、正気じゃねェ」

「ちゃんと手札は増えてる。〈同盟アライアンス〉に継戦シグナルを送ったことで、エイルンラントにもシュテアラル防衛に一枚嚙かんでもらうことに成功した。傭よう兵へいの供給を約束してもらったから、港の防衛をする兵士はエイルンラントの傭よう兵へいだけを頼りにできるってことだ」

「金はかかンだろ」

「でも主力の国民軍を張りつかせなくていい。でもって、肝心なのがオルデンボーに港の援軍を要請できたことだ。〈血船王〉は敗退するんじゃない、僕らの要請で港に援軍として駆けつけるんだ。──帝国に足を踏み入れずとも、戦場の方が沿岸に来てくれるってわけだ」

　敵国に深く入り込んだオルデンボーに援軍として駆けつけるには、それなりの手間と危険がつきまとうことになる。しかし、港の防衛だけをするなら進軍は海上輸送だけで済む。海上はオルデンボーとファヴェールが制しているから、補給も海から送ることができる。

「しかし閣下……さっき『戦う前から負ける』って言ってましたけど……。そこまでして、負けた時と同じなんすよね？」

　そんなことを指摘されてしまった。やれやれだ。僕は思わずふっと遠くを見て、答えた。

「実はそうなる」

「そんなことしていいンすか!?」

「ケズテルド伯爵にも言われた。『手間暇かけて自分から負けるのかよ!?』って」

　オルデンボー軍が皇帝軍に抗しきれず帝国北部から撤退し、港まで追い込まれて他国との協働で防衛戦をしている。最後の砦とりでとなったシュテアラルリンクという橋きよう頭とう堡ほを死守しなければならない──というシナリオでも、似たような状況になっていると思う。

　僕が調えたここまでの交渉は、ただ単にマイセンブルク帝国戦線の進行を一手飛ばして迎えているだけなのではないか。そういう見方もある。

「……僕の故郷に将棋って卓上ゲームがあってね」

「はあ」

「大昔からあるゲームなんだけど、普通のゲームと同じで先手有利という傾向があった。だけど、新しい定跡が生まれてね。後手が展開を早めて不利なのにさらに一手損をする。そういう手だ。すると不思議なことに、先手の攻め筋がひとつ消えてしまう」

　将棋の『後手番一手損角換わり』という戦法だ。将棋は大昔からあるゲームだが、この戦法が広く浸透し盛んになるのは２００４年頃から。２００８年度の記録で日本将棋連盟公式棋戦において、統計開始以降はじめて後手の勝率が先手を上回った。その数字の立役者と言われる戦法だ。

「今、あえて負ければ帝国の攻め筋はひとつ消える。あー……簡単な話だよ。皇帝軍の船は、まだ完成してない」

「……あ、そうか！　そうなんすね！　今なら海から攻められる心配が無ねえんだ！」

　なに言ってんだろうコイツ、みたいな顔してたオードッグ大隊長の表情がようやく明るくなった。

　ごめんね。分かりにくくて。

　皇帝の船は注文を受けたばかりで建造中だ。そんなにぽんぽんとできあがるものでもない。

「最ハ初ナッからそう言やいいんだよ」

　おっさんが呆あきれたような顔で横から刺してくる。

「うるさいな。まあともかく、だ。相手の攻めを受け続けるのは、僕の手には余るよ。手番を混乱させて先手に回る。海洋の優勢を譲らず、皇帝軍はオルデンボーとエイルンラントに押しつける。僕らは共和国に注力したいんだ」

「ハッ、結局そういう手を使うんじゃねえか。『有利になるなら戦わなくてもいい』ってな、誰かさんがムカついてた手口だぜィ」

　鼻で笑うおっさんに、僕は眉をひそめる。

「違う。これはあれだ。戦ってるだろ。……みんなで幸せになるためだよ？」

「アンタほどそう思ってる奴やつはいねェだろうよ。ひとりもな」

「この野郎」

　眉毛を上げて笑う傭よう兵へい騎士に歯を剝むいて笑ってみせた。部下に皮肉屋がいると良いい気分になれるねまったく。

　実際のところ、この作戦にはひとつだけ穴があるんだ。気分が悪くなるようなことは言わないでほしい。

「おいこらこっそり笑ってるなよドグ」

「す、すいません。悪い意味じゃねえんですよ」

　顔を背けて震えていた若者に釘くぎを刺してから、僕は座って息を吐いた。

「どう思うオードッグ。ツナちゃんと勉強会して、どこまで教わった？」

「いや、イッテンソンだのなんだのはサッパリで……」

「っていうかそれ二人きりだった？　教わったのは数学だけだろうな？　どうなんだ？」

「え？」

「おい大将。そんなもん、男はいちいち教わるもんじゃねェ。ウチの息子を侮辱すンなよ」

　きりっとした顔でおっさんが立ち上がった。そして、ドグの肩に腕を回して、

「ガキの時分にゃ、騒がしい天幕の覗のぞき見みくらいしてたもんなァ？　ヘタこいて捕まったバカの見物料払わされたもンだぜ！」

「マジかよ！　あっはっは！」

「こ、このクソ親おや父じ共が──!!」

　回された腕を荒々しく振り払ったドグが、ゲラゲラ笑う僕とおっさんをまとめて中年扱いしてきやがる。でもぜんぜん腹が立たない。いやあ不思議だね！　これが歳としを取るって気分なら悪くない！

「ひひひひひ！　で、でさあ、実際どうだったんだよ。ツナちゃん専任にしたら張り切ってたぜ。乗り気になってたけど──」

「べつに。特別なことは」

　ドグはぶすっと素っ気ないことを言う。

「ほんとに？」

「ハァ……本当っすよ。勉強会ってのも、エアハルドの野郎とも一緒だったんで。専任の仕事ってのは俺らの命綱握ってるも同然っすからね。責任の重い仕事振られて張り切っただけなんじゃないっすか」

「まあ二人きりじゃないの実は知ってたけど。ツナちゃんに聞いたし」

　あの子なにも包み隠さないからね。

「じゃあなんで訊きいたんすか──!!」

　興ゴ味シ本ツ位プだ。とは本人に言えない。

「それもこれも、グラフディールって奴やつのせいなんだ」

「絶対ぜつてぇちげえ……」

「お前もさっさとバシッと決めろや。だから大将にからかわれンだよ。船旅の前に靴屋にでも行くか？」

「いらねェ」

「安心しろよ。俺の趣味じゃねェが、そういう靴もあるんだよ」

　おっさんの言う〝靴〟はいわゆる隠語だ。３本目の足を入れるところ、っていう意味らしい。

「〝そういう〟って？」

「あァ？　そりゃもちろん──」

　と、おっさんが自分の胸をバンと平手で勢い良く叩たたくのと、

「──おっぱいが小さいのがいいンだろ？」

　後ろの扉が開いたのが同時だったのが不幸な偶然だったとしか言いようがない。

「……うわ、サイテー」

　汚けがらわしいものを見る目つきのツナちゃんが、そこに来ていた。

「待ったツナちゃん！　今のはちょっとした話の流れだから違うぞ！　なあドグ？」

　青年に目を向けると、

「────────」

　蒼そう白はくな顔で白目剝むいてた。

「固まるな怪しまれる！」

「男同士の話だぜィ」

　言っていたおっさんだけが、下品な笑いを収めずに泰然としていた。クソ中年め。

「いや……うん、いいよ。そーいうの。でもあたしが来たからにはもうやめてね……」

　げんなりした顔で、扉を閉めずにそろりそろりと入室してくる。け、警戒してる！　っていうかそんな目で見られると心が痛いなあ！　これが歳とし取るってこと!?　耐えられないんだが！

「あのね、閣下」

「僕はソアラとテレンティアに不満なんて一切無いからな。そういう類いの告げ口は絶対にするんじゃないやめてくれお願いしますなんでもするから新しいお洋服作る？」

「もうっ、それどころじゃないの！」

　バンバン！　と机を激しく叩たたいてツナちゃんは僕を黙らせた。

　そして、

「南の要塞で、予定どおりに帰って来てない部隊がいるの！　それも、複数！」

「なんだって？」

　思わず、椅子を蹴って立ち上がった。

　南の要塞。それはファヴェールが確保したピエルフシュ共和国の防壁だ。北岸と河川で繫つながっているから、船というこの世で最速の連絡手段が使える。

「いま来た船の書類で、徴税や偵察の部隊が通常より多くなってるのに気付いたの！　予定より少し遅れてる、って思われて後追いで連絡員を送ってそれっきり帰って来ないパターンが多すぎ！　だからきっとなにか異変が起きたと思ったら──」

「──ピエルフシュ共和国の司令官が、交代してる？」

「うん。旗印を変えてるって報告がひとつだけ見つかったの。ひとつだけだから、まだみんな保留してたんだと思う。でもこれきっと閣下が言ってたやつだと思って、急いで来たの！　……そしたら、もー！　だったけど!!」

「悪かった悪かった」

　頰を少し赤くするトゥーナの頭を撫なでて落ち着かせつつ、僕は少女が持ち込んだ報告書の束を急いでめくる。

　そしてたしかに、これは、

「ファヴェール軍僕らは行動を変えてない。なのに異変が起きてるなら敵がなんらかのアクションを取っている。……ああ、そうだな。僕が以前に言ったとおりだ。これはきっと、敵の司令官が交代したんだ」

「あァ？　なんでそんなこと分かる？」

　おっさんが口を挟んだ。僕は答える。

「帰って来ないのは、いずれも少人数の偵察と物資調達の部隊ばかりだ。敵はファヴェール軍の目を潰しにきてる。これだけ徹底的にやってるのは、今までに無かった行動だよ。戦略を変えたんだ。司令官が別人に変わったっていうのが、一番可能性が高い」

「ふゥむ、ま、そうかもな」

「誰に替わったんすか？」

　ドグが訊たずねてくる。

　共和国の新しい司令官。それは、

「……聞いて驚いてくれ。ピエルフシュ共和国の新しい司令官はな」

　報告にある旗印とよく似ていて、共和国の危機に駆けつけて〈自由王〉に匹敵する権威を持った野戦元帥。それはひとりしかいない。

「名将の継承者、ヴァツワフ・ジェヴスキー。〈聖者〉スタロサンビルスキ将軍の息子にして、直弟子。正統な英雄と言われる男だ」

　それはピエルフシュ共和国史上で最も有能と言われた将軍の、息子だった。

「今すぐ対策しないと！」

「待ってくれキルナ監理官。閣下と俺たちは、シュテアラルに援軍に行く予定がある」

「そうだけど、もう何人もやられてるんだよ!?」

　ふたりが言い争っていることは、どっちも正しい。

　この戦争の相手は、一国じゃない。

「二面指しかよ……」

　呻うめく僕に、おっさんが肩をすくめて言った。

「ふン。どうやら今回も、楽はできねェみてえだな」
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「よくぞ、よくぞ参ってくれた。ヴァツワフ・ジェヴスキー元帥殿。さすがかの名将の継承者」

　絨じゆう毯たんと壁掛けで飾り立てた部屋で、〈自由王〉は若い元帥を前にしていた。

「改めて感謝します、ピグムンドゥス国王陛下。貴方あなたにとって軍権を手放すことは難しい決断だったでしょう」

　ヴァツワフ・ジェヴスキーという将帥は胸を張ってそう答えた。潑はつ剌らつとした声音に、堂々とした態度。若い狼おおかみのように精せい悍かんながら、頭首としての自信に満ちた顔つきである。若くして頭角を表した人に特有の、内に向いた気高い誇りを感じさせる男だった。

　長く伸ばした髭ひげを手繰りながら〈自由王〉は重々しく頷うなずいた。

「うむ……。難しい決断であった。しかし、儂わしはいつまでも紛ふん擾じようの種を抱えて国難を越えられぬと思うたのである。かくも卑劣なりし北の蛮族と、激戦を交えて考えたのだ。奴やつ儕ばらの軍勢を粉砕するには、一致団結せねばならぬ、とのう」

「たしかに、敵は手て強ごわいかもしれません。ですが、父スタロサンビルスキの名にかけて、この土地は誰にも渡しません。おれが来たからには、必ずや勝利しましょう」

　王の前であろうとも野戦元帥にして家長たる彼は、あくまで対等にその姿勢を崩さない。どころか、怖じずに目の前で勝利を宣言してみせた。

「頼もしい限りである、英雄ヴァツワフ殿。噂うわさに違わぬ剛健さよな。ウムウム。して、これから奴やつ儕ばらに対抗する為ために部下の到着を待たねばないのではないかな？　それが調うまではこの儂わしが戦線を支えるゆえ、戦術について少し、あいや少しだけだが、助言を、その、な？」

〈自由王〉のそんな言葉に、英雄は眉を上げた。

「ご存知ないのですか？」

「なにをだね？」

　王の言葉に、ヴァツワフは勇壮な首筋を少しばかり傾かしげながら言った。

「おれの部下はきちんと揃そろっています、王陛下。陛下にはすでに銃兵や砲兵の指揮権を譲って頂きました。残りの私兵は、陛下の所領の防衛にあてるのがいいでしょう」

「ヌウ!?　なんと!?」

　そんな返事に目に見えて狼狽うろたえてしまう〈自由王〉である。

「し、しかしヴァツワフ元帥、其その方がつい先日まで戦っていたのは、此方こなたより最も遠い国境ではなかったのか!?」

「この程度の急行軍で音を上げるようじゃ、名誉あるハサリアは務まらない」

　瞠どう目もくする王に対して、英雄は誇るでもなく何事も無いような口ぶりを崩さない。彼のなし得たことは、〈自由王〉には驚嘆に値する所業であったのだが。

「さ、然さ様ようであるか……。そういうものか？　しかし、部下らの馬はそれほど見当たらなかったようでの、てっきり部下を置いての強行軍とばかり、の。……あ、それとも、よほど先の戦線が厳しかったかの？　減げん耗もうしておるなら、言うが良いいぞ」

「それには及びません。馬が少ないのは各地に散らして配置したからです、陛下。今ごろ、ファヴェール軍の先触れや偵察を余さず潰しているでしょう。兵は拙速を尊ぶと言います。いちいち会議をしてから動かしていては、後手に回るばかりだ」

「ム、ムウ、そう、だな。そうであるな。分かっていたとも。ウ、ウム、迅速な采配、誠に結構である。然れば……儂わしは……軍議……いや、ではなくて、諸侯の相談をな、受けようと思う」

「おれもそろそろ失礼します、王陛下。ファヴェールは強したたかで、機転も利きく。しかし──おれが来たからには、奴やつらの好きにはさせない」

　決意を漲みなぎらせた眼まな差ざしで、英雄は力強く断言した。




　　　　◯




「やってくれるね、さすがは共和国の誇る英雄だよ」

　ファヴェール軍の受けた被害を見て、僕は思わず目を覆いたくなった。ツナちゃんが持ってきた報告書を皮切りに、次々と各地から悲鳴が届けられている。

　本軍から少し離れた場所に派遣される斥候や徴税部隊を、ピエルフシュ共和国軍は徹底的に潰して回ってくれていた。

　騎兵の機動力を信頼した大胆不敵なやり口だ。被害はそれほど大きくないが、部隊の編成と動きが制限されるのがつらい。

　少人数では奇襲の一撃で全滅するから、見たものを報告する兵士が帰ってこない。それなりの部隊を動かすと、行軍速度が落ちるうえにコストが大きくなる。包囲殲せん滅めつされたら被害も大きくなる。

「せっかく戦闘に勝って相手を縮こまらせたのに、あっという間にのびのびと騎兵を運用する軍隊になった。トップが変わっただけで、こんなにも厄介な軍隊になるとはね。正直に言えば〈自由王〉のままでいてほしかったな」

　緒戦は苦労しなかったのに。今や敵勢力の全容を摑つかむのは困難極まりない作業だ。

　僕と一緒にその困難な作業に従事するソアラまでが、難しい顔をしている。

「ヴァツワフ・ジェヴスキー……共和国の伝説的な名将であり、今や聖人にまでなった王冠領大元帥スタロサンビルスキがその才能を見み出いだして娘の婿に迎えた男性ですね。義父であり師である大元帥の片腕として活躍し、英雄と言われる程度の名望はすでに得ているとか」

　女王が顎に指を添えてそんなことを言いつつ、地図を見つめている。ペリルへとにじり寄るファヴェールの進軍は、ここ数日で停滞してしまっていた。

「昨年にファヴェールが大勝利したことで、共和国議会は領土の一部を切り取られてでも南方での内乱や戦争をやめました。トゥルークと捕虜交換を行い、ヴァツワフを取り戻します」

　おっと？

「捕虜になってた？　負けたのか？」

「はい。南方での戦争はピエルフシュ共和国が４万５千。トゥルークが15万。共和国は当初８千しか兵が集まらずスタロサンビルスキ将軍は退却を強いられました。その殿しんがりを務めたものの敵に追いつかれ、ヴァツワフは義父と共に最後まで戦い抜いて捕虜になったと聞いています」

「４万５千と15万。その数字は僕も知ってる。──最後には、共和国が勝ったこともね」

　ハサリアは３倍の敵を打ち倒す重装騎兵である。そのことを思い出させてくれる戦争だ。

「ちなみにその撤退戦はどんな感じだったかって分かる？」

「荷車を鎖で繫つないで防御を固めながら撤退中に、敵の奇襲で鎖は断ち切られて殿しんがりの兵士はみな混乱してしまったそうです。しかし、大元帥スタロサンビルスキは自らの乗騎をサーベルで刺して殺し『逃走しても助かることはない』と兵を叱しつ咤たして首を獲とられるまで戦い抜いたとか」

　なんだその伝説みたいな話。ヒーロー映画の世界かよ。

　寡兵でも諦めないし、最さい期ごまで粘り強く戦い抜いた義父に最後まで付き合った愛まな弟で子しにして義理息子、か。おまけに、そこまで戦っておいて生きて捕虜になれる悪運まで持ってやがる。

「命尽きるまで偉大な行いを貫いたことで、スタロサンビルスキは共和国で聖人に認定されました。おかげで〈聖者〉と呼ばれています」

「分かった。もういい。要するに聖人の後継者で、英雄と目されていて、おまけに粘り強くタフで自分自身も兵士に劣らず屈強なんだな」

「そういうことですね」

　どこから迷い込んだ主人公だよいったい。

「そういう奴やつは遠くで伝説を聞くだけにしたかったな。……捕虜交換で帰ってくるなり南方の反乱を鎮圧。〈自由王〉が敗退するとみるや否いなや、北岸のファヴェール戦線まで急行だって？　ファヴェール軍だってここまで移動が早くないぞ。どういう手腕だよこいつ」

「麾き下かの兵はよほど鍛えられているということです。手て強ごわそうですね……。ただ、こうも考えられます。ここでもし彼が手痛い敗北を喫することがあれば、共和国には打つ手が無くなります。わたしたちの最終目標が、遂ついに目の前に現れたと思っても良いのではないですか？」

　つまりこいつが、

「最強騎兵国家ピエルフシュ共和国戦線における、最後の難関ってわけか。マイセンブルク帝国戦線にも、グラフディール公爵って切り札が来てる。……いよいよ、敵が手札を出し尽くした感じがあるな」

「はい。手て強ごわいですが、その分あちらもこれ以上は無くなったと言えます。敵はこちらの目を潰していて全容はまだ分かっていませんが、兵団もそう大きくはないはず。敵の兵力と主力の配置さえ分かれば、また決戦に持ち込むこともできます」

「できれば、今度は敵軍の退路が詰まってる場所で戦いたいな。追撃戦で戦果を挙げたい」

　人気が高いということは、少しの損害なら立て直して再起してくるということだ。何度も戦えば、敵もこちらの戦法に慣れてしまう。そうなれば地力の大きい共和国騎兵だ。むしろこちらが手痛い打撃を受けてしまうだろう。

「戦上手のヴァツワフがそれを許すとは思えませんけれど、理想としてはそれが一番ですね」

「まずは敵軍の捕捉。そして戦場の誘導。決戦。そして大勝利。──ようやく、ファヴェールの終戦条件が見えてきたって感じだな」

「それは『最もうまくいったシナリオ』ですね。これから２番目や３番目も考えないといけませんよ」

「分かってるよ。さて、じゃあそれはそれでいいとして」

　ここからが問題だ。

「なあ、本当に大丈夫なのか？　ヴァツワフを放置して僕をシュテアラルリンクに送るなんて」

　こんな強敵を前にして、僕はこの戦場を立ち去らなければいけなかった。

　さらに王室衣装局のテレンティアとトゥーナが、港でやり取りされる取引を精査すべくついて来る。エイルンラントから傭よう兵へいを募るまとめ役としてレオンのおっさん。そして手勢として猟騎兵大隊。共和国戦線からそれだけの部隊が剝がれることになる。

　シュテアラルは今だ陥落していないペリル周辺を挟んで反対側だ。分断される形になってしまう。

　ソアラは振り返って壁にかけた地図を背に、僕を見上げた。

「放置はしません。わたしたちでお相手するのです。それとも、共和国の英雄に対して〈北の雌め獅じ子し〉ソアラ・エステル・ロートリンデ女王では力不足だと思いますか？」

　ちょっと挑発的な目をするお仕事モードのソアラだった。僕はその肩にそっと手を添えてなだめる。

「そんなことは言ってない。きみの手腕は疑ってないし、ライアス公爵だってケズテルド伯爵だっている。戦力不足とは思わないさ。ただ──」

　女王と目を合わせて、正直な気持ちを口に出した。

「──戦争するんだ。心配くらいさせてくれ」

「……ふふ、仕方ありませんね。わたしは、大丈夫ですよ」

　瞳を柔らかいものに変えて、ソアラが微ほほ笑えんだ。軽いキスを交わしつつ、華きや奢しやな体を引き寄せてその輪郭をなぞるように抱きしめた。

　こんな小さくて細い体で、どうやって戦場を走り回ってるのか。僕には想像もつかない。

「気をつけてくれ。本当に」

　腕を緩めようとした瞬間、ソアラが僕の背に回した手に力を込めて強く身を寄せてきた。

「ソアラ？」

　少し顔を離して改めて妻の顔を覗のぞきこむと、その目は心配そうに潤んでいた。

「ナオキさんこそ、気をつけてください。あちらにいるグラフディール公爵もまた、油断ならない相手なんですから」

「……分かったよ。ありがとう」

　もう一度、さっきよりちょっとだけ長く唇を重ねておいた。










　シュテアラルリンクは、自然を利用した要塞のような港だった。

　陸側から街に徒歩で入るには、数カ所に架けられた橋を通らなくてはならない。街をぐるりと囲む水堀があるからだ。その堀は川と海の両方に繫つながっているため、水が尽きることはまず無い。むしろ満ち引きまである。まるで、河口に要塞となる街を浮かべたようですらあった。

　その橋の陸側にも堡ほう塁るいの防衛施設があり、橋を渡った先の街側にはさらに強力な防衛塔や堡ほう塁るいで備えている。橋や堀の向こうを攻撃できるよう銃兵や砲兵が展開するための開けた土地があり、その先には側防塔を備えた堅固な城壁が隙無く街を固めていた。

　要塞都市。そう言われてもまったく違和感が無いほどの街で、今まさに戦争真っ最中である。にも拘かかわらず、港のある海側では行き来する交易船の姿があった。なにを隠そうファヴェールですら、ここを経由した荷物があるのだ。

「戦争中でもずっと商売をしてるとは、まったく大した街だよな」

　そんなことができるだけの防備があり、皇帝軍にも対抗してやるという気概のある参事会が治めている自由都市。それがシュテアラルリンクというところだった。

　そんな戦争に商売に大忙しの街の中でも、僕がやることは変わらない。書斎机と椅子、大きな地図とそれを置ける机もある。そこで決裁書類の山と格闘だ。先発隊が市内の宿を貸し切って滞在のための調度を整えているから、部屋の大きさ以外は普段とあまり変わらない。

「籠ろう城じよう戦は補給が生命線でございますから、むしろ戦争中こそやめるわけにはいかなくなっているのではないでしょうか？」

　そして、僕のひとり言に応えてくれるメイドも変わらずに付き添っていた。テレンティアもまた、王室衣装局の書類を片付けている。

「商売のために戦争してるのか戦争のために商売してるのか、分からなくなりそうだな」

「御主人様は、戦争とあればいの一番に『敵国の経済を弱めてやろう』と仰おつしやいます。やはり、同じ手口を使う人がお嫌いなのでございますか？」

　くすりと笑いながら、テレンティアが視線を向けてくる。

「む、言うじゃないか」

「ええ、ここに私わたくしと寝台をかけて争う相手はおりませんから。敷しき布ふの上で仲直りするのは、嫌いではありません……」

「頰を赤らめても言ってること過激なの隠せてないからな？」

「うふふふ、私の言うことを否定されないところが御主人様の趣深いところにございますわ」

　テレンティアが流し目を送ってくる。とりあえず無視して書類の方に目を落とした。

「オルデンボー王国は相当やる気だな。５千名の兵士だけじゃない。属国のトルンからも士官を募って中級指揮官クラスの充実を図ってる。要塞の防衛で指揮を保つには良いい手だ」

「では、御主人様フアヴエールはどのような手立てをされるおつもりですか？」

「それが、守備隊はオルデンボーが指揮を執りたがってるんだよな……。指揮系統を混乱させるのはまずいし、これは譲ろうと思う」

「……〈血船王〉はまた同じ失敗をしておられませんか？」

　同盟軍６万が瓦が解かいしたのは、指揮権争いをしたせいである。言われてみればたしかに。

「なに、〈血船王〉は無能というわけじゃない。６年前の戦場では、戦いは見事なもんだったよ。攻めたがりなところをエイルンラントとうちフアヴエールで押さえれば、そうそう負けないだろう。それより問題はこっちだ。敵の数」

　僕は立ち上がって机の地図に歩み寄り、白いピンをシュテアラルリンクの防壁に沿って５個刺した。

「オルデンボー軍が５千」

　それから、黒いピンを帝国の方に刺す。その数は、

「皇帝軍は、７万だ」

　70個。──刺したかったが、数が足りないほどだった。

「オルデンボーを追いかけている主軍は２万程度だ。でも、帝国北部の各地域でオルデンボー軍を放逐してから皇帝軍が居座って兵を徴募してる。グラフディールの仕業だ。この過剰な戦力は、いったいなんの為ためなんだ？」

　過剰な傭よう兵へいの集団は、土地を疲弊させる。そんな当たり前のことが分からないような男なら、同盟軍が容易たやすく負けたりはしない。

　ワルター・フォン・グラフディールという男を知らないといけない。そんな気がしてならなかった。

「ともあれ、ファヴェールは予定どおりに行動する。都市とオルデンボーとエイルンラントとの条約は締結した。この都市で海上通行の保証と、兵士や物資の補充を不足無く行う。それと……グラフディールという男について調べよう。こいつはやっぱり気になる」

「それは御主人様の作戦で唯一の瑕疵を克服するため、でございますか？」

　さわさわとこちらの腕を撫なでつつ、テレンティアがそんなことを言った。

「テレンティア……」

「はい、なんでございますか？」

　自分の顔につい苦笑いが浮かんでくるのを感じつつ、メイド服を着た僕の弱点発見魔に振り返る。

「いつから、なにを気付いてたんだ？」

「昨年の秋ごろから、御主人様が戦争の話をするたび気に食わなさそうなお顔をされることと──全ての作戦が、戦争を大きくすることにばかり向かっていることでしょうか。ああ、やっぱり御主人様のお肉はなんだか素敵ですねぇ……」

　ふにふにと腕が揉もみ解ほぐされる。微妙に気持ちいいので困る。いやマッサージ的な意味で。

「全部気付いてるじゃないか」

　腰を抱き寄せると、テレンティアは嬉うれしそうに笑いながら僕の唇をつんと指で押してきた。

「うふふ、御主人様はお口には出してくださいませんけれど、お顔にはほんの少し出てきますから」

　細長い指の背で頰を撫なでられつつ、僕は虚こ空くうに視線を飛ばす。

「……そうだよ。戦争を終わらせたいのに、終わらせるための戦略へ向かう道が無かった。それがこの戦争で唯一、全ての作戦で欠けていることだ」

　僕は『起こり得る戦い』を予想して、それらが起きるのを早めていた。共和国の英雄についてソアラと話し合ったことすらその延長だ。

「戦争は外交の一種だ。コミュニケーションと言ってもいい。こっちが振る話題に向こうが答えてくれないと、なにを結オ着チにすればいいのかも分からない」

　ピエルフシュ共和国は答えてきた。こちらがペリルを求めて出動させた軍勢へ対抗して、最強の手札を切ってきた。あれを凌しのぐか、こちらの軍勢が海に追い落とされれば戦争は終わる。

　だが、皇帝軍は──

「帝国は違う。どちらが勝ったところでお互いに防戦を張って、援軍を呼び込んでしまう。この港に来たのも共和国に勝った後で、帝国海軍と戦わされるのを予想したせいだ。で、この港を死守したら……今度は、共和国に皇帝軍が援軍としてやってくる可能性は高い」

　──いつまで経たっても終わりが見えない。

「グラフディールがどういう男なのかを知りたいけど、田舎貴族出身でつい数年前まで目立たなかった男だ。ソアラやライアス公もそれを知る人脈が無い。あいつについての話は、むしろ傭よう兵へいたちの方が詳しいくらいだ」

「なるほど……では、こちらの御手紙はやはり必要でしょうか？」

　と、テレンティアがするりと羊皮紙を地図の上へ置いた。

「なにそれ？」

「お忘れですか？　アダム・フォン・テオドアからの、招待状でございます」

「え、もしかしてツナちゃんに見つかっちゃったあいつ？」

　ちょっとした縁をもとに、脱法スパイみたいに使った傭よう兵へいだ。おっさんを向かわせた先でドグとツナちゃんに現場を押さえられたのは失態だったが。

「然さ様ようにございます。御主人様が、レオン様と接触させた密偵の傭よう兵へいですよ。彼は今、皇帝軍の一部隊を任されてシュテアラルリンク攻略軍に在籍しておられるご様子です。そして──グラフディール公爵の直属の部下であるようですわ」

「……えっ、あいつから招待状って、どういうこと？」

　首を傾かしげると、テレンティアは微ほほ笑えんで言った。

「皇帝軍の指揮官に着任したのは知っておりましたから、皇帝の船を受注した自由都市を行き来する商人を通じて『宰相は皇帝軍と交渉を考えている』という噂うわさを流してみたのです。皇帝の耳にまで届いて、あちらが調略を図れば攻囲軍の指揮官とお会いする口実になるやも、と」

「また暗躍してたのか!?」

「はしたないやも、とは思いましたわ。ですがそれも、御主人様の──あ、んっ」

　テレンティアを再び抱き寄せて、キスをした。

「ありがとう」

　直接グラフディールに近しい人間に会って聞けるなら、

「戦争を終わらせる手がかりになるかもしれない。お手柄だ」

　僕がお礼を言うと、テレンティアは目を細めて微ほほ笑えみを浮かべた。

「んー……ご褒ほう美びでございましたら……」

「うん？」

　テレンティアは僕の手を取って指を絡からめると、

「御主人様は、もっと撫なでたりして褒めてくださるべきかな、と」

　そのまま、手触りの良いいスカートに触れさせてくる。その下にある、桃に近似しているような美しい曲線をこちらの手でなぞらせるように動かしている。

「……撫なでられるの好きだね、ほんと」

「あっ……」

　絹のようにすべすべした感触と、人肌ほどの温かさを持つ柔らかいものが詰まった心地良さ。

「いつでもこっそり撫なでてくださるくらいの手触りを追求しておりますのに、手の届くところに行っても少ししか撫なでて頂けなくて……」

「いや、その」

「火ほ照てってしまいますわ……」

「そこ逆効果なのか!?」

　頰に手を当てて恥ずかしげに身を捩よじるテレンティア。おかしい。そんなに間を空けてないはずなのに。

「も、もうちょっと頑張るから我慢しような？」

「うふふふ、頑張って頂けるなら──」

　しゅる、と衣きぬ擦ずれの音がした。下を見ると、胸の辺りで握ったテレンティアの手に、スカートの裾が握りしめられている。

「直接……ご堪たん能のうくださいませ。御主人様」

　信賞必罰。──功績ある者は必ず賞し、罪過ある者は必ず罰すること。




　仕方ないので、ご褒ほう美びを頑張ることにした。
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　シュテアラルリンクの北東には、森がある。

　会談の場所として選ばれたのはそこだった。お互いの拠点からそれほど離れておらず、少しばかり手を入れれば天幕を張ることができる程度の小さな森だ。

　両軍の兵士が共同で監視と作業をしながら森の中に天幕を張り、中には会談の為ために椅子と卓。筆記具に、少しの水と食べ物が置かれた。

　森には別々の方角から入る。両軍の案内役が、相手の兵士から調べを受けたうえで天幕まで案内を務めた。

　天幕が見える場所まで来たら、要人はいったん立ち止まり護衛の兵士たちがお互いの監視の下、周辺と中を検あらためる。それが済んでから、案内役の兵士に丸腰であることを確認させる。戻ってきた兵士たちをその場に置いて、要人だけが天幕へ向かう。

　そんな面倒くさい手順を全てこなしてようやく、会談の行われる天幕へ足を踏み入れることができた。

「テオドアの野郎は、今や皇帝軍の元帥らしいぜ。５万も膨れた軍隊にドンだけ元帥がいるかは知らねェが、箔はくは付きそうだ」

「おっさんも元帥やる？」

「『やる』っ言つったら、大将は仕事増やすだろ」

「当たり前だろ」

「じゃあやンねえ」

　こっそりそんなバカな話をしつつ会合の場に出向き、ボディチェックを受けてから天幕に入った。

　会合相手は僕らより先にもう入っていた。机を挟んで対面で、ふたりの男が立っている。

「あン？」

　おっさんが喉の奥でうろんな疑問符を上げる。ひとりはテオドアだ。傭よう兵へいらしからぬ柔らかい優雅な物腰をした色男。会合を打診してきた予定どおりの相手である。

　だが、もうひとりは誰だ？

　テオドアの従者、という風ふ情ぜいではない。

　歳としは三十半ばというところだろうか。後ろ向きに撫なでつけた髪ときっちり整えられた髭ひげに、上等な服。なにより立ち位置がど真ん中でテオドアが脇にいる形になっている。皇帝軍陸軍元帥の傭よう兵へいが、だ。

　僕は漠然とした不安を感じながら、天幕の中央でその男に正対した。

「お初にお目にかかる。ファヴェール王国宰相、ナオキ・セリザワ・ロートリンデです」

　簡潔な名乗りに、男はむしろ喜色を浮かべて破顔して口を開く。

「拝謁の機会を神に賜ったことに感謝します！　私はワルター・フォン・グラフディール公爵ですとも、閣下！」

　ファヴェール王国の天敵が、そこにいた。──笑顔で。










「それで──どうして事前に知らせも無く、ここにグラフディール公爵がお見えで？」

　僕がそう口にすると、テオドアが手のひらを見せて申し訳なさそうな顔をした。

「気分を害されていたら申し訳ありません、閣下。しかし、公爵が正式に閣下にお会いするには皇帝の許しが必要です。閣下が公爵に興味を持たれていると聞いて、公爵もまた閣下にぜひお会いしたいと強く切望されまして……」

　軍隊の司令官が敵国の指導者と会合など、独断で終戦講和の条件などを口にされたらたまらない。越権行為と言われても仕方ない話である。

　密会はもっとまずいと思うんだが。

　テオドアの両肩をバシン、と叩たたく手があった。グラフディール公爵だ。

「私が無理にお忍びで会談に混ぜてもらったんだ。そう元帥を責めないでやってください、閣下。私のモットーは『きっちり届けること』でしてね。その為ためなら、多少強引なこともしてきた。まだ田舎気分が抜けきっていないのですよ。本当に申し訳ない」

　まったく申し訳なくなさそうな顔で、敵軍の司令官が言う。

「私は、貴方あなたへの熱意を〝きっちり届け〟たかった！　モットーとは己の信じる魂のこと！　無茶は承知の上でもこうしてお会いしたかった。宰相閣下も同じと聞いて、どうしても！」

　押しが強いタイプだ。それも、テオドアすら押し切るとは相当だろう。

「……ま、手間が省けた。ならこれは非公式な場っていうことにしよう」

「それは助かります！　いやあ、閣下が私に興味を持たれていると聞いたら居ても立ってもいられなくって！　なにしろ、私も宰相閣下に興味があったんですよ！」

　陽気な調子でそんなことを言ってくる。想像していたグラフディールという男とは、ずいぶん違っていた。身なりは豪勢でスマートな仕立ての服に、エネルギッシュな話しぶり。そして皇帝に無断で密会する横紙破りなやり口。

「僕に興味があるっていうのは、なんで？」

　調子良く回る公爵の舌に期待してシンプルに質問してみた。しかし、

「閣下こそなぜです。私みたいな成り上がり者に」

　そのまま調子良く答えてしまったりはしなかった。どこか楽しんでいるような目をしながら、僕に質問を返してくる。

　なるほど、愛あい想そ良くはあっても都合良くは無さそうだ。

「……正直に言おう。あなたが手て強ごわいからだよ、公爵。劣勢な中で皇帝軍を率いて、ファヴェールへの宣戦布告。うま味の少ない帝国北部の鎮定、おまけに皇帝海軍創設の献策。普通のやり口じゃないのに、全部うまくいってる。正直、順調すぎて羨ましいよ」

　僕が胸きよう襟きんを開くつもりで答えると、グラフディールが嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「それは光栄だ！　あの〈魔術師〉ナオキ宰相閣下にお褒めいただくとはね！」

　破顔一笑してから、公爵は僕に向かって身を乗り出してくる。

「しかしとんでもない、羨ましいのはこっちです。宰相閣下はすでに３度は奇跡を起こしていらっしゃる。私が知らないのも数えれば、まだあるはず。閣下はお気づきかもしれませんがね……私が最近参考にしてるのは、あなたの戦争なんですよ、閣下」

　そんなことを言われて、思わず顔をしかめてしまう。

「……それは困ったな。僕の手口を真ま似ねただけで、僕の先手を打ってるとはね。模倣品の方が原作オリジナルより質が良いいって言われたら、素直に喜べない」

「ハハハ、どうか怒らないでいただきたい」

　機嫌良く言って立ち上がると、グラフディール公爵は拳を握って滔とう々とうと語り出す。

「絵画の流行のようなものだ。ある天才が一枚、素晴らしい絵を描くと、みな似たような絵を描く。弟子入りしたものが同じように描けば『流派』だが、贋がん作さく師が描けば『偽にせ物もの』と呼ばれてしまう。しかし──その本質は変わっていない。そうは思いませんか、閣下」

　朗らかに、そう訴えてくる。

　僕は、肩をすくめた。立ち上がり、彼に向かって笑顔を浮かべてみせた。

「とても興味深い話だ、グラフディール公爵。──だがな、」

　公爵の言い様が、どうしても受うけ容いれられないからだ。

「僕とアンタの本質が同じだって？　まさか」

　いったん息を吸って、告げる。

「あなたの軍隊は巨大だ。その維持費を皇帝の領地でどう賄ってるのか、調べたよ。敵地じゃないから略奪はできないが……駐屯地域に軍税を課す権利を皇帝からもぎ取った。そうやって吸い上げた税金で、傭よう兵へいたちを養っているそうじゃないか」

　味方の土地では略奪もできない。だが、皇帝の土地で皇帝の権威によって現地の行政に税を課してしまえば別だ。皇帝軍は占領地域で多大な税と兵士の徴募を地方行政に要求した。靴、布地、服、麦、酒、家畜、その他、さらには金。軍人の装備と生活に必要なあらゆるものを。

　徴税で問題になるのは、税を徴収することそのものだ。金や物の所在や、移送にかかる人員など。そして、もっとも重大なのが住民の悪感情というものだ。

　軍税という形で地方行政に面倒事を押しつけることで、それは解決した。皇帝軍は槍やりを持って村々を巡り歩き、隠された財産を奪い取る必要は無い。直接の徴税は行政がするだけで、軍はそれを受け取るだけでいい。

　それでいて住民の恨みは直接自分から奪っていく者──つまり、徴税吏に向かう。

　あらゆる面倒事を他の組織に押しつけておいて、傭よう兵へいは飢えと面倒事から解放された。

「だが、それは間接的な略奪だ。それを全部分かってるだろう？」

　重い軍税を払わせるため、拒絶した行政官や滞納する町の市長を誘拐して人質にすることも行った。要求が叶かなえられなければ、見せしめに拷問をすることもある。

　ただでさえ困窮した生活を送る農民たちは、さらに重い税を課されて苦しむことになる。ある村では、全ての若い男たちが農地を捨てて徴募に応じたという。兵士が増えるほど民は苦しみ、それでまた兵士が増えて税も重くなる。そんな悪循環さえ起きる。

　その全てを承知のうえで、この男はやっているはずだ。なぜならそれは彼の目の前で起きることで──それでいて、こんなにも上機嫌に自分の兵隊のことを話す。

　僕の問いに、グラフディールは顎をそらして答えた。

「そのとおり。閣下の国民兵と同じだ」

「同じじゃない」

「いいや、同じだ。６年前にモスコヴィヤ帝国で生まれた国民兵は、そうしていた」

「どうして、帝国の国民兵それがファヴェール僕と同じだと？」

「どうして、違うなんて言える？」

　いつの間にか、僕と公爵は同じようにしていた。机に手を突いて、お互いの目を覗のぞきこみながら笑っている。が──意見は一致せず質問を投げつけ合う。

　短期間、戦うために示した手法だった。それを長期で使うなど、僕に言わせればクソみたいな所業だ。包丁を渡したらそれで薪を割ろうと振り下ろし始めたような、歪いびつな光景。

　公爵が、ふっと緩んだ笑いをこぼした。

「ク……ハハハ、いいね。やっぱり会って正解だ。私の海軍が戦いもしないで消し去られた時は──縊くびり殺してやりたかった。だが私は勉強熱心でね。『無能な味方より、有能な敵を持て』。学者の言葉だ。……私は、強い敵は大好きだ」

「知恵を他よ所そから仕入れるタイプってわけだ。分かるとも」

「ありがとう！　いやこの苦労を分かち合える人間は少ない。伝統派の司祭ときたら、旋せん条じよう銃じゆうを見ただけで私を攻撃してきた。司教が『悪魔が宿る』と吹き込んだからだ。言われたことを信じるだけで知恵者だと、本気で信じている莫ば迦かばかりだ！」

　左手を胸に当てて、右手で僕を指し示す。まるで熱心な告白をするようなそのポーズで、公爵が言った。

「どうか……あなたはそのままでいてください、閣下」

「……さあね。変わらないものはない」

　僕は笑顔の一欠片かけらも浮かべず、そう答える。

　そこで、お互い退ひいた。

　椅子に深々と腰掛けて、テオドアに視線を向ける。

　居心地悪そうにしていた色男の元帥が、目顔で訊きいてくる。『なにか？』と。

「テオドア元帥。お忍びの人は用が済んだ。この会談の目的を遂げる時機タイミングだよ」

　表向きの話もきっちり済ませておかなければならない。後ろ暗いことをする時は特に。

「え、ああ。そうでした。皇帝陛下からのご伝言がありまして」

　咳せき払ばらいをした元帥が、ようやく優雅さを取り戻して口を開く。

「閣下にはご不快なことなのです。私の意志に反したことをお伝えせねばなりません」

　困った顔でそう前置きする傭よう兵へいに、僕は肩をすくめた。

「宮仕えのつらいところだな。元帥にまでなったのに苦労してるね」

「ま、しょせん私は傭よう兵へいです。領地も無いので兵団とその戦力が私の家です。だからこそ、こういう役回りを押しつけられるんでしょう」

「で、その役割って？」

　色男がなんとも微妙な表情を浮かべて、こう言った。

「ガブリエル皇帝陛下から閣下へのご伝言です。こちらをファヴェール王国の指揮官に渡すように、と」

　丸めて蠟ろうで封をした羊皮紙を懐ふところから差し出される。

「中身は？」

「講和についての打診と聞いていますが、正確には分かりません」

　僕の言葉に、元帥は首を横に振って答えた。

「『神を冒ぼう瀆とくすることは許されない行いである。邪教の書を焼き捨て、正しい神の教えにひれ伏して許しを乞うのであれば慈悲を示そう』……そう書いてあります、閣下」

　口と目を閉ざしていたグラフディールが、そう言った。瞼まぶたの方は開かずに、である。

「……へえ」

　いきなりの降伏勧告だった。しかもかなり大上段な文言だ。それはつまり、

「なるほど。皇帝陛下はファヴェールを北の小国と思ってるわけだ……。だから、あんなに堂々と自由都市に軍船の発注までしてくれたのか」

　つまりガブリエル皇帝はファヴェール王国など、オルデンボーの添え物程度にしか見ていないのだ。まあ確かに、６年前はオルデンボーの属国か収奪地くらいにされそうな国だった。ガブリエル皇帝はかなり老齢だと聞く。昔の印象のままなのかもしれない。

　共和国との戦で勝ったなんて言っても、トゥルーク15万に襲われている共和国に２万程度で火事場泥棒した、程度に受け止めていると考えれば分からなくもない。

　僕は思わず口くちの端はしがつり上がるのを押さえきれなかった。笑みを浮かべて、ありがたく伝言を懐ふところに収める。

　なるほどね。〝無能な味方より、有能な敵を持て〟か。

「降伏については『検討します』とでも、てきとうに答えておいてもらえるかな」

　僕の答えに、テオドアが笑う。まともに相手をする気が無いことを察したらしい。

「かしこまりました。いや、肩の荷が下りましたよ。これが〈血船王〉なら、侮辱していると激怒されているところでしょう。私が」

「まあたしかに、あの血の気の多い王ならそうかもね」

　肩をすくめて同情の意を示した。それから、グラフディールの方へ目を向ける。先ほどまでの快活さが噓うそのように、目を瞑つむったまま押し黙っていた皇帝軍司令官へ話しかけた。

「グラフディール公爵。あなたは僕がどうするかわかっていたはずだ」

　公爵は瞼まぶたを持ち上げて、僕を見返した。

「ナオキ宰相閣下、あなたも私がどうするかわかっているはずだ」

「なるほど、止められなかったのか」

「そのとおりです。閣下にもご経験があるでしょう」

　グラフディールがここで無理に止めても、皇帝は僕にメッセージを届けるくらい造作も無い。公爵が信用を失うだけで結果は変わらないわけだ。

　だったら、これを機会に相手がどんな人間なのかを見極める道具として使いたい。そう考えてもおかしくはない。時間さえかければ、商人や領邦領主たちからお互いの人となりを知ることはできるだろう。だが、その時間こそが惜しい。

　そもそも考えてみれば、僕ほど過去を追えない人間もいない。直接会って人となりを確認せねばならないのは、あちらも同じだったってわけだ。

　なぜなら、

「……人の心だけは、どうしようもないな」

「まさに」

　なにを追い求め、どう戦うつもりなのか。それを知ることこそ、敵の選択肢を知る鍵になる。いわゆる選好基準の見極めを僕だけでなくグラフディールも求めたからこそ、この密会は成立した。

「〝きっちり届ける〟か。意外と難しいモットーのようだ、公爵」

「そのとおりです、閣下」

　そして立ち上がる。相手もまた、立ち上がって僕を見た。

「それでは、またお会いできることをお祈りしております。閣下」

「僕は正直願い下げだ、グラフディール公爵。……ああそうだ、武運を祈ってるよ」

「光栄の極みに存じます。ご武運を祈りましょう、閣下」

　──祈るだけで生き残れるなら、この世に災いは訪れない。










「ガブリエル皇帝はファヴェール王国を舐なめてる。僕たちはついてるぞ」

「また閣下が変なこと言い出した……」

「呆あきれてねえでしっかり世話してやンだな、ツナ嬢ちゃん」

「介護かよ」

　ツナちゃんとおっさんが酷ひどいこと言う。おっさんにツッコみを入れてから、続きを告げた。

「皇帝はな、僕たちを北の小国だとしか思ってないんだよ。ちょっと脅せば降伏してくる程度の国だろう、ってね」

「だったらどうしたの閣下？　朝ご飯はもう食べたでしょ？」

「お昼ご飯も食わせろ。いやそれは置いておいてだ。ようやく分かったんだよ。グラフディール公爵のことがね」

「へえ、じゃあもう愚痴聞かなくていいね！　なにが分かったの？」

　赤毛をぴょこんと跳ねさせて訊きいてくるトゥーナ。無邪気な発言が一番心抉えぐってくるな……。

「奴やつは、オルデンボー王国とファヴェールを抱き合わせ案にしたかったんだ。皇帝を納得させるためにね」

「あァ？　こんな降伏勧告ひとつで、なンでそう分かる？」

　うろんげな目つきで、皇帝からの書状をひらひら振って放り投げるおっさん。

　僕は机に落ちた羊皮紙をまず指差して、

「現場と皇帝じゃ温度差があるってことが分かるのさ」

　次に窓の外を指す。

「シュテアラルリンクの外で街を包囲してる軍勢は、およそ２万。これが必要なのは当たり前だ。この街は要塞だからね。大砲もどんどん撃ち込まれてる。グラフディールは本気でここを陥としたいんだ」

「それで？」

「現場に必要なものを公爵はきちんと用意する。そこにごまかしは利きかない。あいつが用意するのはあいつにとって必要なものだ。だけど、ガブリエル皇帝が用意したのはこの紙切れ一つ。……いや、正確に言えばグラフディールが揃そろえた大軍で戦わなくても降伏するって思ったのか」

「ファヴェールは国内に10万から兵を調えてございます。仮にも皇帝が、そのような考えをするものなのですか？」

　珍しく不思議そうな顔をしたテレンティアが口を挟んできた。もと皇帝家の子女としては、意外なようだ。ちょっと面白みを感じてしまう。普段はなにかと敏さとい宮廷女官長も、よく知った役職には少し先入観が残ってたらしい。

「そう仮定すると、全部に説明がつくんだよ。確かに去年は宣戦布告だけで十分効果があった。でも、今年まで共和国へ援軍を送らないのはなんでなんだ？　ここに７万から兵がいる。一軍を共和国へ送れば、〈自由王〉の戦いはもっと大規模なものになった。でも援軍は来なかった」

「言われてみりゃァ、そうかもな」

　頭の後ろで手を組んだおっさんが、虚こ空くうを見上げて頷うなずいた。

「皇帝軍がいつまでもオルデンボーを追い回しているのは、〈血船王〉が再起を図っているからだけじゃない。皇帝がファヴェールを軽視してるからだ。ファヴェールへ向けて出兵したり、共和国に本気の援軍を送る必要は無いと思ってる」

「グラフディールの野郎なら、送ってきたってェのか？」

「共和国でファヴェールが苦戦すれば、帝国に援軍を寄越すこともなかった。僕がやつなら援軍くらいは送った。だが、あいつは傭よう兵へいなんだ。所領と大軍を持っても、皇帝雇い主の首輪付きだ。あいつは──侵略者しか相手できない。それが皇帝の意向だからだ」

　そこまで分かれば、あとは簡単だ。

　パン、と手を叩たたいて今後の方針を口にする。

「ファヴェール本国から共和国侵攻の兵力を急いで追加投入する。あっちの戦線に戻るぞ。海軍と一部の士官はシュテアラル防衛戦の援護を続けるが、主力はすべて共和国へ向かう。ガブリエル皇帝は、北の小国なんて見向きもしてないからな。オルデンボーに任せよう」

「閣下、それだと〈同盟アライアンス〉に文句言われちゃわない？」

　ツナちゃんが小首を傾かしげて言うが、僕は肩をすくめた。

「シュテアラルと30年契約を結んだファヴェールが、逃げるわけない。そう説得するさ。つまりこの港さえ陥落しなければ大丈夫。士官たちには〈血船王〉が出陣しようとしたら止めるように言っておこう。……ついでに、兵数を調整して攻勢には出られない程度にするか」

「またわるだくみしてる……」

「ちがう。食糧とか物資とか、人数が過剰だと籠ろう城じようが大変だからそういう気づかいだよ。気づかい。籠ろう城じよう以外は絶対しないから気づかいだよ……」

　だんだんとトゥーナの視線が冷たくなってくるので、僕は目を逸そらしておいた。

　打って出たら７万の兵隊がわさっといる中に飛び込むじゃん。オルデンボー軍は一撃で行動不能になるだろう。

〈血船王〉は名誉挽ばん回かいを狙っているから、チャンスと見れば飛び出しかねない。追い詰められた人間は短気を起こしやすいからな。

　とはいえ、そんな時間稼ぎも長くは続かないだろう。オルデンボー本国ではすでに兵を補充している。一度は敗退した帝国へ反攻する為ためだ。それが実行されれば皇帝も降伏しないこちらへ兵を向けてくるだろう。それまでに、ファヴェールの戦争を片方終わらせる。

「皇帝がファヴェールを敵視してない間に、共和国の戦争をやりきる。ピエルフシュ共和国に戦力を集中するぞ。あっちは、全力でかからないと防戦さえ難しい」

　共和国戦線の報告は都度届けるようになっている。それによれば──あちらも、大変なことになっているようだ。




　　　　◯




　英雄が出てきたことで、ファヴェール軍は大変なことになっていました。

「ダメだね。敵はだいたい南方から来ていることくらいしかわからないよ、従妹殿」

　ライアス公が、苦々しいお顔でそう告げます。わたしはその報しらせに頭を悩ませました。ケズテルド伯爵が手ずから騎兵隊を率いて情報を集めてきてくださいましたが、敵軍の詳細な配置は把握できませんでした。

「この要塞で、身動きが取れなくなっていますね……」

　共和国軍の司令官が〈自由王〉からジェヴスキーに交代してからというもの、敵の全容を摑つかむことができなくなってしまいました。

　騎兵の機動力と訓練されたハサリアの戦闘力で、ファヴェール軍はすっかり翻弄されています。小部隊への奇襲を怖おそれるファヴェール軍は、物資補給にも大きな部隊を動かさざるを得ないため軍の動きが鈍くなっています。

「敵には戦うつもりがないんじゃないか？」

　ライアス公が、腕組みしてそんなことを仰おつしやいます。わたしは少し考えて検討してみますが、首を横に振らざるをえません。

「決戦を避けているとはいえ、こちらの兵数を削るよう動き続けています。わたしたちの偵察は難しくなっていますが、敵の偵察はむしろ仔し細さいにファヴェール軍を見続けているはずです。今まで戦いを避けているのは、ファヴェール軍が慎重に行動しているからだと思います」

　南下したファヴェール軍は確保していた要塞に駐留し、そこで敵勢力の把握に努めていました。野戦でこそ力を発揮する共和国軍は、要塞に対しては主力を近づけようとしていません。

　銃と砲を充実させたファヴェール軍との戦いは、ハサリアといえどもひとつ間違えれば甚じん大だいな被害を負うことになります。共和国軍の被害をこれ以上広げないために慎重に、しかし機会さえあれば確実に攻撃を加えてきています。

「じりじり南下して来たけど、ここから先は厳しい。敵の首都が近くなるから、地域の抵抗も激しくなります。まさに地の利ってやつで」

　ライアス公の言うことはもっともでした。

「ナオキさんの交渉でこちらの戦争が止まらないようにしてくれたのに、共和国の英雄はその手腕だけでファヴェールを遅滞させていますね……」

「しかし従妹殿、敵に有利な土地に踏み込むのは危険すぎです。伯爵のおかげでどうにか判明したヴァツワフの軍勢は１万ほど。その半数がおそらく騎兵。ファヴェールの主軍は１万２千。……動かせる兵隊がもっと欲しいところで」

　ファヴェール軍は、総勢では３万を超えています。しかしその大半は、昨年に確保したジムシェクなどを含めた広大な土地を防衛する兵隊です。戦闘をする主軍は１万強でしかありません。軍隊は槍やりのようなもの。鋭い刃先を持っていても、敵に届けるには長い柄が必要です。

「有利なところに留まっていては、敵が来ません。かといって、不利な場所に行けばハサリアの戦闘力には勝てない……。ナッシュ均衡ですね。お互いに有利な選択肢を選んでいて、変更すれば利得が低くなってしまいます」

「ゲーム理論ってやつですね、従妹殿。夫のように悪巧みをしてみますか？　『いいか、みんな。敵に良いいものをあげよう』『いいか、みんな。これは敵と協力しちゃおう』」

　ライアス公が物もの真ま似ねで茶化してきます。わたしは堪こらえきれず、少し笑ってしまいました。

「ふふっ、な、ナオキさんがここにいても、状況を変えるにはライアス公と同じことを言ったと思いますよ」

「え、今のでどっちか当たりで？」

「いいえ、最初に仰おつしやった〝兵数を増やす〟ということですよ。傭よう兵へいにせよ国民連隊にせよ、もっと兵力を拡充して戦うことにします」

「しかし陛下、我々は自由都市の支持と協力を得て動いています。あまりに大きな軍を一カ所に集めては、地域の支出が跳ね上がる。彼らは商人です。せっかくの支持も、負担が目に見えるほど大きくなれば考えを変えかねない」

　困ったことに、16ある自由都市は強固な意志の下で一致団結しているわけではありません。

「ファヴェールの貿易圏が大きくなった時には、協力してくれた商人は儲もうけさせてあげるつもりです。彼らが富豪の倉よりも多く市民の戸棚を荒らすことがないよう、気をつけます。一時の赤字で裏切るのでは、これから先も長く信用することはできません」

「神は越えられる試練しか与えない、か」

　わたしの従兄はそんなことを言いました。

「神を名乗るつもりはありません。ですが『救援は求めたけど無理はしたくない』が本音では、ファヴェール軍ばかりが無理を押しつけられることになります。試されるのは、商人たち自身の選択ですよ」

「ですね。では、兵の増員を手配しますか」

「あー、その話はちょっと待ってくれや」

　ケズテルド伯爵がそう言いながらやって来ました。

「宰相からの連絡だ。『本国から──」

「ナオキさんからの？」

「へ？　ああそうですぜ。なんか変ですか？」

　思わず目を瞠みはって振り返ると、伯爵は厳いかめしいお顔についた目を丸くされました。

「その、連絡があったことは変ではないですけれど……」

「嫁より先に夫の手紙を勝手に開けたのか？」

　わたしが言いい淀よどんでいると、従兄が横から声をかけました。

「あ？　こりゃ軍の連絡として来たんだぞ」

「伯爵」

　ライアス公が目配せすると、ケズテルド伯爵がわたしを振り返ります。

「……あー……こりゃ失礼仕つかまつりました」

「夫婦の手紙は大事だ。自分より先に開けた人がいたら、妻が気にかけてくれるのは夫として嬉うれしいはずだよ」

　ぽん、と公爵に肩を叩たたかれます。さすがは結婚以後の戦地において、妻との手紙を欠かさないライアス・ヴァステラス公爵です。ナオキさんは公爵の作った組織にとても感心して、それを下地に郵便という制度を作って浸透させようとしているほどでした。

「文通王家の文化はわからねえぜ……」

「それで、ナオキさんの連絡はなんでしたか？」

「『本国から増援を呼び寄せて共和国へ進軍することは可能である』だそうで」

「……それだけ？」

　公爵が疑問符を顔に浮かべました。伯爵が眉をひそめます。

「だから、軍の連絡だぜこれは」

「俺ならひと言くらい添えるのに」

「知るかよ」

　ライアス公爵とケズテルド伯爵がそんなことを言っています。ですが、

「良いいことがあったようですね。敵軍につきまとっていた不透明さが消えたようです。帝国がファヴェールに攻めこむことはなく、自由になる兵力が増えます。条約の締結は予定どおりになったものの、共和国を攻め落とす時間は早い方が良いい。そういうことですね」

「あ……？」

　ケズテルド伯爵が手紙の裏を確かめて首を傾かしげます。

「夫婦の愛ですよ」

　ライアス公爵が言いました。わたしは訂正します。

「いいえ、戦略から逆算した条件です」

　従兄は天を仰ぎ、老将が笑いを手で隠しながら下を向きました。

　なんですかもう。

「とにかく、これで取れる選択肢が増えましたね」

「なら、増員はやめるんで？」

「いいえ。増員はします。ですが、運用を考え直すことになりましたね」

「って言うと？」

　ケズテルド伯爵の疑問に、わたしは地図に歩み寄りました。

「敵軍はここから南の平野のどこかでファヴェール軍を待ち構えています。その向こうには首都があり、後方を支えています。その兵力がどこにいるのか分からず、行動が起こせませんでした。ですが、確実なことはひとつあります。ファヴェールが近づけば、襲われること」

「そりゃそうだ」

「なので、襲われに行きます」

　わたしがそう提案すると、神妙な顔でお二人が見つめ合います。それから、ライアス公が握った手を後ろ首に当てて言いました。

「『いいか、みんな。敵に襲われよう』」
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「いいか、みんな。今回はどちらかが敵に襲われる前提で進軍することになる。つまり我々は、自ら敵に襲われに行くことになる」

　襟足に引っかかった髪を指で払いながら、僕は言った。後でちょっと縛り直そう。

　見渡した室内にいるのは、各連隊の指揮官たちだ。長机に座った彼らは、副官と一緒に作戦の概要を頭に入れるために集まっている。今『ちょっと待って』とか言って縛り直す姿は見せられない。

　長方形のテーブルに居並ぶ男たちの中で唯一短辺に位置する議長席に座した僕は、誰を見るともなく皆を見渡すことを心がけつつ続けた。

「共和国軍は首都を背後に置き、その行方を眩くらましている。ファヴェールが進軍すれば、その北側に回りこんで退路を断って攻撃してくるだろう。だから賢明なる女王陛下は、要塞から出撃しなかった。ただし、これからは違う」

　立ち上がって挑戦的な笑みを作り、続ける。

「女王陛下の率いる軍を第一軍とし、本国からの増援であるきみたちは僕と共に第二軍として行動する。数はそれぞれ１万ずつ。どちらも敵軍と同数の兵力だ。この軍で、北と東の両方から共和国へ攻め上がるんだ」

　背後に置いた地図の上で墨を走らせて、矢印を２つ記した。

「つまり挟み撃ちの形になる。どちらか片方が襲われた時に、その場で防衛戦を行って敵を食い止める。そしてもう片方の軍が合流し、敵を倍の数で包囲して撃破するんだ。いわゆる分進合撃というやつだ。シンプルな作戦だろ？　なにか質問のある者は？」

　言うと、連隊長のひとりが手を上げた。

「はい、閣下」

「どうぞ」

「敵が襲ってこなかった時は、どうするのですか？」

　もっともな質問だった。僕は改めて地図を指し示す。

「この矢印を伸ばして──共和国の首都を目指す。街に大砲を撃ち込んでうちで発行するビラを撒まいてやれ。見出しは『逃げ出した英雄』だ。敵の議会は大混乱になるぞ」

　首都を陥おとしきる必要は無い。砲弾が降り注ぐような事態になればそれだけでいい。最強の切り札を切ったのに侵攻が進んでいるとなれば、それだけで意味があるだろう。

「その時には『ファヴェール通信』も、きみたちの尻を拭くよりよっぽど良いい仕事ができて嬉うれしいだろう」

　僕のジョークに軽く笑う指揮官たち。大本営新聞の末路はたいてい、兵隊たちのトイレットペーパーだ。

「はい、閣下。なにせ硬いんで、英雄の穴を攻めるにはもってこいであります」

　笑いの輪がさらに広がった。

　それが収まってから、僕は咳せき払ばらいして告げる。

「他に質問は？　無いならよろしい。第二軍は、敵の首都を目指して進撃する。ただし、敵の奇襲を十分に警戒するように。以上だ」
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「明日の朝には進撃だな」

「そうだな」

「…………」

「…………」

　俺とエアハルドは少し視線を合わせて沈黙した。

「…………」

「…………」

　沈黙した。

「ふたりとも！　もうちょっとなんかあるでしょ!?」

　バンバン、と小さい両手で机を叩たたきながら叫ぶ赤毛の監理官がいた。トゥーナ監理官だ。

　俺たちはいま、宿屋の一室で対面していた。居酒屋みたいな小さい円卓を、３人で囲んでいる。位置的には上から見ればトゥーナ監理官を頂点として、俺とエアハルドが距離を縮めて座る二等辺三角形だ。……そう指示された。

「俺は努力しました」

　俺がそう答えると、監理官はぐりんと振り向いてぎこちない笑顔を作る。

「オードッグ大尉、ありがとう。でもね、でもね、あたしにはどーしてもふたりが通じ合ってるようには見えなかったの」

「大丈夫だ。そのとおりなんで」

「そ・れ・じゃ、大丈夫じゃないじゃん！」

　握った両手を上下に振って力説する彼女の姿に、俺は仕方なくもうひとりの大尉に振り返る。

　いつも真面目くさったエアハルドが、同じタイミングで俺の方を見ていた。

「お前と、俺は、仲良しだ」

「分かった」

「「解決しました」」

「なんでそういうところだけ結託しようとするかなあ！　ダメです──!!」

　却下されてしまう。

　なぜこんなことになっているかと言えば、例によってトゥーナ監理官の差し金である。

　次の進撃で俺たちは共和国でも最強の男が率いる部隊と接触する予定だ。激しい戦闘が予想されていて、勝っても必ず被害が出るというのはナオキ宰相閣下のお墨付きだ。

　そんな熾し烈れつを極める予想を前にして、トゥーナさんはどうやら前と同じようなことが起きることを危惧したらしい。

　俺とエアハルドを呼び寄せて、部屋から出ないように命令してきた。監理官にそういう権限があるのかと言われれば無いようであるとも言える。階級的には従う必要は無いが、補給と人コ脈ネを掌握されてる。

「……なんでこんな野郎をそんなに気にかけるんだ？」

「ハルくんだけじゃないでしょ」

「ふん、俺にもコイツをハルくんと呼ばせたいんですかィ？」

「あのね、趣味が合わなくてもいいからとにかくお互いを知ろうよ。また戦場で喧けん嘩かするくらいなら、今して。敵はちょー強いんだよ。誰かが失敗したら、全部ダメになっちゃうかもなの。閣下もそう言ってたから。だから、前と同じことをしないように、ほら、努力して」

「って言われてもな。実際、なにすりゃ満足するんで？」

「仲良しになる方法はね、閣下もソアラ様も教えてくれない」

「では無理ですね」

　真顔で言ってくるエアハルドだが、監理官はバッと手で動きを制して言った。

「でもティー姉様は教えてくれたの」

「あの人が……」

　正直、俺は苦手な人だ。

「そして閣下も相談したら一応だけど考えてくれたの」

　あてにならねえ。俺は声に出さずに呟つぶやいた。

　一体なにを。──と、小声でエアハルドが呟つぶやいていた。

「というわけであたしには秘策が２つもあるから、任せて」

　指を２本立ててひこひこと動かす監理官。

　俺たちは目を見合わせた。野郎は嫌いだが、今考えていることは分かる。──ほっといてほしい。

「悪いんだがトゥーナさん、忙しいんだ。そいつはまたの機会にしようぜ」

「自分も、部隊の様子を見なくてはならないので」

「ふたりとも。──今度は死人が出ちゃうかもしれないんだよ？」

　監理官は睨にらみを利きかせてくる。それを言われると、弱い。

「……確かにそうかもしれません」

　エアハルドが神妙な顔で頷うなずいて、続けた。

「ですが、自分たちが親交することとその件には関係ないと愚考します」

「絶対役に立つもん」

「根拠は？」

「閣下とソアラ様。ふたりはお互いなにをしたいのかすぐ察しちゃうの。もしも閣下たちが大隊長で、追撃の指揮を執ってたら連絡を取り合って──ううん、連絡しなくても部下をどう動かすか察してた。この国の女王陛下が根拠じゃ、ダメって言う気なの？」

　強く断言されて、エアハルドは浮かしかけた腰を下ろした。

「……分かりましたよ」

「よろしい」

　トゥーナ監理官は満足げにうなずくと、椅子にかけた鞄かばんから小さな紙を取り出した。

「えっと……うーん……？　なんかね、『ふたりの共通点を探そう』って！」

「はあ」

「共通点」

　テレンティア女官長の入れ知恵だろうか。

　ちらっと見えた手元の覚え書きには、もうちょっといろいろ書いてあるように見えるんだが。

　監理官は笑顔で手のひらを俺たちに向けて、言った。

「さ、話して！」

「「…………」」

　やりづれぇ。

「あ、あー……」

「ふむ……」

　男ふたりで呻うめいていると、トゥーナさんが笑顔のまま若干顔を強こわ張ばらせた。ちらっと覚え書きを見直している。

「ほらあの……えっと『思わず振り向いたもの』……ふ、ふたりとも犬好きだよね！」

　言われて、エアハルドを見た。

「そうなのか」

「え、ええ。まあ嫌いではないです。昔、家で飼っていたもので」

　意外に思うが、ひょろ長は顔を向けてそう語った。

「ほーうそうか。俺も拾ったことあるぜ。ま、俺は飼えなくて欲しがったやつに渡しちまったんだが」

「それは残念でしたね」

「ああ」

　トゥーナさんが満面の笑みで頷うなずいている。

「……『なんで？　って訊きく』──ふたりは、犬のどこが好きなの？」

　会話が途切れそうなところで、そう振ってきた。

　俺たちはほぼ同時に答えた。

「賢いところ」「味です」

「………………」

「………………」

　沈黙が訪れる。──今度は、最初のより重い。

「ごめんなさい！　この話題おしまいね！　おしまい！」

　青ざめた笑顔でトゥーナさんがそう打ち切った。

「ああもう、めんどくせえ。酒でも持ってこようぜ。男なら酒が一番──」

「この辺りの酒はまずい。お断りします」

「……チッ、クソが」

「まずいものを飲むと気分が悪くなるんだ。仕方ないだろう！」

「ひょろ長野郎」

「侮辱かそれは？」

　至近距離で睨にらみ合あう。

　と、

「ダメだってばもー！　なんでそんなに喧けん嘩かしようとするの!?　お腹なか空いてる？　クッキーあげるからほら！」

　トゥーナさんが慌てて袋を卓上に広げた。

　そっちに目を向けたエアハルドが、首を傾かしげる。

「なんですかこれ？　堅ハーパドタンツク？」

「あんなのと一緒にしちゃダメ。これはお菓子だよ。美お味いしいよ」

　堅パンはガチガチに焼き固めた、保存の利きくパンだ。軍では携行食糧として配給されたりする。長い船上生活を送る水兵にはお馴な染じみの飯だろう。ただし、おそろしく硬い。鉄みたいに。おまけに味も悪い。焼きすぎたパンの味が想像できればそれだ。あと虫が湧くこともある。

　確かにちょっと似てるが、監理官が差し出したのは宰相が作らせたものとひと目で分かる。俺も何度か食べたことがあるし、匂いがまるで別物。上等の小麦と貴重で高価な砂糖や香辛料をたっぷり使った、甘い焼きパンだ。

　ワルテリナの上流階級なんかはよく食ってるらしいが、見ない奴やつは一生見ないモノの一つだろう。

「いらねえならテメエは食うな」

　一つ摘まんで口に放り込む。小気味良い食感と、香ばしい匂いが鼻にくる。

　そんな俺をひと睨にらみしてから、エアハルドは対抗するように食いついた。

「これが蛆に食われてて穴だらけでも、貴様にはやらな……い……」

　口に放り込んで咀そ嚼しやくしたひょろ長が、動きを止めた。

「どしたの？」

　監理官が首を傾かしげて訊たずねる。

「……う」

「う？」

「美う味まい……です……！」

　メチャクチャ力が篭もった言葉だった。

「美う味まいです……！」

　くり返しやがった。なんだコイツ。

「あは。もっと食べていいよ」

「感謝します……！」

　監理官に薦められて、ひょいひょいサクサク食べ始めるエアハルド。

「おい、俺の分」

「これが蛆に食われてて穴だらけでも貴様ばかりに食わせない！」

「オマエ最初と勢いが違うじゃねえか！」

「ま、まあまあ。他にも持ってきたよ。ぽてとちっぷす観葉植物の根つこの薄揚げとか、こっちはネーデルラントのお菓子に似てるど揚ーげなパつンとか。閣下に貰もらってきたから」

「いただきます！」

　平ひれ伏ふしかねない勢いで頭を下げながら、エアハルドが叫んだ。

　宰相閣下がなぜか意気込んで作る軽食を、ここまで喜ぶやつは珍しい。素材とか調理方法とか組み合わせが奇妙で、たいていは食べる前に怪しむんだが。

「なんなんだテメエ？　そんなに腹減ってたのか？」

「ある意味では、そのとおりだ。……だから貴様は嫌いなんだ。恵まれてるのに、気づきもしない」

　パリパリと薄揚げを口に運びながら神妙に睨にらみつけてくる。いや迫力無ねえな食うのを止やめろ。

「自分はファヴェールの西方田舎貴族だ。長く長く雪に閉ざされるような土地で、貧しい生活だ。でもな、女王陛下の結婚なさる時には無理して王都に行ったんだ。そこで自分は……見たこともない料理にありつけたんだ」

「あー……閣下が張り切ったやつだ」

　と、トゥーナさんが言う。

　王族の結婚は一大行事だ。大量の民衆が集まってお祭りになる。というのも、無償で食べ物が振る舞われたり喜捨がばら撒まかれたりするからだ。ヘタをすると新しい貨幣まで配られる。お祝いに駆けつけた貴族たちにも、王室主催の宴会が待っているというわけだ。

「あんなに幸せだった日々は、自分には初めてでした。しかし、地元に帰ってからは……地獄のようでした」

「舌が肥えちゃったんだね……」

　監理官がしみじみ言う。

「もう片田舎には住めない。そう思って、借金をして士官学校に通って軍に入隊しました。幸運にも王都に立ち寄れた時には、必死であの日食べた物のうち一つでもと探したのに……見つかりませんでした」

「……これ、そこら辺には無いんだよね。っていうか、閣下以外じゃ無理かも」

　新鮮な小麦とバターと輸入品の砂糖やヴァニラやシナモンの香辛料で調味したクッキー。

　植物学者の菜園から宰相閣下が持ってきた、民衆に広めたいけど広まらない芋。

　誰も知らなかったがネーデルラントの大使が似たものを知っていると言ったドーナツ。

　薬と言う人もいるコーヒー。

　さすがに『そんなモノを食べるのか!?』って言いたくなるようなものまで『食べ物』と言って集めるのは、確かにあの閣下くらいだ。

「もう一度だけでいいから、あの日の料理をなにか一つでもいいから、味わいたい。その一心で、女王陛下の命に背くことまでして自分は出世しました。王室に近づけば、好機が訪れるかと思って」

「ちなみに一番美お味いしかったのは？」

「鳥の肉を揚げたやつです。どんな鳥を狩っても、あんな味にはならなかったのですが……！」

　即答だった。

「ええっと……『フライドチキン』かな」

「なるほど。そういう名前なんですね」

　目を滾たぎらせて頷うなずく大隊長。

「なるほどなぁ……」

　ドーナツを頰張りつつなら、他人の苦労話もわりと聞けるもんだ。

「キルナ監理官が『サンドイッチ』を食べていた時は、感動しました。遂ついに、こんな間近にまで来られた、と。なのに……この男は！」

　急に立ち上がったひょろ長が、剣けん吞のんな目つきで俺を睨にらんできた。慌てて口の中の物を飲み下す。

「ん、ぐっ──なんだよ!?」

「あ」

　トゥーナさんが、ぽんと手を打った。エアハルドを見上げて、

「あたしが『いる？』って聞いたら、ドグが一口で飲み込んじゃった？」

「そのとおりです!!!!」

　ガン、と椅子の背を激しく殴りつけて叫ぶエアハルド。床が揺れた。

「あーあ、それはドグが悪いよね」

「自分の苦労を……何年ぶりかに見たものを……くっ……！」

　歯ぎしりまでして俺を睨にらんできやがる。

　ようやく俺にも事態が飲み込めてきた。つまりこいつは、

「…………テメエ、まさか食い物もんが美味そうだったからってだけで俺を目の敵にしてやがったのか!?」

　見下ろしてくるエアハルドに向かって、椅子を蹴り飛ばす勢いで立ち上がり胸倉を摑つかむ。だが、相手も負けじと摑つかみ返してきて、

「貴様が、ロクに味わいもせずに食べてたからだ！」

「ガキかテメエは──!!」

「どれだけ自分が恵まれてるか分かってるのか貴様──!!」

「まあまあまあまあ、待って待って待って待って！」

　トゥーナさんまでが立ち上がってそう呼びかけてきた。しかし、その顔は面白そうに笑っている。

「ハルくんをばかにしちゃダメだよ、ドグ。閣下が言ってたもん。『食い物の恨みは怖ろしい』って」

「……へいへい」

　胸倉摑つかんでいた手を離して、椅子を足で引き寄せて座る。

「ドグに八つ当たりしちゃダメだよ、ハルくん。そりゃま、無神経さに怒るのはしょうがないけどね。でもやっぱり大人げないよ」

「……はい。失礼しました」

　エアハルドが腰を下ろした。

「はー……なるほどね。どう？　ふたりとも。やっぱり話し合いって大事でしょ？」

「……っす」

　納得はいかないものの、理由は分かった。

　こいつが昼飯に誘われて喜んで馳はせ参さんじていたのは、そういうことだったのだ。要するにメシが目当てだ。監理官の周りでちょろちょろしていたり、じっと食うところを見ていたのもそれだ。メシ時に俺がいるのが気に食わなかったのも、そういうことらしい。

「……はい。正面から言ったらだいぶ楽になりました」

　エアハルドも、未いまだ俺への視線は険悪だが、頷うなずいた。

「じゃあこれで仲良くできるね！」

「「願い下げだ」です」

「息ピッタリなのに──!?」

　トゥーナさんが悲鳴を上げて頭を抱えた。その様子に、俺は肩をすくめてつけ加える。

「でもまあ……同士討ちは気をつけようぜ。エアハルド大隊長」

　手のひらを上に向けて差し出すと、エアハルドはじっと俺を見つめてから、頷うなずいた。

「……了承しました。こちらの非を詫わびます。オードッグ大隊長」

　パン、と手を打ち合わせる。

　これで和解手打ちだ。

　そんな俺たちを見て、トゥーナさんはほっと息を吐いた。

「はー……うん。じゃあそういうことだね」

　それから、ちらっと覚え書きの二枚目を覗のぞいて呟つぶやいた。

「まさか閣下が正解なんて……」

「──なんだって？」

　俺の声に、監理官が慌てた様子で覚え書きを丸めてポケットに突っ込んだ。

「なんでもない！　ふたりとも喉渇くよね？　お水持ってきたげるから！」

　ぱたた、と部屋を走り去る。

「……実はちらっと見えたんですが」

「あん？」

　エアハルドが言う。

「『餌で釣れ』と」

「あの人は……！」

　絶妙にムカつく上官に俺が拳を握ると、

「自分は、餌で人生を釣られたのか……？　自分は、いったい……？」

　エアハルドが苦悩していた。

「……いつか見返してやろうぜ」

「……ですね」

　今度は、拳を合わせた。










「そういえばさー」

「うん？」

「なんでドグはハルくん毛嫌いしてたの？」

「いや……別にそれはいいじゃねえか」

「ああ、それはたぶん自分があだ名で呼んでもらったりして──」

「テメエぶっ殺すぞ!!」

　その日のうちに決裂したが。




　　　　◯




「遂ついにファヴェールが動いた。認めよう、皆。敵は慎重なだけではなく、大胆でもある。萎縮してまとまったかと思えば、戦力を拡大して一気に迫ってくる。だが──」

　英雄が、立ち並ぶ男達を前にして言った。

　鎧よろいを身に着け、鉄と油の匂いに包まれながら、精せい悍かんな狼おおかみのように、

「──天は我らに味方した！　神は我々に幸運を与え給たもうた！　思い知らせてやるぞ!!」

　吠ほえた。

「これは〈聖者〉の天てん佑ゆうだ！　──万歳Hurra！」

「「「──万歳Hurra!!」」」

　遠とお吠ぼえよりもなお激しく吠ほえて応える人の熱狂が、そこに生まれていた。

　英雄が、進撃する。














◯第三章　英雄のリスクを表せ









　この世には、数学で変えられないものがある。

　海路でペリルの東へ上陸したファヴェール陸軍王国宰相揮下第二軍は、共和国の陸地を南へと下っていった。

　しかし、その進行は思いも寄らない理由で鈍重極まりないものとなる。

　──雨である。

　日を置かず降りしきる雨のせいで、ファヴェール軍は行軍をいちいち中断させられていた。

　こればかりは、数学でどうこうできる話ではなかった。

「うちの主力は銃兵だ。火薬が湿れば不発になるし、火縄に点火するのも一苦労になる。歯輪式ホイールロツク銃や新型の燧石式フリントロツク銃なら、厳重に油紙でも巻いておけば一発は確実に撃てるけど次発装塡ができない。銃口を上に向けて火薬を流し込む時に、雨まで流れこむ。──お手上げだよ」

　さらに深刻な事態が山ほどあった。

　雨が激しければ視界不良を起こして集団失踪すら引き起こしかねないのが、１万人という大軍を扱う難しさだ。冗談に思われるかもしれないが、平野で足下しか見ずに歩けばただ真まっ直すぐ進むだけで５人中１人はどこかへ消える。消えた落らく伍ご兵が合流できるかは運である。

　通常の雨でも状態はかなり悪い。火薬樽だるだけではなく、槍そう兵へいや騎兵が身に着けている鎧よろい兜かぶとは濡ぬれればすぐに錆さび付ついてしまう。その日のうちに拭いて乾かし油を塗るだけの時間を余分に取らなければならないし、それは濡ぬれた地面から薪を拾い集めて行われる。

　雨が止やんでも困難は消えてなくなったりはしない。石畳の舗装道路など望むべくもなく、水を吸って泥濘ぬかるんだ地面は数千人が踏み荒らせば沼地も同然だ。重い荷物を載せた荷車の車輪は回らなくなり、鎧よろいを着た兵士は足が沈んで動けなくなる。

「晴れ間を縫っての行軍だ。銃や剣や鎧よろいの手入れで普段より疲れるし、足下が悪くて遅くなるし、みんな疲れてピリピリしてる。まったく、こんなところを共和国軍に襲われたらひとたまりもないぞ」

　共和国首都までの途上で入市した町の中で、そんな悪態を吐ついている。それくらいしかできないからだ。

「御主人様、ダメですよ」

　ぴと、と唇を立てた指で塞がれた。テレンティアの仕業だ。

「災いを口にすると、悪魔が寄ってきますわ」

「はふあいはふあい。ごめんなさい」

「うふふふ、素直でなによりです」

　雨が降り注いでいたのは第二軍だけではなく、第一軍のソアラも同じような状態らしい。道路状況が悪化して南下には時間がかかる。そんな報しらせが届いている。連絡すら困難な状態なのでこれすらすでに随分前の情報だ。とはいえ、これが一部地域の現象でなかったのは幸運だ。

　第一軍か第二軍のどちらかだけに雨が降り注いでいれば、危うく各個撃破されるところだった。それを避けられるからである。

　なにしろ共和国は重装騎兵を主力にしている。馬は人より悪路に強いが、鎧よろい兜かぶとの数は軽装のこちらよりずっと多い。手入れの手間も装備の重さも、あちらがかなり上だ。行軍が遅くなるのは同じなはず。

「最悪なのは、銃を撃てない状態で敵軍と野戦を迎えることだ。焦あせらずじっくり歩を進めるぞ。なに、軍は逃げても首都は逃げない。大丈夫だ」

　僕は冷静にそう考えることにした。大将がイライラしてたら、部下たちのストレスは加速する。焦あせるんじゃない。大丈夫。




　それは、大間違いの第一歩だった。




　　　　◯




「──いま、なんと言いましたか？」

　わたしは耳にしたことが信じられなくて──いいえ、信じたくなくて聞き返していました。

「もう一度、もう一度お願いします」

「は……はッ！　恐れながら申し上げます！　続く長雨によりヴィンダル川は氾濫しており、補給に支障が出ています！　このまま進撃することは──」

「分かりました」

「──は？」

「分かりました。結構です。下がってください」

「りょ、了解しました！」

　一旦、連隊長を下がらせました。

　分かっています。今のは良くない行いです。歴戦の士から上訴された注進を、途中で遮るなど名君としては失格です。

　ですが、妻としてはそうせざるを得ませんでした。

　わたしは地図に目を落とします。ヴィンダル川の氾濫。その長く大きな河川は海まで続きます。川から溢あふれかえった水は内陸部のファヴェール軍と、沿岸部の繫つながりを断ち切ってしまいました。

　それは必然として、進軍した第一軍、そして第二軍にも同じ災いをもたらします。第一軍はまだ平気です。足固めが済んでいる地域が後ろにあって、後退すれば要塞があります。

　わたしは狼狽うろたえた様子を部下には見せられません。白くなるまで握りしめた手から、震えが取れるまでは誰も呼べません。

　でも──でも、呼吸さえうまくできている自信がありません！

「従妹殿！」

「ライアス公!!」

　部屋へと駆け込んできた従兄に、わたしは思わず縋すがりつきました。

「話は聞いたぞ。第二軍が──」

「そのとおりです！　第二軍が、みんなが──ナオキさんが、敵中で孤立しています!!」

　それは、天がもたらした最悪の窮地でした。第二軍のいる場所は──川を挟んで反対側なのです。




　　　　◯




「──悪い冗談みたいだ。奴やつら、天を味方につけてやがる」

　思い切り殴りつけた壁が、軋きしんだ音を立てる。

　ようやく雨が上がり、少しばかり水が引いた泥道を苦労して進んだ僕らを待っていたもの。それは、ヴィンダル川の氾濫という報しらせだった。

「っ──!!」

　脳天まで奔はしる痛みと一緒に、激音が壁を揺らす。我慢ならず再び殴りつけた壁が、僕に痛みを与えてくれた。最悪の事態に脳裏を駆け巡る最低の気分に比べれば、痛みの方がまだマシだ。

「御主人様、どうか、お手を痛めつけるのはお止やめください」

　肩にかかる優しい重みが、激情の広がりを押しとどめた。テレンティアが、気遣わしげな顔で僕に寄り添っていた。

「────そう、だな。そのとおりだ」

　僕は頷うなずいて、壁にめり込ませていた拳を離した。テレンティアがその手を引き寄せる。

「お手当をすることを、お許しください」

「……ああ、もちろん。ごめん」

「大事な方の、大事な手ですから」

　テレンティアがそう言って微ほほ笑えみ、引き寄せた手に口付けをした。

　すっと離れていくその後ろ姿に、声をかける。

「テレンティア」

「はい、御主人様」

　完璧な所作で振り返り、恭うやうやしく僕の言葉を待つ姿勢を取った大事な人に頼みごとをする。

「手当の道具を取りに行くついでに、連隊長の臨時召集と行軍準備を通達してくれ」

「かしこまりました」

　一礼したテレンティアが、見苦しくない程度に小走りで去っていく。

　僕は窓から天を見上げて、思わず呟つぶやいた。

「神の小便垂れめ」

　──敵中で孤立した。そしておそらく、今こそ悪魔が寄ってくる時だろう。










「態勢は逆転した。僕らは追われる身になっている」

　多少のざわつきはあったものの、驚きよう愕がくのそれではない。『嫌な予想が当たった』という類いのものだ。連隊長たちはすでに川の氾濫について情報を得ている。そして、連想もしていたということだ。なかなか頼りになる話だ。頭を使ってくれている。

　居並ぶのは連隊長たちに加えてドグとハル、それにおっさんもだ。全員が深刻な事態を察していてくれた。話が早くて助かる。

　できることならそのまま黙っていたかった。だが、僕は彼らの嫌な連想を現実にするという役目がある。

「ヴィンダル川の氾濫で、川の向こうにある首都には近づけなくなった。それどころか、ここから海まで流れる川を渡れなくなったと見ていいだろう。ということは、川向こうの第一軍に合流することは不可能だ。僕らは孤立している」

　想像どおり、嫌そうな呻うめきが彼らの喉を震わせた。

「であるからして、すぐに退却せねばならない。挟撃の前提は崩れた。防衛戦をしてもジリジリとすり潰されるだけだ。援軍は来ない。敵に余裕がある状況で同数のハサリア騎兵を相手にするのは自殺行為だ」

「しかし、宰相閣下。敵が首都に留まっていれば我々を追う部隊はありませんが」

　連隊長のひとりがそう発言する。僕はその楽観を鼻で笑いたい気分だった。

「川の増水や氾濫を、郷土の人間が見過ごすはずはない。おそらく共和国軍は雨の様子から氾濫するより先に川を渡って、こちらに来ているだろう。第一軍の退路を塞ぐのは手間がかかるが、僕らには後衛のいる地域なんて無い。どっちを追い詰めるのが楽かは、歴然だ」

　天気予報ができるのは衛星が飛び交って数十年も経たってからだ。しかし、その土地の気候と特性は地元民が覚えているもの。川の近くに首都を作っておいて、氾濫する河川を察知できない人間はその氾濫で死んでいるだろう。残っているのは淘とう汰たを生き延びた人間だ。

「宰相閣下。敵はまだこちらの位置を摑つかんでいないと思いますが」

　部下の指摘に、今度は頷うなずいた。

「おそらくそうだろうと思う。詳しくは捕捉していないかもしれない。だが忘れるな。ここは敵地だ。大まかな場所が分かっていれば、敵に摑つかまれないよう迂う回かいして伝令を送るくらいはやってくる。地方の権力者に呼びかけて、足止めの小勢を集めるなんてこともできる」

　軍隊と呼べるものではないかもしれない。だが、農民に隠し持っていた武器を持たせて戦わせるくらいやれる。

「では退却するのはいいですが、そのような土地でどうやって逃げ切るのですか？」

　もっともな質問だった。

「まさに、それが問題だ」

　僕はうなずいた。

「我々は１万の大軍だ。それは取りも直さず行軍速度の低下に繫つながる。一方で、英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーは電光石火の行軍速度を誇る。だから──軍を二分する。まず僕が率いる第二軍。これは北へ向かい、プフクの港を目指す」

　北にある港は小さいものの防壁がある。そして上陸地点として一度通過しているため、港が使えるはずだ。ソアラなら、おそらく海軍へ命じて退却のための船をかき集めてくれるだろう。

　問題は、

「閣下、敵軍が海岸まで見逃してくれるかどうか……」

「そうだ。だからもう一部隊。第三軍を作るんだ」

「第三軍？」

　そこから先を言うのには、普段より多くの酸素を必要とした気がする。

「レオン・メイザー少将。部隊を率いて東へ向かえ」

　轟ごう音おんが響いた。椅子を蹴倒して立ち上がる音。銃声のように激しく耳を打つ、激情の音だ。

「閣下!!」

　部屋中が震えるような大だい音おん声じようで、叫ぶ男がいた。僕はそいつを見て、言う。

「座れ、オードッグ大隊長」

　しかし、大隊長は僕の命令も隣で立ち上がったエアハルドが押さえようとするのも撥はね除のけて、叫んだ。

「座れねえ！　座れねえっすよ！　だって、それじゃあ──」

　言うな、ドグ。

「──第三軍は助からねえ!!」

　言わないでくれ。




　　　　▼




「神の小便垂れめ」

　──敵中で孤立した。そしておそらく、今こそ悪魔が寄ってくる時だろう。

　そう覚悟した矢先に、そいつは訪れた。

「悪魔のご登場だぜィ、大将」

　ジャジャン、なんて効果音まで口で言いながら、おっさんが部屋に入ってくる。

「さっそく来たのか、おっさん。川のこと聞いたのか？　耳が早いな。さすがだ」

「まァな、傭よう兵へいはそうでなくちゃ務つとまらねェ」

　その軽い口調に、なんだかほっとする。そんな場合じゃないんだが。

「でェ？　どうすんだ？」

　おっさんが言うので、僕はため息を吐ついて答えた。

「どうもこうもない。逃げるさ。尻に帆を立てて大急ぎで」

「はッ！　英雄のケツを狙ったってェのに、手前のケツを食われてたってか。笑えねェぜ」

　明らかに笑いながらそんなことを言う。

「言葉が汚いぞ」

　おっさんが部屋に置いてあった酒瓶を勝手に開けて匂いを嗅ぐ。一つ頷うなずいてグラスに注いで口を付けると、不敵に笑った。

「だが、合ってンだろ？」

「……まあね」

　そこは認めるしかない。手ぶりで僕にも酒を要求すると、一杯目を飲み干してから二つのグラスを並べる。

「大将はどう思ってンだ？　逃げきれると思うのか」

　注がれた酒を持ってきながらの質問には、受け取って一気に乾してから、答えた。

「けほっ。……正直、かなり厳しいな」

　英雄ヴァツワフが見せた行軍速度は、ファヴェール軍のそれを上回っている。

　普通なら訓練を施してサクサクと歩く国民連隊の行軍速度は、並みの傭よう兵へい団を上回ったものになっている。だが、ヴァツワフはそれを凌しのぐのだ。

　仮に国難の為ために敢行した無理な強行軍だったとしても、絶好の機会にそれをもう一度発揮しないとは限らない。

「そうか。だったら良いい手があるぜィ」

「ほんとか？」

「こんなつまんねェ噓うそ吐つくかよ。っていうかアレだ。大将が頭からすっぽり抜けてることさ」

「……なんかある？」

　僕が首を傾かしげると、おっさんは笑って言った。

「傭よう兵へいってのはよ、死ぬのも仕事だぜィ」




　　　　▼




「──座れ！　オードッグ・メイザー!!」

「────!!」

　雷に打たれたように、ドグがびくんと身を震わせた。自分の名前を呼んだ男に、ゆっくりと振り返る。

「命令を受けたのは俺だ。座れ」

　一瞬前の大だい音おん声じようが噓うそと思えるような静かな声で、おっさんはそう語りかけた。

　すとん、と息子の腰が落ちる。

　それを見てから、傭よう兵へい騎士はニヤリと笑って敬礼した。

「了解しました、宰相閣下。レオン・メイザー少将は第三軍を率いて東進します」

　その笑みが、少しだけ僕の罪悪感を軽くしてくれたのは気のせいだろうか。










　簡単な話だ。

　ファヴェール軍の陣容のうち、外征の為ためにシュテアラルリンクで徴募した傭よう兵へい部隊３千名。これが足並みを乱す。

　雇用してからファヴェール流の訓練を施して使える部隊にするのが、傭よう兵へい部隊運用の体制だ。今いる傭よう兵へい部隊の練度はまだまだ低い。それを切り捨てて、かつ囮おとりに使うのがおっさんの出したアイデアだった。

　遅れる部隊を切り離し、敵の追撃の手も緩めることができる。ファヴェールの主力である国民連隊と、傭よう兵へいを天てん秤びんにかければどちらに傾くかは一目瞭然だ。

「……でも、非情だよな」

「なんだ大将、戦争初めてか？　戦争ってのはな、あったけェもんじゃねえぜ？」

　からかうように言ってくる。

「何度も言ったけど、北東にも港はある。小さいけどな。そこまで行けば船で迎えられる」

　ただし、プフクと違って防壁は脆もろく設備は貧弱だ。海上輸送で一番手間なのは人を船に乗せることだ。特に艀はしけが無ければ相当な時間と手間がかかることになる。道は歩けば進めるが、船に乗るには手順が必要で港は当然のように混雑する。

　防壁が無ければ時間稼ぎは難しい。渋滞を起こした人波を一掃するのに、銃も砲も必要無い。隊たい伍ごを並べた騎兵がいれば、小細工無しで突撃するだけでいい。

　東の港から退却するにはどうするか。──幸運を祈るしかない。

「何度も言うが遠慮させてもらう。いいか、大将。そんなつまンねえやり方は性に合わねェ。20日だ。20日だけ、俺ァ共和国で好き放題暴れる。その間に、大将は逃げろ」

　それがふたりで話した結論だった。

　軍議が終わって大急ぎで部隊をまとめにかかる将校たちのうち、ただひとりここで酒を交わすのを誰も止めなかった。

　敵中に取り残されると分かっている部隊の指揮官だ。いまそれを咎とがめられる人間はいないだろう。なにせ、彼は自分たちの命を救出するために最も危険な任務に使われるのだから。

「国民連隊から新式の銃と砲をもらうぜ。それに略奪の許可もな。傭よう兵へいらしいやり方で戦えねえと無理は利かねェヨ。この辺の奴やつらァみんな、ファヴェールを恨むことになるがね」

　戦後の調略は難しくなる、という意味だ。それに恨みが募れば終戦講和にも響く。だが、終わった後を考えるほど余裕は無い。

「手配するよ。僕たち第二軍だって、わりとこの土地に無茶をするつもりだ。馬がいれば全部かっさらう。馬の食べる糧りよう秣まつも奪うし、余った分は焼き払う。まさに無法者のやることだ」

「それで敵の足を奪うわけだ」

　馬というのは、雑草を食べていればいいわけではない。柔らかい牧草や飼料という、秣まぐさが必要になる。人の３倍は食糧を食べなければ、満足な運動をすることが難しい生き物だ。

　敵軍は自分たちの後ろを追いかけてくる。先行する自分たちは、近場の村で調達できる糧りよう秣まつを焼き払いながら進んで負担をかける。離れた村などに手を出せないから、そこから補給されるかもしれないが時間は稼げる。焦土作戦だった。

「やりたくなかったけどね……。まあ、こっちも命懸けだからな。他にも必要なことがあれば言ってくれ」

「優しいこと言うなよ、気持ち悪わりィ。危険なのはこっちだけじゃねェんだぜィ？」

　確かに、敵中で孤立したのは全員同じだ。敵が積極的に追いかけたいのは〈魔術師〉の本隊だろうという予想もある。

「そんなのは分かってるさ。でも、僕たちは助かりそうな方に行くんだ。そっちとは大違いだよ」

「ふン、そうだな。だったら、あとひとつ」

「なんだ」

「俺の女には、手ェ出すなよ？」

　ファヴェールに置いてきたおっさんの嫁のことだろう。僕は笑って請け合った。

「足ならいいか？」

「この野郎、ブッ殺してやる」

　失笑するおっさんだった。

「ンで、期間が終わって降伏したら──」

「──捕虜になったら、必ず、可能な限り早くファヴェールへ帰すと約束するよ。絶対にだ」

　おっさんは僕の言葉に笑みを浮かべて、グラスを掲げた。

「あァ、それでいい。それとボーナスもくれィ」

　僕は盛大に息を吐いて立ち上がった。手にしていた酒を飲み干す。そして、

「じゃあ、今から僕と入れ替わりでドグをここに置くからな。息子と今生の別れを感動的にやってくれよ。──ちゃんと二人きりにしてやるから～」

　グラスの底を耳に当てながら、激しくウィンクした。

「あー、クソ。そンなもんあるのかよ。メンドくせえ……」

　おっさんの嫌そうな呻うめき声に満足感を得ながら、僕は部屋を出た。

　……これでいいはずだろ、おっさん。あんたは大暴れして生きて帰って来て、出世するんだから。




　　　　◯




　敵偵察部隊への入念な攻撃と、自軍偵察部隊の綿密な監視体制によってファヴェール軍の挟撃計画を看破したピエルフシュ共和国軍。その驚異的な戦術眼と天の恵みを得た英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーは、ファヴェール軍の計画を逆手に取った。

　分進合撃を企図したファヴェール軍は各個撃破の危地に陥る。

　これに対してファヴェール軍は退却する兵を分散した。王国宰相が率いる主力軍。そして傭よう兵へいを主とした３千の別働隊である。

　宰相揮下７千の兵は北へ。レオン少将揮下３千は東へ。それぞれ違う退路を取って出発した。




　　　　◯




「敵は切れ者だな、ミハウ少佐」

「そのようで。ヴァツワフ様」

　敵軍がいたという町の郊外で、英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーはその目元に感心と驚嘆の色を乗せていた。

　周囲には敵がうち捨てていったと思われる物資がそこかしこに点在し、多くは焼き払われた残骸になっていた。野営の痕跡もある。そこにいたのは間違いなかった。

　しかし、肝心の敵軍が見当たらない。

　ヴィンダル川が氾濫してからすでに２日。敵軍の位置を大まかに予想して進軍した共和国軍だが、その時にはすでに敵軍は偵察にすら引っかからなかった。

「川の氾濫を知ってすぐに退却を決めなければ、こうも姿を眩くらましません。あるいは兵数で優まさる奴やつらは戦いを選ぶやもという希望はありましたが、存外に手て強ごわくあります」

「改めて感謝しよう、ミハウ。よくぞ〈自由王〉を粘り強く説得してくれた。こうも迅速な決断を下せる敵は、かの王陛下に任せるには勿もつ体たいない。おれは昔からお前に世話を焼いてもらってるな」

「なんの、ヴァツワフ様の為ためとあらば」

　上官と部下というより主従といった方が相応ふさわしいやり取りを交わして、英雄は頷うなずいた。

「誰が率いているかは分かっているか」

「敵軍は大まかに二つの軍団で侵攻しています。北で戦っていたのは〈北ほつ方ぽうの雌め獅じ子し〉ファヴェール女王。もう一方は、商人からの情報では〈魔術師〉ファヴェール国宰相だそうで」

「〈魔術師〉か。名前に恥じない用兵だな。まるで奇術のように軍団を消してみせてくれる」

「しかし仕掛けタネは割れています。敵の痕跡を先行部隊が発見しました。それに、この方面の手勢に協力を取り付けております。すでに９つの街道全てに防御陣地を作成し、敵軍が現れれば時間を稼いでくれると約束してもらえました。──ただし、」

「ただし？」

「敵軍の痕跡が多くあります。北ほつ方ぽうと、東方の二方向で発見されたと」

「……仕掛けタネは割れても魔術は消えていないじゃないか、ミハウ」

「そのようで」

　ヴァツワフは畏かしこまって頷うなずく旧来の部下に精せい悍かんな笑みを見せると、敵の野営跡を見渡した。

　周囲に立ちこめる焦げ臭い火の匂いを吸い込んで、未いまだ曇る空を見上げる。

「多くの荷を捨ててまで、身を軽くして退却したんだ。軍を二分して、別々の方向に進んだな。行軍を速める為ためだ。ファヴェール軍なら海に逃げるだろう。ここから軍を逃がせる港は、北と北東の両方にあるが──北、だろうな。〈魔術師〉の向かうのは」

「軍を分けたのなら、戦力も落ちています。高い防壁を持つプフクより陥落の容易たやすい東も、十分にありえると思われますが」

「防備が脆もろくては、船へ収容する兵を守ることもできない。ただ無闇に敗走するだけの男なら、〈魔術師〉なんて呼ばれることもないだろうよ」

「まさに、ですな」




　　　　◯




　僕は部隊の攻撃準備完了を待っていた。

「オペレーションズ・リサーチを実行する人をＯＲワーカーと呼ぶ。オペレーションズ・リサーチが生まれてから、戦地で時間の無駄を改善していった人たちだ。こういう事例がある。戦場の食事場で、兵隊が食器を洗浄するのに毎日長い行列を作っていた。これは無駄の一つだ」

「それで？」

　ツナちゃんの相あい槌づちを耳にしつつ、前方で慌ただしくする兵隊たちを見守る。

「４つの桶おけがあって、２つずつ洗い桶おけと濯すすぎ桶おけとして使っていることにＯＲワーカーは着目した。そこで、ＯＲワーカーは桶おけの数を変えた。と言っても、桶おけを増やしたわけじゃない。食器を洗うのには濯すすぐより３倍の時間がかかっているのを見て、桶おけの配置換えを提案したのさ」

「桶おけなのに配置換えって、軍隊は物にも任務があるのね」

　変なの。そんなことを言うツナちゃん。

「まあ、そうかも。ともかく、桶おけは配置換えで洗い桶おけ３つと濯すすぎ桶おけ１つになったんだ。食器洗いの行列は改善されて、兵士たちは待つ必要が無くなったそうだ」




【図解参照】
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「大事なのはどこに時間がかかるのか。つまり行列の流入量と処理能力のパラメータだな。『待ち行列理論』という混雑現象を解析するモデルが作られたりもしてる。時間を作りたい時は混雑するところボトルネツクを探して対処するのさ」

　たとえば兵員の乗船作業とかだ。

「だからって殿が一番先頭にいるって、変な話だと思うの」

　退却する軍の一番後ろで敵を押しとどめるのが殿しんがり軍の務めだ。僕は第二軍の指揮官たちにその仕事をやると宣言し、そして軍団を突き放す勢いで前進した。

「宰相閣下、部隊の攻撃準備が整いました！」

「時間をかけるな。攻撃開始。砲を押し出せ。弾薬は出し惜しみしなくていい」

「了解しました！」

　伝令が駆け戻っていく。

　やがて怒号のような号令が前方で響き渡ると、今までの災難に全霊で抗議するかのように空へ向かって爆煙がぶちまけられた。

　火薬が燃える刺激臭が、生温かい微風に乗ってこちらまで届く。

「主軍の到着より先に敵の防御陣地を粉砕して、通過するだけの状態にしないとならない。そして通過させる間は僕らの新兵器を作る時間に宛てる。そして、最後尾として出発。理に適かなってるだろ？」

　ツナちゃんとテレンティアは先頭部隊に混ざって出発する予定だ。ふたりともなぜか渋ったものの、最後尾の部隊に必要なのは補給ではなくひたすら体力だ。先に行って手配を整えてくれる方が適材適所なのは、事実である。その線から説得した。

「ま、そのとおりだけどさ、閣下」

「うん」

「人を理論値で動かすと、すっごく、疲れちゃうよ？」

　心配そうに僕を見上げて、ツナちゃんはそう忠告してくれる。

　僕はついその頭に手を置いて、撫なで回まわした。

「……トゥーナに補給を任せたのは、正解だったよ」

　反論できない。それを察したのか、トゥーナは仕方なさそうに笑った。

「ま、いいけどね。だけど、そこまでするのはただの用心だよね？」

「命が懸かった用心さ。もちろん。──だからドグにはツナちゃんから言っておいてくれよ、僕はおっさんを信用してないわけじゃないってね」

　敵を誘引する役を押しつけた指揮官の息子に、僕の背中を預けないといけない状況だ。敵は本能寺にあり展開もアリよりのアリアリ。

「はいはい。でも、心配なら他の指揮官に頼めば良かったのに」

「連隊長はみんな優秀だけどさ」

　僕は声を潜めて言った。

「一番しぶといのは、あのおっさんだと思う」

「……頼りにしてるんだね」

「それに敵だって、あのおっさんが一番殴りたくなるだろうさ」

　苦笑いしながら、僕は戦闘の方を注目した。にわか作りの防御陣地に過ぎない。わりと順調に陥おとせそうだ。

　あとは、第三軍の働き次第だ。おっさんに期待しよう。




　　　　◯




「東に向かった軍勢の痕跡が、大きい？」

「はい、ヴァツワフ様。東方を進む敵軍は各地で馬と荷車、それに糧りよう秣まつを大量に略奪し、持ちきれない分を焼き払ってしまうほどだそうで。それを知ったこの地の遊軍は包囲を始めました。撃滅する、と士気も高いようで」

「それでは北に向かう敵を追いかけているのは、おれの手勢だけか」

「東進している兵団の指揮官は、状況が見えていないのでしょうか？　略奪と戦闘にばかり精を出していては、包囲されるばかりで共和国からの退却は不可能ですが」

　ミハウ少佐の疑問に、ヴァツワフは思案した。

「たしかにそうも見える。……あの国は農民に賦役として兵隊にするという話だが、東の軍は本当にファヴェール人なのか？　騎兵こそ荒々しい噂うわさを聞くが、農民兵たちはかの高潔な女王陛下の指導の下、風紀を糺ただした軍隊だと伝え聞いていたのだが」

　誇り高い女王の兵隊。その評価を覆くつがえされることはむしろ無念であると言いたげな〈聖者〉の継承者に、訊たずねられた従者は苦笑した。

「ご安心ください。捕虜の話では、20日間の略奪を許可されているのは新たに徴募された傭よう兵へい共ばかりが集められた軍団だそうで」

「〈魔術師〉は女王のように高潔ではない、か。戦争だな」

「そのようで。傭よう兵へいなどは、誇りを持ち合わせていないのでしょうな」

「……しかし、その傭よう兵へい共も今だファヴェールの旗を捨てていないな？」

「はい。彼らはファヴェール軍として共和国を荒らしております」

　そこまで聞いて、ヴァツワフは笑みを頰に乗せた。

「見逃されないようにしている、とも言えるな、ミハウ？」

　英雄の言葉にきょとんとした従者は、あっと額を手で打った。

「ああ、たしかに！　彼らが旗を捨てて雇い主を替えれば、共和国軍になれる！　それならば逃げるより戦う方が早い！」

　傭よう兵へい稼か業ぎようは信用が命だ。戦況が傾いたからとて簡単に敵方へ寝返ることはできない。

　とはいえ、戦い抜いた末に捕虜になったのなら話は別だ。もしも『これ以上は戦っても無益』とまで追い詰められた際には、降伏は受うけ容いれられて交渉が行われるのが通例だ。条件次第では、敵側に雇われることもある。

　つまり戦うことが降伏交渉の始まりだ。しかし、傭よう兵へいたちはまとわりつく敵兵を引きずりながら、ずっと逃げ続けている。

「放置すれば共和国の脅威となる。しかし追い回せば思惑にはめられる。その傭よう兵へい団は大した指揮官だよ、ミハウ。もしも道中で捕捉され準備も無く会戦が始まれば、ハサリアに全滅させられる危険もあるというのに」

「敵軍は王も魔術師もいて杖まで備えているようですな、ヴァツワフ様。どうやらファヴェールは、おとぎの国のようで」

　息を吐く従者を見て、英雄が笑った。

「杖つえは方面軍に譲るとしよう。おれたちは〈魔術師〉を追いかける。予定とは違うが、兵力差がたかが２倍なら問題無い。杖つえを無くした〈魔術師〉は、おとぎ話には逃げ込めない」

「了解しました、ヴァツワフ様」
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「酒保隊から苦情が来ています。荷が運べなくなる、と」

「乗船料の前払いだと言ってやれ。歩けなくなるほど荷物を背負った奴やつは、置いていく。救出船に乗る必要が無いなら、こちらも楽ができる」

　交渉の余地は無いと伝える僕の言葉に、エアハルドは一瞬言葉を詰まらせたようだった。

　一拍の間を置いてから、敬礼する。

「……了解しました」

　その神妙な顔に、ちょっと噴き出しそうになった。

「今なら訊きいていいぞ。ダメな時はそう言うし」

　そう呼びかけると、第二大隊長が目を丸くする。

「なにをですか、閣下？」

「そこまでする必要があるのか、ってね」

　言うと、エアハルドは少し戸惑ったようだった。

「軍隊は、命令に疑問を持たないものかと」

「ツナちゃんに聞かなかったか？　将校には考えることを期待してる。兵隊は疑問を持たなくていい。命令に従うだけなら、考えなくていい。だけど、将校には高い俸給や大きな権力を持たせてる。それは考える余裕を与えるためだ。余裕の無い将校に従わされる部下は、不幸だよ」

「……では、お訊たずねします。敵国の村だけでなく酒保隊や輜し重ちよう隊からまで荷車を供出させて、なにをするんですか？　そこまでする必要はあるのですか」

　若い大隊長が、生真面目にそうくり返す。

　僕はうなずいて、工兵隊たちがいる方を指差す。

「ここに来るまでの間、やたらと荷車を集めてたのは、農民を困らせたかったわけじゃない。新兵器を作るためだ」

「荷車で、なにを？」

「防壁を作る。槍やりを立てて運べる台を荷車の上に搭載して、これで長なが槍やりを運搬する。敵の襲撃が来たら、この荷車を並べて壁を作り、槍やりを敵側へ向けるんだ。スタロサンビルスキは荷車を鎖で繫つないで野戦の防壁にしたらしい。そいつの真似パクリだよ」

　長ちよう槍そう兵へいたちは、錆さび付ついた鎧よろい兜かぶとに辟へき易えきしていた。悪路を踏みしめて進む彼らの疲労は激しい。重い長銃を背負った銃兵は思ったより元気だ。よく見たら鎧よろいを着ないうえに、火薬を湿らせないために荷車に積み込んで運んでいて普段より身軽だ。

　槍そう兵へいたちもそうしてやりたいと考えて──退ひくことしか考えないなら、柵でもいいのではと閃ひらめいた。

　鎧よろいを脱ぎ捨て、槍やりまで置いて、代わりに荷車を持って移動する槍そう兵へいが生まれていた。

「こいつで殿しんがりを務める。敵軍が来たら防荷壁車を並べ、その後ろから射撃する。真正面から来る騎兵には有効だ」

「……なるほど。将校は考えることが仕事、ですね。死ぬ兵を減らせる」

「そういうことだ。このアイデアは共和国の名将だけど」

　我が意を得たりと笑って頷うなずいてから、生真面目な若者に肩をすくめてみせる。

「独立猟騎兵大隊は僕の直属だから、一番後ろだ。きみたちが一番貧乏くじを引いてるんだ。多少の苦情は撥はね除のけてやれ。文句をぶつけられるきみには、苦労だろうが」

「はい、いいえ閣下。任務ですから」

　教科書的な返事をする将校に、僕は笑いかけていった。

「帰ったら──美味い飯を作って宴会しよう。腹一杯食ってくれ」

　エアハルドが目を見開いた。それから、天を仰いで難しい顔をする。

「あー……」

「ああ」

「あああ……キルナ監理官から、聞きましたか……？」

「ドグからも」

「……あの野郎。──いいえ、なんでもないです」

　悪態を吐ついてから、慌てて姿勢を正す大隊長に僕は訊たずねる。

「じゃあパーティーは来ないのか？」

「たとえ借金しても行きます！　ありがとうございます、閣下！」

　見事な最敬礼を受けて、僕は適当に答礼した。いやもう借金はするなよ。

「武運を祈るよ」

　これは本当にだ。

　なにしろ、僕の武運は不足しすぎてる。挟撃計画が頓挫したのは天運一つだ。つまり今からが、英雄の実力が発揮される場面だろう。










　数日後。

「敵らしき騎影を哨しよう戒かい班が見つけました」

　馬に乗って行軍を続ける僕に、横に並んだ伝令が声を潜めて報告した。

　僕は頷うなずく。

「やっぱり、見逃してもらえないか……敵の数は？」

「十騎ほどです。すぐにいなくなったと」

「偵察だな。それからは？」

「姿を見てません」

「ご苦労様。別命あるまでそのまま続けるように。くれぐれもあまり離れすぎるなよ」

「了解しました」

　答えて走り去っていく伝令を見送り、僕はふと呟つぶやいた。

「兄が家を出発してから数日後、弟は兄を追いかけました。兄に追いつくのは何日後ですか……ってね」

　別々に出発する兄弟。数学の定番問題では。

　ともあれ、やはりおっさんも敵軍の全てを誘引することはできなかったらしい。

　防御陣地をひとつ突破しただけで他の敵勢力に妨害されることが無かったことこそ僥ぎよう倖こうだが、幸運はそれほど続かないというわけだ。

　いや、運じゃないな。おっさんのもたらした影響かもしれない。

　敵が来たのは仕方ない。僕は伝令を呼んで命じた。

「進行を変えるぞ。今日の宿営では軍議を開く。指揮官たちにこちらへ来るようにと伝えてくれ」

　やはりと言うべきか──簡単に退却させてはくれないらしい。
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「敵軍が進路を変更しています。ヴァツワフ様」

「なんだと？」

「追いつかれるのを嫌ったためか、略奪した荷すら捨てて速度を上げて南下しました。どこかで防戦をするつもりかと」

「……察しは良いいが、苦し紛れだ。戦い続ける姿勢は買うとしても、いずれ追いつく」

　ヴァツワフは敵の窮地に、むしろ痛ましいとでも言いかねない顔でいた。主のそんな気性を労いたわるように、従者は肩をすくめる。

「ヴィンダル川の氾濫は、彼らにとって悪夢のような出来事。加えて、敵地で土地勘も少ない。なにやら柵を作りながら行軍し、防柵の設置を急いでいるとか……悪あがきですな。もはや偵察が見つけるほど接近しているのでは、どこに陣を置こうと完成前に接敵できます」

「氾濫、か。あれぞ天てん佑ゆうと見て出撃したんだ。直感は正しかったと喜ぶべきだが……」

「ヴァツワフ様？」

「……さしもの〈魔術師〉も天には敵かなわない。この上は、その戦いぶりに期待するしかないか。ミハウ、おれは天におわす義父に、頼りないと思われているのだろうかな？」

　問われた少佐は苦笑いするしかない。

「少年のように強敵を求めているうちは、そうでしょうな。ヴァツワフ様」

　英雄は目元に浮かべた笑いを引っ込めて、号令した。

「敵軍を追撃せよ。共和国の領地を荒らす侵略者を一掃する」

「了解しました」
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　共和国の英雄ヴァツワフ・ジェヴスキー率いる軍団は、敵軍を追って南下した。

　ファヴェール軍は大移動をくり返し、その追撃を逃れようとした。行く先々で馬を奪い取り、歩兵までも乗騎に積んで一歩でも遠くに向かおうとしたという。

　しかし、やがてそれも諦めて小さな町を占拠した。彼らは道中で作ったという柵を町の外に並べて防壁とし、穴を掘って防御を固めた。

　共和国軍の到着するまで土を積んでいた兵隊たちは、それでも未完成な陣地に立て籠もって敵へと撃ち返す。

　５００の銃兵がにわか作りの防壁越しに轟とどろく銃火で追い返され、共和国軍の先せん鋒ぽうは包囲して敵を逃がさぬことを優先し周辺から援軍を待った。もちろん、数少ない大砲を敵陣に向けて撃ち込み、塹ざん壕ごうを掘って撃ちかけながら。

　応戦するファヴェール軍だが、遂ついに英雄ヴァツワフがその包囲に加わって攻勢をかけると戦いは激化した。ヴァツワフの連れた銃兵砲兵はいずれも手練れており、盛り土程度では防ぎきることが叶かなわない。

　火砲に自信のあるはずのファヴェールだったが、行軍の途中で大砲２問と火薬荷車２台を泥ぬか濘るみに絡からめ取られ、爆砕していた。おまけに、長雨による湿った火薬は不発も多くあった。

　兵士たちはだんだんと疲弊し、数を減じていく。急きゆう拵ごしらえの防壁も砲で壊され、乗り込もうとする敵軍を押し留とどめるには犠牲を必要とした。

　歩兵と砲兵たちが銃火を交える戦闘は、ファヴェール軍の士気の低下をもたらした。

　そして──

　包囲からわずか３日にして、ファヴェール軍は内乱を起こすこととなった。
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　ヴァツワフは、敵の指揮官に面通しをしていた。

　彼の姿は痛ましい。鎧よろいすら着けずに、両手を縛られた姿で現れた。それもそのはず。ファヴェール軍が降伏したのは、内乱で指揮官が兵士に拘束されたからだ。

　士気が低下してもまだ降伏を認めない指揮官を、兵士たちが捕らえてその権力を奪った。籠ろう城じよう戦では結着のひとつである。

　国内を荒らした兵団をわずか３日。到着の翌日には降くだしたことで、英雄を讃たたえる声は友軍からも声高く響いた。

　しかし、それを耳にしているはずのヴァツワフの表情は──厳しいものだった。

　対してファヴェール軍の指揮官は、ニヤリと笑った。

「お初にお目にかかるぜィ、英雄さんよゥ」

　両手を縛られ、火薬の煤すすで薄汚れた顔はいかにもうさんくさい──傭よう兵へいのそれだった。

　レオン・メイザー。口さがない者には『傭よう兵へい騎士』などと揶や揄ゆされる、ファヴェール軍の外国人大佐である。

「貴様ッ！」

「ミハウ、いい」

「負け犬の遠とお吠ぼえでさァ。お許し下せェ」

　笑う傭よう兵へいは、あっさりと頭を垂れる。従者を制したヴァツワフは、そんな彼を見てゆっくりと己の顔を撫なでた。

「……してやられたから、な。勝者には勝ち誇る権利がある」

「いやァ、負けてまさァ。なにせ部下に裏切られちまって。情けねェったらありゃしねェ。降伏交渉はもう終わったって聞いてますぜ。──まだ18日だが、ここから２日で港にゃ行けねえ。そう言ってもらえりゃ、嬉うれしいんですがね」

　気付くのが遅れてしまった。ヴァツワフの追った方こそ、囮おとりの軍団だった。

「ミハウ、北はどうなった」

「──しかし、ヴァツワフ様」

　降くだしたとはいえ敵将の前だ。言いい淀よどむ少佐に、英雄が促す。

「良いい。おれが責任を取る。言ってくれ」

　従者は諦めたように目を閉じて、口を開く。

「友軍が追撃し、港に到着するより前にその軍へ追いついて攻撃。戦闘が行われました」

　ピクリと、傭よう兵へいが反応する。

「しかし……敵軍が糧りよう秣まつを焼き、替え馬の一頭すら逃さなかった為ために、強行した友軍は疲弊しておりました。ファヴェール軍は荷車を防壁に改造して、我が方の騎兵を防いだようです。粉砕すること叶かなわず、友軍が一旦撤退すると敵軍も素早く移動し──入港したようで」

「……満足したか？」

　ヴァツワフが訊たずねる。傭よう兵へいは首を斜めにした。

「そうでもない。……あと２日、命を懸けるってェ約束してたンだが、守れずに終しまいじゃァな」

　だが、その顔に浮かぶ笑みは先ほどより色濃いものだった。

「今回は譲ろう、レオン大佐」

　英雄はしかし、対抗するかのように不敵に笑った。

「ファヴェールは強敵であると判った。それに──〈魔術師〉は杖を失った。それで満足しよう」

「杖つえ？」

　首を傾かしげる敵将に、ヴァツワフは告げる。

「きみと、名声と──先手、だ」
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「混合戦略ってやつだよ。たとえば完全に利害が対立する『ゼロサムゲーム』を行う場合、敵の能力によって成功率がどうしてもそれ以上上がらないという場合が発生する。そんな時、自分の成功率だけを考えず、敵の成功率を考えてランダムに別の選択をすると成功率が上昇する場合がある」

　港に足を踏み入れる前に追いついてきた敵の兵隊を排除して、プフクにたどり着いた僕たちは乗船作業を進めていた。

　ヴィンダル川の氾濫という天変地異に、軍団の窮地を悟ったソアラ女王の命により近傍の艦隊がプフクへと集結していた。

　港は当初、門を閉じてファヴェール軍を足止めすることも企たくらんだ。しかし陸の大軍と海の軍船に挟まれては抵抗しようもない。門を開くしかなかった。

「北東の港には北に出発してから東へ回り、北の港には東に向かってから北へ回る。単純なフェイントだけど追い詰められた軍としては、遠回りは退却の成功率を下げる選択だ。だが、ヴァツワフは賢い。おかげで、こっちはたまにバカをやらないとならないってわけさ」

　めっちゃ怖いので、こういうことさせないでほしいんだが。

「この局面でまだ〝偶ラン然ダム〟で戦略を決められる閣下が信じられねえんですが……」

　ダイスを投げた数字を見て、あらかじめ設定した最善のミックス比率に則のつとって行動する。

「いや、ちゃんと考えたよ。おっさんにも話した。それで『いけそう』ってことになったから、採用したんだ」

「生きた心地がしやせん」

　真顔で言われた。むう。

「閣下、残兵の収容は順調です。ただ、河口から流れてきた流木などがあり夜間の収容作業は危険であると、海軍が」

　ハルがそう言ってくる。テレンティアとツナちゃんはすでに船上だ。どうにか説得して押し込んだ。いちおう、陸地よりは安全である。

「ふむ、となると、撤退完了は明日か？」

「そうなります。今の時期だと、明日の引き潮は中天より少し前だということです」

「ふうむ、じゃあ防壁の守備隊は交代で夜通し完全配置のままにしろ。１日くらい平気だろ。港の警備も夜番の人員を増やせ。それと、港の住民は我々が出港するまで外出禁止だ。敵地の人間で抵抗を企たくらんだからな。警戒しておこう」

「了解しました」

　エアハルドが敬礼して頷うなずいた。オードッグも立ち上がる。

「じゃあ、守備隊の方を見てきやす」

「……ドグとハルも、船に乗って良かったのに」

　若者は早く逃がしたい。そんな僕の意向を伝えたら、ふたりして『直属部隊が先に逃げるのはおかしい』って反抗した。

　僕の文句を聞いて、若者たちは顔を見合わせた。そして、金髪の方が申し訳なさそうに言う。

「あー……俺から聞いたって言わねえでほしいんですが」

「なんだよ？」

「閣下は、ご子息たちへの手紙を預けたんすよね。キルナ監理官と、女官長に」

「……あのお喋しやべりめ」

　ツインテールの少女の顔を思い浮かべ、想像で髪をくしゃくしゃにして嫌がらせしてやる。

「遺書くらい戦争に来る前には書いてる。もう慣れたもんだよ」

「でも、新しく書かれたと聞いています」

　エアハルドが続けて言うので、むず痒がゆさに後頭部をかきむしって白状した。

「僕には死別した人がいてね。……死にかける直前、なにを思ったのか。それを知りたいと思ったことがある。だから、あー……そういうことだ」

　子供たちに、あんな疑念を残したくない。そう考えてしまったから、トゥーナとテレンティアに託した。二人への手紙とソアラへの言葉も、こっそりと忍ばせてある。

「それがどうかしたか？」

　僕が訊たずねると、若者は畏かしこまって言った。

「……宰相閣下、俺は自分で選んでここにいます。親おや父じを見習っただけっす」

「自分もです。友軍を救う任務を全うしたいと思いました」

　そして敬礼をして、立ち去った。一人になった部屋の中で、僕は天井を見上げる。

「……慕われるほど、立派なことはしてないよ。退却の最後までこの土地に残るのは、僕じゃないんだ」

　おっさんを──レオン・メイザーを失った。

　また生きて会えるのかは、運次第なのだから。
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　ファヴェール軍の挟撃計画は失敗に終わった。

　軍本隊にこそ被害は及ばなかったものの──その敗戦は、ピエルフシュ共和国の国際的な声望を高めることになる。共和国はその勝利を大いに喧けん伝でんし、周辺世界の全てに広めることに邁まい進しんした。

　共和国国内で危ぶまれていた軍の評判も回復し、ピエルフシュ共和国の都市ペリルは長く続くファヴェールの海上封鎖に対し改めて断固たる抵抗を表明した。

　ファヴェールの退却とほぼ同時にプフクは共和国の手に取り戻され、防備が強化された。再びここを上陸地とすることは不可能となる。ヴィンダル川以東のほぼ全ての共和国領土は、ファヴェールの脅威から逃れたと言えた。

　ヴァツワフ・ジェヴスキー。〈聖者〉の継承者と呼ばれた将の名望は、まさに頂点へと高まりつつあった。

　しかし、英雄の手に落ちず逃げ延びたファヴェールの兵がいたこともまた事実であった。ファヴェール宰相・ナオキ率いる兵団はヴァツワフの追跡を辛くも逃れ──味方のいる西方まで、船で退却を果たしていた。
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「氾濫による被害は甚じん大だいで、それ以上にヴァツワフに負けた被害は深刻だ」

　ライアス公はそう言った。

　僕はため息を吐ついて答える。

「判わかってるよ、ライアス公。僕はファヴェールの評判をいたく傷付けた」

　戦地での略奪をせず、軍税という制度をその地方に課しているのはファヴェールもである。が、だからこそ兵数を慎重に吟味し、兵士たちの風紀を律している。

　風紀を保つのは、ひとえにソアラ・エステル・ロートリンデ女王陛下の人望に頼るものだ。雪の結晶よりも美しく、福音派を弾圧から守るべくして立ち上がった救世の徒。そして、民に心を砕き戦度胸に不足しない王朝の主。

　だからこそ自由都市は進んで傘さん下かに加わるために助けを求め、防壁を持つ町は抵抗して無慈悲な略奪をされるより門を開いて女王の慈悲を乞う。

　東の地で僕がしたのはまったく別だ。焦土作戦。土地の民衆はファヴェールを恨むし、その噂うわさは広まるだろう。

　そして、傭よう兵へいと、その指揮官が失われた。

「共和国はようやく得た勝利に大喜びだ。数の上ではファヴェールは〈自由王〉よりもたくさんの兵を失ったからな。各地で反乱を警戒しないとならない」

「命からがら戻ってきた義理の従弟をいじめて楽しいか？」

　少し不機嫌にそう言うと、義理の従兄は眉を上げて僕を睨にらむ。

「そっちこそ、なんで書斎なんかに来てるんだ。だから俺がこんなこと言わされる役目になってるんだ。分かれよ」

　僕を非難する目だった。

「なんで──って、言われても。仕事しようと」

　勝手に僕の仕事場に侵入していたライアス公に、なぜこうも怒られるのかわからない。

「あのな、そうじゃないだろ」

「なんだよ。失態を演じたのは認めるけど、それを取り戻すためにはまず情報だろ」

「……まったく、ちょっとはまともになったかと思ったのにな。戦争が始まったらこれか」

　やれやれ、とため息を吐ついている公爵。

　小馬鹿にされるのはさすがにひどい。

「じゃあどうしろっていうんだよ!?」

　イラついた気分をそのまま口に出してぶつけると、ライアス公は僕に指を突きつけた。

「よし、教えてやるから覚えておけよ。いいか、まずは──」

　その指を、ついっと部屋の向こうへ向ける。そちらへ振り返ると、出入り口がある。いままさに通ってきたところだけど。

　──バタバタバタ、と、騒がしい足音が聞こえた。

　なんだ？

　首を傾かしげる僕の後ろ頭に、公爵が言葉を投げる。

「妻に、会うんだ」

　瞬間、扉が激しく開いて白いものが飛び込んできた。

「ナオキさん!!　ああ良かった無事ですね心配しましたよぅ!!　どうしてお顔を見せてくれないんですかわたしがどんなに怖かったと思って──」

　なるほど。

　横目でライアス公を見ると、『な？』と指を指される。確かに、僕が悪かったかもしれない。










「とにかく、ファヴェール軍は立て直しが急務です……」

　赤くなった目元をテレンティアにハンカチで押さえられながら、ソアラが言う。まだちょっと泣き声が残っていた。

「ヴィンダル川の流域にいた軍は、氾濫で被害を受けました。ナオキさんが連れ帰ってきてくれた軍をその補塡に宛てます」

「それに関しては、ケズテルド伯爵が軍団の再編をしてくれてるよ。しかし、従妹殿。このまま黙っているヴァツワフ・ジェヴスキーじゃない」

「実際、敵の動きはどうなってるんだ？」

[image: ]

　僕が訊たずねると、ライアス公は険しい表情を浮かべる。

「さっき言ったとおりだ。勝利を呼び水にして、勢いを盛り返し始めて。ヴァツワフはペリル近郊に移動して、兵団を調えてる。襲撃は止まったけれど、防備が固いし氾濫の影響もある。南にはやっぱり攻められない」

　地域に被害が及んだのだから当然だ。取れる税が無いところに兵隊は送れない。

「それと」

「まだ悪いことが？」

「ある。共和国と国境を接する帝国の領邦領主が数人ほど、共和国の支持を表明した」

「勝ち馬に乗りたい奴やつが現れたってことか……頭痛くなるな……」

　マイセンブルク帝国は領邦領主がそれぞれ独自に自治を主張している。ガブリエル皇帝が共和国と協調していたとはいえ、領邦領主全てがそうだとは限らない。沈黙しているうちは敵とも味方とも言えない。

　が、公式に支持すると表明したなら話は別。共和国の戦争についてファヴェールを軽視していた皇帝も、独力ではなく協力者が宮廷に現れたら目を向け始めるだろう。

「ってちょっと待ってくれ。たしかその辺にあのー……ライアス公の遠い親戚いなかった？　帝国に旅した時に結婚の挨拶して世話になったじゃん」

　名前は忘れたけど。

「ああ、いるよ」

「その親戚は？」

「……共和国を支持するってさ。ちなみに彼の領地が一番大きい」

「頼りにならねえどころじゃねえ！」

　敵の後方に支援者が現れたと思ったら親戚でした。スモールワールド現象で、この辺の国だと６代くらい遡ればみんな親戚なんじゃないかとすら思う。

「遠い親戚だ。戦争の頼りにはならないよ。だから今まできみは思い出しもしなかったんだろ」

「まあそうだけど……」

　役に立ちそうならテレンティアかライアス公が教えてくれたか。

「窮地になるとなんにでも頼りたくなるんだよ」

「そういう率直なところは、わたしの好きなところのひとつですよ。ただ……宮廷貴族には嫌われますよ、ナオキさん」

　ソアラが微苦笑を浮かべて言う。僕は頷うなずいた。

「分かってる。あの人ソアラ苦手そうだったもんな」

「はぅ……！」

　思いがけないブーメランだったのか、女王が息を吞のんだ。

「新婚旅行で親類の領地に滞在しても、ほぼ遊びに誘われないのは……楽だったけど……」

「けど？」

「不ふ憫びんな子だな……」

「かわいそがらないでくださいっ」

　ソアラがぶんぶんと握った両手を振るう。

「さて。で、帝国のアクションは？」

　僕が妻の怒った顔を堪たん能のうしながら言うと、ライアス公は集中しろとでも言わんばかりに指先で机を叩たたきながら教えてくれる。

「共和国への支援物資が、支持した領邦を通過してる。こんなに早く支援が実行されるのは、正直意外だね」

「……グラフディールの仕業だな」

　うわあ、と天を仰ぐ。ここぞとばかりに嫌らしいことをする。

　これはつまり、

「天敵が結託したか……たぶん、一気に攻めてくるぞ」

　決戦は、近い。

「だったら、もう小細工はせずに戦うのか？　幸い、要塞は無事だ。待っていればあっちからやって来てくれるというなら、迎え撃てる」

　ライアス公が言う。僕は眉間に力を込めて呻うめいた。

「今回の挟撃計画は失敗もあったけど……良いい経験もしたよ」

「どんなことがあったのですか？」

　ソアラが首を傾かしげる。僕は答えた。

「共和国は春を迎えたから、牧草や秣まぐさに余裕ができた。冬の停戦に合意したのは、向こうも冬は越すのが精一杯だからだ。人様の３倍の食い物が必要な馬を、普通の軍隊以上に常備してるんだ。そりゃあ、春に元気いっぱい動かないとならない」

　金ではなく物の問題である。あちこちで春の恵みを収穫できる状態だからこそ、偵察部隊を潰し回るなんていう機動力が発揮できるのだ。部隊が動いた先にきちんと糧りよう秣まつが無ければ、そんなことはできない。

「それはもう承知してたことだろ」

　今さらか、といった顔をするライアス公。

「ちょこまか動きながら兵ひよう糧ろう攻めしたのは初めてだったからね。実感が無かった」

「では、冬になるまで待つのですか？」

　ソアラが言った。しかし、

「いや、そうじゃない。それはまだ早いよ。というかリスク管理的な視点で言えば、敵が待ってくれないだろう。それまでに絶対になにか仕掛けてくる。あの英雄は氾濫さえ奇貨として攻撃してきたんだから」

　ライアス公が腕組みした。

「だったらなんなんだ？」

「僕が言いたいのは、東の秣まぐさはあちこちで焼かれてしまった。なのに、奴やつらはこれから兵士を増やすってことだ。だったら──ヴィンダル川の川船は、絶対に止められたくないはず」

「──なるほど。南からの糧りよう秣まつの輸送路か」

　ヴィンダル川は首都以南からずっと北岸まで続く大型河川だ。氾濫さえ静まれば、例年どおりそこは貨物船が行き交う姿を取り戻すだろう。

「南から北へ伸びるヴィンダル川は、首都の北で二つに分かれて僕らがいる要塞の方と、ペリルのある海岸へ流れてる。この分岐点を押さえられれば、奴やつらは糧りよう秣まつの輸送路が閉ざされることになる。ここを目指そう」

「あくまで先手を取ろうということか……いいんじゃないか？　俺は賛成だ。従妹殿？」

　ライアス公がソアラを振り向いて、女王陛下の裁可を窺うかがう。

　果たしてソアラは、こくんと頷うなずいた。

「理に適かなっています。大目標をヴィンダル川分岐点にしてください」

　それから、僕を気遣わしげに見つめてくる。

「……ナオキさんが、落ち込んでいなくて良かったです」

「……まあ、ね」

　僕は負けた。おまけにレオンを捨て石に使った。──たしかに、こたえた。

「あとできちんと慰めてあげますね」

　胸の前で手を握るソアラ。その後ろで控えるテレンティアが音を立てずに手を打った。

「オホン!!　軍議を進めたいなぁ──！」

　ライアス公がめちゃくちゃわざとらしい咳せきを出した。うるさいな。いやらしい意味じゃないぞ。ソアラは。

「それでナオキ宰相閣下？　敵は必ず妨害に来るけど、どうするつもりで？」

「僕はもう一つ気付いたことがある。泥沼を歩くとだな……めちゃくちゃ疲れるんだ」

　その言葉に、なにを当たり前なことを。と言いたげにライアス公が眉をひそめた。
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「ヴァツワフ様、議会が軍の強化予算案を承認しました。軍容は整いつつあります」

「よし、いいだろう。──まったく、戦ってからでなければ全力が出せないとは。我が国の一番辛つらいところだな」

「そのようで」

　従者が頷うなずくと、英雄が苦笑いした。口元を手で押さえる。

「いつも同じことを言っているな、おれは」

「いつもそれを乗り越えられた、という証あかしでもあります」

「油断はできないさ。……義父は、兵の召集が遅れるなかで斃たおれたのだから」

「はい、いいえヴァツワフ様。スタロサンビルスキ様が身み罷まかられたのは、この国を後世に残すため。敵を一人でも多く屠ほふり、託す為ためであったと愚考致します」

　それが必要と感じたとき、彼の声には必ず熱が灯ともる。王を説得した時もそうであり、主人に語る今もそれを含んでいた。

　ヴァツワフは大きく頷うなずいた。

「義父の守った国を、おれは絶対に守ってみせるとも。──ミハウ、敵はどう出るだろうな。〈魔術師〉は」

「さて、私ごときには、なんともわかりませぬ。ヴァツワフ様はどう思われておりますか」

「おれは──必ず攻勢に来るだろうと考えている。自らを傭よう兵へいと憚はばからず名乗る騎士が付き従う程の人物だ。おれたちの準備を間に合わせないことを狙って動くはずだ。受けて立とうじゃないか。──今ならば、王陛下に直訴ができるな？」

「はい、ヴァツワフ様。予算は承認され、我々の手には〈自由王〉に無い余裕があります。なにより、ペリル港が支持を約束してくれました。今こそ実現の時かと。王陛下には、少し気の毒かと思いますが……」

「火薬を持たない兵に銃を磨き続けさせるのも酷なものだよ、ミハウ。戦争ならば、味方にとっては災難ですらある。玉薬を持つ我々が持ってこそ、敵の災難となれるというものだ」

「そのようで」
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　敵軍の規模が大きくなった分、情報は入るようになっていた。

　だが、

「敵の陣容がもう整ってきてるな……」

　ペリル近傍に位置する共和国軍は、それなりの規模に膨れ始めている。

　ヴィンダル川氾濫の際にも首都防衛のために一部は渡河することなく待機していた。ファヴェールの挟撃作戦を打破した今、その部隊が一部を残してヴァツワフの下に集結する。募兵に応じる帝国傭よう兵へいたちも、敵軍後方の帝国領邦を通って続々と馳はせ参さんじていることだろう。

　それに、この国家危急の事態だ。東方領域で僕らが荒らした農村から農奴を傭よう兵へいとして供出し、『賦役』として納税する地方領主がいてもおかしくない。荒れた土地を耕すよりも即効性のある財産繰りだ。

　つまり僕のせい。たまらないね。

「敵の能力まで自分の実績にするの？　自信過剰だよ閣下」

「む」

　足をパタパタ振りながら書類を検あらためるツナちゃんに、そんなことを言われた。

「なにも言ってないだろ」

　僕が言うと、トゥーナはペンを置いて指を眉間に当ててぎゅっと顔に力を入れた。

「『これは僕のせい』みたいな顔してた」

「エスパーニユータイプかよ……」

「ううん、それ先に読んでたからそういうこと考えそうって思ってただけ」

　タネ明かしは情報の先取りだった。それにしても察しが良くて困る。

　ふふーん、と得意げに笑うツナちゃん。僕はぐうの音も出ない。

「こっちの準備は？」

「もうちょーい。だって氾濫で寸断された地域の被害報告とか、流された物資とか浸水で使えなくなった火薬とか剣とか着替えとか、もーう！　って感じだよ」

　はー、つかれるー。なんて言いながら首をぐりぐり動かすツナちゃん15歳。うーん、働かせすぎかな。

「あと〝ちょーい〟頼む。なにしろ急ぎだ」

「あたしがいくつ『至急』って文字見たと思う？　今日だけで！」

　僕を睨にらみながら、ばっさばっさと傍かたわらに積まれた書類の山を叩たたくツナちゃん。

「天天災才って怖いね」

「だね。……んん？」

　境遇に同情はするけど、ピンチなので頼るほか無い。

「あ、でも」

「ん？」

　書類と覚え書きの山に忙しくペンを行ったり来たりさせつつ、トゥーナが言った。

「次の出撃の前に、夜ご飯ちょっと贅ぜい沢たくなの欲しいかなー」

　ちらっ、ちらっ、と僕を見ながら言う。

「料理人に伝えるよ。なにが食べたい？　僕は鳥」

「あ、違うの。閣下とじゃなくて」

　お？

「ドグに誘われてて」

　なんだとあの小僧──!!　と、叫び出したいけど我慢した。ぐぬぬ。

「……い、いいとも。僕のとっておきの唐揚げを出そうか」

　醬しよう油ゆが無いので洋風な味の唐揚げを開発していた。エイルンラントから買った外洋の高級香辛料を使ってます。

「んー、それはかわいそうかな。ハルくんが」

「あー……」

　フライドチキンをいつか食べさせてあげてほしい。ツナちゃんがそう言っていた。ケンタッキーに近づけるために結構手間かかってるし、遠征に持ってきてる香辛料だとちょっと。

　でも唐揚げに似てる。嫉妬が加速するな。

「あ、ドグに言ってみんなで──」

「それはやめなさい」

　さすがに止めてあげる。

「分かったよ。なんか適当に見繕うか。普通のやつ」

　野鳥でも焼いてもらおう。米でも詰めるか？　まだ在庫あったはず。

「えー、すごいのがいい～」

「戦地で無茶言うな。いちおう王族メシだぞ」

　頭を撫なでつつたしなめる。

「ん、わかった」

　ようやくトゥーナは納得して仕事に戻った。

　と、部屋の扉が脈絡も無く開く。

「御主人様、緊急事態です」

　珍しくそんなことを言うテレンティアに振り返ると、彼女ははっきりと告げた。

「〝太陽〟が沈みました」

「……まだお昼だけど」

「まいにち沈むよね？」

　僕とツナちゃんは首を傾かしげた。

「いいえ、そうではなく──ペリル港を封鎖していたファヴェール艦隊が共和国の船に奇襲を受け、旗艦〝太ソ陽ル号ン〟が轟ごう沈ちんしました」

「……噓うそだろ」

　さすがに、血の気が引いた。

　海上はファヴェールのもの。──その前提が、脆もろくも崩れ去ったのである。
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　ピエルフシュ共和国最大の港湾都市ペリル。その港を堅固に守るのは運河を水堀にも利用した町の作りと防壁、そして海側に備えられた武装艀はしけや防衛設備である。中でも港に近づく船を一ひと際きわ強く威圧する要塞とその大砲が、ファヴェール海軍すら寄せ付けない。

　毎年数百隻と行き交っていた交易船がファヴェールの海上封鎖で10隻足らずに減じて以来、港には火を落としたような静けさだけが取り残されていた。

　その日もペリル港のすぐ近くの湾内に、ファヴェール海軍が現れた。空には今にも降り出しそうな雲が立ちこめており、海は黒ずんでいる。霧の中に浮かび上がる帆柱の群れは、海に突き立つ骨のようにも見えた。

　縦一列になって進む船の船首では、例外なく水兵たちが悪態を吐ついていた。しつこく立ちこめる霧に顔をしかめ、目を皿のようにして前方の艦影と船尾灯を見失わないよう気をつける。離れるのも、近づきすぎるのも危険だ。

　余分な帆を畳んでゆっくりと進むファヴェール艦船は、海軍に求められる姿そのままに整然と並んで滑るように航行していた。

　その時、港で異変が起きる。

　死んだように静まりかえっていた港に、突如として荒々しく猛進する船が現れていた。その数、10隻。４隻の軍船と６隻の武装商船が、要塞防壁の内側から勢い良く飛び出したのだ。

　視界不良の海で全ての帆を広げて走る艦隊の目指す先は、ファヴェール海軍に他ならなかった。その主しゆ檣しように堂々と掲げた戦闘旗を翻ひるがえし、攻撃の意志を示して突進する。

　檣しよう楼ろうの見張りが視界に映った船影に気付いて叫び、号鐘が打ち鳴らされるまでに。共和国の艦隊はその縦列の横腹に凄すさまじい速度で突き刺さっていた。
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「奇襲を受けたファヴェール艦隊は沖へ逃れましたが、２隻が敵船に囲まれました。１隻は降伏して敵に拿だ捕ほされました。旗艦〝太ソ陽ル号ン〟は激しい戦闘の末、内部から爆破され轟ごう沈ちん。海軍によれば、敵の手に戦闘船が渡るのを拒んで自爆したものと思われます」

　そしてファヴェール海軍で１、２を争う火力を搭載した戦闘船〝太陽〟が海に沈んだ。海軍提督の壮烈な最さい期ごである。言葉も出ない。

「……海が危ないの？」

　トゥーナがおそるおそる訊たずねてくる。

「冷静に──」

　僕は答える気力を振り絞るのに、苦労せねばならなかった。

「冷静に考えれば、大勢は覆くつがえらない。ファヴェール海軍は１００隻以上が稼か働どうしている。敵は拿だ捕ほされたファヴェール船を含めても、11隻。しかも大型船はうち３隻。狭い湾内ではなく海洋で戦うのに、怖ろしい相手じゃない」

　しかし、

「問題は、ファヴェールの海上封鎖が一瞬だけでも破られたことだ。ペリル近郊を通る輸送船には必ず護衛をつける必要があるし、海上封鎖ももっと厳重にしないとならない。それは輸送コストの上昇に繫つながる。──物資不足で困ってる、この状況でね」

「実害は、耐えれば想定内に収まります。もっとも恐ろしいのは、評判。ファヴェールの信用が落ちることと、逆転劇を希望する民衆や共和国議会の反応でございますね。人の思惑には──際限というものがございません」

　テレンティアが憂いに瞼まぶたを細めてつぶやく。

　人の口に戸は立てられないもの。そして噂うわさには尾ひれ背びれがほいほい生える。数字の上ではファヴェール海軍艦船のうち50分の１の被害だが、敗北が２度続けば世論への衝撃は大きい。なにより、安全圏であったはずの海が侵されたというのはセンセーショナルだ。

　重苦しいため息が胸の中から押し出された。

　僕は頭痛を覚えて額に手をやる。

「御主人様」

「……大丈夫だ。知らせてくれてありがとう」

　労いたわるようにテレンティアが肩に手を添えてくれるが、振り返ることすらできない。

　目を開いて赤毛の天才へと視線を向ける。少女がびくんと身を竦すくませた。いかん、怖い顔してるかな。

「トゥーナ、ごめん。予定を繰り上げよう。万全の準備をしていたら、たぶん手遅れになる」

　言われた監理官が、慌てたようにわたわた手を振る。

「え、でも閣下。もうちょっとだよ！　ほら、兵へい器き廠しようだってあの大砲はもう完成するって──」

「従来の大砲でも充分使える。共和国の時代遅れな砲と比べれば、３年前からファヴェールは新造砲で性能は上回ってるよ」

「だけど……」

　不安げな顔で食い下がるツナちゃんに、僕は強く言った。

「ダメだ」

　少女は目を泳がせてまだなにかを言おうと言葉を探り、

「ティー姉様？」

「私も軍のことは、あまり詳しくありませんわ。ただ、御主人様が言って止められる段階かどうか。──それはなんとなく、ね」

　味方を失って、ため息を吐ついた。

「……はぁ、分かりました。でも、どれくらい準備を削るのか、ソアラ様とよく話し合ってから指示してね」

「ありがとう。そうするよ」

　僕はツナちゃんの頭にぽんと手を乗せて、

「ディナーの約束はちゃんと守るから。よろしく」

「はいはい。行って行って」

　ひらひらと手で追い払われる。うーむ、邪険にされてるみたいでちょっと悲しい。

　カタリナも将来こうなるのかな……。

　僕は部屋の扉へと足を向けて、途中でぴたりと歩みを止める。

「テレンティア」

「はい、御主人様」

「その奇襲を指揮したのは誰だ？」

　ある種の予感を抱えながら訊たずねる僕に、テレンティアは頷うなずいて答えた。

「ヴァツワフ・ジェヴスキーです、御主人様」
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「勝利に！」

「「「──万歳Hurra!!」」」

「海に！」

「「「──万歳Hurra!!」」」

「英雄に！」

「「「──万歳Hurra!!」」」

　あちらこちらで燃え盛る篝かがり火びの灯火に、歓呼の叫び。

　長らく灰を落とした竈かまどのように冷えていたペリルの埠ふ頭とうが、祭りのような騒ぎに沸いていた。

　そこで杯を掲げる男たちは、てんでばらばらな格好をしていた。水夫、商人、兵士、そして騎兵。だが、全員が同じ叫びを上げて同じ男を見ていた。

　連戦連勝を飾った英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーは、特大の杯を大きく掲げて背後へ振る。

　そこには、拿だ捕ほした敵船が砕かれた舷側もそのままに係留されている。狩猟の成果を誇るように、宴会のど真ん前を飾っていた。

　兵士たちの雄お叫たけびを浴びながらそれを指し示したヴァツワフが、叫ぶ。

「共和国に栄光あれ！」

「「「──万歳Hurra!!　万歳Hurra!!　万歳Hurra!!」」」

　上空にある雲すらその熱狂で吹き飛ばそうという勢いで、彼らは勝利を歓呼していた。

　やがて喜びに歌が唱和され、踊りを披露する者まで現れる。酒盛りは勢いを増していく。そんな会場で、ヴァツワフは〈自由王〉のいる席へと歩み寄った。

　狂騒の荒波が飛沫しぶきを上げる中で、その円卓だけはぽつんと浮ブきイのように漂うばかりである。老王と席を共にして何かを話していた臣下が、英雄が近づいてくるのを目にしてそそくさと立ち去っていった。

「王陛下、此こ度たびの勝利は陛下より賜った軍船無しには叶かなわなかったことです！　是非とも御お礼れい申し奉たてまつりたい！　さあ、こちらをどうぞ！　ファヴェールの船で見つけた酒ですが、これがなんと喉が燃える程強いのに美う味まい！」

「ああ、いや、ウム……そのな、其その方が戦に尽力すること、王として真まことに欣きん喜きに震えておる。じゃが、そのう……ヴムッ!!　ゴッホ、カハッ！」

「王陛下！　ああその、此こ度たびの場は無礼講の儀に御座いますれば、どうか御寛かん恕じよを賜り……これにて御免仕つかまつりまする！」

　英雄に薦められるまま注がれた酒を飲んだ〈自由王〉が、激しく噎むせている間に、従者は平身低頭に主人をその席から引き剝がした。

　腕を引かれて席に座らされたヴァツワフは、頰ほお杖づえを突いてぼそりと言う。

「……代価を受け取ってもまだ船に未練がましいな、王陛下は」

「無理もないかと。汚名挽ばん回かいの為ために、虎の子と考えていたようで」

「足りない砲は、片手の指で収まらなかったがな」

　英雄は鼻を鳴らして、従者に目だけを向けた。

「しかしこの船もこれで当分出番は無い。兵隊共は船に詰め込まれて隣の奴やつが臭いと文句を言っていたぞ、ミハウ。あいつらが乗るのはやはり馬だ。早く用意してやろう」

「手配はしております。しかし、こうも奇襲を重ねればファヴェールは要塞に閉じこもってしまいませんか」

　それを聞いて、ヴァツワフは驚きに目を開いた。酔いをもたらす杯を、不思議そうに矯ためつ眇すがめつ検あらためる。

「この酒を飲んだか、ミハウ？」

「はい、いいえヴァツワフ様」

「いいや、飲んだことにしておいてやろう。ミハウ、よく聞け。〈魔術師〉は──必ず、川へ向かう。我々を潰すにはそうすべきだからだ。酔ってつまらないことを言うな」

　従者は、手近な杯を取って口をつけると一息で逆さにした。

「……そのようで」

　英雄は満足げに頷うなずいていた。
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　ファヴェール王国の勝利が、ここへ来てその姿を霞かすませていた。

　昨年には誰もが予想し得なかった勝利を飾ったファヴェール軍は、年を跨またいでもその勢いのままに共和国の大地を踏み荒らしていた。

　しかし、その軍ぐん靴かが踏んだのは狼おおかみの尾であったのかもしれない。

　一度は弱気を見せて休戦講和を容易たやすく結び、トゥルークに領土を削り取られてでも北の地に英雄を送り込んだピエルフシュ共和国議会。だが、その判断が功を奏したとも言える。

〈聖者〉の継承者と名高いヴァツワフ・ジェヴスキーは勝利に勝利を重ね、帝国の支援と共和国内の戦意を引き出した。

　翻弄されるファヴェール軍は、緒戦の勢いを失って萎しおれた花のように見られていた。とはいえ、一部の者だけはファヴェールに未いまだ鋭い獅し子しの牙を見ている。

　天変地異による被害を最小限に収め、その補塡をしながらも支配した領土を失ってはいない。つまり、敗戦を重ねようとも全体の兵力に大きな瑕か疵しをもたらしたわけではないのだ。共和国の現状は噂うわさほど明るいものではなく、ファヴェールの勢力は噂うわさほど脅おびやかされていない。

　実利を取るファヴェールと、勝利を欲ほつする共和国。両者はその戦略において、お互いにミスを犯さなかったと評価することができる。

　しかし彼らが真しんに必要としているのは、相手のミスなどではなかった。

　真しんに欲ほつするもの──結着を求めて、両国は行動する。

　両軍の行き着いた先は、共和国に残された物資輸送路。国家の動脈。

　ヴィンダル川という、ファヴェールに災いし共和国に恵みをもたらした水脈だった。
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　奇妙なことに、敵と自分の望みは一致しているような気がした。

「共和国軍は総勢で７千強と思われます。うち歩兵３千、軽騎兵が２千、ハサリアが２千、それに砲兵が随伴しています。銃兵はおそらく歩兵の半数」

　それがピエルフシュ共和国が用意した軍勢だった。〈自由王〉より数は少ないが、金のかかるハサリア騎兵と軽騎兵が半分以上を占めている。

　異様なのが、最後の部分だ。歩兵の半数が銃兵であるということ。

　歩兵は槍そう兵へいと銃兵で構成され、通常は（ファヴェール軍を例外として）銃兵の数は槍そう兵へい４に銃兵１の４：１。最近は増えていて３：１程度など。それが、１：１にまで比率を増しているとは。

「敵も火力を重視してきたってことか……」

　まあ、不思議なことではない。自分だって共和国騎兵の強さが羨ましくて、共和国産の馬を仕入れては胸甲騎兵を作ろうとしている。共和国には騎士団の名残が多く、ファヴェールじゃ珍しい騎兵傭よう兵へいもわりと集まる。独立猟騎兵大隊も、拡充を続けていた。

　ファヴェール軍が用意したのは６千の歩兵と４千の騎兵。それに砲兵が６００名。総員の数と銃砲の密度なら負けていないと思うが、ハサリアが３倍に相当するなら五分というところ。

「火力戦にしたい……が、銃兵は追撃ができない。向こうから突っ込んでくるところを撃たないと無理だ」

　うーむ。

　敵軍が布陣したのは、川の堤防の上だった。小さい丘みたいになっている。高所を取るのは兵ひよう法ほうの基本だ。堤防沿いに北へ移動すれば、彼らが滞在地に選んだ村に戻ることができる。

　対してファヴェールはいったんヴィンダル川を渡る為ために上流、つまり南から回りこんで派川を監視する城を押さえようとした。そして頭を押さえられた。

　このまま敵軍を無視して進むと、城を攻囲する時に背中を狙われる。ここで叩たたいて敗走させれば、英雄が敗北したことで城も開門するだろう。

　そして城があるのに、共和国軍は野戦を申し出てきた。わざわざ。確かに野戦のほうが短期決戦には好ましい。まるで、ファヴェールと奴やつらの望みが合致しているようだった。

　本当にそうなのかもしれない。

　英雄を倒して共和国の心をへし折りたいファヴェールと、兵隊を排除して失地回復したいピエルフシュ共和国。そのどちらも、会戦をすることが近道だ。

　今日の宿営場所と定めた丘の上から、街道の先を睨にらんでみる。もちろん、ここからでは敵軍なんて見えないんだが。

「どう思う、オードッグ大尉。敵がこちらに突っ込んでくる理由はあるか？」

「はい、いいえ閣下。分かりません」

　ドグは静かに答えただけだった。目線を下向きにして、それ以上のことを言わない。

「……どうかしたのか？」

「どうもしません、閣下。目の前の戦争に集中しているだけでアリマス」

「そ、そうか」

　憑つきものが落ちたみたいな顔をしている。若者に特有の熱意というかプライドというかそういう勢いが無い。なんだろう？　まるで溜ため込こんだものを全て吐き出したような悟りの顔で……

　ま　さ　か

「大尉、近くに寄れ」

「は」

　疑問も挟まずに近寄ってきたドグに、額がぶつかりそうなほど近くに顔を寄せて訊たずねる。

「……トゥーナとナニかあったりしないよな？」

　にわかにがなり立てる心臓の動きを感じながら口にした。ドグは、

「はい」

「──!!?」

「いいえ閣下。なにもありません」

　新任士官みたいな殊勝な態度で、そう答えただけだった。

「……そ、そうか。勘ぐって悪かったな、大尉」

　ドグはじっと僕を見ていた。次の命令を待っているのだと気付いたので、敵情の偵察を終えた大隊を休ませるように命じた。

　敬礼して走り去っていく姿を見送って、僕は首を傾かしげることしかできない。

　なんなんだろう。絶対なにかあったと思うんだけど、反応が謎すぎてわからん。

「お困りですか、ナオキさん」

「あー、うん。まあ」

　丘に上がってきたのは、我らが総大将のソアラだった。

　長ズ履ボきン姿の勇ましい士官の服を着用し、外套マントをはためかせて丘の先を見つめるその姿は小さくも優美なもの。17の時から戦場に立つ国王は、重い長靴を履いても慣れ親しんだその足取りは滑らかだ。

「話してください」

　厳しい語調では無かったが、それは妻のお願いでもなかった。女王として、軍権を持つ立場として参謀に言っている。

　僕は頷うなずいて答えた。

「この先の堤防で、敵は待ち構えている。この地域で接敵するのは計画どおりだけれど、敵がちゃんとこちらに攻撃してくれるかわからない。焦じれるまで待つか、あるいは隙を見せて誘い込むべきか……」

　腕組みして悩む僕の話に、ソアラは微ほほ笑えみを浮かべてみせる。

「それでしたら、簡単です。敵の目の前で陣を組み、待ち構えるだけです。部隊を突出させ、あえて攻撃を受けるのも良いいと思います。それでしたら、攻めてくる時機も方向も調整ができますから」

「そんなにシンプルな話か？　だって敵は戦上手なんだろ」

　ソアラの言うことは要するに『真まっ直すぐ行ってぶっ飛ばす』だ。正面からあからさまにさあ来いよって状態になってるのに、来るものなんだろうか。

　僕が首を傾かしげると、ソアラは革の手袋に覆われた指を立てて講義を始める。

「ナオキさん、敵は英雄なのです」

「うん」

「でしたら、誇りにかけて目の前の敵から逃げ出すことはできませんよ。五分の戦力を前にして引き下がるなど、自信のある武人はやりません」

「むう、なるほど……でも、そんな誇りだけでやるものなのか？」

「準備万端の共和国にとって、伝統的な必勝法は『中央突破』です。ナオキさんのようにそれを真正面から受け止めようという方が、誇りある戦法だと思いますけれど」

「去年の戦いのことか？　あれは自信があったわけじゃ……いや、そうなのか……」

　ソアラの指摘に、なるほどと頷うなずく。

　昨年に僕は兵数的に互角な条件でも勝算はあると踏んで、騎兵突撃を真正面から受け止めた。それはこちらにとっては計算を重ねて予測した、確率の高い勝利の為ためだった。が、それを言えば向こうだって騎兵突撃が最大の訓練を施した、最強の経験則である。

　実際、突入がうまくいけば銃兵など簡単に蹴散らされる。開けた土地で騎兵と正面から対たい峙じすれば、銃列など普通に全滅だ。

「正面対決です、ナオキさん。今さら敵は退ひけません。だって、彼らの後ろには村があるのです。東で起きたように、村を焼かれることを良しとはしません。なにしろ、英雄ですから」

　なるほど。守ってくれない英雄じゃ信用が落ちるか。

「……分かった。そのとおりだな。今さらだ。すでに準備はしてきたんだ。小細工なんて必要無いよな」

「そのとおりです」

　力強く頷うなずき合って、僕は言った。

「猟騎兵大隊に近くの村で家畜を接収させよう。できるだけ横おう柄へいな態度で、怖ろしげな傭よう兵へいに見えるようにしながら」

　これは小細工じゃなくて心理的な駆け引きだからアリだよね。

「……ナオキさんは、ブレませんね」

　困ったように笑うソアラに、僕は胸を張って言うのだった。

「自信の無さには、自信があるのさ」
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「トゥーナ監理官、入ります」

「ああ、来てくれたか」

　胸に手を当てる嘱託事務官式の敬礼を取りつつ天幕に入ってきたトゥーナは、報告を確認する僕に向かって机越しに立ったまま言った。

「どうかしたの、閣下？　あたし忙しいんだけど」

　うわ、なんだろうすごい不機嫌だ。

　椅子と机と寝台が置ける程度にちょっと広めの天幕は、僕の個人用だ。いちおう、椅子をもう一脚持ち込んで置いておいたのにそれに座りもしない。

　目も合わせずにさっさと立ち去りたいという雰囲気満載のトゥーナ。これはどうしたもんか。

「いや……えっと……」

「なに？　早くして。用が無いならお仕事に戻らないと」

　むすっとしたままのツナちゃんは、もはやハリネズミ。触るもの皆ぶっ刺す刺とげ々とげしさだ。しかし僕としては、たとえ刺されようとも守ってあげないといけない相手で。

　聞いた。

「……ドグの様子がおかしいんだが、なにかあったのか？」

「べつになんにもない。しらない」

「なんにも無さそうには──」

「なんにもないの。もういいでしょ」

「いや、でもな、トゥーナ」

　銃声のような激音が響いた。

「なんにもないって言ってるでしょ!!　しつこい!!!!」

　勢い良く鞄かばんを叩たたきつけられた机がビリビリと震えている。

　怒りを露あらわにしたツナちゃんの形相は、まるで親の仇かたきでも見るようだった。これは、真面目に──どうすればいいのか分からない。

「ツナちゃ──」

「用はそれだけ？　だったらあたしもう戻る。そんなことで呼ばないで」

　一転して冷めた声でそう告げたトゥーナが踵きびすを返かえす。僕は慌てて呼びかけた。

「トゥーナ」

「なに!?」

　威嚇するような声で振り返る少女に、僕はおそるおそる、

「その……落ち着いたら、また話そうよ。いや言いたくないならいいから。普通に、話そう。いつもどおり」

「……あっそ」

　最後まで謎の不機嫌のまま、トゥーナは立ち去っていった。

　天幕の入り口が翻ひるがえった時、見張りの兵がちらっと僕を盗み見てくる。緊急事態じゃないことを手ぶりで示して任務に戻らせた。

　そのまま、ずるずると椅子から落ちかけるまで沈み込む。

「と、年頃の娘って難しい……」

　扱いが。僕悪いこと言ってないと思うんだが!?

　……ソアラの天幕で慰めてもらおう。

　大人なので心が折れない方法を知っているのだ。大人なので。

「……エアハルドに頼むか」




　　　　◯




　明日は決戦になるだろう。そう言われていた。そんな前夜に、俺はエアハルドと対面している。

「なんなんだエアハルド？　明日は戦闘だぜ。パッとやるならもう行っちまった方がいい」

　兵隊共は配給酒だの酒保隊の飲み屋だの娼しよう婦ふだの、思い思いのところへ出かけている。夜は早く寝るように厳命されているからだ。

「話がしたいんです、オードッグ。二人きりで」

　エアハルドは神経質ぎみの細面を真まっ直すぐ向けて言ってくる。

　俺が微妙な気分でいるのは、顔に出たらしい。同期の大隊長は卓上に置いた瓶を指し示した。

「手土産くらいはあります。自分の故郷の酒です。戦地じゃ手に入らない味なんですよ」

「……いいじゃねえか。聞いてやるくらいはしてやる」

　仕方ないので、エアハルドの用意した椅子に座った。

「早く注つげよ」

「なにか食べてからです。この酒は喉も腹も燃えてしまう強さなので」

「俺の生まれは酒保だぜ。血管にゃあワインが流れてんだよ」

「……わかりました」

　言って、エアハルドは指で摘まめるほど小さな杯に酒を注いだ。最初で少しガツンといってやる。そのつもりで、一気に飲んで、

「ッ────カ────！」

　覿てき面めんにキた。

「言い忘れましたが、実際、燃えます」

　エアハルドが杯を燭しよく台だいに近づけると、青い火が灯ともった。それを見せて微かすかに笑ってから、杯に手で蓋をして燃える火を消し、一息に飲んだ。

「……お、お前の故郷は酒の精が住んでんのか？」

「実際、そんな話を聞いて育ちます」

「なんだそれ。面白そうじゃねえか」

　薄ら笑って、エアハルドは二杯目を注いだ。

　酒の話を肴さかなに酒を飲む、というなかなか趣のある飲み方でしばらく時間を使うと、だいぶ体が温まってきていた。

「──で、なんの用があんだよ」

「貴方あなたの話です、オードッグ。様子がおかしい」

　妙なことを言われる。

「俺はなんもねえ」

「しかし、トゥーナ監理官と目を合わさないようになっていますが」

「ぐっ……！」

「なにがあったのか、できれば──」

「なんにもねえつってんだよ！　なんだテメエ、さては宰相の差し金かコラ？　食い物で買収されやがったんだろ！」

「いいえ、あれはお断りしました」

　あまりにも自然に言うので、俺は面食らってしまった。

「……頼まれたのか？」

「ですから、断ったと」

「そうじゃねェよ。断ったのか？　お前が、宰相の頼みを？」

「はい」

　上官にして貴人にしてこいつの大好物の持ち主の話を、蹴ってきたという。

　エアハルドはおもむろに酒を溢あふれるギリギリまで注いで、一気に流しこんだ。

「もう食べられないかもしれませんが……！　自分も、そういうのは、どうかと思って……！」

　プシュゥ、と酒臭い息を吐いて俺の同期が言う。

　おかしな野郎だ。

「……あー、わかった。言うよ」

「それは良かった。聞きます」

　おかしな野郎だが──悪い男じゃねえ。そう感じた。だから、

「ちょっと前にトゥーナさんを誘ったんだ」

　話しづらいことを、話すところだと思った。

「ほう」

「いろいろ話してよ。親おや父じの話とか、母親の話とか、まあ少しだけど酒も入ってなんとなく盛り上がって」

「ほおお」

　にじり寄ってくるエアハルド。

「で、あんま飲み慣れてねえんだろうな。気付いたらトゥーナさんが俺に寄りかかっててよ、いけると思ってキスした」

「どうなりましたか」

「向こうも目を閉じてて。最高だったぜ。で、いったん口を離して──」

　抵抗されなかった。受うけ容いれられた。で、舞い上がった俺は、

「──『かっか』って囁ささやかれるまではな」

　叩たたき落おとされた。

「────ぉぉ……」

「で、すげえ慌てて謝られた」

「おお……」

「で、逃げられた」

「おおお……！」

「で、気まずい」

「おおおおお……！」

「で、エアハルド」

「お、おお」

「感想は、どゥだ？」

　目を見開いておののき続ける同期に言うと、貴重な酒を零こぼしながら注いで──ついに瓶ごとラッパ飲みした。

「ぶはっ！　聞かなければ良かったと思っています……！」

「だろ？　俺にもよこせ」

　飲み終わった時、全部忘れてェ。

　いま銃を撃てば自分の息が燃えるに違いない。そう思えるような勢いで、俺たちは飲み明かしたのだった。




　　　　◯




　季節は夏。

　英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーの前で、堂々と進軍を始めたファヴェール軍は堤防に布陣する騎兵の大軍を目にする。

　両軍はお互いを認めて衝突を開始した。

　ファヴェール軍は槍やりを付けた荷車を防壁のように並べ、共和国の軍を待ち構えた。対する共和国軍は、歩兵と砲兵を中央に両翼に騎兵を配置した伝統的な陣形で対たい峙じする。お互いに、砲が届かない距離だった。

　両軍睨にらみ合あって動かない、奇妙な時間が訪れた。

　しかし、それも長くは続かなかった。ファヴェール軍左翼から堂々と戦場を闊かつ歩ぽし始める一隊が現れたからである。

　組み上げられた戦場は、一度力が加われば止まらなくなる。

　動いた騎兵部隊に翻ひるがえるのは──獅し子しの紋章旗。女王のものだった。それは一押しとしては、充分すぎる力だった。
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「敵の女王が、わが軍の目の前まで来ています！　ここはどうか突撃を！」

「…………」

「元帥閣下！」

「まだ駄目だ。待機しろ」

　怒りすら覚えているような顔を一瞬浮かべて、命令された士官が立ち去った。

　無理も無い。と命令したヴァツワフ自身が感じていた。堤防から見下ろす平地の先に闊かつ歩ぽするファヴェール騎兵の姿に、歯は嚙がみする。

「もはや目前だ、ミハウ。奴やつら、我々に騎兵戦を誘っているぞ」

　かかって来い。そう言わんばかりの進軍だった。命令が無いことを不思議に思った前衛から、ヴァツワフのいる本陣に次々と伝令が送られてくるほどだ。遂ついには副官まで送り込んできた部隊まである。──敵の総大将が、目の前にいるのだから。

「そのようで」

　粛々と頷うなずく少佐に、ヴァツワフは眉間に力を込めて敵を指差した。

「奴やつらは、我々が同じ轍てつを踏むことを期待していると思うか？　被害を覚悟に突撃すれば、馬に乗せた程度の銃兵でハサリアの精鋭を止められるほどの火力は無いというのに」

　防壁を拵こしらえた中央の歩兵はともかく、その両翼。ましてや歩兵と離れて援護も受けられない突出した騎兵だ。正面対決でハサリアが負けるはずもない。

　それを、敵の〈魔術師〉が分かっていないわけもないのだ。

「退却して誘い込み、本陣の銃火に晒さらすつもりかと」

「……罠わなか。しかし見え透いているな」

「はい。トゥルークがよく使った手です」

　その戦法はさんざん体験している。だが、敵の乗騎はファヴェール産の小さな馬だ。トゥルーク程の軍馬なら、遠目でも分かる。なにしろ彼は騎兵なのだから。

　これは誘いだ。その誘いに乗らないのは慎重ではあっても──勇敢ではない。

　英雄は決断した。

「全軍を前に出しつつ、右翼のハサリアを先行させて突出した部隊を叩たたけ」

　騎兵だけを前にやれば、敵歩兵の援護は利きくだろう。しかし全軍が進撃すれば、迫る敵を待ち構えなければならなくなる。騎兵に向けられる筒先は減る。単純な実力差で押し切る形だ。

「了解しました。女王を討ち取ればまさに偉勲。前衛は喜ぶでしょうな。しかし、それではヴァツワフ様の本隊はどうされますか」

「歩兵の両翼で足並みを揃そろえよう。敵陣が乱れたところで、中央を突破する」

　獰どう猛もうな笑みで、英雄は答えた。

　まずは軍を押し出す。そして、トドメの瞬間にヴァツワフが直じき率そつするハサリアの後列が突撃する。そんな段取りである。

　彼は騎兵だ。敗走させられたとしても敵将を討ち取ることは難しい。それを良いいことに、総大将自ら大胆不敵に敵へ突撃する作戦であった。

　ファヴェールの主力はあくまで濃密な火力である。射撃戦では埒らちが明かないだろうが、

「直に見て分かった。奴やつらの銃も砲も、そして兵も、素晴らしく質が良いい。一度失えば手痛いだろう。この戦争に、我らの槍やりで埒らちを明けるぞ。──進め」

　決意を胸にして、英雄は号令を出した。
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「共和国軍、前進してきます！」

「転進します。全隊、速歩。決して慌てないでください」

　騎上で報告を受け取ったわたしは、命令を下して馬を歩かせました。

　騎兵部隊１千ほどを率いて念入りに戦場を視察しながらゆっくりと敵陣に近づいたわたしは、当然ながら敵に所在が見抜かれています。

「敵軍右翼、行進速い！」

　敵の動向から目を離さずに叫ぶ兵の声に、いくらか呻うめき声が上がります。歩兵でも騎兵でも同じですが、隊列の方向転換には手間がかかります。

　隊列とは荷馬車のようなもので、馬と荷車を別々にくるりとは回せません。向きを変えるには、先頭にある馬の方を歩かせる必要があります。

　方向転換をして後退。その間に敵は近づいてくるうえ、

「追走してくる。距離、近づきます！」

　敵はこちらより速度も出しています。

　ちらりと後ろを見れば、敵軍が群れなして追いかけてくるのが見えました。草の覆う大地を踏みしめて、赤と白の旗を翻ひるがえした槍やりが森のように乱立しています。

「陛下！」

　前方にいた部下が促すように叫びました。しかし、わたしは首を横に振ります。

「まだ早い。焦あせっては馬が保ちません」

「しかし……」

「まだです」

　反論を許さず、わたしは馬に揺られ続けます。

　耳を澄ませました。

　湿った草を踏みしめる繊維質な足音が隊列を満たしていました。大地に突き立つ馬ば蹄ていの響き。馬の揺れに拍子を合わせて腰を張り、お腹なかに力を保ちます。

　革の手袋が無ければそこに浮いた汗で手綱を取り落としていたかと思うほど、手の感覚が遠ざかっていました。恐怖が、指先を痺しびれさせています。

　それをなお堪えて、進みます。しかし──

「──っ!!」

　ガクンと、鞍くらが伝える揺れが大きく乱れました。敵はすぐ後ろで、今すぐ突撃をしかねないほど近づいています。わたしは叫びました。

「──全隊、駆かけ歩あし始め！　全速で走りなさい！」

　号令はすぐに伝わり、騎兵部隊は全力で馬を躍動させました。
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「ヴァツワフ様、先せん鋒ぽう部隊が突撃を開始しました！　追いつきます！」

「見えている！」

　その哀れな退却の姿は、ヴァツワフの目にもよく見えた。

　大きな馬体を持つ共和国の馬に、こともあろうか足を惜しんで逃げようとした敵部隊は、もはや射程圏内に陥ってからようやく走り出した。

　堤防を下って力を温存しつつも足を速め、平地でさらに加速を始めた共和国騎兵ハサリアは、敵軍に易やす々やすと追いつく程に速度を上げている。

　槍やりの穂先こそまだ上を向いているものの、敵にはもう未来が約束されている。

　蹂じゆう躙りんだ。

「勝った」

　あとは正面から全軍をぶつける。翼側を敗走させれば、ハサリアは側面から敵陣に襲いかかれる。右翼で起きる戦闘の間に、あの防壁をどれほど打ち崩せるか。気がかりはそれくらいだ。にわか柵を押し潰すのは簡単だが、被害は少ないほどいい。

「砲は追いつけるか？」

　大砲は重すぎて簡単には設置場所を変えられない。いまごろ砲兵たちは数十頭もの馬を連ねて砲を引っ張りながら、置いていかれたことに悪態を吐ついているところだろう。

「ヴァツワフ様、前を！」

「なんだ？」

「騎兵の足が止まっています！」

「──なんだと!?」

　慌てて視線を前衛に戻したヴァツワフが見たのは、明らかに列を乱したハサリアが味方と槍やりをぶつけ合う無様な姿だった。

「なにが起きた！」

「ヴァツワフ様、騎兵の足下が──沈んでいます！　あそこは沼です!!」

「──っ!!　そうか、氾濫で──！」

　沼地の泥が常よりも広く、そして深くなっていたのだ。そこへ騎兵は全速で突っ込んだ。足を取られた騎列が乱れ、前後の距離が保てず混乱が起きている。

「だが、ならばなぜ奴らはそこを走り抜けていった!?」
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「単純な話だ。足場が悪くなってから走るか、走ってる最中に悪くなるかの違いだよ」

　神のご加護だ。そう叫ぶ兵隊の叫びが聞こえて、思わずつっこんだ。

　まあ聞こえるはずもないだろうが。

　騎兵の流入量が多すぎて、地面の処理能力が追いつかない。

　これは渋滞を引き起こす問題でもある。

　高速道路の下り口みたいなものだ。時速１００㎞で走れる道路から、制限速度40㎞の道路に合流したい。この時、高速道路上でいきなり40㎞に減速して下りようとしたらどうなるだろうか。当たり前だが、後続車はすぐに追いつき減速せざるを得ない。渋滞してしまう。

　逆に、制限時速40㎞の道路上で、ある地点から時速１００㎞にしていいなら？　先頭車両から順番に加速していくので、後ろは追いつかず渋滞は起きない。

　騎兵は渋滞させろ。僕が経験から得た合い言葉だ。

　雨のみならず川水までたっぷり吸った沼地のある土地に誘引して、先にどの辺りまで沼があるのか探るためにソアラが進発。把握したところで敵軍に接近して挑発し、沼地の中に全速力で突進させた。

「おまけに重装騎兵ハサリアは重い。ファヴェールの胸甲騎兵より、装備も馬もずっと重い。雪国で育つファヴェールの馬は、小さい割りには頑丈だ。沼にハマり易やすいのはどっちでしょう、ってね」

　戦場の光景が、答えを示していた。

　ひとかたまり団子になってしまった先頭に、立ち止まり始めた後列。騎兵としての突撃力は失われた。もたもたとする間に女王の騎兵たちは遠ざかり、ハサリアたちはなんとか追いすがろうと馬を叱しつ咤たする。

　転倒を免まぬがれた前衛は、隊たい伍ごを乱しながらも進む。が、渋滞から抜け出した騎馬と後ろで渋滞している騎馬の足並みは絶対に合わない。要するに、騎馬軍団ではなく隊列から離れた騎乗兵の群れになってしまっているのだ。

　そこへ。

「後方で待っていたケズテルド伯爵の騎兵が向かう、と。ソアラの部隊も反転して、攻勢に出る。よし、計画どおり。さすが二人だ」

　まだそこまでは起きていないが、すでに決定した未来だ。

　というわけで、僕は安心して伝令を呼び寄せた。

「独立猟騎兵大隊に追撃戦の準備をさせろ。敵軍が退ひいたら、僕らで追撃するぞ」

　元気な予備隊で、最後の痛打を準備する。

　遠雷のような重音が耳じ朶だを打った。近づいてきた敵陣に向けて、火砲が一斉に砲弾を吐き出している。

　ライアス公の率いる歩兵隊からだ。敵の本隊はまだ砲撃に適した距離ではないものの、その爆発と砲音が敵の精神を打ち据える。

　あの人もえぐいことをするなぁ。
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「退却だ。中央の兵を下がらせろ。軽装騎兵とハサリアでこれを支援する」

　敵の砲弾が降り注ぎ、陣形が徐々に崩れだしている。右翼の攻撃を待っていた分、距離が離れていて被害は少ないがそれも今だけだ。

　翼側の騎兵隊が敗北すれば、騎兵の側面攻撃を受けることになる。それまでに砲撃で歩兵の足並みを乱すつもりだ。

　共和国軍の思い描いた戦術を、ファヴェール軍こそが実現していた。

「ヴァツワフ様、しかし──」

「いい。ファヴェール軍の〈魔術師〉はさすがと評するべきだ。あるいは戦度胸に不足しないあの〈北ほつ方ぽうの雌め獅じ子し〉か。難敵であることは疑いない」

　英雄は、笑っていた。その獰どう猛もうな笑みのまま、兜かぶとを深く被かぶり、

「だからこそ、滾たぎる。義父を超える退のき口くち、見せてやろう。──出陣する!!」

　力強く宣言した。

　供回りの者が素早く反応し、英雄の愛馬を連れて駆け寄ってくる。ヴァツワフは重い甲かつ冑ちゆうを着た身とは思えない身のこなしで騎乗し、

「ご武運を」

　あくまで従者として振る舞うミハウ少佐が差し出した突撃長槍コピアを受け取り、担かついだ。

「後を任せたぞ、ミハウ！」

　戦争が始まって以来の、意気揚々とした姿で、英雄が駆け出した。
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「おかしい……」

　気付いたのは、すでに予備隊を用意してからだった。

　敵は退き始めている。ファヴェール軍は防壁の一部を移動して解放し始めた。歩兵を前に押し出す動きだ。銃兵は追撃戦には向かない。槍そう兵へいたちが前へと走り出す準備をしている。

　僕はすでに騎乗して猟騎兵と共に左翼後方へと移動していた。前へ向かう歩兵たちの支援だ。ソアラが前に出て、ケズテルド伯爵が突撃した。反転して伯爵と共に沼の中にいるハサリアを襲撃した。

　想定どおりだ。想定どおりなのに、しかし、

「……おかしい。おかしいぞ。なんでハサリアがまだ戦い続けてるんだ!?」

　左翼側、前方。

　騎兵の戦いが、いつまでもそこで続いているのだ。

　槍やりを捨てて剣を振りかざし、多勢で襲いかかるファヴェール騎兵にむしろ自分から突撃していく。

「まずい……まずい。追撃が、間に合わない……！」

　隊列の前半部分が詰まったハサリアは、素早く横に広がって密集地帯を避けた。突撃態勢のギリギリ直前で方向転換など、危険極まりない行いだ。事実、方向転換が間に合わなかった騎兵はぶつかり合って落らく伍ごしている。

　にも拘かかわらず──ハサリア騎兵は槍やり衾ぶすまの防壁目がけて衝突してきた。

「「「──万歳Hurra!!」」」

　重い鉄の鎧よろいと馬の速度が合わさって、防壁に衝突した人馬の砲弾はその柔らかい血肉を火薬のように破裂させる。その光景の中で、ハサリア騎兵たちは叫んでいた。『万歳』と。

　やばい。敵は文字どおり死んでも戦い続ける覚悟だ。

「猟騎兵大隊！　前進するぞ！　前方の援護をする!!」

「閣下、危険です！」

　近くにいた士官が慌てて言うが、僕はそいつを睨にらみ返す。

「荷車防壁はにわか柵だ！　特攻まで覚悟した奴やつらは防ぎきれない！　ライアス公に伝令を送れ！　火砲支援の要請をしろ！　分かったか!?　分かったら行け！　──傾注！」

　怒鳴りつけてそいつが復唱するのを待たずに、右手を高々と揚げた。気付いた兵士たちがはっと注目した時、

「独立猟騎兵大隊、前進しろ──!!」

　振り下ろし、自分も馬腹を蹴り飛ばした。

　ソアラが危ない。
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　わたしは、共和国騎兵の精強さを目まの当あたりにしていました。

　二挺の短銃で武装したファヴェール騎兵は、槍やりを捨てたハサリアの曲剣が届くより先に銃弾を浴びせます。しかし、ハサリアは鉛玉を撃ち込まれ、血を吐きながらも叫びを上げて突っ込んでくるのです。

　ファヴェール騎兵の銃撃に１人が斃たおれ、２人が斃たおれ、そしてサーベルで３人目を受け止めようとも、馬の大きいハサリアに打ち下ろされる剣は重く速い。甲かつ冑ちゆうで身を固めたハサリアは銃弾を食らって落馬しても、なお立ち上がる者までいます。

　足並みを乱したハサリアに突撃したというのに、

「崩れない……!?」

　立ち向かうことをやめないハサリア兵に押し留とどめられ、ファヴェール騎兵は一部では乱戦に持ち込まれているほどです。

「ここで手間取っては……！」

　ハサリアは前衛を犠牲に方向転換し、戦場を離脱してしまいます。わたしたちの速さでは敵兵の追撃が間に合いません。

　しかし──

「陛下、あまり前に出られては危険です！　奴やつらは尋常ではありません！」

　金属の打ち合わされる甲高い響きが、人のものか馬のものかも判別できぬ濁った叫びが、兵がすでに全力を出して戦っていることを伝えていました。

　そこへ、

「陛下！　敵陣に増援の兆きざしがあります！　敵の後方に騎影が！　それと──敵は右方へ駆け出しました！」

　その報告に、わたしははしたなくも眉をひそめてしまいます。

「敵も予備を用意していましたか……！」

　変事に対応する為ために臨機応変に運用される予備隊という存在は、ファヴェール軍でナオキさんが取り入れた最新の軍容でした。ただ、今までにそれを用いる者がいなかったわけではありません。ヴァツワフもまたそのひとりだったということ。

　その軍勢が現れるとほぼ同時に、敵陣に変化があった──ということは、

「後退し、守りを固めなさい！　ケズテルド伯爵にもその旨むねを伝えること！」

「陛下！　それでは追撃が不可能に──」

　思わずといった様子で口にした士官に、わたしは告げます。

「敵はいまさらこちらへ駆けています！　それほどの覚悟で来るのはハサリアだけです！　守りを固めなさい！」

「りょ、了解しました！」

　このまま迎え撃つことは難しいと判断しました。こちらの仕掛けはすでに知られているからです。

　であれば、後退して味方の歩兵に援護をもらわねばなりません。

　しかし、部下の言うとおりそれでは敵が逃れてしまいます。いまだ多くのハサリアが生き残っているというのに。それは看過できません。

　なので、

「騎兵連隊長！　ここの指揮を任せます！　後列の部隊を借り受けますから、そのつもりで！」

「了解しました！　陛下はどちらへ!?」

「追撃戦です！」

　わたしは馬首を巡らせて後方へ向かいました。護衛騎兵が遅れて追ってきます。
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　敵は異常者の集団とすら思えた。

　味方を助けるために、ハサリアの連中は後方から躍り出た。それだけではなく、沼地で混乱していた敵軍がその動きに明確な戦術的意思を取り戻したのだ。

　向かうのは、こちらから見て右。彼らの後詰めが来ているのは彼らの後方からだ。

　ということは、敵は右へと駆けて逃げようとしている。そのスペースは、共和国軍とファヴェール軍の中間。

　つまり、戦線のど真ん中を横切って退却しようというのだ。そこは砲の射程内。ファヴェール軍の砲弾が降り注ぐ中を駆け抜けて、である。

　後方からの後詰めは敵が追撃しようとすれば突撃して一撃離脱で阻止。しないのなら負傷者を拾い上げつつ、同じ退路を走る──というところだろう。

　まともな相手ではない。しかし、味方の為ためにと信じているからこそ命を投げ出すようなことを実行するのだろう。

　死中に活を求めるというわけだ。──しかもそれが、あり得ないほど徹底されている。

「なんて軍隊だ……！」

　歯は嚙がみしながら、僕たちは為なす術すべも無くおとぎ話の騎士より度胸を備えた騎兵共を見る。

　地面が爆はぜ割れ、炸さく裂れつ音が間断なく響き渡り、硝煙の向こうからおどろおどろしい雷が響くたびに死が降り注ぐ戦場。その中を、まるで少年が初めて乗った馬で風を浴びるような顔をして駆け抜けていく。

　無差別砲撃地帯フリーフアイアゾーンの中で死天使の腕に何度となく掠かすめながら、飛ぶように野を駆け抜けていくハサリア。──その、鼻先で、

「全隊斉射ぁ──!!」

　僕は号令を発しながら、待ち構えた馬列に向けて引き金を引いた。

　発射薬の燃焼が生んだ運動エネルギーが僕の肩を痛烈に叩たたき、銃床と反対方向に向かった分の衝撃破は鉛弾を乗せて銃口から解放される。雲のように広がる硝煙が目の前を覆う。なにも見えなくなった白い視界の向こうから、生き物の絶叫が木こ霊だました。

　硝煙が目ではなく耳を覆ってくれたら良かったのに。とまで考えて、実際にそうなれば逆を望むに違いないと益体もない連想をする。

「各個に自由射撃を続行しろ！」

　前もってしておいた命令をもう一度がなり立てた。

　初撃はともかく、続く射撃は狙いをつけるのも難しい。立ちこめる硝煙越しに、とにかく弾丸を送り続ける。

　猟騎兵を展開させたのは、退却する敵の真正面ではなく横腹を突けるファヴェール軍右翼前方だ。減げん耗こうしていても、猟騎兵大隊程度の火力でハサリアを正面から迎え撃つことは無理だ。突出しすぎれば敵陣の護衛をする軽装騎兵に狩られる。

　新型銃の射程ギリギリ、１５０メートルの距離で側面攻撃をするしかなかった。それでもなんとか、銃声の中に敵か馬の悲鳴を耳にし続けている。

「閣下、下がってください！」

　銃兵の指揮を執るエアハルドに、いつの間にか前のめりになっていた体を押し返される。

「だが、ソアラ──女王に、僕たちの援護が必要な時だ！」

「俺は、銃と砲の扱いを光栄にも女王陛下より高評いただきました！　信じてお任せください、閣下！」

　そうまで言われて、言い返せない。ソアラが大隊長に推薦した青年だ。

「ああ、くそ、ここは任せた！」

「御意！」

　僕は後方へと走って馬に乗った。そこでようやく視界が開けて、動物の群れが濁流のように流れる敵の退却を目にする。

　エアハルド率いる銃兵が威勢良くハサリアたちに向かって発砲し続ける。敵がこちらを指差してなにかを叫んでいるのが見えた。近くに来い。その口に鉛をプレゼントして閉じてやる。

　そんなことを考えた瞬間、

「栄光に向かえ──！」

「「「万歳Hurra──!!」」」

「閣下!!」

　すぐ間近で、悲鳴が吹き荒れた。巻き上がる土塊の礫つぶてに打たれて馬が痛切な嘶いななきを上げ、破壊的なあらゆる種類の粉砕音が巻き起こる。

　思わず顔を腕で庇かばっていた僕は、急いでそれを取りやめる。前方にいた銃兵たちがなぎ倒され、ぼろ切れのように大地に打ち捨てられて絶望的な絶叫を上げていた。中には上げられない者の方が多かった。

「閣下、お怪け我がは!?」

「無い。それより被害は？」

「第二大隊第一猟騎兵中隊、被害甚じん大だいです！」「エアハルド大隊長、負傷！」

「なんだと──!?」

　ドグが叫んでその惨状に目を凝らした。生き残りがハルらしき士官に駆け寄っている。

　そんな僕の目に映ったのは、死体の背中に突き立てられた槍やりの先。血肉で汚れて分かりにくいが、赤と白の燃えるような旗が結ばれた穂先。特徴的な突撃長槍コピアの印。

「ハサリアめ──！」

　敵の背中を目で追うと、撤退の濁流から少し切り離された流れがあった。おそらく敵の後方から来たという援軍。撃ちかけた猟騎兵たちを挽ひき潰していった。

　──その分、他の敵より近い。銃撃を阻止する為ために、危険を冒したのだ。

「奴やつらの背中を追撃する！」

「閣下！」

「一撃だけだ！　敵は戦線をまるまる横切って馬が疲弊してる！　全速で駆けて背中を斬りつけ、そのまま駆け去れ！　それだけだ！」

「しかし危険が──」

「エアハルドの仕事を無駄にできない！」

　ドグにそう告げると、若い士官の目に火が灯ともった。

「……了解！　第一大隊胸甲騎兵隊、抜剣突撃を行う。続け──！」

　そして、僕も叫ぶ。

「第二大隊胸甲騎兵隊！　一時的に宰相が指揮をする！　抜剣、突撃──！」

　ドグの後ろで騎列に叫んで、敵の背中を追った。

　速い。

　共和国産の馬を揃そろえた独立猟騎兵大隊は、瞬またたく間まに舌を嚙かみそうな勢いで大地を奔はしる。地面が緑の布のようにしか見えない。気を抜けば空まで放り出されそうだ。

　その猛追の中で、敵の背中が加速した。追われていることを察して、退却の本流に戻ることすら放棄して駆けている。

　逃がさない。そう決めた。

　敵の足が鈍った。当たり前だ。敵の後陣から救援に駆けつけ、そして猟騎兵銃列に突撃まで行った。馬の体力は無尽蔵ではない。

　速度が落ちた敵に目がけて迫る。──その時、敵の中に旗持ちがいることに気付いた。

　共和国軍が退却する中、その援護に駆けつけた部隊が後生大事に旗を持ち続けている？

　違和感を感じた。そして、恐怖も。

　まさか、と思う。あの一団はもしかすれば──

「ヴァツワフ……」

　轟ごう々ごうと逆巻く風がうるさくて自分の声すら聞こえない。なのに、馬の尻を向ける敵の中に、こちらを振り向く一人の男。そいつが言ったことだけは、まるで耳元で囁ささやかれたようにはっきりと幻聴が頭に再生された。

　精せい悍かんな顔つきのその男は、こちらを振り返って、指を向けて、こう言った。

「どかん」

　そこからは悲劇だった。あるいは、喜劇のようでもあった。

　胸甲フアヴエール騎兵の先せん鋒ぽうが、血しぶきを上げて転倒。先頭近くにいた僕は反射で手綱を引くが馬は自由に避けようとした。隣の騎兵に激突し、バランスを崩す。その瞬間、強烈な衝撃が体を打って宙に浮いた。

　天地が何百回と回ったような光景だけが目の裏に焼き付いた。意識の断絶があってから、僕は奇跡的に自分が生きていて、馬の腹に身を横たえていると気付く。なにがどうなったのか。

　身を起こすと、酷ひどく臭かった。人と獣が、腸とその中身を地面に零こぼしているせいだ。ぬるぬるしたものが、服をあちこち汚していた。

　周りを見渡すと、思い出すたび目を抉えぐりたくなりそうな光景だった。自分に追従した騎士たちが、骸むくろを晒さらしている。後方に続いていた騎兵たちは、全速で散逸していた。

　無理もない。敵軍は退路の脇に、林で伏兵を潜ませていた。そして僕らは完璧に奇襲を食らった。突如として現れた砲兵と木の陰から銃口を突き出したマスケット銃を食らったのだ。

　不思議なことがひとつある。伏兵が押し出してきたのは、小さな砲だった。人間が数人がかりで押せば動く野戦砲。あれはおかしい。あれは──ファヴェール製の新型砲だ。他国のものじゃない。火縄無しで林に潜むことができたのも、新型の燧石式フリントロツク銃でなければ。

「ああ、くそったれ……傭よう兵へい隊と、グラフディールか……」

　思わず毒づく。

　東で捨て石にされた傭よう兵へいたちには、それなりの装備を渡していた。戦いの後に、生き残りは大部分が共和国に雇用されたはず。そこで新型砲が鹵ろ獲かくされていたにちがいない。

　そして新型銃は、良質な鉄と冶金技術を必要とする。周辺世界で鉄鉱石を産出しているのは、まずファヴェール。そして──マイセンブルク帝国だ。帝国領邦を通った共和国への援助物資に、燧石式フリントロツク銃があったとすれば。

　自分が軽んじた要素が、自分の足を掬すくった。自じ業ごう自じ得とく、という言葉が僕の脳裏をよぎる。

「……まずい。ソアラが、追撃すると、まずい」

　はっと、僕はそれに気付く。

　彼女のことだ。まだ追撃を諦めていないかもしれない。

　それは大変まずい。

　僕は、一歩踏み出した。

「あれ……？」

　体がよろよろと揺れた。おかしいな。まっすぐに歩けない。脳のう震しん盪とうだろうか。

　もう一歩。

　今度は、膝をついてしまった。

「あー……」

　気付いた。腕だ。腕を振れてない。左腕が、動かない。右手は動いた。なんなんだろう。

　というか、そうか。右手で触って、ようやく分かった。

　このぬるぬるしたのは、僕の血液だ。──肩が、銃撃で抉えぐられている。

　…………痛すぎて……気付けなかったかな……？

　痛みは生命の信号だという。しかし強すぎる感覚は、却かえって害になる。だから脳が遮断する。

「……強すぎる……？　ああ……」

　なる　ほど。血に濡ぬれた指を、一本立てる。思い　　ついたことが

　しかし、見るものがそんな光景な　のは、ちょっと　　　寂しいような

　せめ　て

　　　　　　　ソアラの




　　　　　　　　　　　　　膝枕　　　とかで　……───────
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　ファヴェール軍は敵の騎兵を沼地に誘いこみ、ケズテルド伯爵およびロートリンデ女王の騎兵部隊による突撃攻撃で騎兵部隊に甚じん大だいな被害を与えた。

　しかし、彼らは英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーの精鋭であり、共和国の〈聖者〉スタロサンビルスキが遺のこした歴戦の騎兵隊であった。

　ファヴェール騎兵の突撃を受けても騎兵たちの意気は挫くじけず、退路が無いと見るや率先して敵陣へ突撃し少しでも敵を押し留とどめた。決死の戦いぶりはファヴェール人を身震いさせ、追撃の足を竦すくませる。

　そして、彼らの熱狂じみた戦意を英雄が裏切ることは無い。ヴァツワフ・ジェヴスキーが部隊を伴って前線に現れる。

　しかし一方で、ファヴェール軍も女王への忠誠が尽きたことはない。予備隊として後置していた独立猟騎兵大隊を率いて〈魔術師〉ナオキ・セリザワ宰相が前進した。

　両軍はお互いに譲ることなく戦った。

　ピエルフシュ共和国軍は、この戦いで４００名以上のハサリア騎兵が死亡した。重傷者は７００名以上に達し、部隊としての被害は半分以上である。

　一方、ファヴェール軍の死者はわずかに２００名ほどで、負傷者はおよそ３００名。被害は最小限だったと言っていい。

　数的にも質的にも大戦果を遂げたと言えるファヴェール王国は、しかし地域を占領することなく撤退を選んだ。

　理由はひとつ。〈魔術師〉がファヴェール王国の〝被害〟に名を連ねていたからである。

　──ナオキ・セリザワはこの戦いで銃撃に倒れた。
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◯第四章　欠けた場合の未来を示せ









　なんで。

　それしか思い浮かばなかった。

　なんで、みんな黙ってるんだろ。

　なんで、勝ったのに退却するんだろ。

　なんで、３日も。

　なんで。なんで。なんで。




　なんで、閣下は倒れてるんだろう──




　ティー姉様が、椅子に座りこんで俯うつむいてた。

「撃たれた肩は、骨が折れております。全身あちこちに傷があるのは、馬から落ちたのかと。傷口から汚れが入ったのか……高熱があって、未いまだ意識が戻りません……。戻っていただけるのやも、わかりません……」

　誰にも目を向けなくて、顔を伏せたまま喋しやべるティー姉様なんて、今までに見たことも無い姿だった。

　ティー姉様は戦場のやぶ医者なんかよりずっと手当がじょうずで。

　ずっとじょうずな手当を、教わったって。

　あたしも、撃たれたところに煮えた油を流しこもうとする戦場医が寄ってきたら、絶対に追い返せって言われてた。

　──閣下に。

　ねえ閣下。あたし言われたとおりにしたんだけど。

　煮しや沸ふつ消毒とか、手洗いとか、なんか他の色々も。

　なんで。

　それで、起きてくれないの？

「……ふん、宰相がそう簡単にくたばるかよ。あんだけしぶとい男だぜ」

　ケズテルド伯爵がそんなことを言う。

「〝くたばる〟とか言わないで」

「あ？」

　あたしが睨にらむと、伯爵は厳いかつい顔についた目を丸くした。

「起きないって言ってるの。起きないだけなのが問題なの。閣下は絶対起きるのにそんなの、そんなの言う必要はないんだから言わないで。だって、だって落ち着いたらまたねって言ってて、言ってたから。言ってたんだからあたし戦いが終わってからってそれで──」

　それで。今度話すときは。あたし、謝ろうって。

「────」

　いつの間にか、喉が動かなくなってた。勝手に出てくる涙が止まらない。こすってもこすっても濡ぬれた顔が乾かない。

　なんで閣下、起きてくれないの。謝れない。

　優しい感触が、あたしの肩を揺らした。

　ティー姉様だった。隣に座った閣下の愛する人は、あたしが顔を拭う手をそっと押しとどめた。

「……そんなにこすったら、痛くなるでしょう？」

　あたしはティー姉様に抱き寄せられて、柔らかい温かさに包まれて嗚お咽えつした。勝手に痙けい攣れんする喉が収まらない。

「申し訳ありません、伯爵」

　ティー姉様があたしの背中を撫なでながら伯爵に言う。

「……気にしちゃいねえ」

「ケズテルド伯は悪い意味で言ってない。けど、無神経だった」

　ライアス公の声がした。

「おい、どっちの味方だ」

「とはいえ、とはいえ、だ。……俺たちはナオキを信じるしかない。できることはした」

　水晶を打ったような声が、響いた。

「いいえ、まだです」

　床に剣を落としたような、堅固な靴底が立てる軍ぐん靴かを履いた重い足音。

「われわれは、まだできることがあります」

　どうにか息継ぎして、あたしはティー姉様の体から顔を離した。

　現れたのは、ソアラ様だった。戦闘が終わったのに、軍装のままでいる。

「……女王陛下」

「ファヴェール軍は退却しました。戦闘には勝ちましたが、戦略的には負けました。あれから３日。共和国はもう〈魔術師〉が倒れたことを知っているはずです。──これから、厳しい戦いになります。準備をしてください」

「──なんでっ!?」

　あたしは耐えきれずに立ち上がって叫んだ。ティー姉様がソアラ様に詰め寄ろうとするあたしを捕まえる。

「ソアラ様！　閣下のこと心配じゃないのっ!?　起きてこないんだよ!?　ずっと苦しそうなんだよ!?」

「トゥーナ・クリス・キルナ、わたしを見なさい」

　ソアラ様は、静かに命令した。

　あたしはその冷たい声に、息を詰まらせてなにも言えなくなる。

「戦争は止まりません。その中に、わたしも、あなたも、そして国民と貴族と兵士の全てが関わっているのです」

　息を吸って、あたしを見つめる。張りつめて、隈くまがあって──蒼あお褪ざめた炎みたいな瞳だった。

「ナオキさんは……勝利のために、その身を削りました。だから──あのような戦争狂い共に好き放題させてはならないのです……！」

「────」

　なにも言えなかった。

　どんなに厳しいことを言っていたも、どこかその奥底で頭をふわふわさせるような心地良い音色がソアラ様の声にはあった。

　それがいま、無い。

　水晶を打つように透明な声がいま、割れて尖とがった硝子がらすの切っ先みたいになって、あたしに突きつけられている。

「ご……めん、なさい。……ソアラ様」

　あたしは俯うつむいた。

　きっと、正しいのはソアラ様で、あたしは駄々をこねてるだけだと思ったから。

　なにも言えなくなったあたしの肩に、ソアラ様が手を置いた。

　軍服に染しみ付ついた、焦げ臭い匂いがすんと滑り込んでくる。

「分かっていただけて、なによりです。怖がらせてごめんなさい。あなたは悪くないのに」

　そう囁ささやいたソアラ様は、こう続けた。

「──敵あいつらのせいなんですから」

　もう一度あたしが顔を上げた時には、ソアラ様はもう別のものを見ていた。

「ライアス公爵、西へ向かってください。あちらの土地は共和国から奪って日が浅い。反乱など起きないようにしてください」

「お任せください、陛下」

「ケズテルド伯爵、北岸に戻って自由都市を押さえてください。数が多いので全ては守り切れませんが、港だけは絶対に渡さないように」

「御意に」

「テレンティアさん、トゥーナと一緒に自由都市の商人を調べてください。どの町が共和国に調略されてしまうかを念入りに。圧力をかけなければなりません」

「……かしこまりました、ソアラ様」

　矢継ぎ早に指示を出して、女王陛下は改めて地図を見下ろした。

　肩から流れてきた髪を手で払って──眉をひそめる。

「テレンティアさん、髪留めを」

「え、あ、申し訳ございません。いま取って参ります」

「いえ、簡単なものでいいので……トゥーナ、ひとつくれますか」

　ソアラ様に目を向けられて、あたしは慌てて放り出していた鞄かばんを拾い上げて中を探った。

「はい、どうぞ」

　髪を飾り立てる華やかな意匠ひとつ無いそれを、女王様がなにも頓着せず受け取る。

「ありがとう」

　短く言って、ソアラ様は手早くご自分の長い髪を後ろで一つに束ねた。

　──閣下みたいに。

　机に置いていた軍帽を被かぶって、長く細い息を吐き出す。

「……やります」

　誰にともなく呟つぶやいたそれは、たぶん、閣下に向けた言葉だったんだと思う。
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　どちらの勝利とも言い切れないような戦いであったにも拘かかわらず、共和国は勢いづいていました。

　なぜなら、民衆が英雄を注目したからです。大勢がどうであるかよりも、見出しを飾れる強い言葉に熱狂していました。

　ひとつは『ファヴェール海軍の〝太陽〟正午に沈む』。ひとつは『英雄ヴァツワフ、北の〈魔術師〉を討つ』。

　その話は瞬またたく間まに共和国のみならず、周辺世界の全てで噂うわさの中心になりました。

「ソアラ様、自由都市のひとつがヴァツワフの軍に降伏しました。守備隊の話では町が非協力的で、門を閉ざすことすら叶かなわなかったというお話にございます」

「やはり……というところですね」

　自由都市は自治を主張していますが、取引が多いのは、当然もっとも近い共和国です。いまだ趨すう勢せいが覆ったわけではありませんが、最初のひとつが陥落すれば我も我もと続くことは容易に予想できます。

　テレンティアさんは厳しく目を細めて憂慮を見せました。

「この様子ですと……次に陥おとされる町まですでに決まっているかと」

「そこまで、ですか？」

「はい。人を同調させる時には、１人を説得するより２人を同時にしてしまう方が簡単にございます。２人のうち１人が同意を示せば、提案者を含めて２対１。その場で孤立するよりも、転ぶことを好む方が多くございますれば」

「惰弱です」

　思わず、そう口を突いて出てきました。

「……短気は、日ごろの小さなところから始まるのですソアラ様。弱さはあって然しかるべきことにございます」

　テレンティアさんが姉のように優しく、どこか悲しげにわたしへ語りかけます。

　その忠告をどうにか反論せず受うけ容いれて、ゆっくりと深呼吸しました。空気を多く吸って思考を巡らせてから、

「それでは、敵が予想どおりの状態であることを喜ぶことにします」

「はい、ご立派にございます。ソアラ様」

　陥落したという自由都市は、前もって予想したとおりの町でした。こちらとしては、想定外というほどではありません。

　硬い軍服の襟を指でなぞって、思案しました。

「……では、そこからほど近く、寝返りを選びそうな町へ脅しをかけてください」

「脅し、でございますか？　しかし、今の情勢でそれには多大な兵力と、反発を招くかと思いますが……」

「一度陥落させられれば、町を再び取り戻すのは至難です。──より多くの兵が必要なら、かき集めます。共和国などに屈するわけにはいきません……！」

　わたしが強く言うと、テレンティアさんは目を伏せて頷うなずきました。

「……かしこまりました」

　ファヴェールが行うべきことは、占領した地域の手綱を締めること。西方の安定と海軍力の見直しも急務です。

「西方で募兵に向かったライアス公はどうなっていますか？」

「ライアス公爵からは、反乱を警戒して仮設連隊基地を普ふ請しんするというご報告がありました」

　わたしは思わず眉をひそめました。

「不要です」

　テレンティアさんが、驚いたような顔をされます。

「農奴を持つ貴族たちに兵役を供出させれば、兵隊はすぐ集まります。今は軍勢の拡充がなにより重大です。余剰が生まれればこの戦線にすぐ兵を送るようにと」

「……ソアラ様、傭よう兵へいばかりでは長期の安定を望む姿勢を見せられず、反乱の気運が高まるのでは」

「それも兵力が潤沢であれば鎮圧は短期間で終わります。構いません」

「では……短期計画があるということにございますか？」

「はい、もちろん。反攻しないままでいるわけにはいきません」

　兵を養うということは、輸出する余剰食糧が減少することに繫つながります。春を迎えた時はファヴェールの土地とは比べものにならない収穫に驚いたものですが、相次ぐ軍の拡充に国庫はどんどん目減りしています。

　必要な出費です。ファヴェールには、それを耐えるだけの力がすでにあるのです。

「それより、海軍の方は？」

「編成の見直しは終わっています。海軍からは敵軍がまたあのような奇襲をかけても、まず撃退できると豪語されてございますね」

「では、５割ほどは信用します」

「お優しいご配慮にございます」

　テレンティアさんが頷うなずきました。

「それと、ソアラ様。今日は驚くべきご報告がございまして」

「なんですか？」

「共和国軍が、レオン・メイザー大佐の返還を申し出ています」










「『貴公がいなくては、ファヴェール軍は立ちゆかないだろう』だとよ。──ナメたことぬかしやがる。あの野郎」

　帰ってきた傭よう兵へい騎士は、吐き捨てるようにそんなことを言いました。

「よく生きて帰ってくれました、レオン大佐。体をよく休めてください」

　わたしが労ねぎらうと、大佐は眉をひそめながら答えました。

「まさか、もう戦争かき入れ時は終わりですかィ？　陛下、せっかくの捕虜を莫ば迦か共がタダで返してくれたってェのに」

「いいえ、そうではありません。ただ、あなたは捕虜生活でまともな食事を頂かなかったようですよ。やつれたように見えます」

　貴族の捕虜が過剰なほど丁重に扱われたのは、身みの代しろ金きん目的の戦争がよく起きていた昔の話です。投獄された将が、体を病んでいることはしばしばありました。

　しかし、傭よう兵へい騎士は肩をすくめてみせてきます。

「これっくらい、なんでもありませんぜィ。普段良いいもん食い過ぎてたせいでさァ。むしろ……陛下こそ、寝てますかい？　陛下の目に隈くまなんて見るのァ、初めてだ」

「平気です。……あなたも平気でしたら、働いてもらいます。命令を待っていてください」

「感謝致します、ってナもんで。あのクソ野郎、後悔させてやりますぜィ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべて、レオンは立ち去っていきます。と思いきや、その途中で足を止めて振り返りました。

「そゥだ、陛下。大将は、目を醒さましたンで？」

「……いいえ、今だ臥ふせっています。時折ですが、朧おぼろげに目を開いてくださるのに……意識は虚うつろで……っ……！」

　高熱に苦しそうにするナオキさんの姿が、一瞬だけ脳裏に鮮烈に浮かび上がりました。

「なるほど。だったら、手紙はもう読んどいた方がイイですぜ」

「手紙？」

　レオンの言葉に首を傾かしげると、傭よう兵へい騎士が眉を上げました。

「おや、ご存知ねェんで？　大将が、ツナ嬢ちゃんに預けてた奴やつでさァ。東で囲まれた時だ。『死ぬかもしれないし』とか言って、陛下に宛てた手紙を持たせてました。渡してねェってこたァ、たぶん……『死んだら渡してくれ』とでも言われましたかね」

　初耳でした。そんなものを書いていたなんて……しかし、

「レオン、ナオキさんは亡なくなられていません。口を慎みなさい」

　わたしはその口を咎とがめました。

　ナオキさんは傭よう兵へい時代からずっと、彼と親身に接していたはずなのに……！

「こいつァ失礼しやした、陛下」

　ぺろりと己の頭を撫なでて、頭を垂れるレオン。しかし、

「でもだ、陛下。俺がそういうのをもらったら、読むぜ」

　ぬけぬけと、そんなことを言いました。

「無礼です、レオン。控えなさい」

　わたしは不愉快さを隠さず視線を当てました。

　それでも、傭よう兵へいは口を閉ざさず、ニヤリと笑います。

　なぜ、そんな顔ができるほど無神経なのか。わたしはもはや不愉快を通り越して怒りすら抱いて、

「しかし考えてもみてください、陛下。読んでおけば──大将が起きたときに面白いカオが見れる」

　そんな言葉に、二の句が継げなくなりました。

「そ、れは……」

「失礼しました。そんじゃマ、命令シゴトまで美う味まいもんでも食ってますワ、陛下」

　いつもどおりのだらしない敬礼をして、傭よう兵へい騎士は足取りも軽く立ち去っていきました。










　わたしは、ナオキさんがいなくてもファヴェール軍を支えるつもりでした。

　なぜなら、わたしは女王ですから。ナオキさんを失ってもファヴェールは健在であると、それができるほど彼の作った国は強いのだと、そう知らしめなければなりませんでした。

　英雄の試金石になどされてはなりません。ナオキさんの名前が後世で誇らしく語られるためには、わたしがしっかりと支えなければと思いました。

　ですが──それはいったい、ナオキさんの……どんなお顔のためだったのでしょうか。

「ナオキさん……ナオキさん、読んでしまいますよ……？」

　清潔にした大きな部屋。

　寝台の脇に、椅子を置いて。

　夫の顔を見下ろして、わたしはそう語りかけてみました。

　熱を出して苦しんでいるナオキさんを、きちんと見つめたのは初めてです。

　……父上と、重なるから。

　動かない体を不ふ甲が斐いないと罵って、過去を思い返しては取り戻そうとして、そして、

「なにも、分かり合えずに……」

　近寄らないことで、同じようなことが起きないよう逃避していたのかもしれません。

　いまわたしが手にしているのは、ナオキさんのお手紙──遺書です。トゥーナに言って、それを受け取りました。

　それを、意識の戻らないナオキさんの前でひらひらと手て遊あそびします。

「なにも言わないので、止められませんね……？」

　封筒の口を切って、手紙を取り出しました。

　折り畳まれた紙は、意外と多く入っていて、

「あ……ふ、ふふ……」

　思わず、笑ってしまいました。なんだか自分のそんな声が、ずいぶん遠く聞こえます。なんででしょう、しばらくぶりに肺を動かした気がしました。

　開いた手紙で、まず最初に目についたもののせいです。それは──

「こんな時まで、数学を書いているなんて……」

　数字と、計算式でした。
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『親愛なるソアラへ




　この手紙を読んでいるということは、僕は死んでるんだろう。（この伝説の書き出し！）

　でも理想を言うなら、もっと幸せな時がいい。10年目の結婚記念日とかがいいな。今日がもしそうなら、僕を褒めてくれ。たとえこの手紙と同じ数式を、もう話してたとしても。

　実を言うと、この手紙を書くのは２回目だ。１回目は下書きだ。その途中で、なんか脱線してとある計算を思いついた。

　きっかけはカタリナとルーカスの話を書いたときだ。僕がどれほどあのふたりの幸せを願っているか、素晴らしい言葉で語った。それを書くにはこの手紙の余白は狭すぎる。きっといずれ誰かが証明してくれると思う。

　さて、どんな計算を思いついたのか、そろそろ気になってくれたかな。

　聞いたらきっと驚くと思う。

　それは題して──『幸せになれる確率』だ。




　結婚する前を少し思い出してみてほしい。

　たとえば、きみと僕はふたりとも不幸な子供だった。

　違う？　違わないからな。なにしろ、僕は早くに親を亡なくしたと思ったら金無し職無しスキル無しで路頭に迷っていた。

　そしてきみは、17歳の若さで国家の重責を背負うはめになった。なのに家臣は裏切るわ隣国は攻めてくるわ友だちはいないわで、

　待てよ。今も友だちはかなり少ないな？　おっとごめん。遺書でこんなこと言われるなんてかわいそうだよな。

　不ふ憫びんな子だな……。




　それはともかく、僕たちは不幸な経験があった。

　おかげで、きみと結婚する時も、きみの妊娠が分かったときも、すごく不安だったのを覚えてる。僕は父親に育てられてないんだ。当然だろ？

　もしも不安そうに見えなかったのなら嬉うれしい。僕の演技も捨てたもんじゃない。ソアラは妊娠した時に白状してくれたから、僕は遺書で告白する。夫婦の間に噓うそは無い。逃げ切るのは許される。死なばゴッド。そういう言葉が僕の故郷にあるから。

　とにかく、僕たちにはこんな恐怖があったと思う。

・『幸せな人でないと幸せになれない』

・『不幸な人はずっと不幸だ』

　という感じだ。この文面すごく違和感があるのに、直感では正しく思えるという摩ま訶か不ふ思し議ぎな言葉だよね。

　たぶんきちんとした書き方をすればこうなるんだ。

・『（過去に）幸せな人でないと（未来も）幸せになれない』

・『（過去に）不幸な人は（未来も）ずっと不幸だ』

　こういうことだ。

　さて、ここまで前提になる。いいね？




　ここでふと閃ひらめいた。これは正しくないな、って。

　直感が働いた。

　不思議なことに、数学というのは直感から始まる。証明する為ために書くのは、論理的な数式なのにね。だけど、それが最初から論理的な結論であるなら、いちいち証明を書かなくてもいい。論理的でないことこそ、論理的な数学で紐ひも解とく命題となる。変な話だよな。

　ごめん脱線した。本題に戻そう。

　たとえば僕は、ソアラを不幸にしてしまうのが怖かった。

　ソアラが幸せなら、僕も幸せになれる。（ここで感動する）

　でも、僕は不幸な人間だから不幸なままのはず。ということは、ソアラの未来は必ず幸せでない状態＝不幸になるはず。

　でも待ってくれ。もしもソアラが『幸せな人』でも、同じ事が起きるのか？

　もしもここで『幸せな人』が『不幸な人』になれるなら、世の中には『不幸な人』しか存在しないはず。だって、不幸な人は増え続け、幸せな人は減り続けるじゃないか。

　もしも僕が結婚した瞬間に『幸せな人』に加わるならば、やっぱり同じ。現在のパラメータは変化するのだ。

　自然災害、偶然の不幸、そういうものが世の中にある。絶対に幸せな人が減らないということはない。

　しかし、ゼロからの逆転人生、成り上がり、降って湧いた幸運。そういうのも世の中にある。不幸な人が絶対に減らないこともない。

　ならば『過去時間t-1が〝不幸〟な時、t+1も必ず〝不幸〟である』は成り立たない。

　ということは過去の不幸な経験で決定される未来というのは、現在時間ｔにとってはただの確率ではないだろうか。




　こう言い換えたくなる。

・『（過去に）不幸な人は（高い確率で未来も）不幸なままである』

　だ。

　けど「確率」はよく人の考えを裏切る。きちんと考えよう。




『マルコフ連鎖』という法則がある。簡単に言うと「未来は現在のみ関係し、過去には関係しない」というモデルだ。過去が確率であるならば、このモデルが有効になる。

　こうしてみよう。『「幸福な人」と「不幸な人」は、90％の確率でそのままである』だ。これは納得感があるね。こうしてパラメータが変わることを『遷移』と言う。つまり『遷移確率がどちらの人も共に10％であるということ』だ。

　しかし、これをマルコフモデルを使って計算すると、おかしなことに「幸福な人」と「不幸な人」の人数は１：１の比率になる。

　つまり、どんな人であろうとも「幸せな状態である確率」は50％になってしまうんだ。

　なぜなら「不幸な人」が１００人いて、「幸福な人」が１人の場合、t+1＝90:11になっている。人数が多いと、遷移する人も増えるからだ。

　これを[image: ∞]回くり返すと、最終的に人数比率は50：50に落ち着いてしまう。







[image: ]

　さてつまり、マルコフモデルによれば「不幸な人」と「幸せな人」のどちらかに〝なる〟確率が同じなら、その人数も同じであるはずだ。

　幸せになることが極端に難しい時、不幸な人も極端に増える。

　つまり背理法では「みんなは幸せそうだけど、自分だけは必ず未来もずっと不幸」なんていう状態は成立しないと証明されてしまった。




　分かるかな、ソアラ。

　成り立たないんだ。




　きみがもしもいま、僕の死を嘆き悲しんで不幸な気持ちを抱えているなら、お願いがある。

　カタリナを幸せにしてあげてくれ。

　きみならできる。僕は母と暮らしていた時、幸せだった。

　そしてカタリナが幸せそうに笑ったら、これも思い出してくれ。

　僕も幸せだった。

　たとえどんな風に死んでいても、それは断言する。少なくとも、敵に囲まれてこんな遺書まで書いてるのに、いまこれを読んでるきみの顔を想像するだけで、すごく幸せだ。

　おっと待てよ。ということは？

　きみが幸せになれる確率は、不幸になる確率の２倍はある。確実に。




　以上で、きみが幸せになれる確率は証明した。だから、気軽に幸せになってほしい。

　遺書にしては長く書きすぎた。正直、くたくただ。

　もしもきみが読み返す時は、このページだけでもいいようにしておくよ。




　愛してるよ、ソアラ。




　　　　　──ナオキ・セリザワ・ロートリンデより』




　　　　◯




「か、わいそがらないで、ください……っ」

　涙が止まらないのに、頰が緩んでしまって、どうしようもありません。

「う、ぁ……っ！　な、おき、さん……！」

　わたしは。

　どうして、こんな……！

「幸せに、だなんて……ああ……!!」

　そうです。そうでした。

　ナオキさんの口癖は、

「『みんなで、幸せになろうよ』って……！　ナオキさんは、そういう人です。だから、だから……！」

　胸に熱いものがこみ上げました。意識の無いナオキさんの手を握ります。骨張った手に頰を寄せると、いつもどおりの場所にペンだこのある指を感じました。

　冷たい手でした。いつものように、優しく撫なでてはくれません。

　それでも、そこにあることが、愛おしい。

「嬉うれしいです……！　つらいです……！　起きてほしいです……！　お話、したいです……！」

　欲しいものが溢あふれて止まりません。

　でも、ナオキさんが起きたらきっと、全部叶かなえてくれます。

　零こぼれる涙と想おもいに翻弄されて、頭がぐしゃぐしゃします。

　だけど、きっと、大事なのは、

「わたしも……わたしも、愛してますよ……ナオキさん……！」

　それがわたしの中にあること、でした。










　夢を見ました。

　ナオキさんと、いちゃいちゃする夢でした。

　途中で夢というのはなんとなく気付きましたけれど、それは夢でも嬉うれしいことなので、わたしは続けます。

　ソファで足を組んでるナオキさんの横に座って、交差してる膝を下ろして真まっ直すぐにします。

　揃そろえた膝の上に寝転がりました。

　ナオキさんは笑いながら、髪を撫なでてくれます。

　良いい気分でした。

　ちょっとおっぱいの方まで手が伸びてきます。えっちです。ちょっとだけ、とお願いされたので許してあげます。

　ふわふわした心地でした。

　なのに、急に違和感が肌を刺しました。

　いつの間にか、ナオキさんと絡からめていた指が離れています。頭の下にあるのも、お膝や足ではありません。

　けれど、

「あったかい……」

　わたしのおっぱいが挟んだ指の感触だけは、消えていませんでした。

　視界の焦点が結ばれてから、数呼吸ほど前に目を開いたばかりなのだと自覚しました。

　そして、

「……や」

　弱々しくも微ほほ笑えんで、わたしを見つめる夫に気がつくまで時間がかかりました。




　それが、夢の中でないことに。




「──ナオキさん!!」

　慌てて起きたわたしの胸元から、ぽとりとなにかが落ちました。横向きに寝台へ寄りかかっていたわたしの服に──というより、服の隙間に挟まっていたものです。

「……どうしてわたしのシャツに指を入れてたんです!?」

「ボタンが、開いてた、から、つい……？」

「こんなときまで……!?　もうっ……！」

　涙がこみ上げてきて、なのに、ナオキさんは、こんなことしてて、

[image: ]

　怒らないといけなくて、昨日まで悲しくて、わたしは心配したのに、なんでこんな、

「最低です……っ！」

　けれど、

「かお、わらってるけど……？」

「当たり前じゃないですか──！」

　愛する人と話せるのは、こんなにも嬉うれしいこと。思い知っていました。




　　　　◯




　僕はなんと３週間ほど、意識が混濁していたらしい。

　よく死ななかったな。

「幼育院で培つちかったことが役に立ちました。少しでも反応がある時に、薄ーくした山や羊ぎ乳の粥かゆや果汁を搾ったお水など、あらゆる手で御主人様に栄養を流しこんでございます」

　ニコニコしながら言うテレンティア。と、ちょっと艶っぽい目をして、唇に指を当てる。

「あらゆるお口で」

「僕の下の口からつっこんでないだろうな……」

　実際、口から水が飲めない時はそういう手もあるということを教えてあった。教えてしまっていた。

　テレンティアは意味ありげに微ほほ笑えんだ。

「お試しになられますか？」

　ちょっと尻がきゅっとなった。

「さすがにいまはむり……」

　肩がズキズキしまくってるんだ。

「……それで、わたしのおっぱいに手を出す元気がよくありましたね、ナオキさん」

「おきたら、めのまえにちょうどいい隙間があってな……」

　思わず。あと手が寒くて。起きた直後は喋しやべるのも苦労したが。

　半日かけて、僕はなんとか人間性を取り戻してきていた。

「それで……状況は？」

「いまはまだ快復に専念してください」

「きくだけ。きくだけでいい」

　そう主張すると、ソアラとテレンティアは仕方なさそうに息を吐いて教えてくれた。

　ファヴェール軍の退却。自由都市の陥落。共和国の盛り上がり。

　想像よりも遥はるかに攻められていて、びっくりした。

「……僕が寝ただけで、そんなになったか」

　やれやれ。

「ご自分が重要人物であることをようくお分かりいただかないと、今後は戦に出せませんよ、御主人様」

　ちょっと怖い目でたしなめられる。おい怪け我が人にんだぞ優しくしろ。

　怪け我が人にんと言えば、

「……エアハルドは？　それに、ドグは無事か？」

　たしかあいつも負傷したはず。追撃戦で銃撃されたのは僕だけじゃない。

「第一大隊長も第二大隊長も、軽傷でした。翌日には指揮を執っていましたよ」

　ソアラが答えた。ってことは、いまはソアラの揮下だろうか。

「そうか……良かったよ」

　やっぱ僕は武運ってパラメータが低いなたぶん。若者ふたりが無事だったのは喜ばしい。僕の采配のせいで、危険を冒したからな。

　状況は分かった。

「なあ、ソアラ」

「ダメです」「却下致します、御主人様」

　ふたりがいきなり口を揃そろえた。笑顔が怖い。

「……まだなにもいってない」

　力が入らないので弱々しくもそう主張するが、

「もう少し体力を回復してください。最低でも歩けるまで。そうしたら聞いてあげます」

　ソアラが言って、テレンティアが無言で頷うなずいた。

　僕はすっかり萎えた体の各所に力を入れるが、確かにちょっと動けなさそう。

「……わかった」

　ふたりは満足げな顔をした。

「でも、次の計画は考えてるのか？」

「もちろんです。──と言いたいところですけれど……まあ、機会があれば、ですね」

　ソアラが歯切れ悪く言うので、僕は不安になって追及した。

「なんで？」

「共和国軍を残らず焼き殺してやろうと思っていました」

「やきっ……!?」

　めちゃくちゃ真顔で言うので、さすがにびっくりした。出会って以来、この幼妻がこうも過激なことを言ったのはたぶん数年ぶり。

「……でも、考えが変わりましたから。『絶対に決行する』から『好機ならする』くらいになっています。今は、ゆっくり足場固めに専念したいです」

「そ、そうか、それがいいと思う」

　うちの妻が怖い。

　ソアラは立ち上がる。

「では、お仕事があるので行ってきますね。ナオキさん」

「いってらっしゃい」

　キスをしてから、

「もう１回……」「はいはい」「ぎゅって」「肩折れてる」「すんすん」「嗅ぐのか」「すー」「吸ってる？」「ナオキさんですよぅ……！」「そうです」

　名残惜しそうに色々してからようやく体を離して、ソアラが胸の前にひとつの便箋を構えた。

　むお、あれは。

「……愛してますよ、ナオキさん。わたしも」

「…………あ、愛してるよ。僕も」

　さすがに死後読まれるつもりだったものを知られてるのは、恥ずい。

　目を逸そらした僕の顔を、ソアラがじっと見つめて、見つめて、見つめて、

「はやくいけよぅ」

「……ふふふ」

　満足げに笑って、歩み去っていった。

　はー、やれやれ。

「では御主人様、お体を拭きましょう。私はそれから吸いますので。──そうした方が、御主人様の感触を楽しめますよね」

　待ってました、とばかりにテレンティアが言った。こちらも、すごく嬉うれしそうだ。

「けがにんだからな？」

　なんかお世話されるだけで疲れそうだ、しばらくは。










　ファヴェール軍の〈魔術師〉は蘇よみがえった。

　とか言われるとゾンビみたいだなって思うのは僕だけだろうか。『ファヴェール通信』で大々的に喧けん伝でんされたおかげで、僕の無事は知れ渡った。

「がっが[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]──!!」

「痛て──!?」

「かっかかっかかっかかっかっかあああ──！　よかあったふあよう──!!　ごめ、ごめべんなばさふあい──!!!!」

　人語すら怪しくなったツナちゃんにむしゃぶりつかれている。

「[image: お゛]　[image: お゛]　[image: お゛]ちつこうな!?　気持ちは、嬉うれしいから……！」

「う[image: う゛]──!!　ひっく、ウゥ──！　フゥウ──!!」

　泣きじゃくるトゥーナが抱きついてくるのを受け止めるのに、大変な努力が必要だった。全身どこでも触られると痛いんだよ！　あとツナちゃんより体力無い気がするいまの僕！

　しばらくして、

「ひっ、っ、うっ、ぐすっ」

　どうにか椅子に座れるくらいに落ち着いたツナちゃんが、僕が渡した手布に顔を埋めながら話し始めた。

「そ、ソアラ、様が、閣下が倒れたあと、こわくてっ。でも、起きたら、謝ってくれてっ、だからきっと、ほう、方針転換は、ほんとだとおもおもう」

「水も飲んで落ち着いてくれ」

「うっ、ん」

　震える手でコップを持つ姿はめちゃくちゃ不安だったが、トゥーナはなんとか僕を見た。

「あ……あの、閣下……」

「うん？」

「あたし、酷ひどい態度で……ごめんなさい……」

　潤んだ瞳に罪悪感をにじませて、少女は言った。

「いいよ、トゥーナ。……大丈夫だ」

　身を乗り出せないので手招きした。寄ってきたトゥーナの頭を、どうにか撫なでる。

「……ごめんなさい」

「分かったよ」

　もう一度謝罪されて、察する。どうやら理由は話せないらしい。

　まあでも、たとえば娘の人生を一つ余さず目の届くようにしなければ気が済まないというのは、異常だと思う。

　トゥーナは自立した精神を持つひとりの人間だ。秘密なら秘密として、尊重してあげたい。

「なにがあっても、僕はトゥーナの味方だよ」

　そう言って励ましてみても、トゥーナはしばらく顔を上げてくれなかった。










　さて、僕ができることはあまり無いので、届けられるニュースや手紙や本を寝台の上で消化した。

　人が寝てる間に、共和国は勝利宣言して勢いづいたらしい。自由都市を調略して奪還し、その勝利を宣伝してまた別の町を取り返す。

　対してファヴェール軍は、

「なんだ、僕がいなくてもやることやってるな」

　大きな町は渡していないが、自由都市のうち調略されそうな所はさっさと渡してしまっている。兵隊を増やして防備を引き締め、西では募兵を進めており最新のニュースでは連隊基地の普ふ請しんまで進めている。

　寝返りたいところにはてきとうに寝返ってもらって、こちらは要所さえ押さえておけばいいだろう、という方針らしい。

　敵は勝利に沸いている。ファヴェールは押されっぱなしだ。でも、対応に余裕があるのはファヴェールである。

「ナオキさん、いいですか？」

「僕は暇だよ。むしろソアラがほいほい顔出していいのか？」

　ドレス姿のソアラが現れた。軍服を着たまま人のお見舞いに来て寝てしまうくらいだから、よっぽど忙しいんだと思っていたんだが。

「いいんです。必要な人に必要なことはお願いしてありますから、細かいことはお任せしておきます。いずれ出陣する時まで、のんびり構えます。ほら、果物持ってきたんですよ。あーんってして差し上げますねっ」

「それでいいのか女王様……」

「いいんです。どうせ次に陥落する町は分かっていますから」

「ダメです、ソアラ様」

　うきうきと語るソアラの後ろに、テレンティアが忽こつ然ぜんと現れてその腕を摑つかんだ。

「未決書類はもう届いてございます。御主人様の業務も受け取ると仰おつしやったのですから、普段の２倍働いてくださいまし」

「で、でもっ、夫の看病以上に大事なものは妻にはありませんっ」

　慌てた様子でそう言い募るソアラだが、メイドは頑として譲らなかった。

「なんの為ために女中がいるとお考えですか？　女王に大事なのはお仕事の時間です。両立してくださいませ、ソアラ様」

「か、必ずまた現れますから～っ、ナオキさーんっ」

　未練がましくこちらに手を伸ばしながら、テレンティアに引っ張られていった。

　魔王みたいな退場セリフだったな。

「……出陣の時を待ち構える、か」

　共和国にひと泡くらいは吹かせられそうだ。

「果報は寝て待て、だな」

　食べて、飲んで、体を解ほぐして、少しの運動をして、たったそれだけで疲れていた。３週間も寝てたなら３週間寝なくても良くならない？　ならない。残念。

　僕は体を横たえて、目を閉じた。

　戦場で倒れる直前になにか閃アイきデアめいたものが見えた気がするんだが、思い出せない。そのことについて考えながら、回復に努めることにした。




　　　　◯




　ヴィンダル川の河口に、６隻の船があった。

　つい先ごろ、ファヴェール海軍に奇襲をした誉れ高き共和国海軍である。

　一度ファヴェール海軍を打ち破ったとはいえ、いまだその大勢はファヴェールが握っている。彼らは慎重に、しかし大胆に湾内だけでも航行することを望んでいた。

　海に浮かぶ船の数は、以前よりも減っている。しかし、もとより半数はペリル港の商人が貸し出した武装した貨物船だった。軍籍の船は減っていない。

　夜の海は、昏くらい。覗のぞけばまるで底無しの穴のようですらある。６隻の軍船は、そんな天地が真っ黒な夜の海で、身を寄せ合って停泊していた。夜番の水兵にとっては、船が揺れていることはむしろありがたくあった。ここに天地があるのだと、それでようやく感じられる。

　遠くの空からゆっくりと世界が明るみ始めるのを、見張り番は感じていた。夜明けである。

　炭のように黒い空が、深く碧あおく変わっていた。じきに空が見慣れた青さを取り戻す頃には、海にも同じ色が宿るだろう。

　仄ほの明るく白み始めた空を、思わず立ち上がって歓迎する新兵がちらほらと甲板や帆桁の上に蠢うごめく。

　太陽が昇り、波が青く輝きだした時──大地にも同じく兵隊が動いていた。

　ファヴェール陸軍である。

　共和国軍はそれをありえないものとして、警戒していなかった。なにしろ、ヴィンダル川の河口は沼地であり、船を陸から攻撃するのに必要な大砲が運べないからだ。

　しかし、ファヴェールの兵隊が持ちうる手練の粋を尽くして急ぎ準備しているのは──砲であった。

　青の海を望む水兵たちが、陸地で動くなにかに気付いた時には、すでに手遅れだった。

　轟ごう音おんが木々を叩たたいて、葉に蓄えた朝露が吹き飛んだ。

　鮮烈な赤い光が大地から伸びて、船体に突き刺さる。帆柱がへし折れ、外板が砕けて散り、破られた隔壁が無数の尖とがった木片の凶器として船内を吹き荒れていく。

　海戦の雪辱を晴らすような、奇襲攻撃だった。




　　　　◯




『ファヴェールの虎は飼い馴ならされず！　共和国の騎士嚙かまれる』

　ファヴェール軍の攻撃により、共和国海軍は撃沈された。

　先の戦闘でファヴェール海軍から奪った戦闘船〝虎テイゲール〟が弾薬庫に砲弾の直撃を受けて大爆発した。その爆発で旗艦〝聖騎士リツター・ジヨージ〟および戦闘船〝王冠ダビデ〟が損壊。続く70発以上の砲撃で、旗艦ジョージは操縦不能に陥り岸に打ち上げられ、ダビデは逃げるまでに半壊。

　共和国で最大の戦力を誇っていた２隻の船は、拿だ捕ほしたファヴェール船と共に失われたと言っていい。

　自由都市群を続けて奪還していた英雄ヴァツワフは、船の指揮を執っていなかった。

「うーん、なるほど……」

「沼地の戦闘で使う予定だった軽量の革製砲レザー・カノンがうまく使えました。もう２度と共和国は海に出てきませんよ。プフクの港も持ち腐れです」

　笑顔でそう語るソアラ。英雄を寝返りやすい自由都市群の調略に引き込んで、海軍の方を沈めにかかるとは。

「これで東方の戦いで得た戦果に傷がついて、海軍の奇襲も意味を失ったな……」

　たった一度の戦いで、ヴァツワフの戦功が２つも減らされている。

「敵の望みどおりにしてあげる方が、同じところを奪い合うよりずっと楽に予想ができますから。行きたいところに行かせてあげただけです」

　えぐい。

　僕は『ファヴェール通信』を畳んで置いた。

　ソアラに振り向く。

「でも……なるほどな。敵の望みどおりの展開にする、か。うまい手だ」

　感心して頷うなずくと、僕の妻は微ほほ笑えんで言った。

「ナオキさんのおかげです」

「僕の？　なんで」

「……あのお手紙に書かれたことが、導いてくれましたから」

「できれば数式だけ残して捨ててほしい……」

「だめです」

　僕の願いはとてつもなく上機嫌に却下された。くっ、遺書のつもりで書いたのに！

　しかし、ソアラのおかげで気が晴れたな。敗戦が２つほど取り戻せた。

「ソアラ」

「はい、ナオキさん」

「きみは最高の妻だよ」

「……嬉うれしいですっ」

　熱っぽい目をして、ソアラが顔を寄せてくる。温かな唇が重なって、挟まれ、深く、

「ちょ、ちょっと待った。体がだな……」

　ソアラが寝台に乗り上げてきている。

「ナオキさん、マルコフ連鎖によれば──」

　軍服の前が開けられていく。ベルトが外され、緩んだ長履きの下からその気が垣かい間ま見みえる下着が覗のぞいた。そのまま、シャツの裾を出したソアラの指が、ボタンを一つずつゆっくりと外していく。一番下から順番に。下から見上げる僕の、期待を煽あおるように。

「幸せを増やすほど、世界はより良くなるんですよ？」

　第３ボタンから上を残して、ソアラの指が止まった。剝むき出だしになった自分のお腹なかを、つつ、と下向きになぞっていく。その手を目で追う僕は、ごくりと生唾を飲んで、

　幸せを増やす。

「……それだ」

　閃アイきデアが、具体的な輪郭を伴って脳裏に浮かんだ。

「そうか！　そうだ、そういう手があった──!!」

　幸せを増やす。

　敵の望みを叶かなえる。

　それを[image: ∞]回くり返すことは数学では計算できても、

「現実では、反映されないものもある。万を超える兵隊。10万の軍勢。国内で最大の港が閉じてるのに、何度も繰り返せるか？　欲望に際限は無くても、世界は有げ──だたたたっ!?」

　折れた鎖骨に指を突き立てられて悶もん絶ぜつした。

「なにするんだ！　いまそこは僕のタマより繊細なんだぞ!?」

「な、ナオキさんっ！　そういう、もう、そういうの、よくないです！　冷たいです！」

　ソアラが涙目で怒っていた。

　制服プレイに集中しなかったからって体罰はよくないとおもいます。

　とはいえ、だ。とはいえ。

　怒るソアラも、とても可か愛わいい。

　死にかけたせいか、どうもそう見えてしまってならない。

　僕を睨にらみつけて、ソアラは言った。

「みんながナオキさんみたいに冷たくては、世界は凍りついてしまいます」

　僕は無事な方の肩をすくめて、答えた。

「みんながソアラみたいに熱かったら、世界は燃え尽きてしまうよ」

　とりあえず謝ってから。

　僕は燃やされることにした。




　本当に尽きるまで燃やされた。














◯第五章　勝者は全部で何通りできるか









　ファヴェール軍は守りを固めた。

　昨年から占領している西方ジムシェク沿岸では、ライアス・ヴァステラス公爵が構えて地方の安定を支える。国境を接するモスコヴィヤ帝国と自領からも傭よう兵へいを集めて東へ送り出し、地域の守備には地元住民を起用して反動を抑えた。

　港には強固な守備隊を集結させ、ハサリアが近づけば退いて防壁に拠よる。東の沿岸からヴィンダル川支流の要塞に至る広範囲で砦とりでと町を占領したファヴェール軍を、ピエルフシュ共和国は英雄の手で奪取に挑む。

　しかし、ファヴェールは南へと迫るヴァツワフに対して、ひたすらに城壁を閉ざした。そして英雄から離れた北岸で、海軍を奇襲。これを壊乱せしめる。

　やがて一度は英雄に降くだった町がファヴェールの使者を受うけ容いれているのを知り、共和国は後方を脅おびやかされるのを怖おそれて軍を返す。ヴァツワフが戻ればファヴェールは軍をさっと退いた。その代わりに別の方面でまたファヴェール軍が蠢しゆん動どうし、英雄は動き続けることを強いられた。




　　　　◯




「まあ、要するに相手は切り札ジヨーカーが１枚なんだよね。僕らは兵ジヤ士ツクから奥エのー手スまである」

　ちなみに豆知識。トランプのスペードのＡエースが大きい柄なのは、トランプに課せられた税金が起源だ。納税証明にスタンプを押していたら、小さいスタンプは偽造が簡単だった。脱税トランプ対策でスタンプはだんだん大きく複雑な絵柄になっていった。

　つまり最強は兵ジヤ士ツク女クイ王ーン王様キングいずれでも無く税金エース。なんとも皮肉な話である。

　ようやく歩けるようになった僕は、杖つえを突いて作戦室書斎に歩いて行った。

　やたら長く感じる廊下をテレンティアに見守られつつも歩ききって、部屋の扉を押し開けるとソアラとトゥーナがそこにいる。

　どうにか椅子に座りこんで、呼吸を整えた。それから、説明に移る。

「ヴァツワフ軍は連戦連勝。なのにファヴェールが兵力の減げん耗こうという決定的な破綻を迎えていないのはなぜだ？　──ヴァツワフしかいないからだ。〈自由王〉や他の野戦元帥の軍はほぼ現れていない。おそらく、共和国議会が予算を捻出しかねている」

「御主人様は共和国ほどの大国が、追い詰められていると見ているのですか？」

　テレンティアは疑問の表情を浮かべていた。

　モスコヴィヤ帝国に縁の深い彼女にとっては、俄にわかには信じられないだろう。国力はファヴェールの10倍。その兵力でモスコヴィヤはさんざん苦しめられた。一時など、首都を占領され皇帝をすげ替えられるほどの政治力と武力を見せつけていたほどだ。

　そんなピエルフシュ共和国が、人口10分の１しかいないファヴェールごとき小国との戦いで追い詰められる。常識的にはあまり考えられない。

　しかし、

「共和国は６年前に僕らが参加する前から、そして休戦した後までずっと帝国と戦い続けたんだ。その後はトゥルーク。そして同時に僕ら。ついでにワルテリナ帝国の裏工作で武装強盗まで暗躍した。生命線だった海を僕らが塞せき止とめてしまった。──さすがに、こたえてるのさ」

　相次ぐ軍事費の予算案に共和国議会は紛糾しているだろう。

　むしろ、ここまで戦い続けたことがすでに大したものだ。

「僕らはここに居座って、戦力の拡充をしている。ヴァツワフもそれに対抗する軍勢を得るために、予算の増額なりなんなりしているだろう。攻城戦は敵の３倍兵力が必要だ。しかし、すでにたくさんの兵隊を抱えるファヴェールを、ヴァツワフの兵数が上回るのは至難だ」

　先に出発したお兄さんを追いかける弟。

　お兄さんよりよっぽど速いか、お兄さんが立ち止まってくれないと、その差を縮めることは難しい。

「要するに軍拡競争ってやつになる。だから、嫌がらせをする。こちらのエースとジョーカーが戦えば、残りのカードが自由に動けるからね」

　ケズテルド伯爵とソアラは、敵の本軍と離れた浮いた兵を襲撃する。僕らは自由都市の勢力圏を見て、どこからどこへ行くのが早いのかを計算して行動する。

　最短経路探索アルゴリズム組んだことあるかヴァツワフ！　ってな感じで。

「根比べ、ですね。確かに、敵の国庫に余裕が無いのであれば有効です。しかし、それは時間がかかりそうですね……」

　この先の長い戦争を思い浮かべたのだろう。ソアラは眉をひそめていた。

「ヴァツワフが武運でもってなにかを仕掛けてくるかもしれません。気が抜けませんね」

「また奇襲が来るかもってこと？　やだなー」

　トゥーナが唇を尖とがらせた。

　僕は二人に頷うなずく。

「それが懸け念ねん事項だ。待ちの戦法は相手に先手を譲ることになる。だからこそ誘い込み、打撃する手を先に置いておかないとならない。カウンターを取るには、意識はむしろ敵より先を見ておかないとならないが──ヴァツワフの戦術に対して、僕らはそれができない」

「だったら、準備をしたのに全部をひっくり返されるかもしれないけど、頑張る。そういうこと？」

　うへー、と呻うめくツナちゃん。まあ、嫌なもんだよなそれ。

「僕がそんなことするわけないだろ。それは嫌だから、もう一つ共和国にやってあげることがある」

「なにするの？」

「簡単なことだよ。兵隊10万人、ポンと差し出してやればいいのさ」

「そ、総軍ここに投入するのは無理ですよ!?」

　ソアラが慌てて言った。

　ファヴェールの国軍全力である10万の大軍を共和国に集めれば、たとえどんなことをしても兵へい站たんが破綻する。それどころか、一兵も残らない本国で反乱侵攻革命なんでもありになる。

「違う違う。ファヴェールから出す兵隊はせいぜい……えーと、あと６千もいれば充分かな。これはライアス公が集めてくれるだろ」

「では……10万の兵隊は、どこから出てくるんですか？」

　首を傾かしげた女王陛下に、僕は胸を押さえて答えた。

「みんなの心の中に」

　ソアラとトゥーナとテレンティア、３人は僕の顔を見て、顔を見合わせた。

「「「また、わるだくみして」る」ます」ございます」

　失礼な。




　　　　◯




「ミハウ、朗報があったとは本当か？」

　英雄ヴァツワフが、薄汚れた天幕に駆け込んで言った。

「はい、ヴァツワフ様」

　謹厳な頷うなずきで従者は答えた。

　沼地での戦闘で被害を受けながらも勝利を得てから、すでに２ヶ月。その間に、ヴァツワフの軍は疲弊し始めていた。

　英雄が常ならば溢あふれるほどに持ち合わせている精気を翳かげらせているのが、そのまま彼らの苦境を表している。

　自由都市を次々と調略し、勢いに乗るかと思われた共和国。しかし、英雄が再三の戦費増額を訴えても議会はそれを拒否し続けた。

　いわく、そのような予算がすでに尽きている。そう言って。

　自分に兵隊と海軍さえあれば、ファヴェール軍の全てを海から追いやれる。それを証明するために、ヴァツワフは駆けずり回った。自由都市を調略し、帝国領主たちにさらなる支援を求め、議会に自分の有言実行ぶりを見せつけていたのだ。

　しかし、議会はどうしても予算案を否認する。

　そうこうするうちに、海軍がしくじった。敵の奇襲を受けて甚じん大だいな被害を被ったのだ。

　ただでさえ敵は数十倍の船を持つというのに、これで全船集めても連中の基本である10隻編隊にすら及ばなくなってしまった。海でも勝ちを得るために要求しなければならない予算は増え、議会はさらに難色を示すようになる。

　このままでは陸軍すら敵の予期せぬ襲撃で目減りしてしまい、必要な予算は増えるかもしれない。そう脅しているのだが、議会は決断できないのだ。多大な戦費に国庫を疲弊させ続けて良いものか、と。

　ヴァツワフはずっと、ファヴェールの隙を突いて自由都市や村の解放で勝利を重ねている。

　しかしいくら勝利を報告しようとも、議会は及び腰のままだ。

　そろそろ、冬の蓄えを考えなければならない。軍は移動しなければ飢えてしまうが、移動のために食糧の消費は大きくなる。食糧を探索しに行った軽装騎兵２００が、ファヴェール騎兵に襲われて散らされるという襲撃まであった。

　勝利しか経験していないはずなのに、ヴァツワフは力を出している実感が湧かなかった。

　そこへ、朗報と言われればよほどのことだと期待せざるを得ない。

「ファヴェール軍は失策を犯しました。というより、ファヴェールの同盟軍が、というところでしょうか」

「聞かせろ、ミハウ」

　英雄は水を飲みながら、従者の声に耳を傾ける。

「ファヴェール王国女王がシュテアラルリンクへ傭よう兵へい隊６千を率いて増援に向かいました。しかし、港の攻撃はすでに鎮静化へ向かっております。かの要塞は、さすがのグラフディール公爵も歯が立たなかったようで……。この傭よう兵へい隊は、遊兵になりました」

「それが朗報か？　たかが６千を無駄遣いした程度で、ファヴェールがこの地を諦めるはずもない」

「そこからです、ヴァツワフ様。オルデンボー王は噂うわさどおりに短気を起こしました。シュテアラルリンクの防衛が、増援によってファヴェール王国に一任できる程度になったのです。それを好機とした〈血船王〉は本国からの兵を呼び、要塞から打って出たようで──」

「──皇帝軍に討たれたか!?」

　言われずとも察した結末を、ヴァツワフは叫ぶ。

　グラフディール公爵の兵は常に募兵され、その陣容はきちんとした武器と被服を提供されて整えられているという。支配領域を広げ続け、皇帝軍はもはや10万以上の規模に達していると言われていた。

　たとえオルデンボー王が２万や３万を連れて現れたとしても、まず負けることは無い。

「そのようで。王は無事ですが、もう帝国へ出撃する余力は無いと聞いております」

「……港の防衛に向かったファヴェール兵は、シュテアラルリンクから出ないだろう。であれば──皇帝の援軍が、共和国に到来する。そうだろう？」

　オルデンボーとの戦争が終われば、皇帝にとって帝国領内の戦争は無くなる。連盟を結んだピエルフシュ共和国へ、浮いた兵を送り届けてくれることは自然の成り行きだ。

　果たして従者は、英雄の予想に頷うなずいて見せた。

「はい、ヴァツワフ様。すでにあちらから、援軍を送る打診が届いております。──遂ついに、ファヴェールの軍勢を一掃することができます！」

　従者の喜びは、これまでの苦境の裏返しでもあった。勝てども勝てども自分以外の将が負けを重ね、ファヴェールの軍容は小こ競ぜり合あいで勝利しても木桶おけで川を干そうという試みだ。

　大だい兵ひようでもって進撃すれば、沿岸を広く制圧して自由都市の全てが手に入る。その後はもちろん、西方まで捲けん土ど重ちよう来らいを図ることができる。

「ヴァツワフ様、これで兵に不足はありません。我々の戦は、ここからが始まりであるかと！」

　歓喜も露あらわに報しらせを告げる従者に、

「──いいや、ミハウ」

　主は、苦しげな様子で告げた。

「〈魔術師〉は、そんな簡単な相手では、ない。……これは……終わりの始まりだ」




　　　　◯




　それはシュテアラルリンクの港で、〈血船王〉との会合を終えた後のことでした。

「拝謁の栄に浴しまして光栄の極みに存じます、女王陛下」

　わたしは、思いも寄らぬ人物を前にしていました。──いいえ、あるいは予感もありましたけれど。まさか本当に、という心境です。

「皇帝軍総指揮官並びに帝国領邦公主、ワルター・フォン・グラフディール。畏れ多くもお目通りをお許し頂きましたこと、実に感謝しております」

　シュテアラルリンクに到着し、オルデンボー王が出撃して敗北してから間もなく。

　グラフディール公爵が面会を求めてきました。

「戦地で口上を述べるのは時間の無駄です、グラフディール公爵。わたしはファヴェールの王であって貴方あなたの王ではありません。敬意を忘れなければ、ご用件だけでも構いません」

　ナオキさんの天敵、皇帝軍総指揮官グラフディール公爵は、慇いん懃ぎんに頭を垂れてからわたしに笑いかけてきます。

「実際的な御方だ。敬意を表明致します。用件は簡単なものです、陛下。取引を願い奉たてまつりに参りました」

「取引？」

「ええ、こちらの差し出すものは、ファヴェール人のお命です」

　みしり、と背後で音がしました。わたしは手を軽く上げて兵士を制します。

「これは失礼、誤解を招いてしまいましたか！　今日から休戦の日まで、一切攻撃しないとお約束する。そういう意味で奏上仕つかまつった次第ですよ！」

　護衛につけた兵士が、緊張を解かずにいるのを背で感じながら、わたしはグラフディールを注視します。

「では、差し出すものの代わりにそちらが求めるものは、なんですか？」

「簡単なことでございます、陛下。私はたったひとつの疑念が拭えず、参上致しました。たったひとつ、お教え願い奉たてまつる次第でございます」

　そう前置きして、彼は言いました。

「──ここへ援軍を送られたのは魔術であるのか、無知な公主に薫くん陶とう願い仕つかまつります」

　慇いん懃ぎんで陽気な言葉の、ほんの一節だけが違っていました。蛇の目を覗のぞきこんだような錯覚。相手を致死に陥おとしいれようと望む、悋りん気きの片へん鱗りんが声の裏側に張りついて響きました。

「なぜ、そんなことを？」

「私も男です、陛下！　大事を成し得た偉勲譚たんを、故郷では胸を張り委細に渡って語り聞かせとうございます！　最後に送り込まれた援軍が強敵の仕業であれば、たとえ憎かろうと拝聞し『あと一歩』と思わせとうございまして──」

「おかしいですね、グラフディール公爵。夫から貴方あなたのお話を聞いた時には『強敵は己の欲ほつするところ』と語っていたようですけれど。今では、〈魔術師〉を憎く想おもうのですか？」

「──それは、強敵だったからです」

　笑みを貼り付けたまま、皇帝軍指揮官が手ジエぶスチりヤーをぴたりと止めました。

「……味方には回っていただきたくなかった」

　歯ぎしりを、どうにか堪こらえようとしています。

　彼の敵意に、わたしが勘付かないとでも考えていたようです。どれほど自分の演技を疑わない自信家であるのか、とてもよく分かりました。

「グラフディール公爵。わたしはあなたを調べました。寡夫となって妻の財産を得てから、領地で農産を振興していましたね」

「ええ、農民の知恵です。下級貴族は畑の掘りかたを心得ていまして」

「密輸した銀の取引も、農民の知恵ですか？」

「…………それについては、ただの噂うわさでありまして」

　公爵が手を組み合わせて笑顔を保ちます。

　ガブリエル皇帝がグラフディール公爵を皇帝軍指揮官へ任命しようとした時に、待ったをかけた人物がいました。帝国領邦諸侯の一人で、彼は有能さを持ち合わせています。

　グラフディールの領地収入について不審な点ありと皇帝へ奏上し、忠告をしたのです。その内容までは不明でしたが、わたしとナオキさんは彼の領地を行き来する商人たちに片っ端からグラフディールが領主になって変化したものの情報収集を試み、見つけました。

　貨幣です。

　ガブリエル皇帝は、戦費を賄うため貨幣を切り下げて改鋳していました。銀貨を鋳つぶして、新しい銀貨を作ることです。

　たとえば銀貨30枚で傭よう兵へいを雇う時に10枚の銀貨を集め、鋳溶かして混ぜ物をして30枚に増やして渡そうということ。

　当然のように、銀貨の価値は減ってしまいます。銀貨１枚でパンを売っていた商人は、銀貨の価値が下がるのを知れば銀貨３枚に値上げするようになります。貨幣への信用が下がり、物価が上がっていくのは必然です。

　ナオキさんは『平価切り下げ』と言っていました。

　皇帝は銀貨の改鋳を商人に任せました。当然、それは大資本家で複数の団体が集まって行われる一大事業です。その団体のひとりに、グラフディール公爵の名前がありました。

　貨幣の鋳造と発行は、為政者が持つ特権です。それを任せられるには、たくさんの帝国領邦諸侯の名が必要でした。であれば、彼がそこにいるのは不自然ではありません。

　そしてこの団体は年間６００万枚の銀貨を発行する契約を交わして鋳造を始め──１年で３０００万枚の銀貨を発行しました。

　物が増えすぎれば価値が下がるのは当然で、急増した悪貨に貨幣価値は急落してしまいます。

　この取引で重要な資産があります。銀です。

　できるだけ多くの銀を抱え、いち早く貨幣の価値が下がることを知ることができて、さらには信用を資産と兵力で持っている者。

　それがグラフディール公爵でした。

　おそらく彼は戦乱が広がる各国に傭よう兵へいとしていち早く参戦し、福音派の有力者たちから財物や教会の銀器にいたるまで略奪し隠し持ったはず。為替や保険を使えば、平価切り下げを利用した騙だまし討ちのような取引でさらに儲もうけることができます。

　略奪した銀を利用し、物価の激しい上昇に耐えられない庶民を踏みつけにして、巨万の財を成した男。

「あなたには才能があります、公爵。しかし──わたしは、あなたのような行いが堪たえ難がたいほど不快です」

　それがグラフディールに対して、わたしとナオキさんの出した結論でした。

　公爵は、黙ってわたしを見ています。その瞳に宿った一瞬の怒りを、わたしは見逃しませんでした。自分を非難されるのは嫌いなようです。飄ひよう々ひようとしているように見せて、その実、腹の内側にはどす黒い自尊心を募らせているのだと思います。

「……ところで、わたしがここに来たのは魔術なのか、気にされていましたね」

　本題を投げます。

「お答えして差し上げます。そのとおりです。あなたの集めた14万の兵隊は、戦うことなく消え去りますよ」

　グラフディールは、眉間に皺しわを寄せて奥歯を嚙かみました。ナオキさんの話によれば、船が消えた時すら相当激怒していたそうです。心中はどれほど荒れているか、その顔だけでわかるというものです。

「……なるほど。これが〈魔術師〉の手練……というわけだ」

　わたしは笑って差し上げました。

「ええ。喜んではいかかですか？　あなたの勝利ですよ、グラフディール公爵」

　もっとも、

「皇帝軍の敵はもうどこにもいませんよ。──指揮官すらも不要になりますね。皇帝軍指揮官、グラフディール公爵」

　その未来を喜ぶことができるなら、ですが。
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　傭よう兵へいは戦争の時だけ雇うもの。じゃあ、戦争が終わったら？

　当然、解雇だ。

　グラフディール公爵は皇帝軍〝指揮官〟であって、彼は皇帝ではない。そして領地で多額の軍税を取り立てられてる皇帝に、いつまでも傭よう兵へいを雇い続けるつもりは無いはずだ。

　ところでその皇帝は、ファヴェールのことをなんて思ってただろうか。

　北の小国だ。

　ということはだ、オルデンボーが負けて終戦講和に向かった場合に、10万の大軍でもってわざわざ北の小国に攻めてくるだろうか。海で沈められる危険を冒してまで。

　それはない。

　さてまずは、オルデンボーはどうしたいのだろうか。それは汚名返上を図る〈血船王〉の意向である。港の防衛戦は、そろそろ終わりを迎えている。本国で集めた兵を使って、皇帝軍へ反攻作戦を実行したい。

　ファヴェールが防衛戦力を拡充してさえくれれば、反撃する準備はできているのに。何度も打診しているのに必要最低限──オルデンボーと協働しなければ防衛しきれない程度にしか兵をよこさない。

　そんなことをたびたび口にしていた〈血船王〉に、朗報がもたらされる。ファヴェール軍が、本当に潤沢な援軍を派兵してきたのだ。オルデンボー王国は、遂ついに逆襲の準備が整った。〈血船王〉は意気揚々と港の防衛設備を飛び出し、皇帝軍に突撃する。

　そして、オルデンボー軍はあっけなく壊滅した。14万の兵を集める皇帝軍が、数万ほどのオルデンボーに負けるはずもなかった。

　最後まで反攻作戦を諦めなかった〈血船王〉も、遂ついにマイセンブルク帝国との終戦講和に同意することになった。〈同盟アライアンス〉のワルテリナ帝国からも、そう薦められて皇帝とオルデンボー王国の戦争は終わりを迎える。

　となればガブリエル皇帝に残るのは、隣国の問題である。

　ピエルフシュ共和国は、相次ぐ戦争で弱体化し北の小国を相手に苦戦している。〈誓リ連ー会グ〉の頭首として、皇帝は共和国の支持を表明している。余った軍を送るには、良いい頃合いだ。

　皇帝は援軍を送ることにした。まだ一部。８千程度の皇帝軍だ。

　ここでひとつ、忘れてはならないことがある。皇帝軍は──グラフディールの軍隊は、現地の行政に軍税をかけて養われている。

　だから彼らは今までと同じように、軍税を現地の行政に要求した。共和国に対してだ。軍を養う金を出せと、今までどおり現地で要求したのである。

　ここに至り、共和国議会は援軍にこそ恐怖した。徴税権を要求する10万の大軍がここに来る、ということに。

　ヴァツワフ・ジェヴスキーの配下１万を養うので精一杯と言っている共和国議会が、それを理解した頃合いを見計らって。

　ファヴェール王国が終戦講和を打診した。

　ピエルフシュ共和国は否いや応おうなく飛びついてきた。

　このまま終戦さえしてしまえば──10万を超える皇帝軍は、戦う前から消え去ってくれる。それはファヴェールとピエルフシュの両国にとって、利害が一致した瞬間であった。










「いやあ、まさか〈自由王〉が交渉にいらっしゃるとは思わなかった。ご足労頂いて感謝します。なにしろ、肩がこのとおりの有あり様さまでね。さすが音に聞こえたハサリア騎兵だ。こんな重傷を負ったのは初めてですよ」

　僕はファヴェール王国の宰相として、愛あい想そ良く共和国の交渉役を迎え入れた。

　相手は〈自由王〉ピグムンドゥス三世。めちゃくちゃ長い髭ひげを蓄えた、おじいさんだった。やたらと髭ひげを手て櫛ぐしで梳すいている。癖かな。

　僕は宰相というか王配──女王の夫でもあるうえ、相手は敵国の王である。そうそうへりくだることもない。僕だって相手に期待してない。

「ウム……」

　と、〈自由王〉は嗄かれた声で重々しく頷うなずき、

「……あ、いや、負傷を喜ぶわけではないのである。然されど、我が軍の精強さは誇るところで……その……ウム……」

　口ベタな人かよおい。

「えー、では、終戦の条件なんですが、ファヴェールとしてはこのような感じで考えています」

　控えている女中に羊皮紙を手渡す。〈自由王〉の従者がそれを受け取り、王に渡した。

「然さ様ようか……え、然さ様ようか？　到底無理……然さ様ようか……」

　耳が遠いらしくて、従者との密談の声がでかい。しばらくそういう漏れ聞こえる〈自由王〉の密談を聞いていたが、結局相手が言った結論はこうだった。

「貴国の意向は分かったが……このままでは、議会に提出することもできぬ。こちらは、まだ戦で負けておらなんだ……！」

「そうですか。では、飲める条件と飲めない条件を詰めましょう」

　最初の条件は吹っかけた。〈自由王〉が交渉で条件を軽くしたということにする為ためだ。

「ウム……では、この『共和国海軍を全てファヴェールが接収する』というもの」

　なんでそんなマニアックなところからなんだ。〈自由王〉は髭ひげをぎゅっと握りながら言った。

「これは同意する」

　するのかよ!?　まさかのノーガード戦法だった。

「王陛下！　王陛下！」

「五う月る蠅さい。儂わしの船は……奴やつに取られたのだ……！　もう誰ぞに持っていかれようが同じこと……！」

「し、しかし何も敵に……！」

「儂わしは３年待ったのだ！　共和国の栄光の為ために……なのに、完成間近で！　彼奴あいつのせいだ！」

　もはや取り繕う様子も無くなってきたところで、従者がさらにひとり歩み出てこう言った。

「ほんの暫しばし、お時間を置くことを伏して願い奉たてまつり致します……！」

　交渉は、簡単に成立しそうだった。










「で、どうなるヨ？」

〈自由王〉陣営が相談タイムの間に、おっさんに訊たずねられた。

「ここで前段階交渉をしてまとめたら、彼らが議会に持ち帰る。あとは仲介役のワルテリナ帝国の大使が首都に到着したらもう終わりだ。終戦条約は最終段階になって、もう締結まで自動的に進む。法務局に連絡しておかないとな」

「じゃァ、もう兵おれ隊たちの役目は終わりか。つまらねえな」

　僕は苦笑する。

「そうでもない。南へ向かう。皇帝軍の援軍が来るって話だ。首都で議会を開く共和国議員たちに、皇帝軍とファヴェールは戦うつもりだって分からせないとならない。──たぶん、戦闘にはならないけど」

「あァ？　なんで戦闘にならねェ？」

「共和国が軍税を払わないからだ。現地の行政から軍税を受け取る方式が、グラフディールのやり口だろ。皇帝の威光は帝国内ならともかく、共和国じゃ役に立たない。で、共和国はもう戦争するつもりが無いだろ」

〈自由王ヒゲ〉が来てる。と言いつつ存在しない髭ひげを撫なでる真ま似ねをしてみせる僕を、おっさんが鼻で笑った。

「給料無しで戦う傭よう兵へいはいねェな。……そういや、グラフディールって野郎はいいのか？」

「ライアス公が帝親国戚領の主人にアドバイスした。ファヴェール王国はもう終戦を打診してるよってね。それを聞いたら諸侯はたぶん、公爵の罷免と軍団の解散を要求する」

　これは宮廷政治に詳しいテレンティアが一計を巡らしたのだ。

「グラフディールは他人の領地に勝手に兵隊置いて、勝手な税金を増やしてる。かなり手広い地域でね。その兵力は脅しの道具になるから増やしてたんだろうが、敵も増やした。戦争が終わるとなれば、諸侯総出でとある噂うわさを口にするよ」

「噂うわさ？　そんなもンでなんか起きんのかよ？」

「宮廷じゃ、いまごろ皇帝はみんなにこう言われてる。『公爵の軍は大きくなりすぎです。自分が皇帝を名乗るつもりという噂うわさも……』『私もそれは聞きましたな……』ってな具合でね。自分と同じくらい大きな権力は、権力者なら邪魔だろ？」

「ヘッ、するってェと、なにか？　グラフディールとヴァツワフは、両方とも勝ったから退場するってことかヨ。クッハハ……最低だな大将は！」

　おっさんはニヤニヤしながら僕にそんなことを言ってきた。

「心外だな。いつも言ってるだろ」

　僕は、戦いに負けまくったからこそ言うべき言葉を、今こそ口にした。

「『みんなで幸せになろうよ』……みんな、戦争には勝ってるだろ？」

　オルデンボー王国は、危険を冒しても反攻作戦をするべく港の防衛戦を勝ち越したかった。それは、ファヴェールが送った増援で叶かなえられた。オルデンボーの兵すら不要になり、港は堅固な守りで敵をはね返し続ける。

　ガブリエル皇帝は、オルデンボー王国に勝ちたかった。それは要塞並みの防衛設備を持つシュテアラルリンク港に篭もる〈血船王〉が出陣し、決戦が行われることで叶かなえられた。

　ピエルフシュ共和国はファヴェール王国からペリル港を守り抜く為ために、勝利が欲しかった。できれば失地回復も。それは皇帝軍の援軍により、ファヴェールが終戦を持ちかけたことで叶かなえられた。10万の大軍にファヴェールが臆して、という形での講和だ。

　そしてファヴェールは、今年の戦争で得たのは沿岸に近い自由都市だけだ。──昨年に占領した西方地域はそっくりいただくし、ペリル港にも軍の駐留と徴税の権利を課すとはいえ。勝ったのは去年の分である。……って主張したい。

「グラフディール公爵も英雄ヴァツワフも、僕が彼らの戦争に有利な動きをしたからさっさと結着がついたんだ。──味方してあげたんだから、むしろ奴やつらには、感謝してほしいね」

　おっさんは、口くちの端はしを歪ゆがめて笑った。

「絶ぜつ対てェ──────無理だな。そりゃァ」
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「玉言賜り欣きん喜きの念に堪えません。よく分かりました、陛下」

　わたしを見つめて、グラフディールがそう言いました。

「お約束どおり、この港は攻撃しません」

「そうですか」

　取り繕ったグラフディールの目を無感情に見返して、わたしは応じます。

「しかし──」

　と、彼が目を細めました。陽気な実業家然とした顔に貼り付いている笑顔が、その瞬間に変化しました。

「──良かった！　女王陛下だけでも強敵たり得ますな！　これで賭けに勝っても私には次があると確信致しました！」

　邪悪な笑も顔のが、グラフディールを満たしています。

「陥おとしいれた相手は、私の方がよく見てきた。勝誇利りを無くした英雄に、賭けたのです。賭けの結果で強敵を失うかと、それだけが心残りで。──これで、心置きなく楽しみに待てる！　最大限の感謝を、陛下！　ご機嫌よう！」

　すさまじい勢いで捲まくし立たてて、一方的に彼は立ち去りました。踊り出しかねないような足取りで遠ざかっていくグラフディールを、わたしはなにも言わず見送って、

「……不吉な人間です」

　わたしの中に、急速に嫌なものが沸き立ちます。

「英雄に、賭けた……？」

　その文言を口の中で転がすと、煮える鉛じみた公爵の目がちらつきました。

　英雄──と、いえば。

　ヴァツワフ・ジェヴスキー。
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「ヴァツワフ様、奴やつらの動きがわかりました！」

「ミハウ、たまにはおれからも報しらせがある。こちらの動きがわかったんだ」

　英雄は、悔しげにそう呟つぶやいた。

　戦争となれば常に潑はつ剌らつと駆け回っている彼には珍しく、酒杯を持ってため息を吐ついている。

「我らがピエルフシュ共和国議会は、ファヴェール王国と休戦条約を結び事実上の終戦を迎えるそうだ」

「しかし、しかしヴァツワフ様。皇帝軍の使いは、大量の密輸品と共に兵団を──」

「終わりだ、ミハウ。終わりなんだ」

　従者の報告は、眉間に皺しわを寄せながらぼそりと続ける英雄の声に遮られた。

「……すべて、すべての歯車をファヴェールが……〈魔術師〉が嚙かみ合あわせた。見事、と言うより他は無い。まさか、戦い全てに勝っても、郷土を取り戻すことができないとは思わなかったが……」

　英雄が現れた戦場で、敗北を喫した戦いは一度も無い。にも拘かかわらず、ファヴェール王国に占領されたジムシェク及び西部の領域を取り戻すことはできなかった。

「〈自由王〉が、ファヴェール王国との講和を取り付けたと連絡してきた。我々の戦いは、もはや我々の及びつかぬところで終わりを告げられた、とな」

　老王の嫉妬に塗まみれた視線を思い出す。あれを諫いさめながら戦い抜いた義父とは、やはり自分には手の届かない傑物であったのだろうか。

　そんな感傷にすら浸されかけた英雄に、

「お聞きあれ、ヴァツワフ・ジェヴスキー様！」

　バシンと、目を醒さますような衝撃が襲った。

「貴方あなたの名は、決して〈聖者〉の名に劣るものではありませぬ!!」

　主人の両肩を叩たたいてどやしつけた従者は、激しい声でそう告げた。

「数日だけです。ワルテリナ大使が首都に着いても、数日だけ彼らを迎える準備に時間がかかるかもしれぬと、議会の友人が口にしてくれました!!」

　それを聞いたヴァツワフが、目を瞠みはる。

「──ミハウ、まさか……」

「これは休戦条約にございます、ヴァツワフ様！　仮に講和までに時間があるとして、それまでに敵軍へ相当な痛手を負わせれば、いずれかの地を取り戻す為ための戦いが必ず起こせまする！　我々は、まだ戦えるのですヴァツワフ様……!!」

　それは、少佐が用意した最後の賭けの舞台だった。

「そんな約定をどうやって取り付けた、ミハウ……!?」

「……部下達が……栄えあるハサリア部隊が、連名で議員に直接かけ合ったのです。この戦が終われば、我々は議員の息子を指揮官にする。そのような条件で」

「なっ──」

　ハサリアは貴族の類縁だけで構成された誉れ高き騎兵部隊。その部隊長ともなれば、栄光は貴族社会では篝かがり火びよりも明るく光る。

　命をかける戦場で、未熟な指揮官を部隊の長に据えるのは部下全員にとっての自殺行為だ。栄誉のある地位だが、それを取引の材料にするのは命を差し出すも同然である。

「お前達──」

「我々の郷土を侵す夷い狄てきに、ヴァツワフ様を見誤らせたまま戦を終わらすことなどできませぬ。部下達の最後になるやもしれぬ願いであります。どうか、誇り高き戦いを、栄えある英雄と共に駆ける戦場を、もう一度だけ賜りくださいませぬか、ヴァツワフ様……！」

「…………お前は」

　英雄は、深く息を吸って、

「お前は、大馬鹿野郎だ……！」

　吐いて、そして。

「貴き様さま達が命を懸けるに相応ふさわしい戦い、おれこそがそこで身命を燃やしたい。──往くぞ！」

　英雄に、雄お叫たけびが取り戻された。

「狙うは──〈魔術師〉だ！」
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　あとはワルテリナ帝国の外交官が、共和国の首都に到着するだけで良かった。

　彼らは終戦条約の見届け人であり、調停役だった。

　もはやファヴェール王国とピエルフシュ共和国の間には終戦の条件について前もって交渉が為なされており、ワルテリナ帝国の役目は公証人のようなもの。

　書類を確認し、両国の同意を確認し、そして調印して手打ちを宣言するだけだ。

　外交官たちが首都に到着さえすれば、それは日常業務のように手早く行われるだろう。

　それでもなお、軍は動いていた。

　調印が行われ退却が命じられるまで動くのが軍隊であり、戦いというものであったからだ。

　皇帝軍は共和国の援軍として東より進軍し、西を目指していた。そこにヴァツワフの軍がいるからである。合流を目指していた。

　それを察知したファヴェール王国宰相は軍を率いて南へ向かう。援軍として現れた皇帝軍の前を塞ぎ、合流を阻止する為ためである。渡河点に先回りして砲を設置すれば、皇帝軍はまず退却するより他ない。

　それは終戦の為ために行われる、型通りの軍事行動。民衆に終わりを告げる為ための形作りの戦い。

　──そのはずだった。
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　秋霧の立ちこめる街道を、兵隊たちが進んでいた。

　冬が近く、すでに朝の気温が失われつつある時節だ。じきに雪も降り出すことだろう。そんなことさえ感じるような、ひんやりとした空気に包まれていた。

　ただ、視界が悪いので行軍は遅い。前の列を見失わないようにして歩いているが、誰かがふらっと横に逸それれば後ろがついていってなにか不幸が起きる。

　霧が晴れて運が良ければ、その迷子は隊列に合流できるが。その間に戦闘が起きていたら、敵前逃亡の疑いを晴らすために必死にならなければいけなくなる。

　俺はふと視界に浮かび上がったものを見て、右手を挙げつつ進めていた馬の手綱を引いた。背後で雨のように地面を打っていた馬ば蹄ていの音群れが、一瞬大きくなってから急激に小さくなる。部隊が停止した。

「レジー曹長、あっちに見える影が分かるか」

「はい、いいえ大隊長殿。分かりません」

　自分が率いる独立猟騎兵大隊は、共和国産か帝国産の大柄な良馬を与えられている。その任務は遊撃及び偵察及び徴発及びあれこれだ。

　いまは偵察を任務としていた。

　霧の中に浮かび上がった影を指差したが、曹長は見ていないと言う。俺には、影みたいなものが見えた気がしたんだが。

「……１班ついてこい。他は待機」

　念の為ために確認に出た。もしも勘違いなら、まあ曹長に軽口を叩たたかれるぐらいだろう。

　だが、近づくにつれてやはり間違っていなかったとわかった。馬がいた。

　こちらに気づいて目を向けてくるが、そのまま近づいても逃げない。裸馬──と思えば、轡くつわだけはついていて背の低い木にくくられていた。

　なんでこんなところに縛られてるんだ？

　その疑問は、さらに歩みを進めると判明した。

「あ……？」

「あ？」

　木の根元に、兵士がいた。どうやらいまのいままで寝ていたらしい。

　こちらを見ると目玉をひん剝むいて立ち上がり、どこかへ走り出す。

「行けっ」

　騎乗しているこちらが逃がすはずもなく、馬腹を蹴って追いかけ横から馬をぶつける。兵士は棒でぶっ叩たたかれたような勢いで、横へと弾はじき飛とばされた。

　地面に転がったそいつを、部下が取り囲んだ。兵士はナイフを取り出して構える。死角から近づいた部下が銃床でぶん殴ったのを皮切りに、男はフクロにされて捕まった。

　おそらくこいつは夜の間にはぐれて道に迷い、明るくなるまで寝て待っていたってところだろう。

「隊長、これを」

　レジー曹長が持ってきたのは、男が寝ていた場所にあった持ち物だ。その中にあった財布の口を開いて手の上でひっくり返す。

　ぶん奪どろうというわけではないのは、見て分かった。

　曹長の手の上に落ちた硬貨は、いち兵士が持っているにしてはやたらと多い。しかも、その中にひどく重い音を立てるねずみ色の硬貨が大量に入っていた。鉛でできた硬貨だ。

「こりゃ……グラフディール通貨か。こんな大量に持ってるってこたぁ……」

　教会の鐘を鋳つぶしてグラフディールが鋳造したという、粗造硬貨だ。こいつを喜んで受け取る輩やからはそういない。ワルテリナあたりで使ったら、銃口に詰めてから返却されるに違いない。

「てめえ、皇帝軍だな？」

　すでにしこたま殴られていた兵士は、尋問するまでもなく何度も頷うなずいた。
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　ファヴェール王国の偵察隊が皇帝軍の襲来を告げられた時、ナオキ宰相は大変な驚きを露あらわにしたという。その進軍速度は、皇帝軍としてはありえないほどであったからだ。

　合流を阻止するという目もく論ろ見みは皇帝軍が敢行した強行軍によって、それが崩れた。

　皇帝軍は送り込む兵をすべて騎兵のみで長駆させ、ファヴェール軍の前へと躍り出た。

　ナオキ宰相は作戦の失敗を悟ると、撤退を決定した。しかし、皇帝軍の速い騎兵からは逃げられず、激しい交戦を迫られる。

　それは共和国で行われる最後の戦闘であり──最大の犠牲を伴う戦いだった。
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　僕は自分を呪っていた。そして同時に、グラフディールからも呪われているにちがいないと感じていた。

　理由は単純で、ここまで必死に戦う理由がそれ以外に無いからだ。

　休戦条約が結ばれる間近であることは、すでにお互いがわかっているはずなのに。

　たしかに、戦争が終わる直前まで敵軍を攻撃しようという意志は僕にも相手にもあっただろう。しかし、普通なら休戦間近にこんな用兵はしない。

　全ての傭よう兵へいに大金を払い、共和国で略奪をしながらの強行軍をやらせるなど──金も、兵も、信用すらも、ありとあらゆる点でコストが見合わないのだ。この一戦をするためだけに、グラフディールはおそらく通常の騎兵なら３万人分の費用を使い果たしているに違いない。

　ここにいるファヴェール軍は、８千。騎兵３千に歩兵５千だ。渡河点に先回りして敵を打ち据えるには充分な数で、行軍速度を優先して数の利には目を瞑つぶっていた。

　皇帝軍は４千の騎兵がいるそうだ。１万の兵団を送ったにも拘かかわらず。その半数以上が、行軍するだけで脱落している。敵は半分の兵力しかない。

　こちらとしては、すでに退却を決めている。渡河点を押さえられなかった以上は、要塞まで退却して終戦まで引きこもるのが楽だ。

　しかし、傭よう兵へいたちは退くこちらの後ろを猛追してくるという。グラフディールは、相当に莫ばく大だいな報償を用意したに違いない。

「恨まれたなァ、大将」

「僕がなにをしたっていうんだよ……いや、あいつとは完全に方針の違いはあったけど」

　反論はしたが、おっさんの言うとおりのことが起きているとしか思えない。

　まともな神経ではない。

　ここまで金をかけても、急行軍の兵士では僕たちに勝てないというのに。

「こんな用兵をして、なんになるっていうんだ」

「共和国軍と一緒に挟み撃ちするつもりだったんじゃねェか？」

「なわけあるか。奴やつは西でケズテルド伯爵が睨にらみを利きかせてるんだぞ。どう考えても間に合わない」

　ヴァツワフ軍は、もっと西でケズテルド伯爵と戦っている。押せば引き、引けば押す。終戦まで時間稼ぎをするだけなのだが、伯爵は嬉き々きとして敵の背後で荷駄隊などを襲う挺てい身しん隊を結成して嫌がらせしている。山賊か。

「だったらヨ。襲う理由なんざ、ひとつだろ」

「なんだよ？」

「アンタが嫌な顔する」

「そんなことしてなんになるんだ!?」

「スッキリする」

「──くそっ！　ぎゃあ痛いてえ！」

　激情任せに手近にあった岩を蹴りつけた。力の入らない足より、吊つっている肩の方が痛かった。骨はまだせいぜい仮止め程度にしかくっついてない。

「……北に向かう」

　僕が言うと、おっさんは唇をナナメにした。

「撤退するンで？」

　それが不可能なのはわかっている口ぶりだった。

「戦闘は避けたいが、要塞まで逃げるのは無理だ。追いつかれる。村があっただろ。そこで一戦する。敵が退いたらもうひとつ向こうの村へ退く。そのくり返しだ」

「撤退戦か。やれやれ、今年のキツい戦いは、全部これだな。次からは去年みてえな、楽な戦争だけにしてくれや」

「俺がおっさんに楽させると思うか？」

　杖つえをくるくる振りながら言うと、おっさんはそれを見て笑った。

「ヤロウの言ったとおりにしていやがる」

「？」

「なんでもねェよ」

　傭よう兵へい騎士は肩をすくめて士官たちに命令を下しにいった。

「オードッグ大尉、騎兵１千を連れて先行しとけ！　戦闘の準備を適当にやれ！　エアハルド大尉、隊列の後方で守りにつけ！　歩兵と砲兵はできる限り急いで行進しろ！　村に到着したらすぐさま布陣だ。かかれかかれェ！　チンタラすんなよ！」

　おそらくこれが最後の戦闘。凌しのげば、終わりだ。




　　　　◯




　村に到着したファヴェール軍は、その郊外にすぐさま兵隊を展開させた。

　軍隊が近づいた村の常として、村民の姿は消えていた。西から南西に広がる森のどこかに潜んだのだろう。街道の続く南側には大口径の砲を配置し、その後ろには銃兵を並べる。後方と両翼に１千ずつに分けた騎兵を配置。それぞれナオキ宰相と大隊長の指揮下だ。

　村には荷車と荒縄、そして杭くいや槍やりなどを使って家と家の間に障害物バリケードが築かれていた。多少の防壁の役目を果たせるようにした家屋の屋根や窪くぼ地ちに銃兵が配置され、後方の備えとされている。

　栄えた都市でもなく、要塞でもなく、小さなその村で決戦が行われようとは誰も思っていなかっただろう。

　戦いが始まったのは、南側からだった。

　皇帝軍は、街道上を進んでファヴェール軍の前に姿を現した。マイセンブルク帝国は騎士と軍馬の伝統を持つ国である。騎乗した兵だけで構成された数千の軍は、数百キログラムの足音を刻んで地響きを立て進軍する。

　しかし、色とりどりの布地で着飾るはずの騎兵たちは、薄汚れて土の色にくすんでいた。

　強行軍によって疲弊しているのだ。

　彼らには後が無い。輜し重ちようを連れず、その場の物を剣で刈り取って飢えを凌しのいでいる。だからこそ、前にしか進めない。

　ファヴェール軍めがけて、皇帝軍の騎兵たちは果敢に戦闘を敢行した。










　戦闘が始まると、まずは射撃戦から始まった。

　ファヴェール軍の野戦砲が砲火を噴き上げ、中央の馬列を荒らしていく。突撃発起点に至るまでは互いに距離を取って進む騎兵たちが、砲弾の洗礼を浴びて動揺した。

　両翼に布陣した皇帝軍騎兵は、横に回りこもうとしていた。重い野戦砲が自分たちを向かないうちに、ファヴェールの戦列へ近づいていく。

　しかし、ファヴェール軍は練度の高い軍隊であり、その隊列は小さく小回りが利きいた。銃兵たちが号令に従って隊列を移動させ、濃密な弾幕で横からの敵を撃った。

　このまま突撃しても敵は崩せない。そう判断した騎列は馬首を返して後方へ戻る。そして二列めが前進を始めてその後ろから来る。いわゆる波状攻撃だ。

　火砲の装塡に時間のかかるうえ、撃てば必ず当たるというものでもない。騎兵の被害は意外に少なく済む。それが常識であった。

　覚悟を決めて突っ込めばいい。──それを許さないのが、ファヴェール軍の訓練と改良を重ねた銃列である。

　近づく敵に絶え間なく撃ち込まれる銃火は止やまず、歩兵の列の隙間には軽量の連隊砲さえあった。大砲としては小さいが、当たれば馬さえ即死する重さの砲弾は充分に騎兵を乱す。

　戦闘はファヴェール軍の優勢で推移した。
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「砲も無い。歩兵の支援も無い。数もこちらが上。やっぱりそう負けるものじゃないな」

「へっへっへ……奴やつらたんまり持ってるそうですゼ、親分」

　揉もみ手でしながら僕を見上げて言ってくるおっさんをじろりと睨にらんだ。

「そういうのやめて」

　僕はいま兵隊に用意させた演台の上で、椅子に座りながら杖つえを片手に戦場を眺めていた。

　折れた肩が痛むし体力が心こころ許もとないので仕方なくやっているのだが、傍はた目めから見ると完璧に悪の親玉である。

　最初に座った時おっさんが僕を見て大笑いしたので、兵士たちまで顔を背けて肩を震わせた。

「あの様子じゃ、金より物モ資ノが欲しいだろうよ。かわいそうに」

　指揮官はおそらくグラフディールの配下だろうけれど、傭よう兵へいたちは契約で戦っているだけだ。同情くらいはする。

「なら、ダラダラ戦うよりスパッとトドメ刺しちまいますかィ」

「……まあ、それもありだよな」

　敵は傭よう兵へいだ。敗北さえすれば雇い主への義理は果たせる。こちらへ転ぶのも故郷へ帰るのも、自由だ。

　降伏させて交渉するか。寛大に馬と長銃以外は略奪しないと約束してあげよう。ソアラ女王の評判を傷付けた汚名返上だ。敵には輜し重ちようすらいないんだから、きっと物資を輜し重ちよう隊や酒保から買いたいはず。その時にどんな値段がつけられるのかは、僕は知る由よしも無い。

　よし、これだ。

「敵の左翼が崩れ始めた。猟騎兵大隊を押し出してあそこに圧をかけよう。砲撃を集中しろ」

　命令は迅速に伝達され、猟騎兵第二大隊が前進して敵へと迫っていく。

　終戦は近いな。
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　森の中から悲鳴が上がった時、最初に耳にした兵はそれを狼おおかみだと考えた。略奪を怖おそれて家財と共に隠れ潜んだ村民が、運悪くも襲われたのだと。

　だから悲鳴がこちらに来るのか、森の中に目を凝らしていた。

　そんな兵士が、森の暗がりの中から光るものを見つける。森に光る物など、常ならば無い。訝いぶかしく思ってじっと見ていると、光はまた見つかった。それも、徐々に、たくさん。

　頭上を覆う葉の隙間を縫って注いだ木漏れ日を、森の中を進む鎧よろい兜かぶとが反射していたのだ。それに気付いた兵士が叫ぶとほぼ同時──木々がざわざわと揺れ出す。

　木々の間から巨大な獣が大量に飛び出してきた。それは人ひと喰くい専門の猛獣たち。

　──人馬一体となった、共和国軍の騎兵の群れであった。

　猛獣たちが雄お叫たけびを上げて、ファヴェール軍へと突撃した。




　　　　◯




「共和国軍──だって？」

　それは信じられない光景だった。

　西の森から次々と飛び出してくる騎影。倒した袋から転がり出る胡こ椒しよう粒のように、木々の隙間から飛び出て平原へ溢あふれんばかりに広がっていく。

　敵軍の左翼へと迫る猟騎兵大隊の横腹に向けて、大地を馬ば蹄ていで穿うがち手にした白はく刃じんを掲げて突撃してきた。

　森の中に潜んでいたのだ。おそらくは馬を下りて密ひそやかに木々の合間を縫って、徒歩で西まで回って。そして今、その忍耐をバネにして野蛮な敵意を解放している。

　奇襲攻撃。その方法はどうでもいい。だが、

「どこからこんな軍勢が湧いた!?　敵のハサリアの動向は僕たちの最重要項目だ、どこかに集結してたなら見逃すはずは──」

　思わず口走った僕に、傭よう兵へい騎士が叫んだ。

「なに言ってやがる大将、こんなけったいなことする敵はひとりだろォがよ！」

「ヴァツワフ・ジェヴスキーだっていうのか？　奴やつは西にいるはず──」

　言いかけて気づく。

「──歩兵を生いけ贄にえに、ここまで強行してきたのか!?」




　　　　◯




　共和国軍は、西で敵の伯爵軍に捕まっていた。

　しかし、ヴァツワフはなんとしてでもあと一戦を叶かなえなければならなかった。

　部下の栄誉を、身命を賭とした願いに応えられないでなにが英雄であろうか。たとえどのような無茶な戦であっても、彼らハサリアの頑健さはそれを絶対に叶かなえてみせる。

　命を燃やしてでも、ヴァツワフは〈魔術師〉の軍へとその槍やりを届かせなければならなかった。

　講和の日はすぐだ。行動は迅速さを求められた。別の軍隊など相手をしていられない。

　よって、ヴァツワフは苦渋の決断を強いられた。

　伯爵の軍に、歩兵をぶつけて時間稼ぎをさせたのだ。騎兵に置き去りにされた歩兵が、どんな目に遭うのか。それはただ一つの未来しかない。

　全滅、である。

　尋常な戦いでは、絶対に行うことなどできない非情な策だったが──部下が命まで懸けようというのに、自分の信用や心の痛みなど些さ細さいな瑕か疵しと断じた。

　そしてヴァツワフは天恵を得た。

　あの皇帝軍が、川を渡っていたのだ。あちらもまた、自分たちと同じようにあらゆる犠牲を払って急行してきたらしい。

　最後の一戦──それに賭けたのは、どうやら自分だけではなかったらしいと知り、ヴァツワフの胸にこの戦いは運命によって導かれたのだという想おもいすら湧いた。

　森に潜み、機を窺うかがった。思ったとおりファヴェール軍は皇帝軍を撃退し、前進した。

　その追撃が開始されてから、ヴァツワフは歴戦の嗅覚で絶好の機に突撃した。

　ファヴェールの騎兵列。共和国のように突撃を目的とした胸甲騎兵と、それを援護するために下馬射撃を行う猟騎兵の混成部隊だ。

　潰すのは、兵隊でいい。〈魔術師〉にとって、それがなにより痛手になる。ファヴェール軍の中核を成しているのは、よく訓練された練達の歩兵達だ。１万か、２万か──戦場に投入された歩兵を失えば、ファヴェールの国力は相当失われるだろう。

　だから突撃をする。騎兵の列を貫いて、ファヴェールが主力としている歩兵どもにまで到達する。敵味方が混こん淆こうしていては砲は撃てない。

　森に潜むために突撃長槍コピアこそ置いているが、精強なハサリア騎兵は騎剣だけで充分に敵を切り裂ける。

　そうだ、ミハウ。そうだ、お前達。

　今こそ、否、今度こそ、この一戦でこそ──

「勝利せよ──!!」

「「「万歳Hurra！　万歳Hurra！　万歳Hurra──!!!!」」」

　どうだ、〈魔術師〉。こうすれば貴様は──そちらから出てくるだろう！




　　　　◯




「歩兵は全隊後退しろ！　左翼の騎兵で後退を支えろ！　後方の予備隊を出すぞ！　猟騎兵大隊の援護だ!!　僕の馬を持ってこい！　あ、やっぱり共和国産のデカいやつにしてくれ！」

　矢継ぎ早に指示を出しつつ、演台から飛び降りる。

　ひぃ、肩が痛い。

　涙が出そうになるのを堪こらえる僕の目の前に、ずいっと立つ影があった。傭お兵つ騎さ士んである。

「大将、猟騎兵共は今さら行っても遅おせェ。敗まけだ。歩兵の援護ならあんたが出るこた無ねぇヨ。俺が行く。大将は後退しろィ」

　ぎゅっ、ぎゅっ、と手袋をキツく手直ししながら言うおっさん。僕はやせ我慢して、笑って見せた。

「あのままじゃ〝敗走〟じゃなくて〝全滅〟させられる。まがりなりにも総大将が真っ先に逃げたら、歩兵も算を乱して逃げ散る。兵隊共をギリッギリまで戦わせられるのは、偉いやつが逃げ出さない時だろ」

「一緒に逃げりゃァ、歩兵の３分の２はついてくるだろ」

「その代わり猟騎兵と右翼は全滅だ。そのままケツに追いつかれたら、全軍が全滅だ。──せっかく育てた士官ドグとハルも、もちろん兵もだ。あいつらを助けるんだよ」

「だが大将、そんな体じゃァよ」

「……僕は、兵隊を数字で数える。命令で『死ね』とだって言う。おっさんにも、捨て身の戦法を命令した。たまに自分でも思うのさ、ひょっとして大悪党なんじゃないかってね」

「俺ァそんな意味で言ったこたねェ」

「分かってる。だけど、それをいつまでも冗談として聞いていたいんでね、僕は。だから──」

　険しい顔をするおっさんの胸を拳で叩たたいた。

「たまには、正しいことをさせてくれ。友人の息子を助ける戦いに勝てば、幸せになるのは僕だけじゃない。巡り巡って僕の為ためにもなる。世界はそういう数式でできてるんだよ」

　不幸な人が増えるほど、幸せになれる確率が減ってしまうじゃないか。

　おっさんは嫌そうな顔で答えた。

「貸しにしとくぜィ」

「借りじゃなくて？」

「自分の為ためなンだろ？」

「これからは悪徳騎士って呼ぶべきかもしれないな」

　鼻で笑って、僕は号令を出した。

「──出撃するぞ！　みんな、ここで友を死なせるな!!」




　　　　◯




　最前線に直接姿を現したナオキ宰相は、砲兵隊に敵軍中央への一斉射を命じた。

　退却命令より先に逃げだそうとしていた火工技術者は指揮官の支援要請に、慌てて持ち場へと舞い戻り命令を実行した。

　射程は短いが殺傷力の高い霰さん弾だんを敵陣へと見事に送り込み、敵陣の進軍を遅らせる。

　砲を捨てて退却することが許可された野戦砲兵たちは、持ち出しきれない火薬樽だるを砲に寄せ長い導火線を取り付けてから逃げ出した。

　一方、右翼では混乱が巻き起こっていた。猟騎兵大隊の隊列は切り裂かれ、隊列に割り込んだハサリア騎兵が暴れ回る。

　隊列も長なが槍やりも無いハサリアだが、側面攻撃という利を存分に得て猟騎兵を切り裂いた。騎乗の銃士でしかない猟騎兵は、接近されれば為なす術すべも無い。

　胸甲騎兵がファヴェール式騎剣を振り上げて対抗するが、ハサリアの突撃衝力は鎧よろい兜かぶとの騎兵すらも粉砕した。

　ハサリアの一部はその場で混戦を続けた。しかし、大部分は混乱に陥った猟騎兵の隊列を突き抜け、ファヴェール軍の歩兵隊へと向かう。

　ハサリア騎兵たちは訓練によって本能にまで染しみついた馬術によって、突撃後まで味方と合流を果たしていた。入り乱れていつもの隣人とは違ってしまっても、その本質は同化している。自然に突撃列を再編成し、ファヴェール軍本陣へと突撃を開始した。

　ファヴェール軍の右翼に斜めから突っ込んで銃列を破り、後方に突き抜けて敵軍の後背を突く。古来、騎兵軍が常勝を誇る戦法だ。

　しかし──時代は進んでいる。

　ファヴェール軍から、さらに火力を増強した砲撃が行われた。人力での移動すら可能なほど軽量化された大砲。革製大砲を、後方の騎兵たちが馬で牽ひいて据えていた。砲兵が退却しつつある今、一斉射しか許されないがわずかながらに効果はあった。

　そして、ハサリア騎兵たちは見る。自分たちに向けて突撃してくる騎兵隊がいた。

　ファヴェール歩兵へ向かえば横腹を突かれる。いかにハサリアといえど、側面はやはり弱点だ。自分たちが行ったのと同じように。ハサリア騎兵は突進方向を修正した。

　胸甲騎兵と重装騎兵は、お互いの鼻先を同直線上に並べて──激突する。




　　　　◯




　啖たん呵かを切ったのはいいが、普通に無茶だったかもしれない。

　敵に正面から挑んだ騎兵たちの惨状は、物もの凄すごいものだった。それを尻目に側面を抜けて駆けていくのは、実に心臓に悪い。

　なにしろおっさんはあちらの指揮を執っている。

「混乱した猟騎兵の救出をする！」

「了解しました、閣下！」

「これは救出作戦だ！　戦友の為ために、走れ──!!　行け──!!」

　僕が叫ぶと、騎兵たちも叫んだ。

「「「叩き殺しまくれH a k k a　p e l i i t t a──!!」」」

　救出だっつってんだろ!?




　　　　◯




　突撃準備をしていたのが幸いした。横合いの森から飛び出てきたハサリア共を見た瞬間、俺の頭には雷が奔はしった。反射的に「ついてこい」と叫んで、森から飛び出たばかりのハサリアに向かって突撃していた。

　後から考えてみればそれが良かった。でなけりゃ、いままで生き残ってないだろう。

　ふたり殺したところで、馬がやられた。

　落ちて転がった拍子に剣がどっかにいった。自分の体を刺さなかっただけいい。骨身に響く衝撃があった。歯を食いしばって立ち上がると、短銃を抜いた。こっちに向かってきた奴やつにぶっ放す。馬に当たって騎手は落ちた。

　雄お叫たけびに振り向くと、俺と同じで馬を失なくした野郎が襲ってきていた。目の裏に火花が散る。剣でぶん殴られた。とにかくもう一いつ挺ちようの銃を抜いて撃った。目を開けたら、敵が顔を押さえていた。硝煙が吹きつけて目潰しにはなったらしい。だが、鉛弾が外れたのは不運だ。

　体当たりで押し倒して、剣を持った手を押さえつける。ヘコんだ兜かぶとを脱いで握ると、それで敵の顔をとにかく殴った。相手が動かなくなってから、体を離して立つ。息が上がっていた。

　砲撃音が轟とどろく。

　驚いたことに、まだ撃てる砲があったらしい。大砲を持っているのはファヴェールこちらだけだ。──味方が戦ってくれている。

「ォオオオオオッ！」

「がァッ──」

　砲声のする方に気を取られた瞬間、後ろから敵兵に摑つかみかかられた。凄すさまじい力で首を絞められる。やべェ、意識が──

「ァ──が、ハッ!?」

　唐突に、喉を締めつけていた腕から力が抜ける。

「ドグ、無事か！」

「ぐ、ゲホッ……ハル、テメエも生きてやがったか……！」

　膝を突いて噎むせながら、敵の喉を裂いた短剣を手にするハルを見上げる。助けられたらしい。エアハルドは部下さえ３人ほど引き連れていた。大したもんだ。

「ええ、幸運なことに。しかし、もうずっと敵と混戦状態だ」

「なら、兵隊共を集めねェと……！」

　俺は急いで立ち上がる。体中が痛むが、四の五の言ってられない。

「危険だぞ」

　そう告げてくるハルに、俺は睨にらみを利きかせて言い返す。

「だから行くんだろォが。兵隊ヤロウ共が全滅する前に救出するンだよ！　俺は親おや父じに鍛えられたんだ。ここで自分だけ逃げるほどヤワじゃねェ！」

　ひょろ長の士官が、きょとんとした目で俺を見る。

「ンだよ？」

「……思ったより、純粋だよなお前は」

「なにが言いてえ？」

「いや……自分は、兵隊稼か業ぎようは食う為ためだけに仕事として選んだんだが──」

　ふっと、そのまなじりに愉快そうな笑みを乗せた。

「お前みたいな男がいるなら、正解だったように思う」

「お、おお、そうか」

「女には弱くてもな」

「ンだとテメエ──！」

「ははは──馬を連れて来い！　オードッグ大尉に従うぞ！」

　エアハルドが、連れていた部下に命令を発した。

　よく分からないが、クソみたいな戦場でも軽口を言える相手がいるのは、口が利きけなくなるよりマシだろう。

「ってお前、これ敵ハサ国リアのじゃねえか」

　ハルが連れてきた馬を見て、呻うめく。軍装が敵のやつだ。

「ファヴェール産猟騎兵のより上等でしょう」

　こんな時まで大真面目な顔のままハルが言った。

「味方に撃たれなきゃいいが……」

　贅ぜい沢たくは言えない。俺は馬に跨またがると、ハルと一緒に駆け出した。当然のように、敵に遭遇しながら。

　どこもかしこも敵だらけだ、クソッ！

　舌打ちしながら剣を振るい、味方を見かけては声をかけて集めまくった。

　負傷者がいたら鞍あん上じように乗せるようにも言いながら、砲声が上がった味方のいる方へと急ぐ。

　しかし、

「大隊長殿、後方４時方向！　騎影です、中隊規模！」

「クソッ！」

　敵の新手だった。目を凝らすとおそらく皇鉄帝騎軍兵らしき帽子だ。

　ここらが限界か。

　森に入って北へ逃げるしかない。小集団に分かれてしまえば半数以上が脱落するか敵に殺されるかするだろうが、このままだと全滅だ。

「全隊──」

「「「叩き殺しまくれH a k k a　p e l i i t t a──!!」」」

　すぐ近くで雄お叫たけびが上がった。人の口から出る獣性を孕はらんだ野蛮な咆ほう吼こう。

　こちらとすれ違うように駆け抜けた叫ぶ濁流が、後方の敵へと雪な崩だれていく。敵は慌ててピストルを撃ちまくりながら方向転換した。回旋撃ちカラコールにもなっていない無様な姿は、完全に逃げに入っているだけだ。

「ドグ、ハル！」

　俺に駆け寄ってきた騎兵の一団。その中心にいるのは──総大将ナオキ宰相だった。

「レオンおつさんが退路を確保してる！　右方から回りこんで逃げるぞ！　お前たちで最後だ！」

「宰相閣下がなぜここへ!?」「大将が最こん前なと線ころまで来てどーすンですか!?」

　ハルと俺が思わず叫んだ。

　よく見れば肩が痛むのか脂汗まで浮かんだ顔なのに、ナオキ宰相は不敵に笑った。

「おぅ、大将だからここまで来ちゃうんだよ僕は」

　理由にもなってない理由を告げて、宰相は馬首を返した。

「いいから逃げるぞ。あー違う。退却だ！」

　一度敵を追い散らした一団が戻ってくるのに手を振ってから、総大将がついて来いと言わんばかりに顎をしゃくって馬の腹を蹴りつけた。

　俺はハルと目を見合わせる。

「……野郎ども、行くぞォ！」

　その背中を、追いかけていく。

　ああチクショウ。親おや父じがついて行っちまう理由が、最近なんとなく分かっちまうのが嫌だぜ。




　　　　◯




　英雄は、呟つぶやいた。

「遂に来たか──」

　部下に号令をして、駆け出した。




　　　　◯




　東の丘にその一団が現れた時、注意を払う人間はいなかった。戦場は混こん沌とんとしており、みな目の前のことで必死だった。

　もっとも早く気づいたのは、すでに戦意を失いつつある皇帝軍だった。しかし彼らは目の前を横切る騎兵の一団が、どのような目的でいるのかすら分からなかった。

　人と馬の死体、燃える火薬と臓物の臭気、あらゆる汚濁が満ちている戦場。

　その只ただ中なかを、鮮烈な赤白の旗バナーを結んだ槍やりが走る。その影はまるで、炎の中を駆けてやってくる悪魔のようにすら見えたという。

　だが、影が真しんに悪夢を見せたい相手は、彼らを遠くから見る輩やからではない。

　森のように突き立つ槍やりの穂群れが向かう先、間近も間近、特等席で見せつけるべき相手の下へ疾駆する。

　やがて、その相手も気づいた。

　味方の救出をしたファヴェール軍は、自分たちに向かって１００ほどの騎兵が突撃してくるのを悟った。避けようもない距離で。

　ピエルフシュ共和国重装騎兵ハサリア。突撃長槍コピアで３倍の相手すら粉砕する、悪夢のように最強の騎兵隊。

　その穂先が、標的を向いた。それは──〈魔術師〉の部隊だった。

　英雄ヴァツワフ・ジェヴスキーの全ては、この瞬間のために注がれていたのだ。




　　　　◯




　それはまたも奇襲だった。

「１時方向に騎影！　速い！　か、完全武装のハサリアです！」

　まずい状況だった。

　戦場を駆けずり回らされた馬は、だいぶ疲労している。

　後ろには怪け我が人にんを抱えた独立猟騎兵大隊。

　この軌道で走り続けると反撃も回避もしづらい側面攻撃。

　接触を避けるほどの方向転換は無理。

　そして敵は、完璧に殺やる気の最強騎兵。

　頭のどこかでこう思った。

　あ、ダメかも。




　　　　◯




　これまで共和国軍が享受してきた地の利天の時──ヴィンダル川の氾濫や、その他の恩恵に比べれば微々たるものであるが。

　その時ちょうど、砲兵陣地に仕掛けられた火薬樽だるの導火線が、最後の一筋を燃やし尽くした。

　破滅的なまでの轟ごう音おんと爆煙が立ち上り、戦場の中に一ひと際きわ大きな朱黒の花を咲かせて熱風が吹き荒れる。

　仕掛けられたことを知っていたファヴェール軍には動揺が無く、ハサリアは気を取られた。

　それは戦争の最中でナオキ宰相が得た、最初で最後の時の運であったかもしれない。




　　　　◯




　炸さく裂れつ音に、敵と敵の馬が共に混乱した。待ち伏せされたと勘違いでもしたのかもしれない。

　敵は動揺している。馬の体力足は残りわずか。僕らの数は２５０ほど。相手は１００のハサリア騎兵。

「宰相ォ！」

　ドグが叫んだ後ろを振り返った。その目はやれる、と訴えていた。

「エアハルド！　負傷者を運搬中の奴やつを連れて真まっ直すぐ進め！」

「了解しました！」

「それ以外は──」

　決断する。

「──突撃せよ！」

　手綱を振った。敵の方へ馬が走る。後ろの味方はほとんど減っていなかった。ついてきてくれているらしい。

　騎兵の助かる道は『死中に活』だ。ハサリアがそう教えてくれた。でも僕がやって良いものかどうかは、さて。

「はぐ」

　口に手綱を咥くわえて右手を空けて、鞍くらのホルダーからピストルを抜いた。

　ああもうまったく。

　戦争はきらいだ。




「「「叩き殺せH a k k a　p a a l l e──!!!!」」」

「「「万歳Hurrah────!!!!」」」




　雄お叫たけびを轟とどろかせて激突してくる敵の騎兵に、ファヴェール胸甲騎兵は真っ正面から激突した。

　悲鳴が上がる。血ち飛沫しぶきが踊る。

　鎧よろいが刃を受け止める金属音。馬の悲痛な嘶いななき。人の慟どう哭こく。

　唐突な刺激臭に、油の匂い。金属の火花が振りまく焦げ臭さ。

　一瞬一瞬の全てに命が懸かっていた。

　異様な興奮状態なのは、自分でも自覚していた。世界の流れがゆっくりになっている。

　敵が突き出した槍やりの１本が、丸く見えているのに気づいた。つまり僕の方を向いている。その槍やりの持ち主目がけて、引き金を引いた。

　歯輪が回って火花が生じ、発射薬が引火して爆燃してから、鉛球が銃口を飛び出すまでコンマ数秒のタイムラグ。それすら叫び出したくなるほど長く感じる。

　相対速度はどの程度だろうか。槍やり先さきと僕の脳髄の距離は。

　それを計算するよりは、さすがに銃弾の結果を知る方が早かった。

　槍やりの角度は下を向いた。穂先の形が尖とがりを取り戻す。そして、僕の脇腹へ。

　死ぬかと思った。

　服の脇腹を引っかけただけで──死の風の中を、生きてすり抜けた。

　と同時に、体のバランスを崩していた。

　左腕を吊つりながら馬に乗る難しさ。両腕を広げて片足で立つことはできるけど、片腕を動かしちゃダメな時って大変だ。そして槍やりでガクンと揺れた僕の体。

　落ちる。

「──宰相!!」

　後ろから追いついて僕を支える腕があった。傾かしいだ体がどすん、と力強く引っ張られて馬上に戻る。

「おおお、ありがとう！」

　ドグに肩越しに振り返りつつお礼を言う。すると、ドグはニヤリと笑った。

「閣下に死なれちゃ困りますんでね！」

　僕は笑って前を向いた。だんだんタフになるなドグは。助かる。将来が楽しみだ。

　──前を向いて、凍りついた。




　　　　◯




　英雄はこの瞬間に全てを注いでいたのだ。

　ハサリアたちは１千。その全てを〈魔術師〉は捌さばききった。

　しかし、共和国軍にはもう一つの騎兵隊がいた。軽装騎兵たちである。

　傭よう兵へいである彼らは、ヴァツワフの強行軍には半数ほども耐えられない。２千の兵員はまず半数、そしてさらに半数以上が脱落した。意図的な離脱もあったかもしれない。

　残ったのは２００騎程度。実に10分の１だ。

　その彼らが残ったのは、英雄が差し出した報酬が、たった一戦の為ためには法外とすら言える代物だったからかもしれない。

　グラフディール公爵から届いた支援物資の中に、彼ら好みの武器があり、ヴァツワフはそれを報酬として提供していた。

　それは、新式のマスケット銃である。

　軽装騎兵は鎧よろいを着けない。そして、多彩な武器を使う。しかし装備はそれぞれが自分で用意自弁すべしという慣例があった。多彩と言うよりも、持つ武器がバラバラであるとも言える。そんな傭よう兵へいたちにとり、軽量化された新式の長銃は喉から手が出るほど欲しい逸品だった。

　軽くなった新式銃は、背中に背負って剣まで持てる。優れものだ。使う時は馬を下りて、銃列を組んで構える。──ファヴェールの猟騎兵と、同じように。

　この場で違うのは、ひとつ。

　ファヴェール軍は味方を守る為ために銃兵を扱ったが、共和国軍は敵を撃つ為ために味方を囮おとりにして待ち構えていたことだろう。




　　　　◯




　止まることはもうできない。

　突撃して破砕するしかない。モタモタすれば再編されたハサリアが再び突撃してくる。２度目の幸運を期待はできない。

　２度目の幸運は、無理なのだ。

　完治しないまま戦場に出た僕が、もしもどこかに弾を食くらうなり落馬するなりしたらまず助からない。

　しかし、この距離で新式銃。そして数が減った先せん鋒ぽう。高い確率で、僕は困ったことになる。

　足を止めてはダメだ。ダメなんだが──馬が。

　さっきの突撃で足を使い切っている。どんなに急せかしても速度は上がらない。

　──どうしようも、ない。

「閣下、俺の後ろに──」

　ドグが言った瞬間だった。

　ずっ、と追い抜かれて前を塞がれた。

　ハサリアではない。

　軽装騎兵でもない。

　知らない相手でも、ない。

　それは──




「これでチャラだぜィ、大将」




　──ファヴェール騎兵を率いて現れた、僕の片腕だった。




　　　　◯




　ファヴェール軍はこの戦いで騎兵およそ５００が死亡。９００名以上が負傷する大損害を被った。共和国軍は騎兵およそ３００が死亡し、負傷者も含めればそれは戦闘能力を喪失するのに充分な数だった。

　帝国から援軍として送られた皇帝軍は、共和国が税を払うことを拒否して解散した。

　そして、戦いの後は両軍共に行動をやめた。

　ファヴェールは騎兵戦力をほぼ失うも、軍隊の中核である歩兵は失わずに済んだため戦争の趨すう勢せいはほぼ変わらなかった。しかし、騎兵の損害は大きく、将校や貴族が多く失われたことも痛手となった。

　ナオキ宰相は敵に攻撃され、あわやというところまで追い詰められたものの、貴族の攻撃によって救われ危機を免まぬがれた。

　この戦闘でファヴェール王国の連隊長レオン・メイザーが殉死したことは、ナオキ宰相にとっては『取り返しのつかないほど』のことであったと後に語ったという。














◯終章　その命に、答えてください









　彼ほど、僕がやることに無関心な人はいなかった。

　だからこそ僕は、




　彼を心から信頼していた。










　共和国との休戦条約は、多少の変更を加えて滞りなく履行された。今後６年の間、ファヴェール王国とピエルフシュ共和国はお互いに戦争をしない。ワルテリナ帝国、エイルンラント王国、ベネルクス連合王国を仲介に約定を結んだ。

　両国の間には、平和が訪れた。

　ファヴェール王国の条件はこのようなものになった。




・プラビナス地方の南端の返還

・自由都市のうち一部から退却

・ペリル港を含む港湾部を返還

・ペリル港の海上封鎖を解除

・北部要塞の返還




　以上だ。

　そしてピエルフシュ共和国に課せられた条約の内容は、以下のとおり。




・西方沿岸ジムシェクを含むプラビナス地方のほぼ全域を割譲

・自由都市におけるファヴェール王国の行政権と軍の駐留を認める

・ペリル港及び沿岸地域でファヴェール王国の徴税権を認める

・共和国海軍船舶のファヴェール王国への委譲




　簡単に言えば。

　ファルド海はファヴェール王国の中庭になった。










「……ヴァツワフの軍は、やっぱり壊滅していたよ」

　僕は一等船室で椅子に座って喋しやべっていた。空間の限られた船の中で、個室でしかも広い部屋は貴重だ。

　その部屋を使うのに船長は難色を示したが、僕はそうした。

　出航してすでに数日が経たつのに、その部屋に船旅で生まれるような生活感は無い。

　この部屋には、たった一つの棺かん桶おけが置かれているだけだからだ。

　レオン・メイザー中将の。

　そんな部屋で、僕は棺かん桶おけを前に口を開いている。

「英雄は、しばらくは寝台の上で暮らす生活だ。あんたが暴れたおかげでな。議会はもう完膚なきまでに意気消沈してたさ。ざまあないな」

　ため息を吐つく。

「……おかげで、ペリル港から徴税する税金を増やすことができたんだ。全ての積つみ荷にの値段に３・５％の税がつく。消費税……とまでは言わないけど、それに近い税だ。共和国議会は了承したよ。なにせ、切れる手札がもうどこにも無い」

　そしてこちらは、この世で最強の税金エースを切った。

　たとえば17世紀で最強と言われたスペイン無敵艦隊は、国家の財政悪化に伴って導入された消費税によって沈められたと言われている。財政が悪化しているところへ、さらに課税を増やして収支を悪化させた。

「入港税に加えて物品税の増加。経済成長率の下降は避けられず、共和国は戦争もしないで戦争と同じような被害を受ける。逆に、ファヴェールは戦争と同じように利益を得つつ、戦争費用はかからない。……実質、めちゃくちゃ楽に勝てる戦争を６年やれるも同然だ」

　ファヴェール王国の国庫は、20％以上の増収を見込んでいる。１年間につき、だ。

「……僕が退却できたから、追加要求できたと言える。それは、あんたの手柄だよ。おっさん」

　物言わぬ棺かん桶おけにそう告げて、僕は立ち上がった。

　部屋の戸棚からグラス二つと酒を取りだして、両方満たした。

　一つを棺かん桶おけに置いて、もう一つを掲げる。

「次は楽できるよう、祈るよ」

　グラスの底で２回、テーブルを叩たたいた。死者とグラスを合わせるにはそうするのだと、彼に教わったから。

「戦争は嫌いだけど、おっさんと肩を並べるのは……誇らしかったよ」

　熱い酒を一息に飲み下すと、少し辛つらかった。




　　　　◯




「『勝てるのは俺だけ』か……」

　一枚の銀貨を見ながら、俺は呟つぶやいた。

　なんの変哲も無い大１フ銀イセ貨ターだ。なのにピッタリと木の枠に嵌はめこまれて、そこに文字が刻まれている。

　親おや父じはこれを『大将が自分に降服した記念だ』と言っていた。──挟撃が失敗して囮おとりになる時に、形見分けしてもらったものだった。

　返しそびれていたのに。

「息子に残すのが１フィセターはケチぃぜ、親おや父じ」

　椅子の背に顎と腕を乗せながら、棺かん桶おけに向けて莫ば迦かな冗談を愚痴る。『うるせェ。自分で稼げ』そんな答えは、もう聞けない。

　ギシリ、と扉が開いた。

「あ……」

　トゥーナさんだった。俺がいるのは予想外だったようで、驚いた顔をしている。

「えと……いい？」

「ああ」

　頷うなずくと、監理官は部屋に入って扉を閉めた。

　それから棺かん桶おけに近づいて、そっと手を乗せて瞼まぶたを下ろす。

　しばらく、波が船を叩たたく音だけが流れていった。

「閣下と、レオおじ様がいなかったら……」

　トゥーナさんが棺かん桶おけを見ながら、語りかける。

「あたしは、もう死んじゃってる……６年も前に、冷たい池の底で……こんなに楽しい大人の人がいるって、ぜんぜん知らないまま。世界はつまんないって、呪いながら……」

　水滴が、棺かん桶おけに落ちた。ぽつぽつと落ちる雫しずくは、だんだんと増えていく。

「助けてくれた時は、なんてお礼したらいいのか、わかんなかった」

　震えた声が、もう答えない棺かん桶おけに降り注ぐ。

「でも、おじ様はね……そんな風に恩に着せたこと、一度も無かった……。だから、おじ様の兵隊さんは、みんなついてきてるんだって、尊敬してたんだ……。ううん、今も尊敬してる……。ずっと、ずっと尊敬してるよ……」

　棺かん桶おけの表面を愛おしいものにするように撫なでて、トゥーナさんは泣きながら振り向いた。

「お、起きてたらきっと、『うるせェ』って言われちゃうね……」

　無理に作ったくしゃくしゃな笑顔は、世界でいちばん綺き麗れいな宝石みたいに思えた。

「そう、だな。きっと。……ありがとう、トゥーナさん」

　親おや父じへの尊敬を口にしてくれた人にお礼を言うのは、俺の役目なのか。そんなことを気付いて、少し動揺する。

「……うん」

　親おや父じに助けられた少女は、涙を拭きながら椅子を持ってきて、隣に座った。船が波でゆっくり上下するその間、じっと黙って棺かん桶おけを見ていた。

「……行かねえのか？」

「ドグは？」

「……もうちょっと、な」

「じゃあ、あたしも」

　目を合わせずに言葉を交わして、

「……俺の親おや父じは……最強なんだ」

　銀貨を見つめて言う。

　14万の兵隊を３千の援軍で消し去って。

　最強無敵の騎兵隊を持つ英雄はそもそも勝負ができなくて。

　海をまるまるひとつ女王の中庭にしちまう男。

〈魔術師〉──が、唯一勝ち逃げされた傭よう兵へい。

　その証あかしが、手の中にあった。

　トゥーナさんへ振り向いた。そして告げる。

「だから……俺も強い。平気だ」

「……知ってるよ」

　静かに頷うなずいて、そう言われる。

「だったら、」

「でも、」

　目を合わせずに前を向いたまま、静かに涙を流しながら、言う。

「ごめん、なさい……。ずるいかもだけど、心配なの……。追い出さないで……」

　俺は息を抜いて、顎を腕に置いた。

　人の息遣いが隣にある。ただそれだけで──腹を凍えさせそうな寒さが、遠のいた気がした。




　　　　◯




　ファヴェール王国の王都は、水の都です。

　凱がい旋せんは陸ではなくまず海から行われました。

　港の見える距離に近づいた勇壮な軍船が、礼砲を撃って到来を告げます。すると、港では祝砲として景気良く全門で砲煙を噴き上げました。

　やがて港に近づくにつれ、針路を妨げないよう距離を保ちつつも、民間船がいくつも寄せてきています。その甲板には、ひと目で分かるほどたくさんの人がファヴェール艦隊に向けて両手を振っていました。

　この日商売のためではなく歓迎するためだけに出航した船は、おそらく史上最多の数になることでしょう。

　港いっぱいにひしめき合った群衆が歓呼を上げました。お祭りじみた騒ぎにはあちらこちらで陽気な音楽が鳴り散らかされ、水道を通るファヴェール艦隊を望む両岸には人をいっぱいに乗せた小舟が所狭しとひしめき合っていました。

　常ならぬほど豪ごう奢しやに飾り立てられた軍船を、おそらく王都の外からも駆けつけた民衆がひと目その姿を記憶しようと屋根の上にまで姿を見せていました。

　王国史上最大の戦争を勝利で飾ったファヴェールは、あらゆる不幸を彼方かなたに追いやったかのように祝勝を歓迎しています。

　軍楽隊が吹奏する軍歌が聞こえる上陸場を経て、市街を通って行進し王宮まで市民の歓呼に応えなければなりません。

　水平線の先に故国を望んで舷側にかじりついていた兵士たちも、いまは行儀良く甲板で整列して誇らしげに胸を張り手を振り返しています。

　そしてわたし──女王の船には、ほとんど質量すら感じそうな歓声が降り注いでいました。

　その熱気だけで、船の索具に火がつくのではないかと疑いたくなったほどでした。『ファヴェール通信』を始めとする各通信誌は、こぞって〝〈北ほつ方ぽうの雌め獅じ子し〉が馬を仕留めた〟と大喜びで書いています。

　家紋と戦争で勇猛な名前がついてしまいましたが、もう少し可か愛わいらしくても良くありませんか？

　ともあれ、そのように浮き立つ民衆に、わたしの横で手を振っているナオキさんを盗み見てみます。

　民の喜びようを見れば心が少しは晴れるかなと思いましたが──笑顔は、優れませんでした。

　シュテアラルリンクの港で合流したナオキさんは、傭よう兵へい騎士レオンの喪失に深く傷ついていました。

　わたしにとってもその訃報は衝撃で、その日は脳が痺しびれたように冴さえませんでした。

　ナオキさんには殊更に重い出来事だったのだと思います。普段の振る舞いを取り戻そうとしていらっしゃってるのですが……ふっと悲しげな顔をされることがありました。

　せめて国の様子がその魂を慰い撫ぶしてくれることを願っていましたが……なおも、悲しみに沈んだナオキさんを引き上げることは叶かなわないようでした。

　喜び踊る王都の中心を、ナオキさんは作った笑顔で通り過ぎてしまいます。

　そして上陸場へ船が到着し、港へと下りるわたしたちの前で──不意打ちがありました。




　　　　◯




「おとうさま────────!!!!」




　小さい体で遠くから、ダッシュでこちらへと走ってくる。ま、がめちゃくちゃ伸びてるのは走ってる間ずっと叫んでるからだ。

　僕は驚いて動けなかった。

　目一杯に元気の塊みたいなわちゃわちゃした足取りで、自分へ突撃してくるその姿。

「か、」

　それも、ひとりではない。

「ちちうえ！　あ、ちがったでんか！　でんか！」

「る、」

　姉弟ふたりが埠ふ頭とうに降り立った僕のもとへ、超がつくようなダッシュで駆け寄ってきて、

「おとうさま!!」「ちちうえ!!」

　そのままぶつかってきた。

　僕は慌てて膝をついて抱き留める。６歳児ふたり分。折れた肩が軋きしんだのに、不思議と痛みは感じなかった。

「「おかえりなさい!!」」

　カタリナとルーカスが、心の底から僕を喜ぶ笑顔で言ってくれる。

　僕は思わずふたりをぎゅっと抱きしめて、その匂いを胸いっぱいに吸い込んだ。きゃー、と叫びながら子供たちが身み悶もだえする。

　その体温に、その匂いに、脳の奥──魂の底までが、なにかで満たされたように感じられた。なんだか、このまま溶けてしまいたいとすら思えるほど。

「た──」

　ようやく、心の底から思えた。

　戦争が、終わったんだ。と。

「ただいま。カタリナ、ルーカス」

「ちゅーする！」「ぼくも……」

　予定には聞いてなかったふたりの子供の出迎えに、僕がわちゃわちゃと子供らとじゃれ合っていると、影が差した。顔を上げる。

「お帰りなさいませ、御主人様」

「テレンティア。ただいま。ふたりを連れて来てくれたのか」

「いいえ、逆です。──海上に出ようとするのを、お引き留めしておりました」

　完璧で美しいウィンクをして、テレンティアがそんなことを言う。

　こう人前じゃさすがに言えないが──愛してる、と無性に伝えたくなるほど極まっていた。

「ナオキさん」

　後ろから歩み寄ってきたソアラが、呼びかけてくる。

　僕はふたりを足にまとわりつかせながら、慌てて振り返った。

「おっと、ごめんソアラ。根が庶民だからこういうサプライズなんかいま僕すごく嬉うれしくて──」

「お帰りなさい、ナオキさん」

　言い訳する僕の口を、ソアラが首を引き寄せて唇で塞いだ。

　その柔らかい感触に、子供たちとはまた別の感動が胸にこみ上げてくる。何な故ぜかは分からないけれど──気付けば、抱きしめていた。

　歓迎団や兵士たちが口笛を吹いて囃はやし立たて、軍楽隊が景気の良いい音色を奏かなでる。

　うるさいな野郎ども！　──なんて、おっさんみたいなことを反射で思い浮かべたけれど、

　僕たちを見る人たちには、笑顔があった。

「幸せになれますか？」

「……みんなでなろう」

　僕は笑ってソアラを抱き寄せて、改めて集まった人たちへ手を振った。

　──王国はもう一度、祝砲じみた大きな歓声で応えてくれた。

　僕はここへ帰るために、あらゆる手を尽くした。

　僕をここへ帰してくれた人がいたことを、胸に刻もうと決意した。




　ここが──僕の、故郷だ。





終わり












　　　あとがき




　お買い上げありがとうございます。長なが田た信のぶ織おりです。

　すうすくというシリーズも５巻となりました。とても長いシリーズに見せかけて実は刊行ペースで計算するとやめてくださいお願いします。

　ともあれ、巻を増すごとに仲間を増やし、計算を増やし、小ネタを増やし、敵も増やし、ソアラのおっぱいも増やし、とあれこれ増やしすぎて今回はページ数まで増えました。

　もしかしたら読む前からなんか分厚い気がするな、と思った鋭い読者がいるかもしれませんね。あるいは電子のシークバーで気付いたやも。気のせいです。いつもの１・５倍くらいです。

　さて、今回みなさんはわたしに訊ききたいかもしれません。「なぜ？」と。

　わたしの悪癖ですが、作中で大っぴらにではなく密ひそやかに変化していく人というものを愛しています。きっとこれは作者の自己満足です。けれど、本人でさえ〝その瞬間〟までまったく気付かなかった自分の姿、というものをたまに見つけることが世界にはあります。

　彼がなにを思っていたのか、誰がどんな価値に気付いたのか。

　全部を言葉にしてしまうのは、不粋である気がするんですよね、そういうの。

　というわけで、小説家にあるまじきことにぎっちり描くことはせずに、みなさんの好意を期待して書きました。ごめんなさい。ここは、甘えさせてください。

　この分厚い５巻や実は４巻のそこかしこに織り込んでおきました。いえ、そういうの抜きにしても、書かないといけないと思ったものを込めたらこの厚さになったわけなんですけれども。

　小説って自己増殖するんですね。まるでライフゲームのよう。ふふふ、わたしにここまでさせたのは彼が初めてですよ……。とか言ったりして。

　さて、巻きで恐縮ですが謝辞を。

　まずは今回も紅べに緒おさん。素敵なイラストをありがとうございます。前巻がベ◯ダーなら今度は完全にライトサイド。変わりゆく登場人物たちにお付き合いくださりありがとうございます。

　担当編集さん。なぜ毎回図解が入るラノベなんてやってるんだろうって思いましたよね？　おっぱい関数のせいだと思います。でも図解はわたしも楽しいです。ありがとうございます。

　図解と言ったらデザイナーさん。この本の図解はデザイナーさんの手で作られています。大きな謝辞をお送りしたいです。

　校正さんや、印刷、流通、わたしの古巣でもある書店と書店員さんなど、読者のお手元に届けてくださるみなさまに、感謝の念を。

　そして、読者のみなさん。あなたが楽しんでくれたら、わたしはとても嬉うれしいです。ありがとうございます。


令和元年　長なが田た信のぶ織おり
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勝しょう利りする者ものを描えがけ。ただし敵てきは自じ軍ぐんより精せい鋭えいと大たい軍ぐんであるものとする。
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